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高専教育関係研究文献目録〈その3)

A Bibliography of 

Technological College （~δsen) Education 

一一一 Part Three －一一

轟 一郎・棚町知弥編
Ichiro Todoroki & Tomoya Tanamachi 

6

6
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工学共通

一一図 学・・・

一一応数・応物・・・・

一一情報処理教育・電子計算機室・・．

一一自動作図

一一教務へのコγピューター利用

（その1）・（その2）の編者・棚町が昭和51年4月，

山口大学教養部へ転出したため，（その1）以来本目録

の内容について討議をかさねてきた轟が，共編者とし

て加わることになった。ただし，棚町はその後も引き

つづき事にあたった。
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7 

8 

8 
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出ι
寸ー

機械工学（系） ・・・・・・・・・・・

電気工学 （系） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

化学（系）・

金属工学（系）・

土木工学（系）・

建築学（系）・・・・

工

2 

2 

次

人文科学

－一一国 語・・

一一倫理哲学

［歴史・芸術］

目

一般教育論

航海・機関］

船［商

社会科学

人文地理

経済学・［法学3 8 図書館利用（含・図書館学）・・．

教育機器利用

一一視聴覚・

一一個別学習システム（CAI・CMI）・・

3 

4 テグノロジー・アセスメン’ト
8 

9 

9 般－－－－－－－－－－－－－－－－－－

試（追跡調査） ・・・・・・・・・

教育課程
3

3

4
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高専教育論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

一一一電波高専教育・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

一一商船高専教育

一一改善検討資料など

工学教育論（大学・一般） ・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

一一大学院制度改善 12 

工業高校教育の改善について ・・・・・・・・・・・・ 12 

一一技術高校（神奈川）・定時制など 13 

一一総合技術教育 14 

比較

一一一フランス

一一イギリス

ーーー’デュメザヵ

ー〕ー‘西ドイツ

ーー東ドイツ

一一一スイス

14 

15 

学校の施設・設 備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

教育学研究・その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

く付録＞教科書・参考書類目録（草稿） ・・・・・・ 16 

了一…一一一一一一おこ とわり j 

~ 1.本稿は，その 1 （本紀要第11号所収）ならび；
に，その2 （同第12号所収）につづく， 1975～

1 76年分の追録を主とするが，過年度の補遣もあ

り，また，新たな関心により設けた項目もある。 1 

! 2.項目ごとに通し番号を付しているので，前2
稿とあわせて検索されたい。

3.フ4ード・バックを期待して，拙速主義を敢： てとった。整理された，見易い本格的な目録を i
編むため，所収タイトノレは手許にカード化して

あることを，念のため申レ添えておく。

一般教育論

く1975>

2.関正夫：一般教育運動試論大学論集（広島大

学大学教育研究センター） 第3集 1975・3月

20/36 

[]I 「専門志向型」一般教育

1.工学教育の場合 ］ 

3.宮沢康人：選択制と近代の個人主義と共通教養

教育 322号 1975・11月 70/78 

人文科学

一一国

く1975>

きE
ロロ

12.田中道雄：読解に連結する読書指導を一一棚町方

式の発展のために 国語教育誌（日本国語教育学会）

5巻1号（通巻15号） 1975・12月 63/68 

13.小谷稔：本校学生の作文における漢字使用力の

考察奈良 11号 1975 152/147 

14.鈴木吉三郎：高専学生の歌心鮫洲（東京都立工

業高専国語研究室） 1号 1975 54/57 

く1976>

15.中村康治［高知］，穴山健［有明］：即読書指導
という現代国語の実践一一有明高専「棚町方式」の

評価国語教育誌（日本国語教育学会） 6巻1号

（通巻18号） 1976・11月 56/70 

人文科学

一一倫理哲学

<1972> 

5.葉柳正［阿南〕：提案3 ( 2）公民的領域（倫

理・社会）一一開発カウンセリソグの立場より［読

書と小集団討議との組合せによる授業］ 社会科

教育論叢（日本社会科教育研究会年報） 19集

1972 17/24 （討議／31)

［第20回大会シγポジウム昭46年6月31日］

<1976> 

6.金森西叡：「倫理・哲学」における読書教材につ

いて富山 10号 1976 157/161 

7.大森洋一，水野進［他に学生3名］：昭和50年

度第2学年哲学の授業について一一Try的発想に

基づく読書例（ソクラテスの弁明） 桐蔭 5号

C特集：本校工学基礎の授業例11976 39/48 

8.鈴木敏弘，水野進：昭和50年度第3学年哲学の

授業について一一『方法序説』を使って 桐蔭

5号 1976 49/52 

9.鎌田純次，辻毅一，（6期生）西川寅彦：昭和

49年度第4学年・ 5学年哲学の授業について一一精

密自然科学における美の意味 cw.ハイゼンベノレク）
桐蔭 5号 1976 53/56 



社会科学

一一人文地理

く1976>

6.東暗樽［広島3：高専における地理教育の基本

的な展開商船 8号2類 1976 1/9 

自然科学

一一数 学

<1974> 

82.笠野卓夫： 電卓で扱える範囲について 奈良

10号 1974 89/93 

<1975> 

83.伊藤俊彦〔宇部〕：数式指導にみる高専の実態と

実践報告教育科学・数学教育 181号 1975・6月

100/105 

84.三塚正巨〔一関］： 数学に対する態度の様相につ

いて東北数学教育学会年報 6号 1975・3月

85.佐藤純一：行列式の指導について米子 11号

1975 63/68 

86.杉山光則：線形微分方程式の行列を用いた解法に

ついて米子 11号 1975 69/74 

87.藤原重幸，宮下重敬 E長野］：数学の活用能力を

高めるための指導について 日数教会誌 57巻

1975 

88.伊藤俊彦：高専の入試における数学科の成績分析

について宇部 21号 1975 9/18 

89.笠野卓夫：電卓で扱える範囲について（第2報）

奈良 11号 1975 141/145 

<1976> 

90.月田宏仁鳥羽］：極限値の指導について商船

8号2類 1976 18/25 

91.矢野 実〔鳥羽］：ベノレヌイの微分方程式および

その周辺について商船 8号2類 1976 26/39 

92.矢野実，月田宏〔鳥羽］：全微分について

商船 8号2類 1976 40/45 

93.大門盛宏 E大島〕： 数学教育課程についての一試

案商船 8号2類 1976 46/49 

94.野村京治［大島〕：高専教育の「極限の定義」に

ついて商船 8号2類 1976 57/60 

95.藤原重幸，宮下重敬：数学の活用態度を重視する

指導について長野 6号 1976 99/109 

96.中村 繁：ガロア理論石川 8号 1976

109/121 

3 

97.宮本一郎：高専における数学教育の現代化

（第6報） 富山 10号 1976 163/170 

［第4学年応用数学教材について3

く1971 追補＞

98.三塚正臣：高専における数学の教育内容の改善に

ついて一一情報処理教育との関連から 東北数学教

育学会年報 2号 1971・3月

く1972 追補＞

99.三塚正臣 ：数学的構造について 東北数学教育学

会年報 3号 1972・3月

<1974 追補＞

100.三塚正臣： 数学的態度について 東北数学教育学

会年報 5号 1974・3月

自然科学

一一物 理

<1972> 

29.斎藤貞夫 E宮城］：物理教育におけるフローチャ

ートの活用 日本物理教育学会誌 20巻3号 1972

(216/219) 46/ 49 

<1973> 

30.中村敏明［旭川］：高専の物理教育に関する分析

と考察 日本物理教育学会誌 20巻4号 1973

(323/326) 71/7 4 

31.中村敏明［旭川］：物理教授法の研究 (1）一一

演習型式の指導法 日本物理教育学会誌 21巻1号

1973 (1/6) 1/6 

32.中村敏明［旭川口：物理教授法の研究（2）一一一

概念形成の実験法 日本物理教育学会誌 21巻3号

1973 (181/185) 41/ 45 

<1975> 

33.原敏晴：静力学と動力学の論理的統一の試み

和歌山 10号 1975 87/90 

34.斎藤貞夫： 単振り 子の実験のシミュレーション

宮城 12号 1975 77/86 

35.斎藤貞夫［宮城］：単振り子の実験のシミュレー

ショシ 日本物理教育学会誌 23巻3号 1975

(173/176) 35/38 

36.江口 保［小山エ進上芳雄：電解質溶液による

電磁気現象 日本物理教育学会誌 23巻3号 1975

(177 /183) 39/45 

く1976>

37.中島光洋，日比野満：学生実験におけるマイク

ロメーターの零点の読みのチラバリ 岐阜 11号

1976 132/136 
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自然科学

一一化 学

く1976>

29.樋口大成：学生の能力と教育上のー視点有明

12号 1976 37/40 

30.後藤忠：化学教材としての核酸の取扱いについ

て茨城 11号 1976 1/8 

31.田中浩二，米田正：工業高等専門学校（工業化

学科を除く）及び高等学校の化学実験室廃水の解析

と処理熊本 3号 1976 91/100 

一一理 数（理科教育）

く1975>

6.梅津英彦：科学教育について 仙台 5号 1975

57/67 

く1976>

7.村上隆美［鳥羽］：理科教科書に現れた科学史的

事項 （N）ー一新学習指導要領による中学校理科の

教科書の調査商船 8号2類 1976 68/75 

テクノロジー・アセスメント教育

く1975>

4.大隅芳雄［佐世保］：高専教育とテクノロジーア

セスメント 工教だより 35号 1975・11月 4/4 

5.上崎孝一［阿南］：全寮制高専寮における教育上

の問題点（上）一一テクノロジー・アセスメント的

手法による摘出厚生補導 113号 1975・11月

47/64 

6.上崎孝－［阿南］：全寮制高専寮における教育上

の問題点（下） 厚生補導 114号 1975・12月

59/64 

く1976>

7.棚町知弥：高専教育関係研究文献目録（外編・そ

の1）一一高専紀要に見る環境研究・災害研究

有明 12号 1976 21/27 

8.木村重行：高専教育へテクノロジーアセスメント

の導入について茨城 11号 49/55

9.大阪府立高専 ・TA研究会：高専祭アセスメント

大阪府立（モノグラフ 39p.) 1976・7月

10. 〔福島高専］環境科学教育研究施設・研究報告

福島 1号 1976・11月

く1974 追補＞

11.福島高専 ：環境科学教育研究センタ ー（計画の概

要）一一TechnologyAssessment (TA）の観点に

立って高専教育の充実をはかるために

（モノグラフ 19 p.) 1974 

語学

一一英

<1974> 

圭E
E回

68.吉田保：ー和製英語小引高松 10号 1974

133/137 

69.河野三郎：慣用句と音戸学の関係都立 10号

1974 137/141 

く1975>

70.種目亮乗： A Study of the Methodology for 

Teaching English 詫間 3号 1975 53/65 

71.吉田保：和製英語再考高松 11号 1975

203/207 

72.吉田保：トースカン語源考高松 11号 1975

209/211 

73.久下沼篤： MayWell （＝‘possibility’）に関す

る一考察茨城 10号 1975 49/69 

<1976> 

74.諏訪部真：英語学習における誤りの意味と原因

について長野 6号 1976 89/98 

75.田窪敏男： EnglishDictionariesに採録されてい

る日本語について一一Webster第3版を中心とし

て新居浜（人文科学編） 12巻 1976 10/21 

76.尾崎司郎：ラドー・テストによる昭和50年度前期

一年生の英語分節音素聴取力についての一考察

新居浜（人文科学編） 12巻 1976 22/30 

77.吉井祐蔵：日英語の対語語順の対照研究←一日英

逆配列の例について松江 11号 1976 107/124 

78.森山善美：ことばの連想一一日本人と英国人の場

合松江 11号 1976 125/138 

79.山岸直勇：英語辞書のあやまりについて（9) 

大阪府立 10号 1976 111/119 



80.田中 洋：福井県小浜市立図書館英書の書誌的研

究（その1）一一辞書類舞鶴 11号 1976

152/163 

81.村田年： PersonalPronoun ‘We’の意義と用

法及び日本語の相当語との用法のずれについて

木更津 9号 1976 120/125 

82.村田 年：ていねいな表現と簡潔な表現一一

Lingua phoneにおける英語と米語の相違木更津

9号 1976 126/129 

83.吉川邦三：英和辞典における問題点の一考察一一

意義分析と多義の構造化の観点から 小山 8号

1976 21/25 

84.佐藤幹浩 YoshihiroSATO: A Way to 

Production 小山 8号 1976 40/44 

85.大沼浩：英語語法の研究鶴岡 10号 1976

11/19 

86.久下沼篤： MayWellの用例に関する一考察

一一Mayが「認容」を表わす場合を中心に 茨城

11号 1976 31/47 

87.新城岩夫：外国語の「読み」のプロセスに関する

言語心理学的分析（2）一一読書行動の概念化と研

究の方法豊田 9号 1976 101/107 

圭笠
岡田 学

一一ドイツ語

<1976> 

6.工藤政憲： nichtsweniger alsについての一考

察大分 12号 19'76 89/90 

雪E
ロロ 学

5 

<1975> 

211.豊島慶男， 対馬清造： ；農村児童・生徒の身体計測

値と運動能力との相関について秋田 10号 1975

94/105 

212.田中整佳：クラウチング・スタートにおいて足の

配置をきめる要因木更津 8号 1975 90/93 

213.中野武彦：長距離走の予想タイムについての一考

察北九州 9号 1975 105/108 

214.佐上清，松沢甚三郎 ：本校学生の体格・体力・

運動能力に関する調査研究（その 1) 福井 9号

1975 93/112 

215.佐上 清， 松沢甚三郎，田中恵子：本校学生の性

格に関する調査（第6報） 福井 9号 1975

113/136 [MMPI] 

216.竹信武，中山勝広：学生の体力・運動能力の発

達と性格 (II) 東京 7号 1975 123/126 

217.宮崎雄三，小薮助弘，杉野修，勝目叡：縦断

的観察にもとづく鈴鹿工業高等専門学校学生の身体

発育（第5報） 鈴鹿 11号 1975 23/31 

218.西芝茂樹： 1500m走の技術指導和歌山 10号

1975 76/80 

219.久葉章一郎，石賀英亮： M,gastrocnemius, 

M, tibialis-anteriorの Walking,Running, 

Jumping時における Shoesの影響についての筋電

図的考察米子 11号 1975 53/62 

220.福田広夫：オリンピック大会のスピードスケート

競技におけるラップ・タイムと体格との関係につい

て八戸 10号 1975 78/85 

221.鳴海寛：合宿トレーニングにおける疲労の動態

について一一本校パスケットボーノレ選手について

八戸 10号 1975 86/93 

222.秋山秀博，鳴海寛，福田広夫：合宿練習におけ

一一－ L. L. る筋力の発達に関する分析的研究 八戸 10号

く1976> 1975 94/98 

27. Tsutomu OYABU, Mitsuaki YOSHINAGA: 223.吉村恒男：パレーボーノレの新ノレールに関する研究

An Observation on Software for the Language 都立 11号 1975 121/123 

Laboratory : An Interim Report-Experimental 224.豊田治視：バスケットポール技術についての分析

Teaching by Using LL-Software, especially to 的研究一一ー第四回全国高専体育大会 高松 11号

Improve Listening Comprehension 久留米 26号

1976 15/27 

1975 129/155 

<1976> 

225.寺本匡諜：学校での健康診断の方法と管理の一考

有明 12号 1976 29/35 

保健体育 226.東富雄： 高専学生の不慮の災害（傷害）に関す

く1970> る調査研究大分 12号 1976 98/104 

210.山元篤朗，鬼塚幸一，山崎 亨： F.I. R. 0.の理 227.石黒光祐〔富山〕：船員と体育 (1）ー一一航海実

再論について（第1報） 鹿児島 5号 1970 習による体格，体力の変化について商船 8号

77/92 2類 1976 97/108 
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228.平畑幸作［大島］：昭和48年度， 49年度の本校学

生の体格（全学年対照）体力，運動能力 (1～2年

対照）に関する調査研究商船 8号2類 1976

109/115 

229.菊地康太郎：児童生徒の皮下脂肪厚の測定結果に

関する研究都城 10号 1976 157/164 

230.田中整佳：フォスベリーフロップの一考察木更

津 9号 1976 136/139 

231.石黒光祐：船員と体育 E一一若潮丸の研究航海

報告富山商船 9号 1976 98/106 

232.石黒光祐，薮田俊彦：運動選手の重心位置の研究

E一一運動種目別重心位置の追跡調査 富山商船

9号 1976 107/124 

233.山元篤朗，鬼塚幸一，山崎亨： FIROの理論に

ついて（第2報） -FIRO・Bによるサヅカー競技

選手の対人関係行動とサッカー競技集団の人間関係

の分析鹿児島 10号 1976 67/77 

234.鬼塚幸一，山元篤朗， 山崎亨：本校におけるク

ラブ活動（体育系）の現状と問題点鹿児島 10号

1976 79/95 

235.大坪寿：日本武道の特質に関する考察一一剣道

における古流の形を通して 久留米 25号 1976

68/58 

236.豊島慶男 ：運動部所属学生の体型について一一特

に身体構成の比較秋田 11号 1976 104/112 

237.久保田敬三：体力について一一昭和44年度入学生

の体力の推移長岡 12巻1-2号 1976 43/50 

238.片山峯男：現代剣道の通弊と初心者の基本動作の

指導法について熊本 3号 1976 101/106 

239.三ツ井東司：バスケヅトボーノレ・ツーハンド・チ

ェストパスにおける身体の移動量について 沼津

11号 1976 149/158 

240.寺沢猛：中等教育から高等教育における保健体

育の総合的研究一一第1報高等専門学校における

体育・スポーツ活動の推移について 豊田 9号

1976 83/88 

工学共通

一一図学・製図

［一→自動作図］

<1976> 

31.石津好一：図学 ・機械製図における OHPのソフ

トウェアについて 佐世保 13号 1976 15/18 

工学共通

一一応数・応物

く1976>

18.岡崎幹郎：応用物理実験について鶴岡 10号

1976 71/82 

工学共通

一一情報処理教育・電子計算機室

<1975> 

68.野田宏：和歌山工業高等専門学校における電子

計算機導入の経過和歌山 10号 1975 81/85 

69.関護雄，大沢和夫：コンピューター初心者教育

について沼津 10号 1975 43/46 

70.宮地功：三種類のシステムによる電子計算機実

習津山 13号 1975 11/20 

71.岸本俊祐： 電子計算機実習用ソフトウェアシステ

ムの開発一一実習用アセンブラ語 ASS/1

津山 13号 1975 21/28 

72.岡田文平：群馬高専電子計算機室の管理・運営

（第4報： 49年度） 群馬 9号 1975 99/106 

73.小西重成，稲毛章，疋田光伯，岡野泰弘：

FORTRAN によるアセγプラのシミュレートに

ついて 高松 11号 1975 41/58 

74.山本富士雄：プログラミングの便法佐世保

12号 1975 81/85 

75.神一紀道：マークカードを使用するパッチ処理シ

ステム米子 11号 1975 75/80 

76.川端康洋：行列演算処理プログラムの開発につい

て米子 11号 1975 81/86 

77.渡辺宏： M-LISPについて一一小型計算機の

Lisp 宮城 12号 1975 42/53 

<1976> 

78.空 浩，北川泰郎［富山］ : JAC 120会話形ア

セγブラの試作商船 8号1類 1976 78/83 

79.山下辰男，中島裕， 大杉和美 【大島］：ミニコ

ソによる作図の一系商船 8号1類 1976 84/88 

80.神田全啓，山下辰男， 山中順吉 C大島3：マーク

カードプログラムの試み商船 8号1類 1976

206/213 

81.米沢邦男，宮村昭治 ：教育用電子計算機の試作

石川 8号 1976 57/65 

82.井関正嗣，野瀬佳正：昭和49年度電子計算機セン

ター運用報告舞鶴 11号 1976 80/85 



83.奥田 豊， 前田道雄： FACOM 270-30のフォ

ートラン・コンパイラの解析と改良 明石 18号

1976 19/36 

84.松山和雄： 旭川工業高等専門学校電子計算機室の

利用状況（昭和49年度） 旭川 13号 1976111/117 

85.松山和雄 ：旭川工業高等専門学校電子計算機シス

テムとその運営 旭川 13号 1976 119/130 

86.半田卓爾，皆川信也，大内弘，原健彦，軍司

光一，菊池朗：電子計算機教育センタ報告 (1)

一一中型電子計算機システムの導入について茨城

11号 1976 185/190 

87.半田卓爾，皆川信也，大内弘，原健彦，軍司

光一，菊池朗，車田武千代：電子計算機教育セン

タ報告（2）一一電子計算機教育セシタ利用状況

茨城 11号 1976 191/203 

88.江川正，半田卓繭，上田稔，皆川信也，大内

弘，原健彦，軍司光一， 菊池 朗，大木三四郎，

車田武千代：電子計算機教育セγタ報告（3）一一

入試成績の集計処理について 茨城 11号 1976

205/211 

89.村上滋樹：呉高専 FACOM 230-28Sシステム

呉 17号 1976 57/60 

90.吉野信行，町田勝吉：呉高専電子計算機室会計編

集プログラム“EDPLOG” 呉 17号 1976

61/67 

91.菅伊兵衛：工業高等専門学校におけるコンピュ

ータ一利用のー形態 鶴岡 10号 1976 25/42 

92.長谷川俊勝，末広秀子 ：電子計算機システムに関

する一考察（そのTI) 函館 10号 1976 61/64 

93.高等専門学校情報処理教育研究協議会 ：昭和51年

度高等専門学校情報処理教育研究全国大会記録

（昭和51年8月5・6日 群馬高専） (36 p.) 

［追補 Nos.94.～98. : p. 15] 

一一自動作図

<1974> 

5.新井泰司［都立〕，望月 孝：工業教育へ自動製

図システムの導入の意義 日本設計製図学会誌

9巻42号 1974・11月 28/33

<1975> 

6.石津好一 ：図形処理サブルーチンについて（第1

報） 佐世保 12号 1975 13/20 

<1976> 

7.角秀吉：ばねの描法久留米 25号 1976

27/34 

7 

エ 学

一一機械工学（系）

く1973>

58.星光一［旭川｜〕：精密工学とは何か精密機械

39巻3号 1973・3月 243/244

59.及川雄水〔一関〕：機械設計製図の教授について

の所感（はめ合いとあらさ） 設計製図 8巻32号

1973・3月 43/44

く1974>

60.一色尚次：今後の社会にふさわしい機械系工学教

育のあり方 日本機械学会誌 77巻 669号 1974・

8月 830/835 E昭和48年度春期全国大学機械工学

系教育研究集会をもとにしての報告3

<1975> 

61.山形保望： 高専機械工学科における設計製図教育

（アンケート調査報告） 高松 11号 1975 

37/40 

<1976> 

62.河野高顕：スタンフォード大学の教育について

大分 12号 1976 84/88 

Eカリキュラムは機械工学科を例として］
63.大木茂松：工業高校教育（付機械系教育）の現状

と今後の課題 日本機械学会誌 79巻 687号

1976・2月 127/131

64.川勝邦夫，伊藤茂，水口 諭， 小倉時雄，永井

武，高西馨，山内哲夫，中田良平：組合せ教育の

試み一一考案製作実習の実践とその効果について

舞鶴 11号 1976 1/8 

65.奥野純平： 機械の強度設計舞鶴 11号 1976

29/59 

66.木村重行： 機械工学科カリキュラムの改訂につい

て茨城 11号 1976 57/68 

67.青木孝，勝山昭夫：設計製図教育におけるプロ

グラム学習（第2報） 茨城 11号 1976 101/107 

68.勝山昭夫：水素気泡法による流れの可視化茨城

11号 1976 117/124 

69.大内弘：試作した小型無響室について 茨城

11号 1976 89/95 

70.星光－［旭川〕：精密工学の歴史の中に一一精

密工学科の誕生と成長（その授業課目の変遷）

精密機械 42巻5号 1976・5月 325/327 

71.深井 嵩 ：ねじり試験機を主体とする弾塑性学の

学生実験用システムの設計試作について 富山

10号 1976 59/66 
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工学

一一電気工学（系）

く1975>

46.奥村輝夫，磯貝英見：音像法による通信実技（受

信）演習について（続） 熊本電波 2号 1975

19/41 

47.品川淳三，亀崎行徳：バイオリズムと学生の負傷

・通信実技（受信）演習成績との相関について

熊本電波 2号 1975 43/57 

く1976>

48.坪根治広，前田和夫，岩貞継夫：高専の電気工学

科における制御工学教育について 舞鶴 11号

1976 64/69 

49.上山源司郎：新しい実験・日本電子工学院の場合

IDE 169号短期高等教育特集 1976・6月

49/52 

50.西村正太郎：関西工業教育協会電気分科会の最近

の動き工教だより 39号 1976・7月 1/3

51.民田英王，西原弘喬： 受信成績不良者に対する受

信能力向上のための指導方法熊本 3号 1976

21/34 

52.野沢繁之：教育用線形電子回路解析プロゲラムの

研究（A Linear Electronic Circuit Analysis 

Program for Instruction) 豊田 9号 1976

39/46 

工学

一一土木工学

く1976>

8.丸山巌，秦敏和：土木設計製図の実践教育法

について大分 12号 1976 75/83 

9.平井幸男：高専における構造力学の教授内容に対

する提言松江 11号 1976 91/96 

10.山崎博［神戸］：高専土木のあゆみ一一高専を

生かす道土木学会誌 1976・3月号 51/57

工
...,.,. 
ヴー

一一建築学

<1975> 

2.足立美枝：本校建築学科の『設計製図』における

造形教育のすすめ方について（その1 基本調査）

米子 11号 1975 143/148 

図書館利用（含・図書館学）

く1975>

26.白方勝，木坂基：読書指導の教育工学的新視

再野一一有明工業高等専門学校における読書指導の

実践と実態 国語教育誌（全日本国語教育学会）

4巻2号（通巻13号） 1975・1月 54/75 

27.藤谷幸弘：公共図書館の施設需要に関する研究ー

一名古屋市における読書調査より 豊田 8号

1975 69/78 

28.中村善三郎，瀬古勲，坪井正毅，陶山徹，寵

谷友江：工業高専図書館の蔵書構成について 米子

11号 1975 87/96 

29. 田中道雄：読解に連結する読書指導を一一棚町方

再式の発展のために国語教育誌（日本国語教育学

会） 5巻1号（通巻15号） 1975・12月 63/68 

く1976>

30.吉川隆美：第3部会高等専門学校

図書館雑誌 70巻1号 1976・1月 15/15 

31.昭和50年度全国図書館大会実行委員会事務局：昭

和50年度全国図書館大会記録 1976・3月
［第3部会高等専門学校図書館 42/45〕

[10月22・23日於松江高専］

32.国専協教育課程等委員会 ：高専図書館実態調査報

告書 （中間報告） 1976・3月 (B4版 77p.)

向上補充別表 ・4月 （グ 7p.) 

33. 田健一，進藤俊一：高専図書館利用上の諸問題

秋田 11号 1976 128/134 

34.金森西叡：「倫理・哲学」における読書教材につい

再て富山 10号 1976 157/161 

35.中村康治［高知1，穴山健［有明］：即読書指導

再 という現代国語の実践一一有明高専「棚町方式」

の評価国語教育誌（日本国語教育学会） 6巻1号

（通巻18号） 1976・11月 56/70 

36.～38.倫理哲学ノ項 Nos. 7.～9.参照くp.2> 

教育機器利用

一一視聴覚

く1976>

12.吉川隆美，浅野和也：高専視聴覚教育自作教材に

ついて松江 11号 1976 139/153 

13.岡崎次郎：群速度の教育映画製作 CID 富山
再 10号 1976 67/71 

14.大山昌憲：東京高専の視聴覚室における残響時間

の測定結果について東京 8号 ，49/52



教育機器利用

一一個別学習システム（CAI,CMI) 

<1975> 

15.中島敬三： TETACEプログラムリストの解説

とその実用例について仙台 5号 1975 17/33 

<1976> 

16.青木孝，勝山昭夫：設計製図教育におけるプロ

再グラム学習（第2報） 茨城 11号 1976

101/107 

17.渋谷清雄，藤戸幹夫：分岐型サウ γ ド・プロジェ

クターについて高知 12号 1976 33/39 

18.西宮辰明，今武厚，森住衛，津金祥生，竹信

武，朝倉巧：個別学習機器の活用システムと改良

(3) 東京 8号 1976 71/76 

一一教務へのコンビューター利用

（含・事務一般）

<1975> 

15.呉屋充庸，前田紘：入試情報および学業成績の

再 ファイノレシステムについて 群馬 9号 1975

83/90 

16.小枝昌造，佐藤次男： 電子計算機による成績通知

表作成システムについて報告宮城 12号 1975

18/21 

<1976> 

17.江川正，半田卓爾，上田稔，皆川信也，大内

再弘，原健彦，軍司光一，菊池朗，大木三四郎，

車田武千代： 電子計算機教育センタ報告（3）一一

入試成績の集計処理について 茨城 11号 1976

205/211 

18.中野靖夫，和田登代子，浜野昌生：電子計算機に

よる成績処理東京 8号 1976 59/65 

19.石垣義尚：電子計算機による学業成績処理につい

て福島 12号 1976 1/10 

20.野中稀平，長島豊，川副洋子：本校における給

与計算システム（第1報） 佐世保 13号 1976 

67/78 
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教育課程

般

<1975> 

33.右田良男：工業高専の教育課程についての調査研

究都立 11号 1975 125/133 

34.桐蔭学園工業高等専門学校：紀要第5号（本校工

学基礎の授業例） 1976 (75 p. 付表3)

〔所収論文］

箱木北斗，辻毅一：専門教育とは一一主として

授業面から 3/7 

ほか12編

試

程課

入
育

一

教

<1975> 

58.呉屋充庸；前田紘：入試情報および学業成績の

ファイノレシステムについて 群馬 9号 1975

83/90 

59.伊藤俊彦：高専の入試における数学科の成績分析

再について宇部 21号 1975 9/18 

60.西堀道雄，田村鐘次郎，佐古順彦，山田兼久 ：国

立高専中途退学者に関する追跡調査一一国立高等専

門学校入学者選抜方法の改善に関する研究・報告

(1) 教育研究振興会 1975・10月 (45p.) 

く1976>

61.江川正， 半田卓爾，上田稔，皆川信也，大内

再弘，原健彦，軍司光一，菊池朗，大木三四郎，

車田武千代：電子計算機教育センタ報告（3）一一

入試成績の集計処理について 茨城 11号 1976

205/211 

62.鮫島晃太郎，宮崎靖則：入試の結果の予測的妥当

性について木更津 9号 1976 100/109 

63.立花敏之：相関分析による入学者選抜についての

考察一一学力検査教科数と調査書成績の重み

苫小牧 11号 1976 1/5 

64.北村和夫：無条件原級該当者の判定結果とその追

跡調査都城 10号 1976 1/24 
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厚生補導

般

く1975>

55.品川淳三，亀崎行徳：バイオリズムと学生の負傷

再 ・通信実技（受信）演習成績との相関について

熊本電波 2号 1975 43/57 

56.上崎孝一［阿南］：全寮制高専寮における教育上

の問題点（下） 厚生補導 114号 1975・12月

59/64 

57.油木兵衛：学校事故の法的責任米子 11号

1975 1/10 

58.井野ー，小林祥男：寮生の生活調査について

群馬 9号 1975 91/97 

く1976>

59.東富雄：高専学生の不慮の災害（傷害）に関す

再る調査研究大分 12号 1976 98/104 

60.三谷末治 E大島］：全寮制是非論に対する実用主

義的な一考察商船 8号2類 1976 202/218 

61.鍔木哲雄，森山健次：本校における災害発生につ

いての考察（第1報） 松江 11号 1976

155/161 

62.大沼栄穂，美土路隆治：指導寮生の研修について

一一一寮生会の本来的（教育的）機能の考察 沼津

11号 1976 159/166 

厚生補導

一一特別教育活動

く1975>

16.北村直樹，中山信一：野球部学生の学業成績調査

報告一一ここ 3年間の調査長岡 11巻3-4号

1975 135/150 

<1976> 

17.山元篤朗，鬼塚孝一，山崎亨： FIROの理論に

再ついて（第2報）一一FIRO-Bによるサッカー

競技選手の対人関係行動とサッカー競技集団の人間

関係の分析鹿児島 10号 1976 67/77 

18.鬼塚幸一，山元篤朗，山崎亨：本校におけるク

再ラブ活動（体育系）の現状と問題点鹿児島

10号 1976 79/95 

厚生補導

一一就 職

<1975> 

15.福山勉：工業高専卒業者の活動状況調査工業

教育 23巻1号 1975 57/59 

<1976> 

16. 日本リクノレートセンター調査課 ：昭和51年3月

高専卒業生の進路状況調査一一高専案内 日本リ

クノレートセソター刊 1976・3月 (145 p,) 

高専教育論

<1975> 

49.上野幸三 C鶴岡］： 高専教育あれこれ工教だよ
り 35号 1975・11月 5/6

50.パネノレ討議（司会 ：飯沼弘司）：これからの高専

教育を考える（日本工業教育協会第23四年次大会一

一名古屋） 工業教育 23巻1号 1975 39/56 

51.石田良男：工業高専の教育課程についての調査研

再究都立 11号 1975 125/133 

52.今西周蔵：学生の実践的能力について 奈良

11号 1975 137/139 

<1976> 

53.星光一［旭川］：高専教育の改善にあたって

工教だより 36号 1976・1月 6/8 

54.棚町知弥：高専教育関係研究文献目録（その2)

有明 12号 1976 1/20 

55.葉柳正：高等専門学校におけるカリキュラム改

革の動向 山口大学教育学部 ・研究論叢 25巻第3

部 1976・1月 121/133

56.山崎博［神戸］：高専土木のあゆみ一一高専を

川生かす道土木学会誌 1976・3月号 51/57

58.丸山益輝 ：学術研究機関の問題点 日本学術会議

中国・四国地方区ニュース 8号 1976・3月

59.上晴郎：転換点に立つ高専教育の現場から（特

集：科学技術教育の現場から） 技術と人間

1976・4月 23/31

60.石川忠夫［奈良〕：高専教育を考える 工業教育

23巻2号 1976.4月 8/13

61.黒羽亮一：体制整える工業教育一一進路複線化，

質も向上雇用・賃金優遇で後押しを 日本経済新

聞 1976・6月21日

62.葉柳正：高等専門学校教師の生態教育社会学

研究 31集 1976・9月 95/105 

63.棚町知弥：後期中等教育と高等教育の結合一一職

業教育（特に工学教育）の立場から IDE 174号

1976・12月 49/54



一一電波高専教育

<1975> 

12.松石安雄：電波高専教育の本来性の維持について

の基本的諸要件一一実践的教育論（その1) 仙台

5号 1975 45/55 

一一商船高専教育

く1976>

19.小山亮先生伝記刊行委員会，日本海事新聞社：反

骨一代一一回想の小山亮全日本船舶職員協会刊

1976・3月
［第14章商船高専誕生記 319/339]

改善検討資料など

<1975> 

11.西堀道雄，田村鐘次郎，佐古順彦，山田兼久：国

再立高専中途退学者に関する追跡調査一一国立高等

専門学校入学者選抜方法の改善に関する研究・報告

(1) 教育研究振興会刊 1975・10月 (45 p.) 

12.国専協・高専教育改善特別委員会・調査研究テー

マ四・五担当委員：高等専門学校の教育内容と教育

方法について（第2版） 1975・12月 (28 p.) 

[No. 7：同タイトノレ（中間報告）の改訂版］

く1976>

13.国専協・高専教育改善特別委員会：高専教育改善

特別委員会最終報告一一高専教育の前進のために

国立高等専門学校協会刊 1976・5月 (81 p.) 

14.高等専門学校教育課程調査会：高等専門学校教育

課程の改善について一一ーまとめ 1976・7月7日

15.文部省大学局長： 高等専門学校設置基準及び学校

教育法施行規則の一部を改正する省令について（通

達） 1976・7月27日文大技第255号

別紙教育課程編成上の留意事項

16. 日本教職員組合全国高等専門学校教職員組合協

議会 ：高専白書 （第一次） 1976・8月 (96 p.) 

工学教育論（大学・一般）

〔（その 2 ）までは~「高専教育論J J 
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く1974>

1.関東工業教育協会・工学教育振興第二委員会：；カ

リキュラムに関する調査報告関東工業教育協会・

資料 37号 1974・8月 27/49 

く1975>

2.関正夫：一般教育運動試論大学論集（広島大

再学大学教育研究セソター） 第3集 1975・3月

20/36 

[II 「専門志向型」一般教育

1.工学教育の場合 ］ 

3.清水義弘編：地域社会と国立大学 1975・3月

東京大学出版会刊

〔第E部地方国立大学の比較分析

第12章工学部一一工業化過程の人材養成

（分担：天野郁夫，江原武一） 337/354] 

4.座談会（植之原道行，緒方研二，岡村総吾，川上

正光，岸田雅信，司会：西巻正郎）：工学教育に関

する座談会電子通信学会誌 58巻5号 1975・5

月 482/493

5. 卜部舜ー：工学系大学教員の養成と確保 IDE

158号 1975・5月 12/15

6.渡会正三：企業体の中の研究者達 化学工学

39巻5号 1975・5月 246/248

7.渡会正三：大学の化学工学教育に関する私見

化学工学 39巻7号 1975・7月 354/356 

8.天城勲：転換期における工業教育関東工業教

育協会・資料 38号 1975・8月 9/15 

E同年5月23日，第23回総会特別講演要旨］

9.丸山益輝：技術教育の背景と本質大学研究ノー

ト（広島大学大学教育研究センター） 20号 1975

・10月 65/74 〔第3回（1974年度）「研究員集会」

研究報告：大学の大衆化をめぐって ノウチ］

10.上之園親佐：時代によって変る要請への対処を

（転換期の専門教育工学部 1.) IDE 163号

1975・11月 37/39

11.高木純一：専門性と広い視野との調和を（転換期

の専門教育工学部 2.) IDE 163号

1975・11月 40/44

く1976>

12.柴田俊一：学術研究と科学政策 IDE 165号

1976・1月 5/11 E特集：大学の研究費］

13.佐野幸吉：わが国の工学一一現状から希望ある展

望へ IDE 165号 1976・1月 63/68 

14.慶伊富長： ：米百俵 IDE166号 1976・2-3月 2/4
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15.佐野幸吉：わが国の大学における工学について

日本金属学会会報 15巻2号 1976・2月

119/123 

［工業教育 23巻2号に抄録］

16.後藤典弘：工学的発想の限界はぐるま （日刊

工業新聞） 1976・4月 2/6 

17.松前重義：今後の工学教育の目標工業教育

23巻2号 1976・4月 3/7

E昭和51年2月6日，関東工業教育協会講演要旨〕

18.工藤康雄：カリキュラムに関する調査報告工業

教育 23巻2号 1976・4月 14/20 

［詳細は関工資料第37号 1974・8月 27/49参照］

19.中山秀太郎：科学技術教育への提言（特集：科学

技術教育の現場から） 技術と人間 1976・4月

32/39 

20.山崎俊雄：技術発達の歴史と技術史研究の今日的

課題技術教育 285号 1976・4月 30/38

21.渡辺茂：帝王工学のすすめ技術と経済

1976・6月 15/22
22.中山茂：日本の科学史の問題点文部時報

1191号 1976・8月 26/31

23.山崎俊雄：技術学と工学技術教育研究 10号

1976・8月 1/10
24.佐々木享：技術論論争と技術教育技術教育研

究 10号 1976・8月 11/17

25.須藤敏昭：技術教育研究の今日的課題一一教育内

容の諸問題（5) （現代日本教育の基本問題6)

教育 334号 1976・9月 118/130 

26.中島正貴：“反科学”思想について 豊田 9号

1976 11/20 

大学院制度改善

1.文部省大学局大学課：大学院制度に関する法津改

正について IDE 172号 1976・9月 5/11 

2.西田亮三：新設大学院： 静岡大学・電子科学研究

科 IDE 172号 1976・9月 11/15

3.岡村総吾：東京大学総合大学院についてーーその

理念と概要 IDE 172号 1976・9月 19/23 

4.高橋克明：中国四園地区工学系連合大学院につい

て IDE 172号 1976・9月 31/36

5.パートγ・R・クラーク（阿部美哉訳）：大学院

とプロフェツショナノレスクール一一国際比較の観点

から IDE 172号 1976・9月 36/41 
6. 日本リクノレートセンター：大学院修了者の就職先

IDE 172号 1976・9月 42/46

工業高校教育の改善について

<1974> 

11.文部省職業教育課編 ：高等学校の職業教育をかえ

りみる産業教育 24巻11号臨時増刊 1974・11

月 MEJ 5689 (357 p. ) 

く1975>

12.佐々木享：高校教育の民主的改革をどう構想す

るか一一“地域制総合高校構想”批判 技術教育

研究 7号 1975・1月 1/11 

13.原 正敏： 職業教育の民主化と発展のために一一

再び「新たな総合制」への疑問 技術教育研究

7号 1975・1月 12/24

14.小島昌夫：高校教育民主化の課題技術教育研究

7号 1975・1月 25/27

15.国民教育研究所編：高校職業教育の改革（教育課

程双書） 1975・2月 草土文化刊 (264 p.) 

2部高校職業教育改革への教育実践

III 埼玉県JII口工業高校 ：工業科目の改革と基

礎学力補充一一電子科を中心に （執筆：須

藤敏昭） 138/155 

N 大阪府立今宮工業高校：エッジンの分解・

組立実習を中心とする機械科教育改革（執筆

：大淀昇一） 156/185 

16.文部省大臣官房調査統計課：；カリキュラム開発の

課題一ーカリキュラム開発に関する国際セミナー報

告書（MEJ 6874) 1975・2月

第3章第1分科会報告「カリキュラム開発と

再構成」

3.普通教育と職業教育の関連 34/41 

付属資料 討議資料

5.主題I←一副題（2 ) : (JISC 7) 

斎藤健次郎：普通教育と職業教育の関連

138/148 

17.倉内史郎：労働・余暇と教育ー一生活構造の変化

は何を求めているか（現代教育講座 8) 第一法

規刊 1975・6月

第1章職業教育の新局面 23/76 

18. （座談会）曾野綾子，村井実，益井重夫，成田

喜澄［司会］：高校教育の当面する課題と問題点

海外教育研究 1集 1975・11月 6/33 

19.鈴木泉 ：応用から基礎への教育産業教育

25巻12号 1975・12月 3/9

20.副島一之： Z軸を棒登りする 産業教育 25巻12

号 1975・12月 10/12



<1976> 

21.野原隆治：工業教育の課題と展望 産業教育

26巻1号 1976・1月 13/17

22.原 正敏：産教連編『子どもの発達と労働の役割』

の第5章第2節にみられる事実認識の若干の誤りに

ついて技術教育 282号 1976・1月 59/61

23.佐々木享：職業高校の当面している問題技術

教育研究 9号 1976・1月 47/55 

24.大木茂松：工業高校教育（付機械系教育）の現状

再 と今後の課題 日本機械学会誌 79巻 687号

1976・2月 127/131

25.佐々木享：高等学校の教育課程の構成について

（上） 教育 327号 1976・3月 54/80 

（下） 教育 328号 1976・4月 84/92 

26.池上正道 E提案］，後藤豊治，原 正敏，島ノ江

一彦，水越庸夫，佐々木享，後藤禎一，福田泰久

：シンポジウム・今日における「総合制高校」の理

念と「総合技術教育」 技術教育 285号 1976・4月

2/29 

27.斎藤勝久：職業教育をめぐる経済・社会の動き

一一この3,4年を振り返って産業教育 26巻4号

1976・4月 3/8

28.中央教育課程検討委員会：教育課程改革試案 （報

告全文） 教育評論 334・5号 1976・5-6月

TI 各論 6.技術 93/106 

ill 特論 5.工業教育の教育課程 208/212 

29.全国工業高等学校長協会：工業高校教育振興につ

いての提言 （昭和51年3月） 産業教育 26巻5号

1976・5月 46/50

30.職業教育の改善に関する委員会：高等学校におけ

る職業教育の改善について（報告） 同委員会

（昭和51年5月21日） 産業教育 1976・6月

2/33 ［本文のみ。 同誌臨時増刊には付属資料

1～18も収む〕

31.文部省職業教育課編 ：高等学校における職業教育

の改善について産業教育 26巻7号臨時増刊

1976・6月 MEJ 5710 (217 p.) 

32.永島利明：普通高校における技術教育の歴史

技術教育 287号 1976・6月 47/52 

33.大岡匡夫：今後の技術教育はいかにあるべきか

（その 1) 工業教育資料（実教出版） 125号

1976・5月 1/4

（その 2) 同誌 126号 1976・7月 1/3 

34.特集職業教育の改善に関する委員会報告につい

て産業教育 26巻9号 1976・8月

臼田 清：職業高校の再評価と生涯教育 16/20

13 

倉内史郎：生涯教育の観点から（意見） 21/25 

松崎巌：諸外国との対比において（私見）

26/30 

35.須藤敏昭：技術教育研究の今日的課題一一教育内

再容の諸問題（5) （現代日本教育の基本問題6)

教育 334号 1976・9月 118/130 

35.斎藤健次郎：高等学校における学科制について

産業教育 26巻10号 1976・9月 3/7 

36.副島一之：職業教育の改善について（報告）に関

連して現場で今すぐ何をするか一一主として工業の

立場から産業教育 26巻10号 1976・9月 8/13

37.柿内賢信 ：職業教育及び技術教育の課題産業教

育 26巻10号 1976・9月 14/20

38.元木健：普職の接近について 産業教育

26巻11号 1976・10月 17/21

39.加藤地三：職業高校の危機は解消するか産業教

育 26巻11号 1976・10月 22/26

40.厚沢留次郎：勤労にかかわる体験的学習の強化に

ついて（補足意見） 産業教育 26巻12号 1976・

11月 3/8

41.沼野一男 ：勤労にかかわる体験的学習について

産業教育 26巻12号 1976・11月 9/13 

く1973・1974 追補＞

42.パネノレ討議 （司会：野村正二郎）：工業教育と基

礎科学（日本工業教育協会第20回年次大会一一長岡）

工業教育 20巻2号 1973・3月 6/14 

43.関口 修：学科構成に関する各種の論議について

中等教育資料 304号 1973・9月 42/43 

44.関口 修： 工業教育における基礎教育ーー改善委

員会報告に関連して（6) 産業教育 24巻9号

1974・9月 11/17

45.全国工業高等学校長協会編：特集 工業高等学校

教育の振興はし、かにあるべきか 工業教育 10巻

57-58号 1974・9-10月

ーー技術高校（神奈川）・定時制など

<1973> 

1.永田裕之：技術高校一一切捨てられた教育からの

告発一一中教審路線のひずみと違法性を問う 季刊

教育法 7号 1973・3月 130/134 

<1975> 

2.菅竜一：生徒とともに能力主義をこえて

（昌平社刊・ 980円）

［定時制工高教師の実践記録］
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く1976>

3.菅竜一：能力差別と教育の原型一一差別のない

学校教育を（特集：科学技術教育の現場から）

技術と人間 1976・4月 14/21 

4.永田裕之：技術高校の中で一一廃校を目前にして

日本の教育19.76（日本の教育1976編集委員会・編

現代書館刊） 1976・5月 166/184 

5.高杉晋吾：「技高は社会ヘロポットを送り出す場

所だった」一一廃校になった神奈川県立川崎技術高

校，最後の卒業生 のびのび 1976・5月 46/52

総合技術教育

く1974>

1.技術教育研究会：総合技術教育と現代日本の民主

教育鳩の森書房刊 1974・4月 220 p. 

2.須藤敏昭：文献紹介・日本における総合技術教育

論 （向上書 咽） 149/168 

く1975>

3.諏訪義英：東ドイツの総合技術教育論 (1)

技術教育 278号 1975・9月 48/52 

4.諏訪義英：東ドイツの総合技術教育論（2)

一ーカルラスの綜合技術教育論技術教育 281号

1975・12月 60/63

5.三沢正博：ソ連での総合技術教育（高校のカリキ

ュラムにおける職業 ・労働の教育） 海外教育研究

1集 1975・10月 74/85

6.武田晃二：ロパアト・オウエンにおける「教育と

生産的労働の結合」の思想（総合技術教育の思想に

みる教育と労働の結合） (1) 海外教育研究

1集 1975・10月 131/139

(2）同2集 1976・3月 133/142 完

<1976> 

7.名古屋大学技術教育ゼミナーノレ：ソビ、エトにおけ

る技術教育技術教育研究 9号 1976・1月

11/23 

8.佐々木英一： 総合技術教育と職業教育一一ドイツ

民主共和国の職業教育改革技術教育研究 9号

1976・1月 24/33

9.諏訪義英：東ドイツの総合技術教育論（3)

一一フランキィヴィッツの総合技術教育論

技術教育 283号 1976・2月 43/47 

10.諏訪義英（記録者：保泉信二）：諸外国の技術教

育一一東ドイツを中心に （第24次産教連研究大会

特別報告） 技術教育 284号 1976・3月 57/62 

比 較

く1976>

1.成田克矢：欧米の短期高等教育 IDE 169号

1976・6号 5/12

一一一フランス

く1976>

1.須藤敏昭：フランスにおける技術・職業教育の最

近の動向技術教育研究 10号 1976・8月

35/48 

2.星野道男：フランスの技術高等教育航空 13号

1976 119/138 

一一イギリス

<1974> 

1.星野道男：イギリスの POLYTECHNICについ

て航空 11号 1974 211/218 

一一アメリカ

く1975>

1.角田一郎：高等学校制度と職業教育一一いわゆる

高等学校統廃合問題の背景としてのアメリカにおけ

る総合高等学校問題の展望 技術教育研究 8号

1975・8月 13/45

[1951年秋頃執筆の未発表論文。「総合制」に関す

る基本的資料として］

2.仙崎武：アメリカでのキャリア・エデュケージ

ョンーーカリキュラムの中での職業と労働の位置づ

けをめぐって（高校のカリキュラムにおける職業 ・

労働の教育） 海外研究研究 1集 1975・10月

86/103 

く1976>

3.田中喜美：アメリカ合衆国における工業教育成立

の諸相技術教育研究 ，9号 1976・1月 1/10 



く1976>

4.清水康敬〔要訳〕：工学教育の未来指向（第1回）

IDE 169号 1976・6月 68/76

（第2回） 170号 1976・7月 68/75

（終回） 171号 1976・8月 58/62

[MIT's Center for Policy Alternatives: Future 

Directions for Engineering Education, ASEE, 

1975 の要訳3

5.柴沼菅編：諸外国の教育の現状と課題一一我が

国の教育の視点にたって 1976・9月 ぎょうせい

刊

［第3章第2節教育内容・方法における改革

1.キャリア・エデュケーション 206/214] 

6.高田和之：アメリカの教育とその周辺豊田

9号 1976 33/38 

＜高等教育研究参考資料＞

⑦喜多村和之：：カーネギー高等教育審議会ーーその

業績と評価 IDE教育資料 48集 1976・7月

民主教育協会刊 (74p. 400円）

⑧ マーチン・トロウ／天野・喜多村共訳：高学歴社

会の大学（up選書） 1976 東京大学出版会刊

900円

一一ー西ドイツ

く1975>

8.谷口寿一：西ドイツの教育改革一一第二の教育の

道海外教育研究 1集 1975・10月 226/232

一一東ドイツ

（ー→「総合技術教育」の項）

く1976>

1.諏訪義英（記録者：保泉信二）：諸外国の技術教

育一一東ドイツを中心に （第24次産教連研究大会

特別報告） 技術教育 284号 1976・3月 57/62 

学校施設・設備

く1676>

31.渡辺昭彦，滝沢雄三：高等教育施設立地による影

響圏域小山 8号 1976 144/152 
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教育学研究・その他

く1975>

47.豊福英利：ニイチェの教育観長岡 11巻3-4号

1975 151/163 

48.大沼栄穂：徳育と知育一一比較哲学的全人教育論

の試み沼津 10号 1975 83/91 

49.塩入隆［長野〕：自由民権期の教育信濃

27巻6号 1975・6月

50.岩切政和：ハイデッガーの技術観（その 1)

宇部 21号 1975 1/8 

51.柳沢南：三浦梅園の自然哲学群馬 9号

1975 ー／二

52.柳沢南：三浦梅園の科学思想群馬 9号

1975 三／三

く1976>

53.松尾保男： Experienceと「経験」のはざまで

ー一一「E3日本セミナー」における問題点有明

12号 1976 75/93 

54.井道玉温：講とその教育的意義について 岐阜

11号 1976 86/103 

55.渋谷道夫：香港の教育の歴史と展望（その3)

一一成人教育函館 10号 1976 103/114 

56.梅津英彦：記憶と教育仙台 6号 1976

55/65 

57.野々村昇：ベスタロッチーの人間形成論一一一

つの素描大阪府立 10号 1976 103/109 

く情報処理教育 p. 7 追補＞

94.野口輝雄，湯田幸八：東京高専における情報処理

教育の現状と電子計算機室の運用について 東京

8号 1976 41/48 

95.春日 健，松崎三重良；、ンソタックスチェッカー

の試作福島 12号 1976 15/18 

96.野島敬一郎，加藤和子，佐伯純一：沼津高専電子

計算機室の管理運営について沼津 11号 1976

49/55 

97.佐伯純一，野島敬一郎：インタープリティブ・

PLAN 沼津 11号 1976 61/64 

98.稲垣芳彦，三宅育夫：電子計算機室の管理・運営

（第1報：昭和48年度～昭和50年度） 豊田 9号

1976 77/82 
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高専学生のための，あるいは，高専教官による

教科書・参考書類目録（草稿〉

人文科学

者 者

水沢利忠（群馬）他

松江高専国語科

平林文雄（木更津），堀江

晋（徳山），青柳達雄（小山）

倫理哲学研究会

森 直行（高知）

森直行（高知）

森直行（高知）

薮敏也（久留米）

歴史教育資料研究会編

朝比奈博（沼津）他

大森武男（神戸市立）

社会科学

二木敏篤（神戸市立）

藤井浩二（宇部）他

板倉富次郎（神戸市立）

板倉富次郎（神戸市立）

板倉富次郎（神戸市立）他

小山三男（長野），藤井浩二（宇部）

藤井浩二（宇部）他

板倉富次郎（神戸市立）

板倉富次郎（神戸市立）他

坂戸五郎（群馬）他

自然科学

古屋茂矢島津秀雄（小山）監修，

木内誠（小山），八田秀三郎（八

戸），丸山求（長野），道脇義正（長

岡），矢野嘉銘介（高松）他

古屋茂犬島津秀雄（小山）監修，

岡田泰栄（沼津），木内誠（小山），

木村茂（航空），鈴木隆男（茨城），

八田秀三郎（八戸），丸山求（長

野），道路義正（長岡），矢野嘉銘介

（高松） 他

三Eヨ主 名

古典文学

国語教育研究資料集

現代の文学

倫理哲学概説

倫理思想ノート

哲学の道

人間生成としての倫理思想通観

道を求めて

歴史学概説（上・下）

東洋史通記

わたしのみたヨーロッパ

ーその地誌的序説一

現代憲法学

新版法学概論

法制通論

法学概論

法学概論

現代日本の法学

経済学概論

経済学概論

経済学概論

基礎数学

代数学・幾何学

微分積 分学

解析学

応用数学 1,2 

発行所 発行年

桜楓社 1 9 7 0 

松江高専 1 9 7 3 

笠間書院 1 9 7 5 

中教出版 1 9 7 2 

高知高専 1 9 7 3 

高知高専 1 9 7 3 

高知高専 1 9 7 3 

久留米高専 1 9 7 4 

中教出版 1 9 7 4 

文教書院 1 9 6 6 

文教書院 1 9 6 9 

酒井書店 1 9 7 0 

文教書院 1 9 6 5 

文教書院 1 9 6 8 

中教出版 1 9 7 3 

中教出版 1 9 7 3 

法律文化社 1 9 7 5 

文教書院 1 9 6 7 

文教書院 1 9 6 8 

中教出版 1 9 7 3 

大日本図書 1 9 7 0 

大日本図書 1 9 7 0 

大日本図書 1 9 7 0 

大日本図書 1 9 6 8 

大日本図書 1 9 6 9 
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矢野健太郎本監修，梅田健次 高専の数学 (I) 森北出版 1 9 6 8 
（阿南），松塚春海（久留米） 高専の数学 (Il) 森北出版 1 9 6 8 
杉山琢也（津山）他

高専の数学（III) 森北出版 1 9 6 9 

田代嘉宏本編，杉山琢也（津山） 高専の数学 (I）問題集 森北出版 1 9 7 0 

高山礎（津山） 高専の数学 (11）問題集 森北出版 1 9 7 0 

高専の数学（III）問題集 森北出版 1 9 7 2 

早野雅三（東京）他 工業基礎数学

代数幾何 東京書籍 1 9 6 9 

微分積分 東京書籍 1 9 6 9 

微分方程式 東京書籍 1 9 6 9 

複素関数 東京書籍 1 9 6 9 

早野雅三（東京）他 工業基礎数学

代数幾何要項と演習 東京書籍 1 9 6 9 

微分積分要項と演習 東京書籍 1 9 6 9 

微分方程式要項と演習 東京書籍 1 9 6 9 

複素関数要項と演習 東京書籍 1 9 6 9 

道協義正（長岡）他 応用数学 (1), (2) コロナ社 1 9 6 5 
（新編電気・機械工学講座l,2) 

道脇義正（長岡）他 応用数学例題演習 (1）～（4) コロナ社 1 9 6 5 

道脇義正（長岡）他 応用解析学 コロナ社
（微分方程式・複素関数）

金回数正（東京） FORTRANの数値計算入門 内田老鶴圃 1 9 7 2 

石井満（群馬） プログラミ γグの知識 森北出版
（初等情報処理講座6)

岡田泰栄（沼津） 統計（新しい数学へのアプローチ13) 共立出版 1 9 6 6 

岡田泰栄（沼津） 統計学概論 共立出版

国富信夫（鈴鹿），斉藤貞夫（宮城）， 一般物理 東京書籍 1 9 6 8 
中村安生（有明），根岸作治（群馬），
名倉卓行（高松），坂井渉（明石），
岡田林次郎（富山），亀沢泰（幾徳）

国富信夫（鈴鹿），岡田林次郎（富山） 一般物理実験 東京書籍

三木久夫（宇部）他 基礎物理学実験 培風館

江口保（小山） 物理実験法 森北出版 1 9 7 1 

熊谷寛夫＊監修，宮川亮一（都立），中 高専の物理 森北出版 1 9 7 0 
谷喜久治（舞鶴），駒沢勝太郎（航空），
小林浩康（航空），中川毅（長岡），
田中富士男（奈良），岡崎次郎（富山），
津金祥生（東京）他

熊谷寛夫ホ監修，中川毅（長岡），宮川 応用物理 (1) 森北出版 1 9 7 0 
亮一（都立），小泉賢一（都立），山本
政一（岐阜），村井良太加（舞鶴）

熊谷寛夫キ監修，田中富士夫（奈良）， 応用物理（2) 森北出版 1 9 7 0 
津金祥生（東京）駒沢勝太郎（航空）

松原隆（幾徳），山本国太郎（航空） 応用物理 (1),(2) コロナ社
（新編電気・機械工学講座3'4) 

松原隆（幾徳），山本国太郎（航空）， 応用物理実験 コロナ社
井上太郎（都立） （新編電気・機械工学講座24)

国富信夫（鈴鹿），岡本公彦（高松）， 工業基礎物理（上），（下） 東京書籍 1 9 6 9 
名倉卓行（高松）根岸作治（群馬）他

馬場秋次郎本監修，益田義治（聖橋） 入門光弾性実験 日刊工業
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佃 勉（茨城）

熊谷貞男（金沢），佃 勉（茨城）

小畑秀之（弓削商船）

改発正（呉），島村武之（松江）

大久保正夫ぺ溝呂木一夫（高松），
中山孝之（大分），木本知男（有明），

助弘毅（久留米），宮原一郎（佐世保）

大久保正夫て助弘毅（久留米）

改発正（呉）

山崎慎一郎（東京）他

機械工学系

大久保正夫叱助弘毅（久留米）

佃勉（茨城）

井沢実叱加藤博（都立）

田中武（弓削商船）

小川潔大加藤功（新呉浜）

森沢一栄（都立）

佐野元（航空）

田中武（弓削商船）

須賀清勝（桐蔭）

青木 "iJ.L.＊，木谷晋（舞鶴）

宮川松男，島盛建（航空）

金回数正（東京）

安土幸一郎（豊田）

長屋二郎（都立），加藤博（都立）他

鈴木幸三（八戸），三ヶ田賢次（八

戸）他

鈴木幸三（八戸），三ヶ田賢次（八戸）

黒沢誠（茨城）

岐美格大奥野純平（舞鶴），

牧野州秀（舞鶴）

平山直道大杉浦乾（東京），

本橋茂守（東京）

岡田功（航空）

一色尚次ホ，北山直方（大分）

片岡英太郎（沼津）

機械図学

図学

（新編電気工学講座5)

最新図学

図学概論

（新編土木工学講座3)

新制第三角法図学

新制第三角法図学演習

社

社
ナ

ナ
ロ

ロ
コ
コ

成山堂書店

コロナ社

日刊工業

日刊工業

新制第一角法図学

図学演習

図学演習

日刊工業

コロナ社

学献社

機械製図法

（機械工学基礎講座13)

機構学

（新編機械工学講座11)

機構学

（最新機械工学講座）

機構学

機構学

（最新機械工学シリーズ1)

工学のための力学入門

工業力学

基礎力学

基礎工業力学

工業力学

（最新機械工学シリーズ2)

工業力学

（機械工学基礎講座2)

工業力学

材料力学 (1), (2) 

（新編機械工学講座6,7) 

材料力学

（最新機械工学講座）

材料力学（I)

（最新機械工学シリーズ14)

図説基礎材料力学 (I)

熱力学概論

工業熱力学

（最新機械工学シリーズ8)

工業熱力学

（最新機械工学講座）

初歩者のための熱力学読本

わかりやすい熱力学

（新しい機械工学1)

工業熱力学

（新編機械工学講座9)

朝倉書店

コロナ社

産業図書

海文堂

森北出版

オーム社

パワー社

成山堂書店

実教出版

森北出版

朝倉書店

内田老鶴圃

コロナ社

産業図書

森北出版

昭晃堂

成山堂書店

森北出版

産業図書

オーム社

森北出版

コロナ社

1 9 7 1 

1 9 6 4 

1 9 7 5 

1 9 6 8 

1 9 6 7 

1 9 7 1 

1 9 7 3 

1 9 7 1 

1 9 6 8 

1 9 6 9 

1 9 6 8 

1 9 7 3 

1 9 7 6 

1 9 6 8 
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黒沢誠（茨城） 工業熱力学 槙書店

山崎慎一郎（東京）他 伝熱工学演習 学献社

（最新機械工学演習集成7)

一色尚次＊，北山直方（大分） 伝熱工学 森北出版

（最新機械工学シリーズ7)

生井武文本校閲，国清行夫（北九州）， 水 力 Aす~ニ与・ 森北出版 1 9 7 1 

木本知男（有明），長尾健（大分） （最新機械工学シリーズ6)

小畑秀之（弓削商船） 機械工作法一上巻ー 成山堂書店

土井静夫（沼津），岩崎秀治（茨城） 機械工作法（2) コロナ社 1 9 7 0 

（新編機械工学講座15)

小林輝夫（航空） 図解機械工作 (1), (2) オーム社

和栗明（久留米），相浦正人（久留米）， 要訣機械工作法 養賢堂 1 9 7 5 

星光一（旭川｜）他

菅沼潔（航空），石井祥治（航空） 突切り・みぞ切削の理論と実際 共立出版

湯本誠治（長野） 機械工作実験法 パワー社

笠井久（和歌山） 機械工作実習指導票 コロナ社

中野信隆（長岡） 金属材料学・（上），（下） コロナ社 1 9 6 5 

（新編機械工学講座12,13) 

中野信隆（長岡） 金属材料と鉄鋼材料 パワー社 1 9 7 4 

菊地喜久男（和歌山） 金属材料学 共立出版 1 9 6 5 

佐野元（航空） 機械材料 共立出版

（標準工学シリーズ34)

長崎相生（富山商船） 金属材料の基礎 成山堂書店

田中武（弓削商船） 工業材料 海文堂

渡辺彬（茨城），黒沢誠（茨城） 内燃機関 コロナ社 1 9 6 8 

（新編機械工学講座17)

山崎慎一郎（東京）他 熱機関演習 学献社

（最新機械工学演習集成8)

角家悟ー（明石），河合彊（和歌山） 蒸気原動機 コロナ社 1 9 7 3 

（新編機械工学講座22)

八回桂三大山之上寛二（長野） 蒸気原動機 森北出版

（最新機械工学シリーズ9)

黒沢誠（茨城） 初等ディーゼノレ機関 成山堂書店

小倉勝男（航空） 航空原動機 共立出版

（標準工学シリーズ17)

菅原寿郎（長岡） 実験に必要な機械実験 文信堂 1 9 6 4 

嶺勝敏（宇部） 工業計器概論 コロナ社 1 9 6 3 

林則行＊，富坂兼嗣（小山） 機械設計法 森北出版

（最新機械工学シリーズ4)

関口久美大竹中規雄ホ，吉原英夫（神 機械工学概論 コロナ社 1 9 7 0 
戸市立），大坪経之（明石），鈴木幸三 （新編機械工学講座20)
（八戸），渡辺彬（茨城），柿内正則

（明石），吉岡潤ー（航空）他

電気工学系

清水武夫（岐阜），伊地知昇平（岐阜）， 電気磁気学 コロナ社 1 9 6 6 
鍛治幸悦（明石），山田十一（群馬） （新編電気工学講座9)

大石豊二郎（有明） 考え方・解き方電気磁気（新版） オーム社

直流回路（新版） オーム社
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大石豊二郎（有明） 交流回路 (I), (Il) （新版） オーム社

直 流 機 オーム社

変 圧 器 オーム社

電気計測 オーム社

三相交流・非正弦波交流（新版） オーム社

送 配 E屯苦 オーム社

水火力発電 オーム社

稲田金次郎＊，山田十一（群馬） 交流回路の計算と演習（上），（下） コロナ社

森崎重夫（都立），江村稔（都立） 電気計測 コロナ社

（新編電気工学講座10)

友田三八二＊監修，森崎重夫（都立） 電子計測 コロナ社

（電子工業教程9)

森崎重夫（都立） 解説と演習電子計測 コロナ社

（電子工学解説と演習シリーズ6)

西村信雄（都立），落山謙三（神戸市立） 電子工学 コロナ社

（新編電気工学講座13)

石黒美種（詫間電波）他 電子工学例題演習 コロナ社

（標準電気・電子工学

例題演習シリーズ1)

渡辺厚（都立）他 JISに基づく電気製図 オーム社

近藤芳孝（豊田）他 電気磁気学演習と解法 贋川書店

高田和之（豊田）他 電気回路演習と解法 EIJ 庚川書店

浜辺昭雄（鈴鹿） 電気回路演習と解法 [II] 康川書店

石黒美種（詫間電波）他 改訂電子工学 コロナ社

（標準電気工学講座15)

犬石嘉雄本校閲，下村武（府立） 電子物性の基礎とその応用） コロナ社

鍛治幸悦（明石），岡田新之助（府立） 電気回路 (1) コロナ社

（新編電気工学講座7)

山田十一（群馬），清水武夫（岐阜） 電気回路（2) コロナ社

（新編電気工学講座8)

大鳥重威（鈴鹿） 電子回路理論 コロナ社

（新編電気工学講座26)

岡田新之助（府立），今川文雄（府立） 電気機器 (1), (2) コロナ社

（新編電気工学講座11,12) 

今西周蔵（奈良），鷲見篤（都立） 高電圧工学 コロナ社

（新編電気工学講座29)

岡田新之助（府立）他 電気・電子工学実験(1), (2), (3) コロナ社

（新編電気工学講座30,31, 32) 

深尾保（東（東京京）），増田参一郎（東京）， 電気応用 (l), (2) コロナ社 1 9 6 7 

雨宮武男 （新編電気工学講座21,22) 

小西重成（高松），村上正夫（新居浜） 電子応用 コロナ社

（新編電気工学講座25)

山田十一（群馬），下村武（府立） 電気概論初学者のための電気理論 コロナ社

（新編電気工学講座25)

益子充（熊野），小西孝男（群馬） 電気工学概論 (1) コロナ社

（新編電気工学講座19)

山田十一（群馬），渡辺禎二（群馬）， 電気工学概論（2) コロナ社

小野文夫（群馬），岡田文平（群馬） （新編電気工学講座20)

清水武夫（岐阜），奥田豊（明石）， 自動制御工学 コロナ社

高橋文彦（明石） （新編電気工学講座28)



石黒美種（詫間電波） 電気工学大意 産業図書

佐々木俊夫（沼津）他 電子実験テキスト（全3巻） オーム社

佐々木俊夫（沼津）他 電子回路入門 (I), (]I) オーム社

新田正徳（詫間電波）他 電子計測入門 オーム社

佐々木俊夫（沼津） ハム受験講座無線工学 [l］基礎編 オーム社

大塚政量（詫間電波） ハム受験講座無線工学（ill］送信機編オーム社

野沢繁之（豊田）他 電子回路演習と解法〔IJ

化学系

田中隆吉（米子），高倉英太郎（旭JII)' 基礎化学
平川孝之（鶴岡），水之江正則（東京）， 基礎・無機編
芝崎陸奥夫（鈴鹿），河野和夫（府立），
佐々木弘次（和歌山）杉山親（津山），
宇野芳（新居浜），山下真雄（都城）

田中隆吉（米子），高倉英太郎（旭川｜）， 基礎化学
水之江正則（東京），芝崎陸奥夫（鈴 有 機 編

鹿），河野和夫（府立），佐々木弘次（和
歌山），杉山親（津山），宇野芳（新

居浜），山下真雄（都城）

佐々木弘次（和歌山）他

宇野芳（新居浜），杉山親（津

山）他編

八浜義和（奈良）編，桑原健一（長岡），

助野敏雄（小山），佐藤毅（秋田）

久保田宏竺関沢恒男（長岡）

極口大成（有明）他

池谷金次郎＊，岡田功（航空）

岡田功（航空）他

岡田功（航空）

岡田功（航空）他

渡辺信男（東京）他

渡辺信男（東京）

岡田功（航空）

岡田功（航空）

大西清大岡田功（航空）他

土木系

近藤泰夫（神戸市立），江崎一博

（神戸市立）

近藤泰夫（神戸市立），谷本治三郎

（明石），岸本進（神戸市立）

宮原良夫（府立），高端宏直（明石）

細井正延，杉山錦雄（岐車）

般化学 I• II 
般化学

有機工業化学

反応工学概論

基礎化学

基本有機化学

化学工業のための有機化学
（標準工学シリーズ1)

基本有機化学反応

一理論と実験ー

化学工学入門

考え方・解き方工業物理化学演習

考え方・解き方有機化学演習

考え方・解き方工業化学計算演習

簡明化学命名法

JIS標準化学工業製図

土木応用数学
（新編土木工学講座1)

土木材料学

（新編土木工学講座8)

構造力学 (1), (2) 

（新編土木工学講座9'10) 

水理学

（新編土木工学講座12)

贋川書店

東京書籍

東京書籍

朝倉書店

東京書籍

日刊工業

日刊工業

贋川書店

産業図書

共立出版

産業図書

オーム社

オーム社

オーム社

オーム社

オーム社

オーム社

コロナ社

コロナ社

コロナ社

コロナ社

21 

1 9 6 8 

1 9 6 8 
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長谷川博（群馬），笠松清（高知）

鈴鹿和央（松江）他

岸田正一（熊野）他

向山寿宏（明石），高端宏直（明石），

吉村貞次（神戸市立），久保田隆三郎
（明石）

近藤泰夫（神戸市立），内海達雄（明

石），岸本進（神戸市立）

岸田正一（熊野），安孫子幸雄（府立），

宮原良夫（府立）雨宮広二（和歌山）

大同淳之（府立）他

菅野ー（岐阜），寺西宗登（和歌山）

夏目正久中潟秀雄（秋田）他

建築

橋本敬次郎（岐阜），渋谷泰彦（岐阜），
大沢徹夫（岐阜），谷本祝紀（岐阜）

内海達雄（明石）他

桜井喜文（石川）

商船

測量 (1), (2) 

（新編土木工学講座6,7) 

土木地学
（新編土木工学講座5)

土質工学

（新編土木工学講座11)

橋工学

（新編土木工学講座14)

鉄筋コ γクリート工学

（新編土木工学講座13)

道路工学

（新編土木工学講座17)

河川および水資源工学

（新編土木工学講座21)

港湾および海岸工学

（新編土木工学講座16)

農林・鉱山・トソネル測量

（測量実務叢書）

建築学概論

（新編土木工学講座22)

地域および都市計画

（新編土木工学講座19)

建築基準法の解説

能沢源右衛門（広島商船） 新しい海洋気象学

依田啓二（富山商船） 航海図説

本荘幸雄（弓削商船） 編 石油類比重・容積・度量衡換算表

小畑秀之（弓削商船） 船舶ジンテム概論

藤井安正（広島商船） 最新ジャイロ・コンパスオート

パイロットの要点

三谷末治（大島商船） 端艇と帆走

三谷末治（大島商船） 最新旗と船舶通信（旗と信号）

三谷末治（大島商船） 英文航海日誌に強くなる本

商船高等専門学校英語教育研究会編 航海英語

古島沢源右衛門（広島商船） 新しい航海数学

黒田 轍（鳥羽商船） 球面数学の基礎

能沢源右衛門（広島商船） 天気図ー記入用紙一

針本多久男（大島商船） 舶用電機の理論と実際（上），（下）

西野燕（大島商船） ’ 舶用ボイラの基礎

商船高等専門学校英語教育研究会編 機関英語

能沢源右衛門（広島商船） 新訂天気図と気象

ーその描き方と見方一

神井淡矢長沢彰三（富山商船） 甲種航海科提要（法規編）

コロナ社

コロナ社

コロナ社

コロナ社

コロナ社

コロナ社

コロナ社

コロナ社

森北出版

コロナ社

コロナ社

科学技術社

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

海女堂
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茂在寅男大山田惇（富山商船） 電波航法計器 海文堂

川瀬好郎（鳥羽商船） 舶用機関概論 海文堂

西野影四郎（鳥羽商船） 機関英語問題演習 海文堂

西野影四郎（鳥羽商船） 機関英語のベスト解釈 成山堂書店

白米満行（鳥羽商船） 航海英語問題演習 海文堂

高城清（鳥羽商船） 図解船舶工学 海文堂

鈴木邦裕（弓削商船） 舟艇操縦ーパワーボート 海文堂
ハンドリングー

隈元土（大島商船） 船用プロベラと軸系 成山堂書店

高橋巌（広島商船） 球面三角とその解法 海文堂

西島清一郎（広島商船） 船用機械工学

第一分冊 海文堂

第二分冊 海文堂

第三分冊 海文堂

第四分冊 海文堂
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高専紀要に見る環境研究・災害研究（その2)

一一高専教育関係研究文献目録（外編・その 2）一一

A Survey of. Faculty Research 

in the Field of Environment and Health 

A Bibliography of Technological College (Kosen) Education 

一一一 Appendix Two －一一

轟 一郎，棚町知弥編
Ichiro Todoroki & Tomoya Tanamachi 

“It is with this background that CERI would like to assemble some signi五cantexamples 
where links between higher education and the local/regional community have been created. 

By local/regional community is meant either metropolis, sectors of metropolis, medium 

sized towns, suburban areas or provinces according to the geographical, demographical, 

and socio-economic characteristics. An indepth analysis of theses links would then be 

undertaken, focusing on the following themes: 

ーtheutilization of resources (human and scienti五c) of the institutions of higher 

education by the community; 

-the utilization of resources (human and scientific) of the community by the institu-

tions of higher education; 

ー theconsequence of this interrelationship on the organisation of curricula, teaching 

methods, and institutional structures of higher education." 

はじめに

（その 1）の編者・棚町が昭和51年4月，山口大学

教養部へ転出したため，同人の本稿企図に基本的に同

じ思いを抱いていた轟が，共編者として加わることと

なった。以下の文章は，離任後も引きつづき本主題を

フ才ローしている棚町のしるすところを，そのまま収

めるものである（轟一郎記）。

前稿「高専教育関係研究文献目録（外編 ・その 1）」

のはしがきに， 筆者はつぎのようにしるしたロ

高専も含めての＜将来の＞高等教育新機構におけ

る研究には，在来の大学における研究とはく一味ち

がった＞ところもあるべきこと， OECD のリポー

トも指摘するところである。高専でも一一いや，で

こそ一一出来る研究……そんな関心が，つい私の手

元に残したメモが本稿という次第である。

どなたのお手許で、も見られる資料としては，すこし

旧くはなったが，

一一ー OECDletter No. CERI/76/245より

①五十嵐耕一： OECDの中等教育後の教育の将来

のあり方に関する政府開会議に出席して 大学資料

48号 1973・11月 25/35

を参照されたいと注すべきであった。（実は同じ紀要

第12号の18ページに，上記をゴチックで、収めていたの

で，省略したので、ある）

6月はじめ，新勤務先の掲示板で， OECD, CERI 

(Centre for Educational Research and Innovation) 

の5月17日付書簡 CERI/76/245を目にした。加盟国

の大学や post-secondaryinstitutions における，地域

の社会的，経済的，文化的問題の解析・解決に寄与せ

んとする実験についてのサーベイのための照会で、あっ

た。同書状中の研－究意図の説明に筆者は心を惹かれた

ので，そのまま官頭に紹介させていただいた。

あしもとをよく見ることも大切だが，「上を向いた」

改善案がなぜもっと考えられないのだろう，デメリッ

ト修正ばかりで、は……。
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＜校正補記＞

校正のため有明を訪れ，福島高専・環境科学教育研

究施設の研究報告・第1号を目にし，ことごとしい拙

文を気恥かしく思った次第で、ある。

前稿のまえがきにおことわりした様に，環境科学を

以て高専の教官研究の主流と考えるわけではない。た

だ，その最も現実的な第一歩と考えたことを重ねて記

しておく。

<1977・1月棚町知弥記＞

大気汚染

<1975> 

18.土橋恵之助：うず煙突の効果について一一拡散と

気象条件都立 11号 1975 41/47 

く1976>

19.石束昌治，高橋達敏，岸洋介：新居浜地区の大

気汚染調査報告新居浜（理工学編） 12巻 1976

8/16 

20.後藤則大，木俵道寛：新居浜市の公害に対する基

礎研究（第2報）一一局地風を対象とした風洞実験

新居浜（理工学編） 12巻 1976 61/67 

21.下山田富保，舟山義一：光化学スモッグ反応機構

の一考察一一二酸化窒素の残留炭素による吸着

福島 12号 1976 22/29 

22.大原洋治，松永栄三，上山泰巨：和歌山県中紀地

方の大気のいおう酸化物汚染度和歌山 11号

1976 23/28 

排気ガス清浄化

く1975>

13.牧暢夫： 2サイクノレガソリン機関の CO,NO排

気物の研究津山 13号 1975 51/56 

水質汚濁

<1975> 

24.岩瀬政吉：阿寒川水系の水質について（第1報）

釧路 9号 1975 163/169 

25.栗原英也，正田ひろ子，松田俊治：降水中のヒ素

の地球化学的研究群馬 9号 1975 15/27 

26.高岡和則，川江豊：福井県丹南地区河川の化学

的研究（第3報）一一底質福井 9号 1975

169/179 

27.津郷勇，荒木俊幸，大上俊之，岡山公雄，松岡

正幸：日野川の自浄作用について 福井 9号

1975 215/222 

28.平田房雄，白柳康夫，宇井悼二：浅川水系湯殴川

の水質調査東京 7号 1975 89/92 

29.大野俊夫：矢作川水系の水質汚濁に関する研究

豊田 8号 1975 39/44 

く1976>

30.堤毅一，田原誠，内田芳郎：リモートセンシ

γグによる天降川河川水の分散状況について

鹿児島 10号 1976 25/35 

31.羽田守夫：雄物川下流部の水質変動とその評価に

っし、て一一秋期の変動特性秋田 11号 1976

78/83 

32.古川利郎，佐藤信幸，坂田勝彦：河川の汚濁と徴

生物旭川 13号 1976 67/76 

33.岩瀬政吉：阿寒川水系の水質について （第2報）

釧路 10号 1976 113/119 

一一海洋汚染

<1975> 

7.栗須正登，野中稀平，宇都幸一：大村湾潮汐シミ

ュレーションに関する研究（第1報） 佐世保

12号 1975 71/80 

8.矢崎嘉：粒径分布よりのスロップタンクの解析

富山商船 8号 1975 55/63 



<1976> 

9.落合弘明，中村武史江鳥羽］： リモート・センジ

ングによる海洋汚染のリアル・タイム把握について

商船 8号1類 1976 53/56 

10.阿部頼之，堤靖景，田中武，石黒隆 E弓削〕

：海洋汚染調査測定一一弓削島を中心とした瀬戸内

海商船 8号1類 1976 62/69 

11.成田順次郎［富山］ : Invisible Beings in the 

World Ocean E英訳］商船 8号1類 1976
116/122 

12.谷川 正 E広島〕：瀬戸内海の水質経年変化と赤
潮の実態とその相関について商船 8号2類

1976 76/86 

13.堤靖景 E弓削〕：海水中の重金属の分析商船
8号2類 1976 87/96 

14.矢崎嘉：粒径分布よりのスロップタンクの解析

（第2報） 富山商船 9号 1976 69/76 

廃水処理

<1975> 

8.村上大三郎：水産加工廃水の凝集剤処理効果につ

いて福島 11号 1975 18/20 

く1976>

9.本田善貝V，高石斌夫：散水漏床に及ぼす銅の影

響木更津 9号 1976 54/65 

10.村上大三郎，伊藤 宏，橋本孝一，舟山義一，江

尻勝紀：水産加工排水の電解浮上および活性汚泥処

理福島 12号 1976 31/38 

11.安武篤，山辺国昭，沢田彰：クロム含有廃水

の処理について佐世保 13号 1976 31/34 

重金属汚染

7.金田誠，引地 宏，遠藤清一：へピノネゴザの

カドミウムベプチド（生体内における重金属の存在

状態に関する研究） (A Cadmium-containing 

Peptide from Athyrium Yokoscense）福島

12号 1976 19/21 

塵芥処理

く1976>

4.金田 正：都市ゴミのパイプライン収集・輸送に

ついて東京 8号 1976 7/14 
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廃棄物再利用

く1974>

2.山崎英樹 E長野］：プラスチック廃棄物の活用法

土木技術 29巻5号 1974

く1976>

3.植田紳治，倉内邦昭，須賀政彦：高炉水津のコン

クリート用細骨材への利用に関する実験木更津

9号 1976 85/96 

（交通）騒音・振動

<1975> 

23.増田隆：就眠時における交通騒音について

詫間 3号 1975 87/102 

24.渡辺喜郎：装備店の木工場騒音の減音に関する

二，三の考察（英文） 福島 11号 1975

1/10 

25.高知空港騒音問題等研究調査委員会：高知空港騒

音問題等研究調査委員会中間報告書 高知高専謄写

1975・5月（29p.) 

く1976>

26.馬場秀和： Lioの予測について舞鶴 11号

1976 60/63 

27.室賀創，小野啓司，佐々木由美子，関根恵子：

石狩・空知・後志・檎山・渡島・胆振・日高地区の

学校騒音調査並びに研究ー一主観調査集計結果

釧路 10号 1976 83/93 

28.内桶誠二：道路交通騒音における Leqについて

東京 8号 1976 31/34 

交通制御・安全

く1975>

23.高岸節夫：都市における自転車交通の実態とその

特性に関する研究（Il) 大阪府立 9号 1975 

69/77 

く1976>

24.折田仁典：秋田市におけるパス交通に関する分析

秋田 11号 1976 84/90 
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気象災害

<1976> 

15.柏原俊規：園芸用ビニーノレハウスの風力係数一一

単棟切妻型ハウスについて 高知 12号 1976

61/71 

16.布本博，能登勇二：登川流路工（信濃川水系）

の水理特性に関する研究石川 8号 1976

77/85 

一一一コンクリート浸食（霧島川流域）

く1976>

4.極渡重徳，斎藤利一郎，原口誠夫，永友敬子：霧

島川流域のコンクリート構造物の耐久性に関する研

究鹿児島 10号 1976 37/47 

一一震 害

<1976> 

6.松島寛治，玉野実： 1975年大分県中部地震の被

害とその教訓有明 12号 1976 53/74 

7.田川哲彦，秋山幸二郎，滝野正次：地下水性災害

に関するー研究高知 12号 1976 129/141 

テクノロジー・アセスメント教育

く1975>

5.大隅芳雄［佐世保］：高専教育とテクノロジーア

セスメント 工教だより 35号 1975・11月 4/4 

6.上崎孝一〔阿南〕：全寮制高専寮における教育上

の問題点（下） 一一テクノロジーアセスメント的

手法による摘出厚生補導 114号 1975・12月

59/64 

<1976> 

7.棚町知弥：高専教育関係研究文献目録（外編・そ

の1）一一高専紀要に見る環境研究・災害研究

有明 12号 1976 21/27 

8.木村重行：高専教育へテクノロジーアセスメント

の導入について茨城 11号 1976 49/55 

9.大阪府立高専・ TA研究会：高専祭アセスメント

大阪府立（モノグラフ 39 p.) 1976・7月

10. E福島高専〕環境科学教育研究施設・研究報告
福島 1号 1976・11月

<1974 追補＞

11.福島高専 ：環境科学教育研究センター（計画の概

要）一一TechnologyAssessment (TA）の観点に

立って高専教育の充実をはかるために

（モノグラフ 19 p.) 1974 

法理と行政

<1976> 

15.藤井浩二：水銀ヘドロ封じ込めと住民の権利

宇部 22号 1976 1/7 
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図書管理のシステム

山下 巌，宮川喜己，金子 馨

＜昭和51年9月16日受理＞

A System of the Book Management in the Library 

In this paper, a system of the book management is studied as a computer-aided 

conduct in the work of business. A system that五ndsthe classified total of the book 

on loan to the extension library and tabulates it by an electronic digital computer is 

proposed in especial. It is the main structure of this system that makes a statistical 

table of the book on loan by the lineprinter’s output in an electronic digital computer, 

after inputting the data by card-base and managing some works of the sorting, the 

veri五cationand the totalization. In the rationalization and the expedition for the business 

of the book management, the trial of this system has brought on the satisfactory results. 

Iwao YAMASHITA, Yoshimi MIYAGAWA 

and Kaoru KANEKO 

1.まえがき

本校のコンピュータ導入の目的として，情報処理教

育の充実と併せて事務処理への電子計算機導入がもう

一つの柱として取上げられた。その一環として教務関

係では，成績処理システムが完成し稼動中である。事

務の他の分野でも， 関係者が電子計算機導入に向け研

究を継続中である。

その中で，我々は図書管理に於ける館外貸出図書集

計のシステム化を研究し，ほぼ実用できる程度のレベ

ノレに到達で、きたので，こ斗にシステムの構造及び試用

結果を報告する。図書管理業務の内，学生及び教職員

の館外貸出図書の集計を本校にある機械工学科， 電気

工学科，工業化学科及び建築学科のそれぞれの学科の

学年毎，各学科毎，教職員毎あるいは図書分類区分毎

に行ない1ヶ月毎， 3ヶ月毎あるいは任意の期間毎の

館外貸出図書の利用統計の一覧表を作成する業務の電

子計算機処理を考えた。

データ入力は，現在の本校電子計算機のシステム構

成から考え，カードベースが最適と思われる。1枚の

カードに貸出年月日，学科・学年，人員及び図書分類

区分毎の貸出図書冊数の内容を，あらかじめ約束した

コードによりパンチを行い入力データカードを作成す

る。そして図書分類区分毎の集計，各学科・学年毎の

集計，各学科毎の集計及び教職員に対する貸出図書冊

数の集計を行ない資料として提示できる館外貸出図書

の利用統計の一覧表をラインプリンター出力で得るの

が本システムの構造である。

本論文では，図書管理業務の中でも電子計算機処理

が容易な館外貸出図書の集計を手がけた。しかし，図

書館事務関係では，これ以外に図書購入集計，文献検

索など，図書館事務として，システム化が望まれる重

要な業務が残されているが今後それらのシステム化を

実現する研究を重ねてゆくつもりである。

2.館外貸出図書集計のシステム

2・1 プロセスフローチャー卜

現在，図書係で行なっている館外貸出図書の集計業

務は，

(1）表1のブックカードと表2の帯出者カードか

ら，図書分類区分毎に各学科・学年の貸出図書

冊数及び利用人員などを表3の如き集計表に記

載する。

(2）それらの各項目毎の集計をする。

(3) 1日分の集計，次に1週間の集計，1ヶ月間，

3ヶ月間及び1年間の集計をする。

以上の流れにそって行なわれてきた。しかし，これ

らの仕事で1週間， 1ヶ月間と集計を行なう期間が長

くなればなるほど表3の如き集計表を何枚も集計する

ことになるので，時には欄違いの集計を行なって図書

分類区分毎，各学科・学年毎の累計が合わず何度も計

算をやり直すことになる。そのような場合には相当の

時間を要するし，また任意の期間の集計を取る場合は，

新たに計；算を最初からやらねばならず相当面倒であ

る。ところが，こふにあげるシステムでは， 館外貸出
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登録

番号．

請求

番号
学籍番号N仏学科・学年名

著者名

名氏
λ＝， 
4コ書

貸出日1李定官l返却日名書請求
番号返却日

返却
予定日

貸出日名読者氏所属

表 2 帯出者カ ー

有明工業高等専門学校図書館館外貸出利用統計 報

天気（ ） 学校行事（ ） 

総0記｜哲l学｜歴2史｜社ぷ科学｜自ぷ科学｜工5学｜産6業｜芸7術｜語8学｜文9学

ド

数

司三－

ii三二
$1二一

冊員人

表 1

入室者数

機
械
工
学
科,llL,. 

プー

電
気
工
学
科 二二仁ご亡二に三ゴ二二三亡二亡二仁二に二

建

築

学

科

科

貸出図書集計表表 3
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年月 日戸人数 総記 哲学 歴史 科社学会 科自 学然 工 学 産業 云術 三口五ロ ，ー王才手ー文学

1 8 11 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48 52 

機械工学科

1年
I I I I I I I 

01 
｜｜｜ I I I I I I I I I ｜｜ ｜ I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

2年 02 
3年 03 
4年 04 
5年 05 

電気
1年 07 
2年 08 一一

戸工科寸ι一
3年 09 l一一一ーーー一一ーー一一

4年 10 
5年 11 

工業化学科

1年 13 
2年 14 
3年 15 
4年 16 
5年 17 

建 1年 19 
2年 20 

築
3年 21 

会弓孟Fι－ 4年 22 
科 5年 23 
教 官P 25 
職 員 26 
その他 27 
相互貸借 28 l一一ー一一一一一

計

表 4 デー タシ ート

事務処理の迅速化・合理化をはかるために，表3の集

計表をもとに，表4の如きデータシートを作成し入力

データカードの形態と合わせてデータシートの1行が

入力データカード1枚に対応するようにしておけば，

それからすぐ電子計算機に入力するためのデータカー

ドが作成しやすい。そうすると，前述の仕事の流れは

次のように変化する。

(1) ブックカード及び帯出者カードから図書分類区

分毎，各学科 ・学年の貸出図書冊数及び利用人

貸出カード

（パンチカード）

FACOM 230-25 

貸出図書集計

図 1 仕事の流れ

員を表4のデタ ーシートに記載する。

(2) データシートから電子計算機処理に必要な入力

データカードを作成する。

(3) 集計計算は電子計算機で自動的に処理され館外

貸出図書の利用統計一覧表が作成される。

以上が，本システムを用いる時の仕事の流れであるが

これをまとめて図1に示す。

本校の電子計算機は FACOM 230-25で，そのシ

ステム構成は参考文献（1）にくわしく述べられている

通りで入力形態としてはカードベース，紙テープベー

スのいずれかが考えられるが，こふではパンチカード

を入力カードとして用いる。前述の如くデータシート

の1行がカード1枚に対応するので，データシート 1

行ずつの内容そのま斗をカード1枚ずつにパンチをし

て入力データカードを作る。そして館外貸出図書集計

が計算機を用いて行われ，館外貸出図書の利用統計一

覧表はラインプリンターで打出させて出力するのが適

当な方法だとして採用した。

2・； 入力及び出力デザイン

前述の如く入力はカードベース，出力はラインプリ

ンタ ー出力と して，それらのデザインをそれぞれ図2'

図3に示す。

入力カードのコードは，図2で示される通り数字だ

けのコードを用いる。この事ーから，数字以外の文字が

パンチされていると，それはミスパンチと して除外し
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図 2 入力カード
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図 3 出力リスト

修正パンチを行わねばならなし、。 このミスカードの検

出を容易にするために，この形態を取った。出力形態

はできるだけ表3で示した現行の利用統計一覧表と形

態を合わせるように工夫しデザインした。

2・3 館外貸出図書集計計算のフローチャー卜

館外貸出図書集計の詳しい処理の流れを図4に示

す。そのプログラムを図5に，そのプログラム実行で

使用されるメモリ ー領域図を図6にそれぞれ示す。

図4のフ ローチャートのHAJIME,YOMU, KA・

TUKA-NO-KEISAN, ・・…－…などの名称は，図5の

プログラムの HAJIME,YOMU, KATUKA-NO-

KEISAN，・・・・…ーなどのプログラムラベル名と一致す

る。

HA JI MEで用いるカードファイル，出力ファイノレ

をオープンする。図 6-1の領域図の MIDASI-1を

出力領域に転送して出力させ大見出しをつける。次

に， MIDASI-2を出力領域に転送後出力して横罫線

をつける。 MIDASI-3,TATESEN-1をそれぞれ出

力領域に転送後出力し，小見出しと縦・横罫線を印刷

する。そして，集計計算を行うための前処理として図

6 -1の作業領域の TABLEをすべてクリアーした

後 YOMUにす斗む。YOMUで入力カード1枚を

読み，最終カードかど うかを判定し，そうでない場合，

年月 日のデータが所要の期間に該当するかどうかをチ

ェックし，次に学科 ・学年が正しく入力されたかどう

かを調べ，すべてが正しい場合KEISANの処理に入

る。 KEI SANでは，入力カードより相当する学科 ・

学年の図書館利用人員の累計，同じ学科 ・学年の貸出
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MOVE NENGATUPI TO NEN•DATE (HJZUKE•MlSS), 
MOVE KA TO ~A・DATE <HJZUKE-MISS), 
GO TO YOMU, 

GATUr.A-MJSS. 
co~~PUTE GATU.KA・GO= GATUKA・GO+ lo 
阿OVE NENGATUPI TO NEN-GATUKA (GATUKA・GO>.
MOVE KA TO KA•GATUKA CGATUKA・GO),
GO TO YO.MU, 

TATEL 
MOVE TATESEN-1 .ro JUNKO・DATA,
¥t/RI TE JUt-.lKO・RE.CORDAFTER Q, 

TAT.E2. 
刊O¥.'E TATESEN-2 TO JUNKO・DATA.
WRITE JU"JKO・RECORDAFTER o. 。'I/ARI,
MOVF. MIDASl-2 TO JUNKO・DATA,
WRITE JUNKO・RECORD AFT EH 0, 
MOVE SPACE TO JUNKO・DATA,
WRITE JU~KO・RECORD AFTER 20, 
制OVE HIZ.UKE-MISS TO LP•HIZUKE・MISS,
MOVE DATE-MISS・RANTO JUNKO・DATA.
WRITE JUNKO・HECORDAFTER・1.
MOVE GATUKA・GO TO LP-GATUKA・GO,
MOVE GATUKA•MJSS・RAN TO JUN民0・DAlA,
WRITE JUNKO・RECORDAFTER lo 
MOVE KEISAN•COUNT TO LP-KEJSAN・COUNT,
MOVE KEISAN•COUNT-RAN TO JUNKO・.DATA.
WR) TE JUNKO・RECORDAFTER l • 
仁LOSE MO~OE・FILE JUNKO・FILE, 
STOP RUI~. 
ENDCOSOL. 

図5-3 プログラム

図書冊数を図書分類区分毎に累計をする。つまり，学

科・学年を読込んだときに，計算機内部では図7に相

当するようなメモリー領域を確保し，その指定された

場所で各項目毎の累計をする。最後に，入力データカ

ード枚数のカウントをして再度YOMUの処理にもど

りs以上の手順を最終カードを読込むまで繰り返えす。

最終カードを読込んだら図7は学科・学年毎あるいは

教職員その他の利用者のグループ毎の集計が完了した

状態になっている。この点が， 電子計算機の最大の特

徴である大量データの高速処理が生かされている所以

で，入力カードの読込みと同時に分類，照合，整理及

び集計までを即座に行なう。そして KATUKA-NO-

KEISANの処理に入る。 KATUKA-NO-KEISAN

では各学科毎の図書館利用人員の総計，各学科毎に図

書分類区分毎の貸出図書冊数の総計及び各学科毎の総

貸出図書冊数の総計を行い， JUNBIと!DOU,ID-

OU-2の処理にすふむ。 !DOUと IDOU-2では，

図6-2の定数領域の KO1, KO 2, KO 3, KO 4 （縦

見出しを4つに分けて領域を確保した。）のそれぞれ

の項目と上記で、求めた集計結果を，図6-1の作業領域

の SITURYOKUのそれぞれ対応する項目に転送更

に出力領域に転送して館外貸出図書の利用統計一覧表

の縦罫線，学科・学年名などの縦見出し及び集計結果

の印刷を行なう口 IDOU-4では，一覧表の最終行の

印刷かどうかをまず調べ最終行であれば OWARIの

処理へ，そうでなければ各学科毎の印刷の区切かどう

かを調べ区切でなければ TATE2の処理にすすみ，

図6-2の定数領域 TATESEN-2を出力領域に転送

して同じ学科の各学年毎の区切の横罫線を入れる。各

学科毎の区切の場合 TATEIの処理に入り，図6-2

のTATESEN-1を出力領域に転送して各学科毎の区

切の横罫線を印刷させる。その後， !DOUの処理に

再びす斗み，末処理学科・学年の印刷を行うための準備

をする。更に， IDOU-2,IDOU-4の手順を繰り返し

館外貸出図書の利用統計一覧表の最終行の印刷が終わ

るまで繰り返す。最終行の印刷を行ったら OWARI 

の処理に入る。 OWARIでは年月日ミス，学科・学

年ミスのチェックで拾い出されたミスカードのそれ

ぞれの枚数と内容を図6-1のメモリー領域における

DA TE-MISS-RAN及び GATUKA-MISS-RAN 

に転送後出力させる。最後に処理したカードの枚数を

図6-1の KEISAN-COUNT-RANに転送し出力印

刷させる。各ミスの内容の出力には1行の固定位置の

みに印刷させる指定席方式では多くの行が必要なた

め， 1行に順次つめて印刷する自由席方式により， あ

る程度ミスがよけい発生しても 1行に印刷できるよう

工夫した。本プログラムは入力カードファイルと出力

ファイルをクローズ処理して全ての計算が終了する。

特に，本プログラムでは入力カードに用いるパンチ

コードが数字だけであるので数字以外の文字がパンチ

されているかどうかは計算機にかける以前で発見する

ことが容易であると思われるけれども，年月日，学科・

学年として， あらかじめ決めておいたコード以外の数

字がパンチされる可能性は多いと思われるので，その

チ4 ツクを行う機能を加えて， ミスカードが発見され

た時点で、ミスカードの枚数と内容を把握する処理が

DATE-MISS及び GATUKA-MISSでなされる。

3.試用結果及び考察

以上のプログラムを用い， 1975年11月1日から1975

年11月30日までの1ヶ月分の処理を行なった。そし

て，得られた館外貸出図書の利用統計の一覧表の出力

例が表5に示される。

本研究の目的は館外貸出図書の集計事務処理の合理

化と迅速化であったが，この点の改善はこのプログラ

ムにより相当成果をあげ得る。これまで，表1及び表

2に示すブックカードと帯出者カードから1つづっ拾

い上げ表3の集計表を作った後集計計算を行ない，館

外貸出図書の利用統計一覧表を作成するまでには分

類，照合，整理及び集計計算などの単純ではあるが相

当煩噴な仕事を要していた。しかし，この種類の仕事

は計算機が得意とする住事の1つで，しかも非常に高

速処理が可能である。電子計算機処理の場合，表3の

集計表の体裁をもとにデータシートを表4の如く作成

しておけば，入力データカードのパンチがそのデータ

シートを見ながら，そのまふカードパンチすることが

できる。分類，照合，整理及び集計計算は計算機にま

かせ，たとえ入力データが1ヶ月，3ヶ月あるいは1
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入力領域

MOMOE_RECORD 

｜年月日｜刀｜学科・学年IKUBUN_l I ) ) IKUBUN_l~KU酬斗プヲソ F
9 (8) x 9 (4) 9 (4) ・ー－－ 9 (4) 9 (4) x (25) 

~ 
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｜｜  ｜｜  
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x (136) 

｜｜  ｜｜  
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TABLE 
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x (34〕

域領リモメ図6-1
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MIDASL3 （小見出し）
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ラインプリンターによる出力例

してゆきたい。この事と併せ図書館事務の他の分野つ

まり図書購入集計，文献検索などの図書館事務の主要

業務への電子計算機導入が考えられねばならぬけれど

も，今後逐次このよ うなテーマとも取組んでゆきたし、。

き

本研究は図書管理業務の中で館外貸出図書の集計を

行ない，各学科・学年毎あるいは教職員その他の利用

者毎，図書分類区分毎に，ある定められた期間内の図

書館利用人員，貸出図書冊数などの項目毎に整理集計

し，館外貸出図書の利用統計一覧表を作成する業務を

電子計算機で処理する事を考えた。

ヵーと4.あ

年間と累積されたとしても， 1週間あるいは1ヶ月分

のデータシートをもとにパンチカードを作成し入力デ

ータカードを準備しておきさえすれば， 館外貸出図書

の利用統計資料が要求された時点で，直ちに計算機が

表5に示す一覧表を作成してくれる。

しかしながら，本校では電子計算機のシステム構成

上，カナ文字の出力ができないので本校のシステムで

取れる最適の方法として図書分類区分の見出欄を日本

十進分類法（百区分）の使用による出力形式を取った。

この点が資料として一般に広く提示する場合汎用性が

ない所であろうが，システムが充実されれば容易に改

善できる問題であるのでシステムの充実にあわせ改善

表 5



40 

入力はカードベースで考え，ブックカード及び帯出

者カードより集計表であるデータシートを作成し，そ

のデータシートをもとに入力データパンチカードを作

成し用いた。そして分類，照合，整理及び集計計算な

どの集計業務が人聞に肩代わりした電子計算機でなさ

れ，その結果館外貸出図書の利用統計一覧表がライン

プリソター用紙上に出力される。従って，これまでの

館外貸出図書集計事務の性質が幾分変化し，処理の過

程で人聞が介在するのは，ブックカードと帯出者カー

ドより集計表であるデータジ｛トを作成する事，その

データシートから入力データパンチカードを作成する

事のみに主な人手を要し，煩墳であった集計計算は，

データが，かなり大量になったとしても計算機がわず

かの時間で処理し館外貸出図書の利用統計の一覧表を

作成してくれる。本システムは館外貸出図書集計事

務の合理化と迅速化の改善に於いて意義あるものであ

る。

今後，館外貸出図書の利用統計一覧表としては図書

分類区分の見出欄が汎用的記述で、ないので、システム充

実の際にはプログラムを改良してゆきたい。また，図

書館事務の他の分野の電子計算機導入の研究も重ねて

ゆきたい。

おわりに，本研究は本校電子計算機委員会の委員の

諸先生方のひとかたならぬ御援助・御指導のもとに遂

行された。こ与に深く御礼を申述べる。特に，電子計

算機室室長の木村剛三教授からは，本研究の示唆と有

益な御助言を賜わり深く感謝の意を表します。また，

図書館館長池本憲義助教授はじめ図書館関係職員諸氏

及び前図書係係長中島冠守民にも，ひとかたならぬ

御世話になった。心より謝意を述べる。

尚，本研究の計算は本校の FACOM 230-25により

行なわれたことを付記する。

参考文献

(1）電子計算機導入委員会荒木他4名：

電子計算機導入について，

有明工業高等専門学校紀要第11号， 109頁，

昭和50年11月
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象徴的二元論をめぐる諸問題

安 フE 也

く昭和51年9月16日受理＞

正

Some Problems concerning the Dual Symbolic Classification 

I have been studying “ritual reversal" under the influence of Durkheim’s theory and 
Maus’s on the primitive classification and of Hertz’s insight into the religious polarity. 

Those three have also much contributed to the development of anthropology, and, above 

all, have given an immeasurable theoretical influence on the English social anthropologists, 

some of whom have tackled the problem of the dual symbolic classification. 

This paper is to investigate their methodological premises, especially Needham’s 
analytical points of view on that matter. For he has most positively insisted on the op-

positional analysis, and I have also applied the kind of analysis to an interpretation of 

“ritual reversal”. With this, I hope, certain points on the dual symbolic classification 
and the ritual reversal could be much more clari五ed.

序

私はこれまで右と左の対立を中心としながら「儀礼

的転位」（ritualreversal）の問題を取扱ってきた。こ

の概念は，ある特定の行為に対してばかりでなく，そ

のような行為が期待されている人物，さらにはそのよ

うな行為あるいは人物が関与する状況それ自体にも

適用されている。行為レベノレで、は儀礼の場面における

「放縦」（license），「卑猿な行動」（obscenity），「異装」

(transvestism），「役割転倒」（rolereversal）など多

様な事象が，それとして研究者たちによって記述，報

告されている。このようにこの概念はあらかじめ操作

的に定義されて用いられてきたものではない。また個

々の事例においては，どういう意味でそれが reversal

と言いうるのか必ずしも明確ではないことも多い。こ

のような事情は＇ reversal’の日本語への翻訳にも見ら

れるのである。しかし，それらの事象に共通に「転

位」概念を適用することは，やはり理論的に可能であ

り意味があることを私は論証したので、あるD。日常生

活では禁じられ，あるいは「指定」（prescription）さ

れることのない，いわば逸脱的な行為が，特にその場

面で指定されるということを問題のポイントと私はし

ている。すなわち儀礼的転位とは，日常場面では禁じ

られている行為が儀礼的場面で、は許されたり，勧めら

れたりするものを言い，この意味では例外的な事象で

ある。しかし外見上の無秩序な，逸脱的な様相にもか

かわらず，そこに一貫した価値の構造があるのではな

Masaya Yasumoto 

いかと予想させる事象である。私はそのような転位事

象の意味を，当該の文化の社会的文化的文脈の中で吟

味してきたのである。したがって人々の行動様式とい

う行為レベルの指標によって問題としうる事象を，私

は「転位」として記述するのである。この場合，見ら

れる当の事象を文献の中で報告者が＇ reversal’によっ

て記述していようといまいと，指標に乗る限り，私の

方で再分析を行なってきたのである。

とは言え，「転位」事象の分析において日常と非日

常，正常と異常，まずこ聖と俗の対立を前提している以

上，私の分析は「対立分析」（oppositionalanalysis) 

に他ならない。そしてこの対立分析が最も尖鋭的に

行われているのは，「象徴的二元論」（dualsymbolic 

classification, symbolic dualism）に関する研究分野

で、ある。したがって対立分析においていかなる方法論

上の問題点を的確に押えるべきかを，象徴的二元論に

ついて論ずることによって明確にしたい。

注

1）拙稿，1975，「「儀礼的転位」概念について」『哲

学年報』（『九州大学文学部創立五十周年記念論文

集』第34輯， pp.246-66. （なお，私の’reversal，現

象の取扱いの住方については，

拙稿， 1973，「宗教現象と儀礼的逆転」『哲学年

報』の第32輯， pp.125-149；同， 1974，「儀礼的転

位について」『哲学年報』第33輯， pp.77-103を参照

されたい。
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私が儀礼的転位の宗教的意味を論ずるようになった

のは，エルツの『右手の優越』D(1909）の影響によるo

エルツは『右手の優越』において右と左の対立，特

に右手の左手に対する価値的優位性を，文化的現象と

して生理学的ではなく社会学的に捉えている。宗教的

両極性という，より広い文脈の中に置いたのである。

彼によれば聖と俗との対立より成る二元論が原始的思

考の本質をなすものである。この基本的な二元論が，

すべての自然を二つの対照的な領域に分つ。聖と俗，

光と闇，男と女，生と死など，尊ばれ，強力な，能動

的な側面と，卑しめられ，脆弱な，受動的な側面であ

るo右手の優越もこの場において説明される。「人間の

肉体，小宇宙はすべてのものを支配する宗教的両極性

の法則から， L、かにして逃れることができょうか」2）。

要約すれば，エノレツは一つの文化的事象を思考と価値

の二元的体系の中で説明しようとしたので、ある。

ところで、エルツのこの仕事は約半世紀後，主として

イギリス社会人類学派の研究者たちによって積極的に

評価されるに至る。エヴァンス＝プリチヤードはヌー

ア族の槍の象徴性の分析において，エノレツの枠組の理

論的有効性を証した03）またエルツは「未開人の思考に

本質的な二元論は彼らの社会組織を支配している。」4)

と述べている。この指摘が双分制社会においてだけで

はなく別の社会構成を有する社会においても社会構造

と思考体系の両者に共通な二元的構造原理が存在しう

るものとして，受け取られていることは間違いないで

あろう。さらにニーダムはより敏密に，規定的縁組が

行われる社会において社会諸関係と世界観の両者の基

調をなす構造原理を抽出しようとする 05) ニーダムは

言う，「右と左の象徴的対立ならびに諸現象の二元論

的カテゴリー化は，人間精神の自然な傾向と思われる

ほど，共通なものである。ここで注目すべきは，これ

らの観念が……社会の諸分割に象徴的に関連づけられ

ている特定の様式であるJo6)そしてニー夕、、ムはさら

に，規定的縁組の行われていない諸社会にまでそのテ

ーゼを拡大しようとする。彼のこのような一連の研究

が研究者たちに理論的刺激を与えたので、ある。このよ

うな人聞を含む世界の諸事象についての分類体系は

「象徴的分類J(symbolic classification) と呼ばれて

いるが，これは，すで、にエノレツが述べたように，しば

しば聖と俗，浄と不浄，吉と不吉，生と死，善と悪，

右と左，さらにそれらに対応する社会的分類といった

二元的諸対立の複合形式を取るものとして，様々に論

じられている。これを二元的世界観というか，あるい

はその抽出のための研究者の側で、のモデノレとするかは

分析者によって異なりを示すが，諸事物と諸価値との

こ元的な分類体系を，象徴的二元論あるいは二元論的

象徴的分類と研究者たちは呼んで、いるのである。

さて，エノレツはほとんど普遍的な現象とも思われる

右手の優越を聖俗二元論の反映として説明するのであ

るが，実際上の手続きとしては，右と左とに対する価

値づけ方の相違と聖俗対立との対応を帰納的に見出

そうとしているo これには方法的な問題はなし、。しか

し，否定的事例としての左手の優越の事例の処理の仕

方は，エヴアンス＝プリチヤードによって否定的事例

の無視として批判されている♂確かにエルツは自ら

提出するそのような事例を反証例と見倣してはいな

い。かえって右手の左手に対する機能的優位という生

理学的要因からその道徳的優越性が生まれたとする解

釈に反証を与えるものとしているのである。「二つの

側面の特性をかなり修正するこの二次的発展がどのよ

うに興味あるものであろうと，我々は右と左の対照の

一義的な，宗教的意味を忘れてはいけない。」ωと，右

と左の対照の宗教的意味をこそ，そのような事例の中

に認識すべきだと勧告さえしているのである。

しかし，このエノレツの論旨から行けば，当然エノレツ

は左手の優越の中に，同じく聖俗対立のメカニズムを

見なければならない。彼の言う二次的発展がどのよう

な条件の下で、生起したのか問わなければならない。私

はここにエルツの理論をさらに発展させる方向を見出

したので、ある。つまり左手の事例に右手の場合と同じ

論理を適用するには，まず聖俗対立と，その価値の転

換とを予想しなければならなし、。私はそのようなメカ

ニズムによって説明できると主張したのであるP左
手の事例を右と左の転位として指摘することが，以後

の私の作業の理論的出発点となったので、ある。

エルツ自身は『右手の優越』の中では転位の問題に

ついてほとんど論じていなし、。視点の転換によって左

右が入れ代わるという解釈を示唆しているだけであ

る。しかし彼の理論の方向を追い続けている限り，そ

の立場からの転位の分析は，象徴的二元論の問題に

関わるものとなる。少くとも左右の転位は，右と左の

対立を主軸とする「双側的シンボリズム」（lateral

symbolism）との関連によって説明されることになる。

ニーダムにおいても転位は「制度化された無秩序」

(institutionalized disorder）であり，その限りで象徴

的分類の問題である。1のしかも彼の場合，右と左の転位

が議論の起点になっていることが多し、。実際，全体的

シンボリズムとの関連で説明されてはいるが，しかし

転位事象が象徴的二元論によって解釈されるというよ

りもむしろ，彼の象徴的二元論の図式を構成するため

の，あるいは彼の全体的構造原理を抽出するための手



段にさえなっているのである。そこで，彼のアプロー

チがどのような方法上の，あるいは方法論上の問題点

を含むものであるか，検討しなければならない。
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n 
【1】

ニーダムは『フ。ルム社会の構造分析』（1958），『ム

グウエの左手』（1960），『構造と情操』（1962），『ニヨ

ロ族の象徴的分類における右と左』（1967）などにおい

て，左右の対立ならびにそれに関わる価値の問題を論

じている。まずどのようなものを転位とするのか，簡

単に見ておきたし、。

インドのビソレマ国境付近に居住するフ。ノレム社会で，
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ニーダムによって左右の優劣関係を決定する彼割を与

えられたものの一つが，鶏脚の占いの事例であった。

プノレム族で、は供犠に用いられる豚，野牛はその右側を

槍で突かれる。家神への家禽の供犠は，行う者の未来

を占うのであるが，家禽が絞め殺され右脚が左脚の上

になれば吉兆，左が上になれば凶兆である。子供の命

名式の時にも同様な供犠がなされる。男子の場合，雄

鶏が絞め殺され，右脚が左脚の上になれば吉兆，左が

上になったり両脚が離れていれば凶兆である。女子の

場合，雌鶏が用いられ，左が上になれば吉兆，その他

は凶兆である。ニーダムによって右優越と言われるプ

ノレム社会において，女子で左が吉兆と関連している。

左の否定的価値が肯定的価値へ転位していることも，

結局ニーダムによれば右と男，左と女が関連している

ことを強調するものにすぎない。しかし「儀礼のシν

ボリズムの中にプルム社会の根源的な構造原理を見ょ

うとするJD彼にとって，基本的対立の確定という分

析的意味を，左右の象徴性の転位は与えるものであっ

た。

アフリカ，ケニヤのメル族の宗教的首長ムグウエに

ついて言うと，右優越のメノレ社会で、はあるが，このム

グウエの左手は超自然的力を持つと信じられている。

戦いにおいて彼が左手を挙げれば，それだけで敵の力

を挫くことができる。宗教的首長としての権標は左手

に持たれる。彼を訪れる者は彼の左手を見てはならな

い。一方，彼の左手は祝福のための力を宿している。

特に下位部族イメンテイではムグウエの左手はきわめ

て畏怖の源となっている。ここで，ムグウエの場合，

右手ではなくて左手が聖なるものであることがニーダ

ムによって問われるのである。メノレ族のいわば起源神

話，クランや年齢階梯の関係，生産活動の諸分野など

から，右と左の対立をめぐる二元的シンボリズムが摘

出される。ムグウェの左手に見られる転位から，さら

にムグウエと長老との対比において宗教的権威が政治

的権力を補完する相補的二元論へと，ニーダムの分析

は続けられる2）。

このようにニーダムは転位事象をより包括的なシン

ボリズムの分析の中で理解しようとする。些細な事象

として，ともすれば軽視されがちな事象を，まず転位

として把握し，それを分析に価するものとしているの

である。彼の着眼点の鋭さ，分析の巧みさは驚嘆すべ

きものである。繰り返すが，彼は転位それ自体だけを

説明することを目的とはしていない。このことは，象

徴的二元論との関連によってしか転位事象の説明は可

能ではないのであろうかどうであろうか，という問題

を残すことになる。確かに Turnerの枠組のようにシ

ンボリズム分析において，その三つのレベノレを区別し，
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「位置的意味」（positionalmeaning）を把握すること

は必須のことであろう九同じく象徴的二元論の議論

においても，個々の二元的対立を確定するだけでなく

その組合わせによって全体的なシγボリズムの理解が

行なわれるならば，個々の事象の意味連関は， より一

層，明らかになるであろう。しかし依然として，象徴

的二元論はある文化の思考体系が持つ客観的性格なの

か，それとも研究者が作り出した仮構なのかという問

題が残るのである。それ故，なお我々はニーダムのニ

ヨロ族の分析を吟味しなければならない。

さてニーダムはアフリカ，ウガンダのニョロ族の占

師の左手を問題視する。彼は左利きの人は憎まれる，

また子安貝の白い貝殻を使う占いの場面で占師はそ

れらを左手で投げるという民族誌的報告に基づい

て，なぜ右手ではなくて左手なのJふと問うのであ

る4）。

ニョロ族において右は優越で（pre-eminent）で縁起

のよい（auspicious）な側面であり，左は劣等（inferior)

で不吉な（inauspicious）な側面である。前者は文脈に

よって王，首長，男，文明的行為，吉兆などと関連し，

後者は女王，臣下，女，性的活動，凶兆などと結びつ

けられている。このシンボリズムは，誕生，イニシエ

ーション，服制，王家の礼法，供犠，占い，血盟，神

断，搾乳，狩猟，性交，葬送などの慣行，それに神話

の分析によって抽出されている。

さてニーダムは占師の左手の使用を，単に右手と左

手の逆転としては捉えない。彼にとっては男と女の逆

転でなければならない。彼の試みはメノレ社会の分析と

同じく，社会構造とラテラノレシンボリズムの両者の基

調をなす構造原理として，相補的二元論を取り出すこ

とであるからである。すなわち世俗的権力と神秘的権

威との相補的対立であって，この場合王女に占師がそ

れぞれに比定されている。

もちろんここに至る彼の論証は複雑なものである

が，要約すれば，第一に，左手の使用は様々の文脈に

おいて生起する転位の一つにすぎないということであ

る。彼は転位を相対的一時的な「状況的転位」（situa-

tional reversal）と絶対的永久的な「社会的地位の転

位j(reveral of social status）とに分ける。前者は我

々の死装束の左妊のように，特に喪の一連の儀礼にお

いて観察できるものである。後者には王女の社会的地

位が擬せられている。王女はイニシェーションにおい

て王子としての取扱いを受け，婚姻は禁じられ，王子

と同じ仕方で埋葬される。すなわち王女は常に王子と

しての社会的地位を負わせられているのであって，個

体としては女性であるが，社会的人格としては男性で

ある。ニーダムは王女を「転位の絶対的様式」（an

absolute mode of reversal）と規定している。

ここに至れば次に何を求めているのか了解できょ

う。すなわち第二の要点は，占師が王女と構造的に対

比するものかどうか，個体としては男性ではあるが社

会的人格としては女性であるかどうかをめぐるもので

ある。占師の左手の使用は，左が女と象徴的に関連し

ている以上，女性との結合の明白なる徴とされる。さ

らに色のシンボリズムにおいて占いは不吉な色，黒と

関連する。数のシンボリズムでは偶数4は男，奇数3

は女，そして占いは3と9とに結びつけられる。した

がって占師は奇数を媒介として女性と結合するのであ

る。また霊媒としての占師は女のような戸で話す，と

いうように占師と女性的なものとの関連が，ニーダム

によってさらに強化される。かくてニー夕、、ムによれば

「左は，占師を女性に結びつけるだけではなく，直接

的結合によってか類比によってか，それら自体女性と

関連づけられている諸価値とも結びつける」めのであ

るoそして占師は危険な，神秘的影響力の媒介者であ

る。しかもそのような神秘的力が女性的なものと関連

していることは普通的な現象である。同性愛，女装な

どの性的逆転によって「男性はこの危険な領域の中で

特別の力を獲得する」6）。それ故，占師の左手の使用

は，閣の力の代理人としての彼の性格を最もよく象徴

するのである。

【2】

ところで私であれば問題をどのよ うに取扱うであろ

うか。

まず，ニョロ族において占師はどのような社会的文

化的性格を負わせられているのか，彼は何を，どのよ

うに占うのか，占いの種類にはどのようなものがある

のか，そして子安貝の占いは何を占うためのものであ

るか，またその占師は左利きで、はなかったのか，その

占いの間，右手がふさがっていたので、はないか等を検

討する。またニヨロ文化における右と左の象徴性も吟

味しなければならない。このような手続きを取ると，

やはり占師の左手の使用は変則的，例外的であると判

明する。そして占師は呪医でもあり，ある時は祭司で

あり，あるいは霊媒でもある。いずれにせよ霊的存在

の媒介によって，その役割を果すという ことが明らか

になる。神秘的力，見えざる世界と関係を結ぶという

点において，占師は「境界人」（liminalman, margi-

nal man）である。少くとも任務を果している聞は，超

自然的存在と人間との聞の，境界的な中間の領域に位

置していると言う ことができる。しかし境界領域に位

置するということは，我々の側から言えば聖なる存在



であるということである。したがって左手の使用とい

う我々の方から見れば逸脱的である行為も，我々とは

異なった存在で、ある占師が，通常の時間とは異なる時

間に，また状況の中に居るということを象徴的に表現

するもののーっと考えることはできないであろうか。

彼にのみ，またその時間においてのみ左手が許されて

いるからである。もちろんこのような解釈の仕方はあ

まりにも単純であるD しかしニーダムが行う冒険をあ

らかじめ避けるものでもある。確かにニーダムが取り

出す二元的対立は観察可能な行為レベルのものが大多

数を占めている。諸価値の対立も民俗モデノレに基づく

ものがある。しかし占師と王女との対比は，直接的証

拠が裏付けるものではない。抽象的な分析レベルのも

のである。王女の社会的地位，文化的性格については，

もう一度吟味する方が安全である。

王女たちは，先に述べたように，王子たちと共にイ

ニシェーションを受け，彼らと同じように下顎の前歯

を抜かれる。王の牛の乳を搾ることは許されてはし、な

いが，王子たちがするように王の牛の番をする。王女

たちは異母兄弟で、ある王子たちと私通を行うかもしれ

ないが子供を産むことは許されていなし、。妊娠したと

しても王には秘密であり産まれた子供は殺される。王

女が死亡した時には，一般の女性とは反対に，そして

王子たちと同じように両手を頭の右側に添えて埋葬さ

れる。確かに彼女たちは若干のポイントにおいては社

会的に男性である♂ しかし，なぜそうなのであろう

か。

ピーテ 4ーによれば8), ニョロの王ムカマは常に健

康でなければならないし，儀礼的に清浄でなければな

らない。王に奉仕する人々も儀礼的に清浄でなければ

ならない。王のための牛は思春期前の少年一一『王子た

ちによって世話されなければならなし、口彼らは六歳か

八歳頃からそのための厳しい教育を受ける。同時にい

かなる女性にも接触してはならない。

ここに王女たちが関与しているのである。王女と王

子との比較によって，ある程度推定が可能になる。彼

らは共に王権の儀礼的側面に強く関わっている。王

の儀礼的状態を清浄に保つことに寄与することによっ

て，王権の維持に関わっているのである。また王女が

転位的性格を示すのは，彼女自身の属性によるのでは

なく，彼女が関わる王の文化的性格によるのであろう。

彼女もまた，たとえば死，王などの非日常的状況に共

通に存在する潜在的儀礼的力マハノを有しているので

ある。彼女は，マハノを有するという意味で聖なるも

のである。この文脈内で彼女の転位的性格を吟味する

方が事実により適合すると思われる。

さて，アフリカにおいて俗的首長と聖的首長とが政
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治と儀礼とをそれぞれ司わーっの政治組織を形成し

ている例は多L、。中には大規模な王国をなしている所

もある。この支配のご元性の問題はそれ自体，興味を

惹き起す事柄である。このように，世俗的地位と宗教

的権威とが相補的に対比されうる事例は確かに存在す

る。しかしニョロの占師と王女をそのように対立する

ものとする根拠はない。むしろニョロにおいては「神

なる王」（divineking）の問題として，解かれるべき

ではなし、かと考えられるのである。このように理解す

るならば，ニーダムが占師を女性に関連づけたことに，

かなりの問題があることが了解されよう。この点は次

章において述べる。

【3】

ところで私は転位事象を日常的文脈と非日常的，儀

礼的文脈との対比の中で解釈してきた。問題となって

いる事象の非日常性を指摘するために 「転位」概念を

使用するのである口あくまでも，事象そのものの意味

を問うことが目的である。とは言え，転位とは逸脱的

なもの，異常なもの，例外的なものを摘出するための

用語である。しかし何がそう見倣されるかはそれぞれ

の社会の価値規範に拠っている。それ故，転位として

記述するためには，たとえば逸脱的として人々に考え

られていることの意味と根拠を，あるいは逸脱として

私が規定する場合にはやはりその意味と根拠を，その

文化の文脈内で問わねばならないのである。そして，

当の事象の社会的・文化的特性を捉えるためには，そ

の背後にある基本的価値を把握することが当然要請さ

れるのである。しかしこれは仮にラテラルシンボリズ

ムの分析という対立分析によるとしても，象徴的二元

論としてその文化の価値体系を語ることとは別の事柄

である。当該の文化が一貫した価値体系を持っかどう

かは実証さるべきことである。とすると象徴的二元論

として，ある文化の中の人々の宇宙論，世界観を記

述することは分析的にどのような意味を持つのであろ

うか。

確かに右と左の対立を中心とするシンボリズムーー

ラテラノレシンボリズムを特定文化の中に見出すよと

は可能であろう。逆にそのような諸対立を予想するこ

とはフィールドのデータを秩序化する上で分析的に有

効であろう。しかし，おそらく右と左，男と女，生と

死，健康と病気，光と闇，吉と不吉などが対立しない

文化は存在しないであろう。したがってラテラノレシン

ボリズムを描出できたとしても，そのことは直ちに，

その文化が象徴的二元論を保持するということを保証

しはしないのである。ビーティーの言うように，「そ

そらがなぜ相互に対立すべきか何ら本質的な理由がな
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いように思われ，文化的に決定されたとしか仮定せざ

るを得ない対立」9）こそ，象徴的分類の問題に寄与す

るものであろう。しかしまた，たとえそのような特殊

な諸対立の組が抽出で、きたとしても，それはそのまま

でその文化の世界観として定立することのできるもの

ではないであろう。ニーダムはこの点を明確に押えて

いる。彼は言う，「二元的象徴的分類として分析され

るところのものにおいて，諸対立をリストしているこ

つの縦欄からなる図式は，思考と想像力との完全な体

系の，全体的，系統的な描写ではない。その図式は記

憶補助的な，かつ示唆的な装置であって，確定してき

た一連の諸対立を便利で、適切な仕方で、まとめるだけの

ものである。…・・・それは説明の便宜以上の何ものでも

ない」問。因みに，ニョロ文化に関してニーダムが提

出した図式を簡略化して掲げておく。ID

ニョロの象徴的分類の図式

右 左

高貴な，尊敬される 憎まれる

少年 少女

王 王女

男 女

首長 臣下

清浄 不浄

固い 柔らかい

偶数 奇数

摘出 庶出

刈った髪 長髪

王女 占師

搾乳 狩

普通の誕生 双生児の誕生

ニヨロ語 外国語

牛 羊

王族内婚 身分ちがし、の結婚

贈与 性交

秩序 無秩序

これは，ニーダムが摘出した四十一対の対立のうち

から一部を抜き出したものである。では，ニーダム

は，あるいはいわゆる「象徴的二元論者」は，図式化

ということによって，世界観のモデノレとして象徴的二

元論を呈示するだけであろうか。
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デ、ュルケムとモースの『原初的分類』D (1903）は様

々の学問領域において，人間の文化が持つ思考様式な

らびに分類様式についての研究を触発した。そしてニ

ーダムによれば「特にエノレツと彼の後継者たちは，比

較分析のために対立の原理を取出すことにおいて決定

的な前進をもたらした」2）ので、ある。この「後継者たち」

の聞にニーダム自身が列せられていることに間違い

ないであろう。ここで「対立の原理」（principlesof 

opposition）とは，最も顕著にはラテラノレシンボリズ

ムによって示されるものであり，「対立」（opposition), 

「類比」（analogy），「相同」（homology）という関係様

式として定式化されている。したがってニーダムにお

ける「対立分析」とは，そのような関係様式を想定す

ることによって諸事象を秩序化あるいは説明する方法

に他ならなし、。それはともかく，我々はその「決定的前

進」の集大成として，ニーダム自身によって編集され

た『右と左：象徴的二元論に関する論文集P (1973) 

を吟味する機会を与えられているのである。

【1】

ニーダムは，『右と左』としづ論文集の序文におい

てピーティーに対する反批判を試みている。ニョロの

地をフィーノレドとするビーティーは，かつてニョロを

分析したニーダムに徹底的な批判を加えたことがある

のである。のニーダムの反批判の内容は注目すべきも

のである。彼のピーティーへの反論は四点にわたっい

るが，以下それを要約する。



第一に，個人表象と集合表象とは区別されなければ

ならないということ。彼が図式として提示するのは集

合表象であって，この図式に従って人々が考えを押し

進めるのではないということである。直接的には次の

ピーティーの想定に直接に答えたものである。すなわ

ち「この種の研究の中で、詳述された分類が研究されて

いる人々の心の中にあるのか……それとも観察者の心

の中にだけあるのか，という疑問が出されうるし，ま

た問われてきた。……私は彼が自分の呈示する図式を

ニヨロの人々自身に負わせていると考えられるのでは

なし、かと思う」5）というものである。しかしこれは注

釈の中の文章であって，対応する本文は「ニヨロの象

徴的思考はあまりにも微妙かっ複雑なので，相補的対

立の組によっては適切に表現されはしない」めという

厳しい反対なのである。ここですでにピーティーの批

判とニーダムの反批判とがずれていることが見て取れ

る。いずれにせよ二元的図式は象徴的分類の形式的表

現である。ピーティーは，そのような図式化が，ニョ

ロの思考様式についての人々の理解を誤りへ導く ，と

述べているのである。

第二に，ビーティーは，二元的象徴的分類の諸原理

はニョロの集合表象のごく狭い範囲にしか関係しない

と批判しているが，二元的図式の適用範囲に関して

は，またそのシンボリズムの浸透度，あるいは規模

については一言も述べていないとニーダムは反論す

る。実際に吟味した文脈で、の象徴的思考の中には二元

的分類が取り出される，しかしその他のところで二元

的分類が見出さるべき唯一可能な秩序であるのではな

いと言うのである。このニーダムの主張は重要な含み

を持つものであるし，第三の要点とも関連する。とい

うのは，しばしば，ニーダムは二元的対立の媒介項の

分析が弱いと指摘されているからである。もちろんビ

ーティーはこのような散慢な言い方はしなし、。対立を

媒介する両義的な項を一つ要請するならば，それは三

元論になりうる可能性を持つ。ニーダムは三元論的に

秩序化する可能性を否定しはしなし、。ただ彼はラテラ

ノレシンボリズムを問題としてきたし，象徴的思考を二

元論的に秩序化，体系化する仕事を行ってきたので、あ

る。そのような彼が二元論以外への志向を持ちえない

ことは十分に納得がいくことである。右と左との聞に

は中間項，媒介項が存する余地は無いのである。「こ

れらの文脈においては男が右と，女が左と関連すると

いうように明確な対照が作られており，徹底的な区別

がある。しかしし、かなる中間的な，あるいは残余のカ

テゴリーもない」7）と言う時，実際に中間項，媒介項が

あっても彼はそれを見落すのではないかと他の研究者

に危倶の念を与えるかもしれない。
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第三に，彼の図式は民族誌的事実の実証的分析の結

果，取り出されたというものであるo ピーティーの「二

元的対立という前もって組立てられた図式」8）によっ

て諸事象を切り取ったという告発に対する要点であ

る。しかしこのピーティーの批判は，ニー夕、、ムがニョ

ロの基本的概念であるマハノに言及していない，ある

いは理解していないという意味で受け取られるべきで

あろう。マハノは浄の観念とともに不浄のそれを併せ

持つような儀礼的潜在力である。たとえば，誕生，特

に双生児の誕生，王の権力のような，マハノと関わる事

物や状況には，吉なる局面と不吉なる局面とがある。

マハノをめぐる思考のパターンを取り出し吟味するこ

とがなければ我々は確かにニョロの文化を理解するこ

とはできないであろう。

第四は，ニーダムの図式の基本的性格をめぐる要点

である。ピーティーは，たとえば右側のコラムにある

諸用語すべてが共通の属性を有するものとされている

のではなし、かと解しているのである。そして「吉」／「不

吉」（anspicious/ina uspicious）二分法によって作図さ

れたとして批判したので、ある。 「『右』とし、う語に率い

られたコラムにリストされた語すべてが，善，吉，尊

敬されるものとして考えられ，『左』に率いられたコ

ラムの語すべてが悪，不吉，憎まれる者として考えら

れているというようなことは，決してなし、」ωと言うの

である。ニー夕、、ムも，そのようなことは一言も述べた

ことはないと反撃する。「一つのコラムにある用語が

何らかの属性を共有するとか，一つのカテゴリーに

属すとかは，仮定すべきではない」ゆとニーダムは断

言している。ピーティーの批判は全き誤解に基づいて

いるが，それは彼がそれぞれの対立のそれぞれの文脈

における意味を考慮しなし、からであり，対立分析にお

ける類比の機能を無視し，またその性格を理解してい

なし、からだ，とニーダムは主張する。ここでの類比と

は，対立している幾組かの事物は似てはいないけれど

も，その対立の関係のあり方が類似しているというこ

とである。たとえば

a: b: : c: d 

aのbに対するは， cの dに対するが如しというこ

とである。文脈においては，

a三 b

が成り立つかもしれない。しかしそのような相同は，

実証的に確認するべきであって推理に属する事柄では

ない。ニーダムにとって対立分析の前提は，「諸対立

が妥当にも確定されうること，これらの諸対立が体系

的に相関していること」11) である。それ故，ニーダム

にとっての問題は，様々の文脈上の対立が，いかにし

て整合的に，しかも体系的に全体に統合されうるのか，
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ということなのである。

【2】

しかしピーティーが「誤解」したのには，それだけ

の理由がある，と私は思う。ニョロ文化においては他

の文化と同じように，右は一般に優越で，好まれる，

縁起の良い側である。左は劣等で，それを用いること

は幾つかの文脈では不吉であり，忌避される。さらに

女性は男性よりも劣ったものと考えられ、女性原理と

左，男性原理と右というように結びつけられている。

ニーダムが取り出した諸対立の多くは，ピーテ 4ーの

言うように，いかなる文化にも共通な，結局は人間存

在にとって好ましい局面と好ましくない局面との対立

とする他はないものであろう。

しかし，だからと言って諸対立の前項群と後項群と

がそれぞれにおいて文脈を無視して関連することはな

いのである。説明の便宜のために，ニーダムに倣って

確定されてきたニョロにおける諸対立の一部を図式化

すれば

右 左

男 女

優越 劣等

亡Eと:i 不 吉

白 里

となる。さて，何事かをなそうとする男が最初に出会

う人聞が女ならば凶兆である。ここでは女性は凶兆に

結びつく。 王の体調が思わしくない時，また遠征の軍

隊を派遣する時，占師が問われる。家禽の咽喉が切ら

れ左動脈から多く血が流れるなら凶兆，右動脈，両方

の動脈から多く出るなら吉兆である。ここでは左と不

吉，右と吉の関連が確定される。狩人たちは殺した動

物の左の部分を取り，その土地の所有者は右を受け取

る。これはこの文脈では狩人が土地所有者に対し劣位

にあることを象徴している。しかし狩人と不吉，土地

所有者と吉という結合は成り立たなし、。民族誌的証拠

に基づく限り，狩人が女性と，土地所有者が男性と象

徴的に関連すると言うことはできなし、。

さらに，例えば色の黒は多数の文脈において夜，死，

邪悪，危険と結びつき，白は浄性，祝福，王権，神々

と関連する。黒は不吉を含蓄する。また先に述べたよ

うに女性は不吉と関連している。しかし，黒と女性と

の象徴的関連を示唆するようなものは民族誌的証拠の

中には見出されなし、。 繰り返すが，ニーダムの言うよ

うに諸対立は民族誌的資料の吟味から実証的に取り出

さるべきであって，推理の問題ではない。事情は以上

の通りである。だがニーダムはあえて占師の左手の使

用を，男と女の逆転として，性的転位として捉えてい

るのである。確かに左は女性と明らかに結びつくから

である。ここで「占師はともかく典型的に奇数に関連

している。そして彼の左手を通してと同じく，数の3

を通してより特殊的に女性と関連している」m という

ニーダムの主張に触れなければならない。

確かにニョロの通過儀礼において数の4は男に， 3

は女に関連している。男子が誕生すれば四日間，女子

ならば三日間，その母は床につく。結婚式で花婿は四

度，花嫁は三度，体を洗われる。また数の9は幾つか

の占いで重要な役割を演じる。しかし奇数のうち3と

結びつくかどうかは，民族誌家によって異なる報告が

ある。 9が女性と結びつくことはない。確かに三つ子

の誕生は邪悪をもたらす恐しい出来事である。王は家

臣を遣してその母と子を殺させる。しかし民族誌的証

拠を深読みしない限り，数の9は主権，神々と結びつ

くことによって優越的である。奇数一般が，ニーダム

の言うように危険な，不吉な象徴的関連を持つのでは

ない。

したがってニーダムが主張するように奇数一般が女

性と関連するとすると，王権が奇数と結びつく以上，

占師よりも主権の方が女性と関連することになる。も

っとも両方ともありえなし、。しかしニーダムは，左一

女ー不吉一危険－3ー奇数ー占師とし、う象徴的関連が

確定されたと思うが故に，占師の左手を女性的結合と

して捉えるのである。ニーダムの推定は，女一3，占

師－9というそれぞれ裏付けのある関連を，接合した

ものである。そしてその接合を裏付けるものは何もな

し、。

以上の状況を要約すると，ニーダムの論理を徹底さ

せると，無媒介的に，占師を女性と関連づけることは

できないことにない。しかしニーダムがその飛躍を行

なうからには，何か共通の属性が対立項の前項，後項

のそれぞれにあると，「実質上は」仮定しているので

はなし、か一一思うにピーティーはこのよ うに推測した

のではないであろうか。

【3】

この論点に関してはタンザニアのカグル族の象徴的

分類を報告するパイテ、ルマンの指摘が示唆的であろ

う。

ニーダムは二元的図式において諸対立のそれぞれの

項が，一つのシリーズに割り当てられているとは言え，

「それらのすべてが，何らかの一つの語の特定の属性

を共有しているということを意味しなし、」m と言って

いる。このポイントは機会ある毎に彼によって強調さ



れている。しかし彼のメノレ社会の分析に触発されたパ

イデノレマンは，「カグノレ族は若干の権利や義務，社会集

団そして諸属性を対立関係のもとで考えている。これ

らの関係は『右』と『左』というカテゴリーの下でも

っともよく考察されるこ元的象徴的分類を形成してい

る。この分類はニーダムによって記述されたメル族の

それとはやや異なった次元のものであるように思われ

るo ……カグノレの分類は対立している諸属性の共通の

一組，すなわち右と左を含んでいる」14）と言うのであ

る。カグノレの人々は自分の体の右半分は父から左半分

は母から受け継いだと考えている。骨や軟骨は父から，

血は母からもらったものだと信じている。各人は両親

から自分の身体を引出したわけである。また各人の母

系氏族と母系リネージを左，父の母系氏族を右と考え

ている。各人の母系氏族は女性，つまり左から，父の

母系氏族は男性，右から派生したと思うからである。

他の生活習慣においても右と左の対立，ラテラノレシン

ボリズムが浸透している。しかもそこでの象徴的関連

にはほとんど断絶が見出されなし、。たとえばカク＊ルの

自には血，赤，水，流体，危険などは女性原理が持つ

若干の属性を共有しているよう見える。血，赤，7,K,

流体，弱さ，不浄などの関連と，骨，白，土，固体，

強さ，浄などの関連は，それぞれ必然的な関連であっ

て，しかも相互に対立しているのである。かくて，バ

イテノレマンにとって，二元的な図式は， 単に類比の関

係によって描かれるだけのものではないのである。も

っとも後には彼は見解をいくらか修正する。「諸カテ

ゴリーの一組にリストされた各項は，他のカテゴリー

あるいはコラムのそれに対応する項目と対立している

ばかりでなく，それ自身のカテゴリーの他のいくつか

の項と若干の属性を共有している」15）と言うのである。

図式のうちの一系列において，すべてが同じ属性を共

有しているのではないが，そのある部分においては属

性の共有という，いわば必然的な関連が成立するとい

うことである。

このニーダムとパイデノレマンの主張の異りは，一部

には彼らの分析レベルの異りに由来するであろう。ベ

イデルマンの二元的分類体系は，カグノレの人々が諸シ

ンボルの意味について行う説明と一致しているし，逆

にまた，そのような分類を前提しないと，それらの意

味をほとんど理解することはできなし、。もちろん「カ

グル社会のすべての成員たちに様々の程度で把握され

てはいるが，すべての者に一様には意味を持っている

のではなし、」16）信念の体系として彼の分類図式は描

かれている。我々自身，自らの文化に内在する価値

体系をそれほど明確に把握しているのではないのであ

る。
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【4】

以上のことは，象徴的二元論にとって最も基本的な

論点に我々を導く。先に触れたように，ユーダムにと

って対立分析の前提は，諸対立が正しく確定されうる

こと，その諸対立が体系的に相関されうることであり，

その場合，象徴的二元論という概念秩序は，対立，類

比，相同によって構築されるのであった。これは，諸

対立が相関される契機を，関係の類比によるだけでな

く属性の共有にもある可能性を認めているものとして

解することができるのである。実際，諸対立がただ一

つの契機だけで関連しなければならない必然性は無い

のである。しかし依然として諸対立がし、かにして相関

されうるのか，ということが方法論上の問題として残

っている。状況はパイテ、ノレマンの方にしても，究局的

には同じであろう。彼はシンボルの、流れを事実として

報告する。ラテラノレシンボリズムが確かにそこに見出

される。しかし一度，宇宙論，世界論として図式が呈

された時，し、かなる原理によって秩序が形成されたの

か，当然問われるのである。とは言え，象徴的二元論

という枠組，対立分析という方法が，発見的価値を持

つということは否定するこはできない。

ところで、ニーダムにとって諸対立はまた「相補的対

立」（complementaryoppositions）でもあるo相補的

とは何か。ユョロにおいて，狩人と土地所有者，狩と

搾乳，羊と牛，樹皮から作られた衣服と動物の皮の衣

服等が，ニーダムによって相補的対立の一部を形成す

るものとされている。しかしピーティーによれば「こ

のような区別が相補的な対立物として認められるもの

であるなら，それらのリストはほとんど無限に拡大す

ることができるであろう，ただしニョロシンボリズム

の諸カテゴリーの理解にはたいして寄与しないけれど

も」mということなのである。

それらをニヨロの人は確かに異なったものとして

認知する。しかし異なった二つのものの聞の関係が常

にその語の日常的な意味で相補的であるわけではな

い。ただ単にある一つのレベノレで、異なっているだけか

もしれないし，我々の文化での「和服と洋服」のよう

な対立であるのかもしれない。つまり「相補的対立」

においても対立それ自体の契機が問題になるのであ

る。「対立によって全体において定義され，類比によっ

て統一された観念的かっ象徴的図式」加をニーダムが

掲げる時，直ちに対立それ自体が問われなければなら

なかったので、ある。19)

象徴的二元論とは，人間の思考において右と左のよ

うな論理的対照と，男と女のような経験的対立とが関

連し統一さ‘れる様式に関する人類学的寄与でもあろ
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う。しかしそれが思考様式の問題である以上，対立そ

れ自体，ならびに対立を相関させる契機あるいは原理

が，議論の基本的ポイントとなるのである。そしてこ

のポイシトは，哲学的な問題点でもあり，方法論上の

問題点でもある。
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結 き墨
田同

象徴的二元論について論ずるにあたって主としてニ

ーダムの見解と分析を吟味したが，それは彼が最も明

確に，その方法論上の問題点を把握しているからに他

ならなし、。彼の研究が，社会人類学に限らず，人間の

思考様式を問題とする研究者たちに影響を与えうるも

のの一つであることも間違いなし、。 彼はまたある方法

が分析的価値を持つからといって，それだけでそれを

正当化しようとするほど単純ではない。「一つの方法

はそれが他の方法によれば無秩序でしかなかったで、あ

ろう事象の整合的な説明を組み立てることができると

いう事実によってだけでは正当化されえない。……分

そのような正当化がないために，個々の事例の実際の

析において説得力が十分でないことを我々は認めなけ

ればならないJDと自省しているのである。彼の苦闘

は続いている。

私の儀礼的転位の研宛も要するに対立分析に他なら

ない。対立は転位において，行為レベルの指標によっ

て捉えられているが，転位も宗教的価値の構造，人間

の思考様式に関わる問題である以上，ニーダムの問題

を避けて通ることはできなかったのである。しかしこ

こではその問題点の所在を明確にしたにすぎなし、。

1主

1) Needham, R., 1973, Right and Left., xviii. 
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ハプスプルク帝国における

啓蒙的絶対主義の政治構造

一一皇帝ヨーゼフ 2世の改革をめぐって一一

〈そのー〉

丹 後 杏

＜昭和51年9月8日受理＞

Die politische Struktur des aufgekl益rten 

Absolutismus in der Habsburg-Monarchie. 

一一 Umdie Reform des Kaisers Joseph II.一一
(Erster Teil) 

Inhaltslibersicht 

Einleitung. Uber den aufgeklarten Absolutismus. 

I. Der Inhalt der aufgekl五rtenReformpolitik. 

l. Die Agrarreform und die Bauernbefreiung. 

2. Die kirchlichen und religiδsen Reformen. 

( unvollendet) 

序章啓蒙的絶対主義について

(1) 啓蒙的絶対主義とはなにか

啓蒙的絶対主義（AufgeklむteAbsolutismus）とは

なにかとし、う主題については，すでに前世紀以来，ロ

ッシャー（W.Roscher），コーザー（W.Koser）など

主にドイツの学者達によって，さまざまな角度からの

研究や論議が重ねられてきている。①が，それにもか

かわらず，その概念規定はきわめてあいまいであり，

未だに明確な結論が出されるにいたっていないという

状況にある。それどころか，研究領域が拡げられ，分

析が深められるほどに，問題の本質はかえって歪曲さ

れ，概念の把握はますます困難になるという皮肉な結

果を生じつつあるように思われる♂

そのなかにあって，ひとり，比較的穏当かっ正統的

な見解を持しているのは，現代ドイツの法制史家ノ、ノレ

トウンク（F.Hartung）である。かれは，その最近の

論文③において，啓蒙的絶対主義の歴史的位置づけに

関し，前世紀以来の学説史的な推移をふまえた上で，

つぎのような見解を提示している。すなわち，かれは，

まず，啓蒙的絶対主義があくまでも「絶対主義（Abs・

Kyoichi Tango 

olutismus)Jの枠内にとどまる政治形態であること

を銘記せねばならぬと主張し，さらに，「啓蒙的（au-

fgeklarte）」とし、う表現については，それを，いわゆ

る「啓蒙主義（Aufklarung）」の理念に結びつけて理

解・把握することの必要性を強調する。つまり，ノリレ

トウンクの意見によれば，啓蒙的絶対主義は，啓蒙主

義の政治学によって強く影響された絶対主義支配の一

類型として刻印され，特徴づけられるのである。

そのような見解にしたがえば，啓蒙的絶対主義の系

列をプロイセンのフリートリヒ 2世（FriedrichTI.) 

をもって開始するのが，今日においても妥当な考え方

といえる。もとより，フリートリヒ 2世の政治が，そ

の統治理念の上で，また，内治上の個々の政策の面で，

啓蒙主義思想、の影響を深く蒙っていたことは，すでに

周く知られている事実である。まさに，王こそは，宗

教の寛容，司法制度の改革，農民保護などの諸改革を

すすめるにあたって，「国家第一の下僕」たるべく合

理化された君主権のあり方を固持し，その原理におい

て行動せんとした最初の統治者というべきであろう。

しかしながら，王の言動には，かかる啓蒙的統治者

としての光彩陸離たる姿の蔭に，それと完全に矛盾す
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る非情冷酷な一面が存したことも事実である。とくに，

理念、の上では啓蒙主義的な契約理論に依拠して人民に

奉住すべき君主の義務を説きながらも，個人的感情の

上ではむしろ人民を嫌悪し，貴族を偏愛する意向を露

骨に示したというその態度は，かれの改革政治の実際

が農民保護などの面で純粋性と徹底性を欠くものであ

ったこととあいまって，王を目して啓蒙的絶対君主の

典型とみなすべきか否か，些かの疑問がのこる。しか

も，フリートリヒ 2世の啓蒙的政治ならびにホーエン

ツすレノレン家のプロイセγ国家の近代化の歩みに関し

ては，すでに， 多数先学の業蹟＠をもって語りつくさ

れたかの感があり，それはもはやわれわれの関心の対

象とはなりえなし、。そこで，本稿では， 18世紀後半以

来プロイセンと対抗関係にあったハプスブノレク・オー

ストリア国家の例を素材に供することによって，啓蒙

的絶対主義とはなにかという聞いに対する解決の緒を

えたいと思う。⑤

註（1）林健太郎「絶対主義について」（『歴史学研究』

125）を参照。

② この問題については，オスロの国際歴史学会議

(1928）においてフランスの歴史家レリティエ（M.

Lheritier）により再検討の必要が提案された後，

10年後のチューリヒの会議で検討の結果をもちょ

っての論議が行なわれたが，かえって概念の混乱

を招いただけに終った。フランスのナポレオン1

世やナポレオン3世のほか，イタリア・ルネサン

スの諸君主，ビザンツ皇帝，マルクス・アウレリ

ウスやベリクレスらを啓蒙的絶対主義の代表者

として位置づけようとする極端な主張すらみられ

たので、ある。後掲ノリレトゥソクの論文を参照のこ

と。

③ F. Hartung, Der Aufgeklarte Absolutismus. 

(H. Z. Bd. 180. 1955）。なお，この論文は，アー

レティ γによって編集された論文集のなかに収録

されている。 K.0. F. v. Aretin, Der Aufge・

klるrteAbsolutismus. 1974. 

④王個人の業蹟や思想、に焦点を据えてまとめられ

た邦文文献としては，村岡哲『フリードリヒ大王

研究』（培風館，昭19.），ディノレタイ，村岡訳『フ

リードリヒ大王とドイツ啓蒙主義』（創文社）など

がある。

⑤最近公刊されたイギリスの史家プランニングの

ヨーゼフ 2世研究のなかで行なわれているフリー

トリヒ 2世，カザリン2世，ヨーゼフ 2世の対比

は，興味深しかっ示唆に富む考察を含むもので

ある。 T.C. W. Blanning, Joseph II and Enli-

ghtened Despotism. 1970. Part three. 

(2) オーストリアの啓蒙的絶対主義

オーストリアの場合， 18世紀の半ば以降に登場

したマリア・テレジア（MariaTheresia. 17 40-80) , 

ヨーゼフ 2世 (JosephJI. 1780-90），レオボルト 2世

(Leopold JI. 1790-92）の三者をもって啓蒙的絶対主

義の系列に属するものとみなすのが通例となってい

る。しかしながら，前記ハルトゥンクの定義にしたが

ってこの三君主の政治理念や言動を分析してみると，

最初のマリア・テレジアのみは，ほぼその系列の外に

あることが了解される。勿論，われわれは，「君主は自

国の人民の繁栄と福祉について重大な責務を有するが

ゆえに，かれら人民の汗の結晶ともいうべき貴重な租

税を決して一身のなぐさみごとや誇大な装飾趣味など

のためにみだりに浪費すべきではない」①との彼女の

し、かにも女性らしい愛情あうるる言葉のひびきをこの

上なく美しいものと感ずる。そして，彼女の政治理念

が当時の一般の絶対君主のそれとはやや次元を異にす

るほどの開明的なものであったことをみとめはする。

だが，それにもかかわらず，彼女個人の思想、や言動の

上に啓蒙主義との直接的なかかわりを見出すことはき

わめて困難であり，厳密な意味で，その政治を啓蒙的絶

対主義の範鴎に含めて考えることはできまいと思う。

彼女が君主として国事に処し，人民に接する態度の根

本にあったものは，合理主義の理論というよりもむし

ろ，カトリック主義に基づく敬度な信仰と時宜即応的，

反イデオロギ一的な現実主義の政治感覚ではなかった

かと推測されるのである。②

それでは，つぎに，マリア・テレジアの長子として，つ

いで、即位したヨーゼフ 2世についてながめてみよう。

皇帝ヨーゼフ 2世は，オーストリア近代史上のもっと

も急進的， 革命的な改革者として，また，啓蒙主義理

念のもっとも純粋な執行者として，今日ほぽ定まった

評価をうけるにいたっている。が，勿論，その改革政

治は，行・財政機構の中央集権化，宗教・教会政策，

農業改革，教育ならびに司法制度の改革などのいずれ

をとってみても，かれひとりの創始にかかるものとみ

なすことはできず，改革の基本的方向自体がすで1’こマ

リア・テレジア時代にハゥグヴィッツ（F.W. Hau-

gwitz）やカウニッツ（W.A. v. Kaunitz-Rietberg) 

らの開明的官僚によって提示されたものであったこと

は，最近のヨーゼフィニスムス (Josephinismus）研

究家によって立証されているごとくである。③しかし

ながら，ヨーゼフ 2世の改革政治は，きればといって，

決して，単なる前代の遺産の継承にとどまるものでは

なかった。かれの政治理念のなかには，母帝マリア・

テレジアのそれとの聞に明確な一線を画すべきあらた

な精神的傾向が看取される。それは，すなわち，啓蒙



主義思想の直接的な影響である。＠しかも，かれの場

合，あらたな思想を受容することの純粋さと，それに

したがって行動することの首尾一貫性において，まさ

に，かのフリートリヒ 2世が到達しえた域をはるかに

凌駕するものがあったといってよし、。就中，即位当初

の1781年にあいついで制定，公布された宗教寛容令

(Toleranzpatent），体僕制（Leibeigenschaft）廃止令

の二法は，ヨーゼフの啓蒙君主たるの真面目をあます

ところなく表現した代表的施策として注目される。

以上のような理念上の傾向と政策の実態からみるなら

ば，皇帝ョーゼフ 2世を啓蒙的絶対君主の典型とよぶ

ことには一般に異論がないわけであり，一部の学者や

知識人の間では，その自由主義的，革命的な傾向を讃

えるのあまり，かれを目して，「フランス革命の精神の

体現者」，「自由主義の父」，あるいは，「王座のジャコ

パン主義者」とまで過大に評価する見方が行なわれて

いるのである。⑤

ところで一方，ヨーゼフ 2世の統治者としての態度

には，上述の自由主義的，革命的精神と全く相反

する他の側面が存したことを忘れてはならなし、口それ

は，すなわち，言葉の厳密な意味における「専制主義

(Despotismus）」の傾向である。けだし，諸民族，諸

身分の歴史的個性の一切を無視しでもつばら全体とし

ての普遍性や平等性のみを強調せんとする啓蒙主義帰

属の傾向と，官僚的な審級序列をすら否定してひとり

の支配を主張する専制主義の傾向とが結び付くにいた

ったとき，そこに，非常な混乱と動揺とを生じたのも

ゆえなしとしなし、。まさに，このことのなかに，われ

われは，かれの改革の数々が，本来の良き意図にもか

かわらず，宗教・教会政策や農業改革の一部を除き，

おおむね惨｜宜たる失敗に終わったことの最大の要因を

みるべきであろう。⑥

つぎのレオポノレト 2世の短い治世は，ヨーゼフ時代

の急進的な改革の多くが撤回されたことによって，史

上一般に「反動の時代」として扱われている。しかし

ながら，この， 憲法の制定をすら企図した⑦といわれ

るレオポノレトの時代を単なる反動的逆行期とみなす従

来の通説にはかなりの疑義があり，最近では，むしろ，

ヨーゼフ 2世のそれにもまさるレオポノレトの自由主義

的な側面を強調するとともに，その一見反動化とも見

誤られ易い行動を，将来の「二歩前進（ZweiSchritte 

vorwarts）」をはかるための一時的な「一歩後退（Eine

Schritt zuriick) J.の措置にすぎなかったのではないか

とみる見解が出されている o®• そうなると，このレオポ

ノレト 2世をヨーゼフ 2世と対比した場合，果していず

れが真に「啓蒙的（aufgeklarte）」の名に値する統治

者であったかとし、う問題が当然提起されることにな
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る。が，もとより，これは，啓蒙主義の政治学の本質

にもかかわる重大な問題であり，ここで軽々しく結論

を出すとし、うわけにはゆかない。⑨われわれとしては，

啓蒙的絶対主義の性格や構造に関する原理的な究明を

行なうに先立ち，まず，具体的な史実を検討してみな

ければならなし、。しかも，とりわけ，人物を主題とし

て歴史の研究や叙述を行なう場合には，史料的な根拠

から史実を分析的，実証的に究明するとし、う19世紀

的な研究方法にとどまるのみではなお不十分であり，

各史実の聞の相関的なつながりの糸をたぐりょせた上

で，能う限り，時代人としての全体像（Gesamtbild)

をえがし、てみることも必要ではなし、かと思う。⑮以上

のようなわけで，われわれは，当面まず，啓蒙的改革

者ヨーゼフ 2世の政治に焦点を据える。そして，その

きわめて多岐にわたる改革政治の種々相を，できるだ

け具体的に追究してみることにしたし、。

註① マリア・テレジアの『政治遺言』より引用。 J.

Kallbrunner, Maria Theresias Politisches Tes・

tament. 1952. S. 39. 

② マリア・テレジアの人間性については，その宗

教上の偏見の激しさから見た場合，「狂信的で頑

迷固随な保守主義者」と評するパドヴァー（S.K.

Padover）のような極端な意見もあるが，その実

は，「啓蒙的感覚の人物をみずからの信念、にかか

わりなく登用した」とし、う点で，むしろヨーゼフ

にまさるものがあった。とりわけ，カウニヅツや

ファン・スヴィーテン（VanSwieten）の果した

役割は高く評価されるべきであろう。

Blanning, op. cit., p. 29. R. A. Kann, A History 

of the Habsburg Empire. 1974. p. 172。また，

女帝をして改革を指向せしめた主要な動機があく

までもプロイセンに対する報復の企図，ひいては

オーストリアの弱体化の克服にあったというこ

と，さらに，その目標達成の手段としてさまざま

な学説・思想に基づく政策を併用せしめた結果，

折衷主義（Ekkletismus）ともいうべき独特の傾

向を生じたことなども，よく知られているところ

である。拙稿「マリア・テレジアの政治遺言につ

いて」（『歴史』 13輯），「マリア・テレジア改革に

ついて」（『西洋史学論集』 18輯）などを参照のこ

と。

③ F. v. Valjavec, Der Josephinismus. 1945. F. 

Maass, Der Josephinismus. 5 Bde. 1952-60. E. 

Winter, Der Josefinismus. 1962.拙稿「ヨーゼフ

ィニスムスについて」（『西洋史研究』 10-11）は，

これらの研究の内容を要約的に紹介したものであ

る。
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④ ヨーゼフを「啓蒙主義の子」とみる点において，

人々の言はほとんど異口同音に近い。「啓蒙主義

理念のもっとも忠実な執行者」（L.v. Gumplov-

ics.），「かれは完全に啓蒙主義の思想に充た柏れ

ていた」（F.Hartung）。

⑤ とりわけ，ハノレトゥンクによって引用されてい

るそノレトケ（Moltke）のつぎの言葉は，ヨーゼフ

改革の意義を肯定的に評価したものとして印象深

い。「それは，フランス革命が永い年月の流血の過

程をへて達成しえた成果にも匹敵するものであ

る。世界史は，皇帝の改革についてーケの名誉恢

復の宣言をなすべき義務がある。」 Hartung,Der 

Aufgekliirte Absolutismus.また，ヒソツェのよ

うな国制史家も，「ヨーゼフ 2世はフランス革命

の先駆者であり，また，それによって基礎づけら

れたあらたな国家秩序の主張者で、ある」と批評し

ている。 0.Hintze, Der osterreichische und 

der preussische Beamtenstaat im 17. und 18. 

Jahrhundert. (H. Z. Bd 86. 1901.) 

⑥ カンは，このような異質のものの結合によって

もたらされたヨーゼフ改革の特異性を，「平等主

義と絶対主義の奇妙な混合」と評している。

Kann, op. cit., p. 187. 

⑦ レオボルトのトスカナ憲法公布計画について

は，ヴアンドゥルスツカの最近の研究によって，

その事情が明らかにされてしる。A.W andruszka., 

Joseph l[. und Das Verfassungsprojekt Leo-

pold l[. (H. Z. Bd 190. 1960). 

⑧ 上記のヴアンドゥノレスツカのほか，オーストリ

アのジャコパン派との関連の上からレオポノレト 2

世の治世のもつ歴史的な意味を探ろうとするも

のに，ワンゲノレマンやシラギの研究がある。 E.

Wangermann, From Joseph II to the Jacobin 

Trials. 1959. D. Silagi, Jakobiner in der Ha-

bsburg-Monarchie. 1962. 

⑨ この点については， 「啓蒙主義それ自体が啓蒙

的絶対主義にとづての一つの大きな危険の因を成

すにいたった。啓蒙的絶対主義はそれ自身一つの

矛盾であった」というヴインターの評言がきわめ

て示唆に富むものといえよう。 E.Winter,Barock, 

Absolutismus und Aufklarung in der Donau-

monarchie. 1971. S. 160。
⑩ ヴアンドウノレスツカは，そのレオポノレト 2世研

究において，このような綜合的に歴史的全体像

を把握するという研究方法の必要性を強調してい

る。A.羽Tandruszka,Der Personlichkeit Kaiser 

Leopold l[. (H. Z. Bd 192. 1961). Leopold II. 

2 Bde. 1963-64。

〔第1部〕 啓蒙的改草政治の内容

ヨーゼフ 2世（JosephII）は，皇帝フランツ 1世

(Franz I）とマリア・テレジア（MariaTheresia) 

との聞の長子として， 1741年3月13日，オーストリア

王位継承戦争勃発当初の動揺の最中にヴィーンで、生ま

れた。その幼少時代は，まさに，ハプスプノレク国家に

とっての危急存亡の時期であったが，その間，両親の慈

愛深き庇護のもとで，当時のオーストリア一流の学者

達によって将来の有能な統治者たるべく教育された。

なかでも，啓蒙主義的なカメラリストとして知られた

マルティニ (Martini) の影響はとくに重要である。

成人の後， 1765年には，父フランツの突然の死によっ

て，神聖ローマ帝国皇帝の地位を継承したが，それと

同時に，いわゆる共！同統治体制（Mitregen tschaf t) 

が布かれたことにより，母帝を補佐する立場で国政に

参画することになった。この共同統治体制とは，い

わば，母帝マリア・テレジアとヨーゼフ，それに宰相

(Staa tskanzler）のカウニッツ（W.A. v. Kaunitz）を

も加えた一種の三頭支配にほかならず，気負いに充ち

た若き皇帝によってうち出された改革案の数々も，母

帝やカウニッツらの現実的な配慮に阻まれて，ほとん

ど実現を見ずに終わるのである。①しかしながら，政治

の上に明確な責任を負うことのなかったこの時期に，

比較的自由な立場で圏内各地の統治状況や人民の実情

をつぶさに視察見聞したこと，フランス旅行によって

多くの啓蒙思想家達と接触するとともに，その国情に

対する理解を深めたこと，第一次ポーランド分割やバ

イエノレン継承問題への介入を通じて複雑多様なヨーロ

ッパ国際外交の機微にふれるにいたったことなどの体

験は，次代の統治者たるべく運命づけられていたかれ

の心に深い刻印をのこしたものと思われる。以上のよ

うな経緯をへた後，かれは， 1780年，母の死によって

ハプスブノレク帝国（Habsburg-Monarchie）全域の統

治権を継承し，国家の単一支配者として，かねてより

抱懐し来った自己の政策理念を最大限に実行に移すべ

き機会を見出すにいたった。そして，以後， 1790年の

病夜までの10年間，国政上のあらゆる分野にわたり，

「革命的」とまで評される②ほどの急進的な改革が，

息をつく暇も与えぬほどの性急さをもって，矢継早に

おしすすめられることになったのである。

ところで，ョーゼフ 2世の改革は，内容がきわめて

多岐，多方面にわたり，しかも，その各々が相互に密

接に関連し合っているので，項を分けて体系的な叙述

を行なうことがきわめて困難である。が，それにもか

かわらず，便宜上つぎの7項目を設定し，各項ごとに，



55 

逐次論述をすすめることにする。 れた後，いわゆる領主制的反動の時期を迎えるにおよ

(1） 農業改革と農民解放 んで，農村社会の近代化の歩みはし、ちじるしく停滞化

( 2）教会ならびに宗教上の諸改革 し，西ヨーロ ッパ諸地域に比してのその後進性は明白

(3) 政治機構上の改革ならびに官僚制度の整備 となった。すなわち，ほぼエノレベJIIの線を境とする西

( 4）財政ならびに司法・軍制上の諸改革 部の地域において，ゆるやかな隷農制（Untertぬigk・

( 5) 産業 ・経済の保護育成策ならびに公共事業 ・ eit）のもとでの地代荘園制（Renten-Grundherrsc・

社会福祉政策 haft）の形態が曲りなりにも一般化したのに反し， ブ

( 6） 教育制度改革ならびに文化政策 ランデンプノレク， プロイセンを含むエノレベ以東の地域

( 7） 全領域のドイ ツ化政策と諸民族の抵抗 では，いわゆる再販農奴制を伴う大農場領主制（Gut-

（付） ヨーゼフ 2世の外交政策 sherrschaft）が農業経営上の標準的な方式として普及

註① この時期の母マリア・テレジアとヨーゼフとの するにいたった。だが，いずれにせよ，ドイツは，そ

対立 ・相到の具休相については，グーチの著書の の程度の差はあれ，東西ともに，かかる再編成された

なかで詳細にとり扱われている。 G.P. Gooch, 半封建的社会体制の基盤の上に，群小の領邦国家

Maria Theresa and other studies. 1951. (Territorialstaat）の分立割拠という政治的体勢が成

② ヨーゼフ改革の 「革命的」性格については，こ 立 ・持続するこ とになったものと考えてよし、。かくし

れを否定的に見ょうとする見解もあり，それに対 て，ドイツ，とりわけ東部のブロイセン国家における

して讃辞のみを投げかけるのはあまりにも一面的 農民解放の問題は， 18世紀におけるフリー トリヒ 2世

にすぎる。その意味で，パドヴァーのヨーゼフ 2 の弥縫的な農民保護政策の段階をへた後，19世紀初頭

世評伝は，やや誇張にすぎる叙述とのそしりを のシュタイン，ハルデンベルクらのいわゆるプロイセ

免れないが，それにしても読者の心をひきつける ン改革を侠って，ょうやく，より近代化されたユンカ

興味ある内容に充ちている。筆者の以下の論述 ー経営方式 (Junkertum）への移行を遂げるにし、たる

も，史実そのものに関しては，このパドヴァーの のである。②

著書に負う ところが大きし、。 S.K. Padover, The オーストリアにおける改革前の土地支配関係ならび

Revolutionary Emperor, Joseph the second. に農民の状態は，プロイセンの場合と少しく様相を異

1934. (reprint. 1967.) にしている。ことに，その領域の大半が非ドイツ的地

域として，スラヴ的あるいはマジャ ール的な性格を保

第 1章農業改草と農民解放 持していたがゆえに，領主・農民の別なしそれぞれ

ヨーゼフ2世の改革的企図は，まず第一に，領主貴 の地域・民族の伝統を擁護しようとする傾向はきわめ

族に対する農民の隷属関係（UntertanigkeitVerh昼 て根深いものがあり，それらをとりまとめて全体的な

ltniss）を規制するということに向けられた。もとよ 輪郭をえがき出すというのは，まさに至難の業に属す

り，このような農業改革あるいは農民解放の問題は， る。しかしながら，ともあれ，一応の皮相的な観察を

ひとりオーストリアのみならず，当時のヨーロ ッパ諸 あえてこころみるとするならば，ハプスプルク帝国の

国にとってのほぼ共通の関心事であり，それぞれの国 領域内においても，上述の東西ドイツ聞の農業構造の

が圏内の近代化を遂行する過程において，さけること 差違に類似したものが，ほぼ明瞭な形で存したように

のできぬ重要な課題であったといえる。つまり，絶対 思われる。このうち，狭義のオーストリア大公領，シ

主義国家の形成過程にあっては，農民一般を中世的， ュタイエノレマノレク，ケノレンテンなどのドイツ的オース

封建的な領主への隷属状態から離脱せしめ，君主権の トリア地方は， 10世紀以来バイエルンムの植民によっ

直接的支配に服するより自由な小農民経営へと転化さ てドイツ化された地域で、あり，その結果当然のことな

せることが， 国家権力の社会的，経済的基盤を確立す がら，西南ドイツ地方とその社会的，経済的な発展の

るために必須不可欠の条件と考えられたので、ある。① 歩みをともにし，農業経営の面においても，地代荘園

ドイツにおいても，中世後期以来，貨幣経済の農村 制への漸次的な移行と領主層の寄生地主化が促進され

部への波及惨透とともに，伝統的，閉鎖的な古典荘園 るにいたったもののごとくである。③之に反して，ベー

制（Grundherrschaft）は漸次解体を遂げ，地代形態 メン，メーレン，ガリツィア，ハンガリーなどの非ド

の生産物あるいは貨幣への推転の形において，農民的 イツ的地域の状態は，むしろ東エルベ型のそれに近く，

自由は徐々に拡大してゆくかにみえた。ところが， 16 地域ごとに若干のニュアンスの差違はあれ，概してグ

～17世紀の聞に瀕繁にくり返された宗教戦争や農民戦 ーツヘノレ的な直営地経営もしくはそれ以上に農民の隷

争の苛烈な進行がドイツの農村を荒廃の極におとし入 属度の強い前近代的な体制下にあったことが，オース
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トリア農業史に関する最近の研究によってしだいに明

らかにされてきている。＠

このような一般的，地域的な状況のもとで，マリア・

テレジアならびにヨーゼフ 2世の農業改革は開始され

ようとする。マリア・テレジア時代にいたるまでのオ

ーストリアの農民は，自由な小農的経営が広汎に成長

していたニイデノレラントやチロノレ地方を除けば，領主

貴族への法的な関係において，領主裁判権その他さま

ざまの規制をうける世襲隷農制（Erbuntertanigkeit)

の状態にあり，ノレスティカリスト（Rustikalist）とド

Eニカリスト（Dominikalist）との聞に若干の身分差

はあれ，⑤賦役（Robot）を伴う体僕制（Leibeigenschaft)

がなお支配的で，農民の土地保有権や財産権はきわめ

て不安定なものでしかなかった。そして，このような

状態のもとで，とくにグーツ経営を指向する領主によ

る農民追放（Bauernlegen）がしばしば行なわれてい

たのである。マリア・テレジアとその配下の開明的官

僚達は，このような農民の悲惨な状況に直面して，人

道的な見地と国家財政への現実的な配慮から大いに憂

うるところがあり，③すでに1750年代よ り，農民の身分

的自由化と土地保有権の保証などを含む改革を導入せ

んとの意向をもって，そのための準備的な作業を開始

した。七年戦争後，カウニッツを中心に着手されたい

わゆる第二次改革（DieZweite Reform）⑦の段階に入

つてはじめて，この農業改革の問題は，本格的な具体

化の日程に上ることになる。そして， 1760年代から徴

税台帳登録強制（Urbarialregurierung）が開始されて

農民の実情調査がすすめられ， 70年代にはベーメン農

民の暴動的状況への対応とし、う現実的要請もあって，

数次にわたり， ドイツ的地域ならびにベーメン，メー

レン，シュレージェンの各地域を対象とする賦役規制

勅令（Robotpatent）が公布されて，賦役の軽減と農民

の土地保有権の確保がはかられることになった。③こ

れらの措置は，たとえ不徹底なものであったにせよ，⑨

いわば，つぎのヨーゼフ 2世時代の革命的な農民解放

のための基盤づくりの役割を演じたものというべく，

オーストリアめ農業改革史上重要な意義を担うものと

される。だが，この間にあっても，ガリツィアとハン

ガリ ーの両地域のみは，ほとんど改革の対象外におか

れ，古来の状態のままに放置された。

ついで即位したヨーゼフ 2世は，はやくも，その統

治初年において，かねてより胸中に包臓されていた啓

蒙主義的な改革理念を現実政治のあらゆる部面に一挙

に実現せんとの意図を有し，それを， まず，農業 ・農

民問題の上に具体化しようとはかった。すなわち，即

位当初の1781年1月5日付で出されたー勅令は，かれが

行なおうとする農民解放の原則を提示したものであ

り，そこでは，オーストリアの全領域に従来存在した

あらゆる体僕制（Leibeigeschaft）的な関係を廃止し，

温和な隷農制（Untert加 igkeit）に移行せしめるとの改

革上の基本方針が表明されている。これによって，従

来とくにグーツへル的な領主の束縛下にあったベーメ

ン，メーレン地域の農民の状態は大巾に改善され， ド

イツ的オーストリア地方とほぼ同程度の自由を享受す

べきであった。⑮また，同年9月1日付で，ドイツ的オ

ーストリア地方とガリツィアとを施行対象とする勅令

(Strafpatent, Untertanpatent）が公布されたが，こ

れは，領主裁判権の縮少と国家の裁判所に対する農民

の訴訟の権利を規定し，農民を法的に保護することを

めざしたものである。⑪そして，つぎに，さきに原則が

提示されていた1月5日付の勅令が同年11月1日付で

正式に公布されたことにより，ベーメン，メーレン，

シュレージェンの各地域では，体僕制の公式廃止が指

令され，⑫それは，さらに，シュタイエルマノレク，ケノレ

ンテン，クライン，チロル（1782），ジーベンピュノレゲ

ン (1783），ハンガリー（1785），ガリツィア (1786)

などへと拡大されるにいたった。その結果，オースト

リア各地の農民は，中世的な領主への隷属関係，土地

への緊縛関係からほぼ完全に解放されて，任意移住権

や職業選択の自由のほか，領主への通告なしに自由に

結婚する権利をも取得できることになり，ここに，ょ

うやく，法的な行為能力をみとめられて，領主の香、意

的な圧迫からのがれるべき可能性を与えられることに

なったので、ある。⑬この勅令は，その実質的内容からす

れば，まさに，フランス革命やプロイセン改革におけ

る農民解放のそれにも十分に比肩しうるものであり，

オーストリア近代史上のその歴史的な意義がひときわ

高く評価されるべきであろう。

ついで、布告された1782年9月18日付の命令は，農民

に移動の自由を与える件について，穏健かつ妥協的な

方法において，領主側と解放農民との聞の利害の調整

をはかろうとするものであった。さらに，この問題に

関しては，1785年10月7日付の宮廷命令が，農民の移動

については領主の許可を要すと，かなり後退した線で

の微温的な解決の仕方を提示している。賦役（Robot)

についても，当初は，マリア ・テレジア時代の規制を

一歩すすめて，手耕賦役（Handdienst），牛馬耕賦役

(Spanndienst）のいずれを問わず，これを全面的に廃

止して現物貢納または金銭の賦課の形に改めるという

方針をもってのぞんだ。⑬ところが，現実には，体僕制

の廃止が指令された後においても，賦役の金納または

物納化が強力に促進，遂行されたのは，王領地，教会・

修道院領，都市の所有地のみであり，とりわけ，グー

ツヘル的な領主の私有地においては，農民に対する賦



役の強制が依然としてつづけられたので， 1784年4月

9日には，あらためて，農民へのあらゆる強制を廃止

する旨の規定が出されるにいたっている。だが，この

ように多数の法令や規定がたえまなく発せられたにも

かかわらず，それらは，領主の農民に対する慣習化し

た有形無形の圧迫を完全にとり除くことはできなかっ

た。そこで， 1785年以降は，徹底的な遂行をめざすと

いう当初の基本線からかなり後退し，むしろ，やや妥

協的な解決をはかるという方向へと政策を転換させる

ことになったのである。⑬

以上のような数々の法令の公布によって， ドイツ的

オーストリア地方ならびにベーメン，メーレンの諸地

域における農民解放の事業は，ほぼモの目標を達成し

えたかにみえる。勿論，とりわけ，ベーメン，メーレ

ンなどのスラヴ的地域では，旧来のグーツヘル的領主

による抵抗運動がかなりの撒烈さをもって展開される

のであるが，⑬それは，少なくとも，ヨーゼフの治世前

半期においては，注目されるほどの顕著な動きを示さ

なかったので、ある。そこで，皇帝は，オーストリア世

襲領における一応の成功というその余勢を駆って，さ

らに，ガリツィアやハンガリーなどの異質な諸地域に

まで，その農業改革を画一的に強行しようとする。

ガリツィアは，マリア・テレジア時代末期の1772年，

第一次ポーランド分割によって併合された新付の領土

で，当時未だ旧来のポーランド的状態を脱せず，社会

構造上の封建的な性格は，オーストリアの他の諸地域

よりもより根深いものがあった。そして，また，それが

新付の領土なるがゆえに，共同統治の時代からヨーゼ

フの改革的関心を強くそそるものがあったので、ある。

かようなわけで，土地制度に関する勅令(1783），農民

に対する領主の強制を制限する命令（1784）などの諸

法令が矢継早に公布され，最後に， 1786年6月16日付

の勅令をもって，オーストリアの他の地域の例になら

い，賦役の廃止が規定されるVこいたった。しかしなが

ら，これらの措置は，ガリツィア地方の歴史的事a｜育へ

の些かの顧慮もなしに強行されたものであり，当然の

ことながら，地域領主層の激しい抵抗に遭遇すること

になる。

ついで，皇帝がすすめようとしたハンガリーでの農

民解放のこころみは，より一層困難をきわめる。ハン

ガリー地方は，ベーメン，メーレン地域と同様， 16世

紀以来のハプスプノレク家との密接な関係にもかかわら

ず，シュテファン王冠（Stefankrone）に由来するその

独自の民族的伝統や慣習によって，オーストリア国家

内の政治的，社会的特殊地域をなし，封建制度の天国

といわれた。マリア・テレジア時代においても，その

改革をハンガリーにまで及ぼそうとの意志はほとんど
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みとめられず，カウニッツらの政治的な配慮もあって，

古来の民族的特殊事情に基づく特権を容認する方針が

とられてきたので、ある。⑫しかし，画一的な集権化をめ

ざすヨーゼフ 2世の意図においては，そのような一種

妥協的な中和状態を黙認する余地はなかった。すなわ

ち，半ばアジア的で，おそらくもっとも封建的な諸権

利がその存在をたくましうし，大多数の農奴が尊大な

領主貴族（Magnat）によって苛酷に支配されていたノ、

ンガリ一地方にまでも，あえて改革を強要せんとした

のである。そして， 1785年の体僕制廃止令公布の後，

1787年2月15日には，同時に4つの命令が発せられ

て，ハンガリー全域ならびにジーベンピュルゲンに対

して，賦役の制限，軽減等が規定されるにいたった。

だが，これらの施策に対する領主貴族側の抵抗は激烈

をきわめ，皇帝を困惑せしめる乙とになる。結局，こ

の，ハンガリ一地方に対する施策の失敗が，かれの改

革を全面的に挫折せしめるにいたる一因となったので、

あるが，このことについての考察は，勿論，農業改革

以外の他の諸問題との関連において，あらためてなさ

れなければならない。

以上，各種立法化の系列を辿りつつ，ヨーゼフ 2世

の農業改革と農民解放の過程を概観してきたので、ある

が，最後に，かれの改革の全体を貫ぬく基本的な意図

を要約してみるとするならば，大凡つぎのようなこと

になるであろう。すなわち，かれがその農業改革にお

いてめざしたものは，旧来の封建的な関係における領

主の農民に対する支配を全面的に廃棄せんとするので

はなく，それを僅かな程度にまで制限し，農民に能う

限りの自由を許与するとともに，領主に対しては賦役

の賦課を地代収援形態へと転化させることを要求し，

市して園内のすべての農民を領邦君主（Landesherr)

たる皇帝の直接の管理と保護のもとにおきかえ，国家

への担税負担にたえうる自由な小農民層＝改善された

ノレスティカリスト（Rustikalist）の健全な成長をはか

ること，そして，さらに，そのような小農民層の創立

を社会的，経済的基盤として強力な絶対主義体制を樹

立することにあったものと考えられるのである。⑬だ

が，結果からすれば，改革は，決してかれの意図通り

に円滑に進行したとはいえず，圏内各地で領主貴族の

全面的な抵抗に遭遇したため，おのずから，それに対

する譲歩の政策への移行を余儀なくされるVこいたる。

一応の目標達成を遂げたかにみえた時期も瞬時にして

終わりを告げ， 1790年，ヨーゼフの急逝とともに反動

の時代がおとずれ，とくに非ドイツ系地域においては，

領主制の再編と賦役の再強化が急速に行なわれること

になったのである。

ヨーゼフ 2世は，「最大の負担に苦しんでいる農民
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は，君主の保護を要求すべき特恵的な権利を有する。J,

「自由な農民の創造は，人口の増加，産業の発達，一

般的な調和状態などをもたらすことにより，国家，領

主， 農民のすべてに対して貴重な利益を与えるであろ

う。」⑬などの言葉を折にふれて発したといわれるが，

これらは，啓蒙的君主としての，また，「農民の神（Der

Bauern Gott）」としての皇帝の面白躍如たる表白とも

うけとられている。かかる理想にもえた高、潔な意識に

支えられてすすめられた改革が，何故にかくも短命に

して挫折を遂げ，公布された法令の多くが空しき紙片

と化せざるをえなかったので、あろうか。その原因のー

っとして，かれが社会的な問題と経済的なそれとの緊

密な関係を未だ明白に認識していなかったということ

がハンチ（H.Hantsch）によって指摘されているので

あるが，＠それは，他の問題との関連においてあらため

て究明すべき課題といえる。＠

註① この問題については，いわゆる大塚史学の系譜

に属する人々によって数々の分析・論究がなされ

てしる。高橋幸八郎『近代社会成立史論』（日本

評論社，昭22.），大塚・高橋・松田編『西洋経済

史講座』（岩波，昭35)ill, N，「封建制から資本

主義への移行」所収の関係論文等を参照のこと。

② ドイツ農業史に関するまとまった邦語文献とし

ては，柚木重三『独逸農業史概説』（有斐閣，昭15)

が今尚価値をもっているように思われる。また，

史論的な叙述ながら，松田智雄『近代の史的講造

論』（近代思想社，昭23）がわれわれに与えた刺戟

は大きい。プロイセン改革における農民解放につ

いては，林健太郎『近代ドイツの政治と社会』（弘

文堂，昭27），それに，やや概説的なものとして，

石川澄雄『シュタインと市民社会』（お茶水書房，

昭47）などが参考になる。

③宮下孝吉「中世に於ける換太利農民について」

（『西洋農業経済史研究』，日本評論社，昭23）参

照。

④戦前におけるグリュンベノレク（C.Grunberg) 

やパイテノレ（I.Beidtel）の研究のほか，戦後は，

スターク（W.Stark），リンク（M.Link）などア

メリカの学者によってとり上げられ，研究されて

いる。 W.Stark, Die Abhangigkeitsverh益ltnisse

der gutsherrlichen Bauern Bohmen im 17. und 

18. Jahrhundert. 1952. M. Link, The Emanci-

pation of Austrian Peasant. 1740-98. 1949.主と

してこれらの諸研究の内容に依拠してまとめられ

たのが，オーストリア・スラヴ地域の農業事情と

農業改革の推移に関する進藤牧郎氏の以下の諸論

文である。「オーストリア絶対王政の農業改革」

（『歴史学研究』 144），「オーストリアにおける農

民解放と貴族地主」（『北陸史学』 2.）。そのほか，

進藤氏がその研究の成果を体系的にまとめられた

『ドイツ近代成立史』（勤草書房，昭43）所収の関

係論文を参照のこと。

⑤ルスティカリスト（Rustikalist）は領邦君主に

対して直接に国税納付の義務を有する農民， ドミ

ニカリスト（Dominikalist）は国税納付の義務な

し領主の直営地に定住する農民のことで，身分

的には前者の方がやや有利で、あったとされるが，

領主に対する経済的関係ならびにその土地保有権

の保証の程度などについていえば，両者の状態は

それほど異削るものではなかった。 M.Weber, 

Wirtschaftsgeschichte. 1924.黒正・ 青山訳『一

般社会経済史要論』上巻， 227頁。

⑥人道主義的な見地もさることながら，より以上

に財政的な観点，すなわち，「農奴を保護するこ

とは国庫を保護することである。農奴制は国家の

産業的拡大の道における克服しがたし、障害をなし

ている。農奴制に基づく社会は静的で、沈滞した社

会である。」とし、う把握の仕方が根本によこたわ

っていたように思われる。 Blanning,Joseph II 

and Enlightened Despotism. p. 36. 

⑦ これに対して，オーストリア継承戦争後の1749

年にハゥグヴィッツ（Haugwitz）らによって開始

された改革は，「第一次行政改革（ErsteVerwa-

ltungsreform）」の名でよばれる。

⑧ とりわけ， 1775年のベーメンに対する賦役規制

勅令は，等族議会の同意なしに強制的に公布され

たので，それに対する反対は大きかった。この時

期には，奇妙なことであるが，ヨーゼフでさえも，

母の急進的すぎる措置に反対したといわれる。そ

の結果，結局，この勅令の施行範囲は王領地と以前

のイエズス会の所有地に限定されることになり，

きわめて不徹底なものに終わった。 EWangerm・

ann, The Austrian ‘Achievement. 1700-1800. 

1973. p. 72. 

⑨ ウェーパー（M.Weber）は，マリア・テレジア

の農業改革の性格について，それは，「これまで

の農業制度の破砕を意味するものではない。すな

わち，農民も保護したし、が，しかし貴族もその地

位に安堵させたし、というのである」と評してい

る。黒正・青山訳，前掲書。 228頁。

⑩ この勅令の内容については，政府部内の大臣達

の聞にかなりの反対と抵抗があり，そのために，

正式の公布が1年近くも延期されたので、ある。

⑪ C. A. Macartney, The Habsburg and Hohe-



nzollern Dynasties in the Seventeenth and 

Eighteenth Centuries. 1970. pp. 174-176. 

⑫ Ibid., pp. 176-177. E. C. Hellbling, Osterreichi・

sche Verfassungs-und Verwaltungsgeschichte. 

1956. S. 311. 

⑬ この勅令公布の意義について，ハンチはつぎの

ようにのべる。「それは，単に言葉の厳密な意味に

おける体僕制（Leibeigenschaft）に対して適用さ

れるのみではなく，今や緩和された隷農制（Unt-

ertanigkei t）や土地への義務関係（Schollenpfl-

icht) などのすべてを対象とするものであった

ということが指摘されなければならない。」 H.

Hantsch, Geschichte Osterreichs. Bd II. 1962. 

S. 232. 

⑭ Hantsch, a. a. 0., S. 232.なお，この問題は税

制改革との関連において考察されるべきであろ

う。農民は全収入の70%を自己のものとして保持

し，他の30%が国家への租税や領主への貢納に充

てられなければならないと規定されたが，それは，

／レスティカリストにのみ適用され， ドミニカリス

トはその対象から除外された。

⑮ このような政策転換の動きは，とりわけ，ハン

ガリーやベーメン，ガリツィア等の非ドイツ的地

域において顕著であった。

⑮主としてベーメン地域を中心とする領邦君主側

とグーツヘル的領主側との対立関係，そして，そ

の対立の力関係のなかで改革が挫折にみちびかれ

る過程をよくえがいているのは，前掲の進藤牧郎

氏の諸論文である。

⑫ ハンガリ一地方は，その永年にわたるマジャー

ノレ貴族の抵抗の伝統のもとで二重主義（Dualism-

us）を保持し，ヴィーンの支配からの独自性を誇

っていた。マリア・テレジアがマジャーノレ貴族の

支持を獲得すべくいかに腐心したかは，ヴィーン

に建設されたかれらの子弟のための特別の教育施

設「ハンガリー親衛隊（ungarischeLeibgarde）」

の建物の壮麗さが示す通りである。 H.Benedikt, 

Die Monarchie des Hauses Osterreich. 1968. S. 

53. 

⑬ この農業改革の問題は，当然， ヨーゼフの税制

改革一般，とりわけ，平等主義の原則によって従

来の賦役・貢納を全面的に画一的金納地租へと移

行させ，近代的租税体系の確立をはかった1789年

の改革などとの関連において考察されなければな

らない。

⑮ Padover, The Revolutionary Emperor. p. 199. 

⑮ Hantsch, a. a. 0., S. 233. 
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⑫ ヨーゼフの農業改革の失敗の原因について，カ

ンは，「農民の経済的可能性を評価しすぎたこと

に基づくかれの政策には合理的な見通しが欠けて

いた」ことにあると評しているoつまり，オース

トリアの農民の一般水準は低く，かれらがかよう

な改革をうけいれるためにはなお半世紀以上の才

月を要したので、ある。このヨーゼフの立法の内容

がほぼ達成されるにいたったのは，実に， 1848～

49年の三月革命後のことであった。しかし，その

ような達成も，「ヨーゼフの早期の努力なしには

到底考えられなかったことであろう」とカンは結

んでいる。Kann,A History of the Habsburg 

Empire. p. 199. 

第2章教会ならびに宗教上の諸改革

教会あるいは宗教上の諸領域を対象とする改革も，

ヨーゼフ 2世の改革事業のなかで，農業上のそれとな

らんでもっとも重要な位置を占めるものである。

ハプスブノレク・オーストリア国家にあっては，中世

末以来，カトリック教会の勢力が牢固たるものがあり，

とくに16～17世紀の宗教改革と宗教戦争の時期に，ス

ベインとともに反宗教改革の牙城をなした関係上，教

会の支配力はますます強化せられ，歴代皇帝の手厚い

庇護やローマ教皇との密接な連繋のもとに，依然とし

てその勢威を誇っていた。そのなかでも，絶対主義化

をめざす国家権力への最大の阻害要因として，とりわ

けその問題性が指摘されつつあったのは，一種国際的

な組織をなしていたイエズス会の勢力である。もとよ

り，イエズス会については，かねてより，ヴォノレテー

ノレらの啓蒙思想家達によって，その極度に非合理的な

信教のあり方に対する指弾の戸があげられてきたので、

あるが，政治の側からの本格的な対応策は，まず，フ

ランスにおいて第一歩がふみ出され，ひきつづいて，他

の諸国もそれに同調せんとするにいたったので‘ある。

ここに，オーストリアにおいても，マリア・テレジ

ア後期のいわゆる第二次改革（DieZweite Reform) 

の時期に，ローマ教皇による解散命令のあとをうけて，

イエズス会の全面的廃止とその財産の没収が行なわれ

ることになる（1773）。もっとも，マリア・テレジア女

帝自身は，個人的にはきわめて敬度なカトリック正統

派の信徒であり，①また，かなりのイエズス会びいきで

もあり，統治者としての政治的な要請と，同盟関係保

持のためにフランスの政策に追随せざるをえぬ微妙な

立場からあえて廃止にふみ切った②ものの，それは，実

際の上では，外面的な体裁をつくろうにとどまったか

の感があり，当初より，徹底的な遂行をはかるという

強し、意志はなかっだように思われる。しかしながら，
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国家の集権的近代化の方向に対して抑止的に働くカト

リック教会の世俗的な勢力を打破することは，女帝個

人の心情や意向をこえた当面緊急の課題で、あり，宰相

のカウニッツ（W.A. v. Kaunitz）.侍医にして最大の

助言者たるファン・スヴィーテン（VanSwieten), 

その他クレーズノレ（F.v. Kresl），ハインケ（F.J. R. 

v. Heinke）など当時の有能な担当官僚によって，教

会に対する国家の監督権強化のための改革措置が講ぜ

られようとするにいたるのである。③勿論，それらの措

置は，つぎのヨーゼフ 2世の登極を侠って，本格的な

具体化の日程に上せらるべきであった。

ヨーゼフ 2世の改革的事業としては，その治世当初

の1781年10月30日付で、公布された寛容勅令（Toleran-

zpatent）がまず何よりも画期的である。その実効の程

度は一先ず論外におくにしても，かの篤信の徒マリア・

テレジアの子にして，また，ヴィーンの宮廷のカトリッ

ク的な慣習に浸されて育った人物として，かように明

白な形で信教の自由を公式に宣言したということ自

体，まことに驚異に値する事柄である。＠かくして，こ

こに，この勅令の正式公布によって，ハフ。スブ、ノレク帝国

内においては， ルター派，カノレヴィン派の新教徒なら

びにギリシア正教徒に対して公然たる信教行為の自由

を許容するとともに，カトリック教徒と同様のあらゆ

る市民的権利が差別なく与えられることになった。⑤

ニュノレンベノレクの一新教徒のごときは， このような開

明的な措置を嘆賞するのあまり，ヨーゼフの存在をマ

ルティン・ルターにすら比せんとしたといわれる。⑥し

かしながら，皇帝自身の考え方は，一面では，啓蒙

的合理主義の精神に基づいて信教の自由を指向した

といわれるものの，決して，ヴォルテーノレ流の理神論

(Deismus）の傾向におち入っていたわけで、はない。

信心深いマリア・テレジアの子として，ハプスブノレク

家伝来の「バロック的敬度さ」に対する関心を終生失

なうことのなかったかれは，カトリック主義の教義内

容や信仰そのものについては些かの疑義をもいだくこ

とがなく，理性神のごときものの存在を許容すること

はできなかった。⑦すなわち，あくまでも，国家の集権

的統一体制の強化，国内のあらゆる分野に対する国家

主権の貫徹，国家の経済的利益の擁護というきわめて

現実的な目標を達成するために，寛容政策をはじめと

する対教会政策の推進が企図されるにいたったので、あ

る。③また，ヨーゼフ 2世による宗教的寛容政策は，そ

れ自体決して，ひとり皇帝の創始にかかるものではな

く，すでに，マリア・テレジア時代後期の1770年代よ

り展開されつつあった異端活ー動への対応策，すなわち，

カウニッツの「暗黙の寛容（stillschweigendeToler-

anz）」政策③や改革的聖職者を中心にすすめられた

「寛容的布教（ToleranteMission）」運動⑬などがそ

の土台をなしていたことは，ヴァリャヴ．ェーク（F.v. 

Valjavec），マース（F.Maass），ヴインター（E.Winter) 

などのヨーゼフィニスムス (Josephinismus）研究の

成果が示しているごとくである。

ひきつづいて，ヨーゼフの改革的企図は，教会なら

びに修道院の有した世俗的権力の制限あるいはその全

面的な廃止を指向せんとする。このことについては，

当時のオーストリアの教会・修道院が本来の宗教的権

威に加えて莫大な土地財産を私有し，⑪社会的な特権を

ふるう世俗領主であったとし、う事実にかんがみ，農業

改革の問題と関連ずけつつ，その改革の意義を考察す

べきであろう。しかもまた，そのような教会及び修道

院の勢力は，ローマ教皇の国際的な支配力と緊密に結

び付いており，君主権に対してすらあえて服従を拒否

しうるところの国家内の国家のごとき存在であったと

いってよいのである。もとより，ヨーゼフ 2世の改革

理念においては，当然のことながら，このような存在

は絶対に許容されるべきで、はなかった。

かくして， 1782年1月12日付の皇帝の命令は， i医想

的生活に沈澱するのみで何らの社会的活動にもたずさ

わらざる修道院，女子修道院の廃止とその所有財産の

国家による没収を布告するにいたる。ついで，この命

令の実施を円滑ならしめるために，同年6月15日には

ヴィーンに最高宗務委員会（GeistlicheHauptkom-

mission), 9月10日にはベストにその支部がそれぞれ

設置されて，宗教上のあらゆる問題に関する最高の管

理行政を担当することになり，改革の趣旨内容を衆知

徹底させるための策が講ぜられることになった。その

結果，改革はほぼ順調に進行し， ドイツ的オーストリ

ア地方では，約600～700の修道院が廃止せられ，修道

士の数も 6万5千人から2万7千人へと大巾な、減少を

みるにいたったといわれる。没収された修道院の土地

財産は，売却された後国家の手に寄託されて宗教基金

(Religionsfond）となり，教区の整備・拡大や教育費，

公共事業費などに充当され，修道院の施設自体は養老

院，病院，兵営，工場などに転用されるべきであった。

また，托鉢修道会（Bettelsorden）など廃止を免れた

修道院は，国家のきびしい監督のもとにおかれること

になった。⑫

また，これより先，すでに，マリア・テレジア時代

の末期に， ドイツ的オーストリアならびにベーメン地

方の教会や聖職者に対するローマ教皇の支配力を排除

せんとの改革がもくろまれていたが，それが実現を見

ずに終わった後，ヨーゼフ 2世は， 1781年3～4月に，

二つの宮廷命令を発し，教会に対する国家の優越権を

明確な表現をもって打ち出すにいたった。3月30日付



の命令のなかにみえる「司教は，ひたすら原始キリス

ト教の精神にのっとって，ローマ教皇の指示とは無関

係に，そのふさわしい権力を下級聖職者に対して及ぼ

すべきである」⑬との言葉は，この問題についての皇帝

の意図を端的に表明したものといえる。かくして，こ

こに，ハプスブノレク帝国の領域内においては，ローマ

教皇によって発せられるあらゆる教書（Bull）の類い

は，領邦君主の認可なしにはその効力の一切を失なう

ことになったのである。

だが，勿論，破壊的行為の後には，当然，建設的事

業がすすめられなければならない。前述の宗務委員会

には，従来の教会制度に対して根本的な斧銑の手を加

えることのほかに，それに代わるあらたな教会制度を

整備するとし、う重大な使命が与えられていた。すなわ

ち，委員会は，若干の司教区（Bistum）を新設すると

ともに，オーストリアの全領域にわたって，あらたに，

700人前後の住民を管轄範囲とする画一的な規模の教

区（Pfarrei）を設定し，国家による教会管理の体制を

強化せんとはかった。そして，そのことのために，国

家から財政的に保証され，国家目的に沿うべく人民教

化に専心没頭する新しい教会と新しい司教・司祭職を

創造することが企図されたのである。ヨーゼフの教会

改革の頂点をなすともいわれる一般神学校（General

Seminar〕 こそは，実に，このような意味でのあらたな

聖職者層を養成するための特別の教育機関で、あった。⑬

さらtこまた，かれは，宗教以外の世俗的な分野に対

する教会の伝統的な介入権をも強力に排除せんとする

にいたる。それは，たとえば，中世以来の教会法の世

俗領域への適用を廃止して国家の法の絶対性を表明す

るとともに，教会の裁判権の適用範囲を純粋に精神的

な分野にのみ限定したこと，反宗教改革の時代以来教

会によって掌握されてきた著作出版物の検閲権を国家

の手にとり上げたことなどが，その好例として注目さ

れる。また， 1783年の結婚勅令（Ehepatent）によっ

て，教会の結婚媒介は禁止され，結婚の行為は単に国

家の法の上にのみ基づく市民的な契約であることが言

明されるにいたった。そのほか，従来主として教会や

修道院の手中にあった教育権も漸次国家の管轄下に移

されて，新設された教育委員会を中心に国家による教

育統制が推進されることになるのであるが，このこと

については，さきの検閲の問題とともに，また，項を

あらためて言及することにしたい。

つぎに，また，啓蒙主義の理念に基づくヨーゼフの

改革的企図は，教会内部の慣習的世界にまでも介入し，

まさに，ピューリタニズムにも似た厳酷さをもって教

会内のあらゆる不合理なもの，不必要な装飾，虚礼的

な儀式・作法の数々などに対しでも批判と侮蔑の眼を
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投げかけ，あえてその全面的な廓清を行なおうとす

る。⑬ 1782年から84年にかけて発せられた埋葬につい

ての規制，説教や礼拝形式についての規制などはその

代表的なものであり，また，聖職者の服装，儀式，歌

唱のあり方など些か枝葉末節と思われる事柄にまで，

その干渉の手がのばされるにいたったのである。皇帝

の意図としては，当時，ハフ。スブノレク家の領土内に広

汎な影響力を保持したムラ トリ（L.Muratori）⑮の思

想や，南ドイツの改革カトリック主義（Reformkatho-

lizismus）の風潮を理論的に支えていたフェブロニウ

ス（Febronius）⑫の精神において，純粋な信仰を母胎

とする真正な教会を創造することを狙ったものと思わ

れるが，現実には，その極端な厳酷さのゆえに，カノレ

ヴィンやロベスピエールのごとき感覚をすら想起させ

るものがあり，教会側からの苛烈な抵抗運動を惹き起

こすことになった。

最後に，ヨーゼフ 2世の改革は，前述の宗教的寛容

の原則にしたがって，圏内のユダヤ教徒に対し信仰の

自由を許与するとともに，その従来存した差別的束縛

をすら一挙に撤廃せんとするにいたる。このような措

置は， 1782年1月，低オーストリア地方のユダヤ教徒

に対する寛容勅令（Toleranzpatent）が公布されたの

を手はじめに，漸次他の地域へと拡大され，もっとも

おくれたガリツィア地方においても，皇帝の死の直前

の1790年には施行されることになった。かくして，こ

こに，ハプスブ、ノレク帝国内のユダヤ教徒は，服装，居

住，職業等についての制約からほぼ完全に解放され，

原則的にはキリスト教徒と同等の社会的権利を付与さ

れることになったのである。⑬だが，もとより，かよう

なユダヤ人解放政策も，一面啓蒙主義的な人類平等の

意識に根ざしつつ，それ自体決して単なる人道主義的

な行為ではなく，あくまでも，ー君万民的理想におけ

る高度に集権化された絶対主義国家の実現をめざすた

めの手段であったことは云うを侯たなし、。さらに加え

て，ユダヤ教徒の商業的，経済的能力を高く評価した

結果，それを，商工業の育成強化という国家目的のた

めに有効に利用せんとのカメラリスト的な意図が相当

に強く働いていたという点も十分に考えられるのであ

る。⑬

以上のべてきたような皇帝の革新的な教会改革に対

して，カトリック教会の聖職者側から蛾烈な抵抗運動

がおこされるにいたるのはもとより当然のことといえ

る。伝統的な特権の世界に安住してきた高位聖職者層

の人々の前近代的な感覚からすれば，ヨーゼフの改

革的行為は神与の賜としての既存の社会秩序を撹乱

する暴挙としか考えられず，非難，攻撃などのあらゆ

る手段を講じてその遂行を阻止せんとはかったのであ
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る。＠改革反対の気運がドイツ的地域においてすらか

なり激烈なものであったとすれば，民族的伝統を異に

するスラヴ的，マジャール的地域におけるそれが，お

そらく，より以上に蛾烈をきわめたで、あろうことは想

像に難くない。ことに，ハンガリーならびにエイデノレ

ラントの両地方における反対運動は，それが，他の諸

要因とかかわり合いつつ，ヨーゼフのほとんどすべて

の改革事業を挫折せしめるにいたった重要な導因をな

したという点において，もっとも注目すべきものとい

えよう。＠

また，皇帝の教会改革に対する他のドイツ諸邦な

らびにヨーロッパ諸国の反響についてながめてみるの

も一つの興味ある問題である。ケルン， トリエノレ，

マインツの3大司教やザノレツブノレク大司教らの動きは

かなり微妙をきわめる。かれらは，その反ローマとい

う立場において，時に皇帝に同調せんとするが，必ず

しもそれは真意といえず，本質はあくまでも改革反対

の線を固守するのである。プロイセンを中心とする新

教側領邦の態度は，概して云えば，フリートリヒ 2世

の宗教的信条からもうかがわれるごとく，無関心主義

の一語につきる。そして，もっぱら政治的な興味と思

惑から冷やかな眼で事態の動きを熟視しようとする。

他のヨーロッパ諸国の態度も，ほぽ似寄ったものであ

っTことし、ってよし、。

だが，そのような一般的な動きのなかにあって，ひ

とりカトリック教会の首長たるの地位を占めるローマ

教皇のみは，改革への反対意志を公式に表明せざるを

えぬ立場に立つ。その結果として，ついに， 1782年3

月22日の教皇ピウス 6世（PiusV［）のヴィーン訪問が

実現することになったのである。この歴史的な皇帝と

教皇との会談にさいして，ヨーゼフは，丁重な応答の

なかにも，自己の信念をあくまでも貫ぬこうとの堅い

意志を示して改革の完遂を期そうとし，結局，カノツ

サの屈辱は再来しなかった。＠勿論，啓蒙的合理主義を

謡歌しつつあった時代の成行きからして，教皇側の敗

北に終わるのが世界史的必然ともいえたで、あろう。会

談終了後に感想、としてのべられたというつぎの言葉の

なかに，ヨーゼフの教会改革の根本理念が明確に示さ

れている。「問題が教会と国家のことに関する限札わ

れわれは各自の見解を固執する。かれは教会の権威に

依拠し，われは国家の権利をかたく把持する。われわ

れは個人的には友人同志であり，たとえ異なれる動機

から行為しているにせよ，いずれも宗教の発展と人民

の指導という共通の目的を追求しているのである。か

れは言葉を用いるが，われは行為をもってする。」＠こ

こで，以上の言葉のはしばしからうかがわれるのは，

かれが，その教会改革を，一面フランス革命の精神に

も比せられるほどの革命的な情熱をもって推進しなが

らも，その考え方の本質においては，決してジャコバ

ン的な革命家s ひいてはヴォルテーノレ流の反教会主義

者ではなかったということである。すなわち，かれは，

あくまでも，伝統的なカトリック主義の信仰を国家の

宗教として保持し，その優越的地位を確認、した上で，

教会組織に対する国家主権の貫徹をはかり，そのこと

によって，教会を国家にとって有用かつ従順な臣民を

養成するための機関たらしめること，いわば，あらた

なカトリック的愛国主義を形成することを企図したも

のとみるべきであろう。＠このような，国家教会主義

(Staatskirchentum) の一典型ともみなすべき政策理

念こそは，オーストリアの近代史の上で，とくにヨー

ゼフィニスムス(Josephinismus)Rの名を冠せられて，

三月前期（Vormarz）にいたるまで、持続的影響力を保

つにいたったものであり，＠伝統的信仰と近代精神との

妥協的な接合をめざしたドイツ啓蒙主義の特徴＠を，

それなりに過不足なくあらわしたものとみてよいであ

ろう。
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からもうかがわれるごとくである。前掲書参照。

また，彼女の宗教上の極端な偏狭さは，メーレン
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閲の緩和などに力をつくしたファン・スヴィー

テン（VanSwieten），ハレ大学出身の実務官僚

として教会と国家との問題の実際的な処理にあた



ったノ、インケ（Heinke）らの役割をも逸すること

はできない。 E.Winter, Barock, Absolutismus 

und Aufkl益rungin der Donaumonarchie. 1971. 

SS. 162-164. なお，マースの前掲書では，とく

に，ハインケのために1巻を充当している。 Der

Josophinismus. Bd. III. Das Werk des Hofrats 

Heinke. 1768-90. 

④ この勅令公布の趣旨については，皇帝自身，フ

ァン・スヴィーテン宛の手紙のなかで，つぎのよ

うに語っている。「だれもがもはやその信仰箇条

のために困難にさらされるようなことがあっては

ならない。もしそれがかれの信念に反しているな

らば，また，もしかれが幸福を招くための正しい

道について他の考え方をもつならば，人間は，今

後は国家の宗教を信奉するよう強制されたりして

はならない。今後，私の帝国はいとわしい不寛容

の場ではなくなるであろう。」 Blanning, Joseph 

II and Enlightened Despotism. p. 66. 

⑤ Maass, Der Josephinismus. Bd. III. SS. 278-

279.その内容・性格および歴史的意義について

は，拙稿「ヨーゼフィニスムスにおける宗教的寛

容の性格」（『世界史研究』 40-44）を参照のこと。

この宗教的寛容の内容は，それがたとえカトリッ

ク主義の優位と信仰の私的実践という限界内にと

どまるものであったにせよ，少なくとも，同時代

のイギリスのカトリック教徒に対するそれよりも

有利なものであったと，プランニングは指摘して

し、る。 Blanning,op. cit., p.65. 

⑥ Padover, The Revolutionary Emperor. p. 160. 

⑦ 寛容勅令の公布後にベーメン地方に発生した理

神論者（Deisten）の動きに対して，かれは改宗の

忠告を与えたが，それが失敗した後，結局かれら

をジーベンビュルゲンに移動させるにいたった。

E. Winter, Der Jose五nismus.1962. S. 175. ま

た，ヨーゼフ個人の信仰については，「かれには恩

恵の神秘性に対する宗教的な畏敬の念が欠けてい

た」とみるハ’ンチのような意見もある。 Hantsch,

Geschichte Osterreichs. Bd. II. S. 213. 

⑧ このような現実的目標との関連において寛容の

必要性を強調したのが，ワンゲ、ルマンの引用する

ところのつぎの言葉である。「私にとって，寛容と

は，純粋に世俗的な事柄において（信仰にかかわ

りなく）何人をも使用する用意があるということ

を意味するのみである。必要とされる業務にした

がい，私の国家に利益や工業をもたらす何人に

対しでも，自由にその仕事に従事せしめ，都市

に定住せしめよD」これは，まさしく，カメラリ
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ストの見解そのものである。 Wangermann,The 

Austrian Achievement. 1700-1800. p. 96. 

⑨ メーレンの新教徒問題（1777）に巧妙に対応せ

んとのカウニッツの高度に政治的な判断によって

提案，実施されたものである。 Maass,a. a. 0., 

SS. 217-228.前掲拙稿「ヨーゼフィニスムスに

おける宗教的寛容の性格」を参照のこと。

⑩ 同じ時期に，ハイ (J.L. Hay v. Nikolsburg) 

らベーメン，メーレン地方の改革主義的な僧侶

達によってすすめられた異端再改宗促進運動o

Winter, Josefinismus. SS. 162-175. 前掲拙稿参

照。

⑪ とりわけ，修道院所有の土地は，クラインの

1/2，メーレンとシュレージエンの3/8を占めたと

いわれる。 Blanning,op. cit., p. 60. 

⑫ マリア・テレジア時代の修道院抑圧が教皇の事

前の認可をえて行なわれていたのに反し，ヨーゼ

フが全くの認可なしに強硬におしすすめたところ

に，その革命性を見出すことができょう。 Wange-

rmann, op. cit., p. 103. 

⑬ L. v. Gumplovics, Oesterreichische Reichs-

geschichte. 1896. § 34. Josef II. 3) Reformen 

auf kirchlichem Gebiete. 

⑭聖職者養成教育を一般大学から分離して特別

の教育機関によることにしたのは，とくにヨーゼ

フの創見に負うところが大きかったといわれる。

Wangermann, op. cit., pp. 103-104. 

⑮ ョーゼフの虚飾や儀礼に対する極度の反感は，

母からではなく，その父フランツからうけた性格

的特徴といわれる。これについて，ハンチは，つ

ぎのようなあるフランス人の言を引用する。「か

れは，ほとんど度をこすと思われる位，簡素さ

と大衆性とを愛している。」 Hantsh,a, a. 0., S. 

211. 

⑮ ノレドヴィコ・アントニオ・ムラトリ (Ludvico 

Antonio Muratori. 1672-1750）。イタ リアの司祭，

古典学者で， 2世紀の新約聖書目録を発見し，カ

トリック諸国の革新運動に多大な影響を与えた。

⑫ ユステ 4ヌス・フェブロニウス (JustinusFe-

bronius. 1701-90）。ドイツの聖職者で，本名はヨ

ハンネス・ニコラウス・ホンタイム (J.N. Hon-

theim）。主著『教会論（Destatu ecclesiae）』

(1763）によって，教皇の教界支配に反対する革

新的な意見を唱えた。

⑮ もとより， g ーゼフ自身が，首都ヴィーンを中

心とする民衆の反ユ夕、、ヤ主義の気分に妥協したた

めもあって，キリスト教徒と完全に同等の地位を
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与えたわけで、はなかったが，他のヨーロッパ諸国

の場合に比してハプスプノレク帝国内のユダヤ人が

数等めぐまれた地位を享受しえたことは事実であ

る。 Blanning,op.cit., p. 66. 

⑮ このユダヤ教徒に対する差別撤廃の措置につい

ては，ヨーゼフのブレーンの1人として知られる

改宗ユダヤ人のカメラリスト，ゾγネンフェノレス

(J. v. Sonner由ls）らの貢献を考慮すべきであろ

う。ワンゲ、ノレマンは，この措置の達成を，「ヨーゼ

フ2世のカメラリスト的十字軍に対する国家の

宗教様式と民衆の偏見との屈服」とよんでいる。

Wangermann, op. cit., p. 98. 

＠ 反対運動の急先鋒をなしたのは，当時のヴィー

ン大司教ミガツィ（Migazzi）らである口

⑫ ハンチののべるところによれば，ヨーゼフ 2世

の改革には，「宗教的慣習と民族的・郷土的文化

との聞の内面的なつながりについてのあらゆる観

念が欠けていた」のである。これは，ある程度，

啓蒙主義それ自体の罪ともみるべきであろう。

Hantsch, a. a. 0., S: 223. 

⑫ この会談におけるヨーゼフの断乎たる態度の背

景には，教皇側の無為無策とカウニッツの慎重綿

密な政治的策謀があったといわれる口その意味

で，この出来事は一種の茶番劇にすぎなかった

と歴史家達によって評価されている。 Blanning,

op. cit., p. 59. Padover, op. cit., pp 167-181. 

@ Padover, op. cit., p. 177. 

R Winter, Barock., S. 169. また，このような点

は，とくに，マース（F.Maass）らの強調すると

ころである。

＠ この名称の起源については，国家教会主義

(Staatskirchentum）の真の先駆者としてのヨー

ゼフ 1世 (JosephI）の名に負うものとする見解

もある 0 Winter, Barock., S. 161. Benedikt, a. 

a. 0., S. 56. 

＠ いわゆる後期ヨーゼフィニスムス（Spatjosep-

hinismus）あるいは通俗ョーゼフイエスムス

(Vurgarjosephinismus）の， 19世紀的な自由主義

や民族主義の潮流と分かち難く結びついた特殊オ

ーストリア的な性格については，ヴァリャヴェー

ク（F.v. Valjavec）やマースの前掲書において

詳細にとり上げられている。

⑫ ドイツ啓蒙主義の宗教観の特徴については，

E. Cassirer, Die Philosophie der Aufklarung. 

1932.中野博之訳『啓蒙主義の哲学』（紀伊国屋

書店，昭37.）を参照のこと。

一一未完一一
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本校における成績処理プログラムについて

荒 木 夫知三

く昭和51年9月16日受理＞

Scholastic Record Processing Program At Ariake Technical Colleg 

A report on a scholastic record processing program centering on the tabulation of records 

by class group at Ariake Technical College. 

1.まえがき

昭和46年3月本校に電算機が導入されて学生に対す

る情報処理教育，教官の研究は飛躍的に進展し多くの

成果をあげている。これと共に教育関係の事務の機械

化も当然進められるべきことは言を待たないものと思

われる。電算機化により，事務処理の単純化，高速化

による教育指導上の効果は大なるものと思われ，更に

得られたデータは教育研究に使用することも出来る。

事務処理の電算機にあたり，本校にはすでに，約10年

間の事務処理実績がありこの形式を尊重し移行を容易

とした。電算機による成績処理は広く行なわれ，処理

プログラムも初等的技法で十分であり特に報告すべき

方策，方法を用いたものではなし、。しかし，すでに3

年間にわたり実用された本校における最初の事務処理

プログラムとして報告の要請もあり，入出力データの

形式，プログラムの主要点について報告する。

2.入力データおよび印刷の形式について

このプログラムの主要部は，クラス別の成績一覧表

を作製するための処理プログラムとこれを利用した学

生指導のための会議資料作表プログラムである。成績

一覧表の入力データは，担当学科教官により各学科目

毎に提出されるため一覧表としては配列の列（縦方

向）のデータとして読込む必要がある。更に各学生個

人としての集計は，一覧表作製の時期により，種々の

事情のため空白（未評価）の評点もあり，この場合は

個人として集計は行なうがクラス全体としては，この

学生を除外して処理するものとする。またこの場合，

該当学生の成績評点のすべてに（印を付して別区す

る。また教育指導のため本校において定められた合格

点未満の成績評点にはキ印を付して表示する。（印を

付することは本校において従来より行なわれていた方

Michio Araki 

法であり，＊印を付することは電算機化する時点で導

入したものであるo最大学科目数は本校における従来

のデータと行印字機の一行の桁数から23科目とした。

図1に前述の印刷例を示す。

I s3I ssl 65j 611 * 421 681 sol *ssl 

｜料＊キ｜＊料＊Ic 761料料｜＊＊＊＊｜料＊キIc 611料＊＊｜
図1 規準未満の評点と未評価科目の印刷例

また教育指導の資料として，クラス中の順位，欠席

日数，欠課時数を印刷するものとする。学年末におけ

る進級判定のための内規による資料を成績一覧表印刷

と同時に作製することが出来得れば，学年末における

事務処理の高速化が可能となり，適切な資料が容易に

得られること相侠って，電算機化の効果の大なるもの

があり，昭和49年度末より実施した。なお，未評価の

データとして負数を入力し，表として縦一列空白の列

を作る場合9000を入力する。

3.処理プログラムについて

本プログラムは言語として， FORTRANを用い

Tこ。

図2にプログラムの構成を示す。前述した如く，初

等的手法で十分であり，プログラムの説明は不要であ l

るが，主要な部分について若干記述する。FORTRAN

を用いた場合，最もプログラム上困難な事は，WRITE

文にともなう FORMAT文に変数が使用出来ないこ

とである。各クラスにより，または前，後期の別によ

り学科数が大巾に変動する場合，この問題の解決法と

して，全評点および合計点，平均点等をすべて文字に

変換し，未使用の配列はすべて空白を前処理として入

力することにより解決することが出来た。この数値よ
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図2 プログラムの構成

り文字変換は FACOM-230-25 COBOL中のサブル

ーチン COVOUT(F, FI, A, B1，…Bn）を使用した。

また， 4桁中に評点，（，＊等を印刷するため，条

件により種々の判定を行ない，それによって満足な結

果を得ることが出来た。図3にこのプログラム中の主

要部分の流れ図を示す。プログラム中 CPUのASW

の状態を CALLする文は，目的とする仕事に応じて

，必要な入力データのみ用意すれば処理が可能とした

ものである。

4.あとカ三き

元来，このプログラムは，公表するために作製した

ものでなしまた種々の要望を満たすため，次々と内

容を書き換えたものであり，一貫性に乏ししまた簡

易化を旨としたため変数名も不適当なものが多い。本

校においては，昭和51年度前期末より学生に対する成

績通知票の電算機化を行なうこととなり，その準備中

である。そのため，このプログラムも多少の変更が必

要となると思われる。このような要望を満した後，更

に滞足すべきプログラム作製へ努力する心算である。

本プログラムの場合，また次の通知票作製プログラ

ムの場合，本校の行印字機の文字種類の不足，特にカ

ナ文字の使用不能は致命的欠陥と言える。更に学生成

績の効果的処理のためには，周辺機器として， MT

または磁気 DISCの増設が切望される。前述の通知

票の処理については完成後報告する。おわりに，御助

言をいただいた，富士通福岡営業所竹岡郁夫氏に深く

感謝の意を表します。
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図 3
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高専における保健体育授業時間と教官の実態

寺 本

＜昭和51年8月15日受理＞

匡 謀

Actual Conditions of Health and Physical 

Education Hours and Teachers 

Since the problem of increasing the sta百 of・health and physical education has not 

yet been settled after five years of discussion at the research meeting of Kosen Physical 

Education Association, the curricula are gathered from each kosen, the actual conditions 

of the staff are got hold of, and they are tentatively arranged. 

はじめに

高等専門学校体育協会が主催する体育研究集会も今

年で5回を迎えようとしている。私は最初より出席し

ているが，毎年色々の議題が提出されるが，結果的に，

研究会の意に副うような結論は出ていない。 50年度よ

り体育研究会の九州A地区委員として運営委員会に出

席して一番に私が発言したのは体育教官増の件で、あっ

た。然し各委員はあまりにも冷たく，いまだに実現ど

ころか糸口さえつかめない状態である。第3回研究集

会で，ある高専の先生は毎回提案され全会一致で要

望するよう決定されながら，いまだに結果の報告がな

いのは何故か，我々はそんな馬鹿者ぞろいがと断言さ

れ，もう今後この会には出席しないと言われた。私も

同感である。そこで前述のように私が委員となり私に

課せられた任務として専体協会長の田先生の助言のも

とに体育教官の実態をつかみ，系統を立てて，一応整

理して関係方面に働きかけて御理解を得るよう努力し

てみる。（51年5月現在の調査規準）

一．数量的整理 （全国国公私立高専58校につい

て調査） ( 5学科6校， 3学科9校， 2学科2校

他は4学科）

1.常勤人数

1名

2名

3名

4名

2.常勤時間合計

6時間

1 2時間

4校

3 8校

1 3校

3校

1校

1校

Masaaki Teramoto 

1 6時間

1 7時間

2 0時間

2 1時間

2 3時間

2 4時間

2 6時間

2 7時間

2 8時間

2 9時間

3 0時間

3 1時間

3 2時間

3 3時間

3 4時間

3 6時間

3 9時間

4 0時間

4 1時間

4 4時間

5 0時間

5 3時間

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

1

A

1ム

1
ム

1

4

1よ

Q
d
n
4
n
L
1
4
1ム

1
ム

1
ム

d
佳

1

A

1ム
つ

白

1
ム

A
吐

つ

臼

1
ム

1

4

1ム

5 4時間 1校

5 6時間 1校

3.常勤教官の 1人当り平均時間

6時間

8.5時間

10.5時間

1 2時間

12.5時間

1校

1校

1校

1 1校

1校
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1 3時間 5校 4時間 3校

13.5時間 9校 5時間 1校

1 4時間 1 1校 6時間 3校

14.5時間 2校 8時間 3校

1 5時間 1校 1 0時間 3校

15.5時間 3校 1 2時間 1 4校

1 6時間 4校 1 4時間 2校

16.5時間 2校 1 5時間 1校

1 7時間 1校 1 6時間 7校

17.5時間 1校 1 7時間 1校

18.5時間 1校 1 8時間 1校

2 0時間 1校 2 4時間 1校

4.常勤教官1人当り時間数の最高最低 2 8時間 3校

（最高） 3 0時間 1校

2 0時間 3校 7.非常勤教官の 1人当り平均時間

1 9時間 1校 0時間 2校

1 8時間 1校 2.5時間 3校

1 7時間 4校 3時間 4校

1 6時間 9校 4時間 1 5校

1 5時間 5校 4.5時間 3校

1 4時間 2 4校 5時間 6校

1 3時間 1校 6時間 5校

1 2時間 8校 7時間 3校

9時間 l校 7.5時間 1校

（最低） 8時間 4校

6時間 1校 1 2時間 1校

8時間 2校 8.非常勤教官1人当り時間数の最高 ・最低

9時間 3校 （最 高）

1 0時間 4校 1 2時間 2校

1 2時間 1 8校 8時間 1 1校

1 3時間 2校 6時間 1 0校

1 4時間 1 5校 5時間 3校

1 5時間 2校 4時間 1 6校

1 6時間 8校 3時間 3校

1 7時間 1校 （最低）

1 8時間 1校 2時間 7校

2 0時間 2校 3時間 5校

5.非常勤人数 4時間 2 2校

0名 2校 5時間 1校

1名 1 0校 6時間 5校

2名 9校 8時間 4校

3名 1 5校 1 2時間 1校

4名 1 0校 9.時間割上同時間に2名以上の教官が授業する

5名 1校 時間

6名 1校 1時間 1校

6.非常勤時間合計 2時間 1校

3時間 1校 3時間 1校
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4時間 6校 校が38校 ・3名の学校が13校 ・1名が4校， 4

6時間 6校 名が3校となっている。文部省の配当定員が2

7時間 3校 名であるので38校は普通と考えられるが， 3名

8時間 8校 の学校13校は8校が国立学校で， 5校は公私立

9時間 2校 校である。国立校の場合は5学科の久留米高専

1 0時間 3校 の他は全寮生の学校が多い。一部の学校では学

1 1時間 7校 校長の考えで他教科よりの振替えがある。 4名

1 2時間 2校 の学校は鈴鹿高専と私立の熊野高専，市立の神

1 3時間 1校 戸高専である。常勤教官の時間数を見ると28時

1 4時間 3校 聞が11校で一番多く，次に24時間が9校， 26時

1 5時間 1校 聞が2校の順で最高は56時間が1校で長岡高専

1 6時間 3校 でしかも教官数は3名である。次に54時間熊野

1 8時間 4校 高専で教官数4名，次に53時間～54時間が各1

22時間 2校 校， 40時間4校などとなっている。この時間数

3 0時間 1校 と教官数と比べると教官数が多い学校はやはり

10.総時間数（常勤十非常勤） 多いのが当然である。 1人当りの持時間数を調

6時間 1校 べて見ると千差万別である。 1人当り最高が20

1 2時間 1校 時間というのが3校もあり， 19～18時間が各1

1 6時間 1校 校， 17時間が4校， 16時間が9校， 15時間が5

2 0時間 1校 校， 14時間が24校もある。この事は大体高専の

2 6時間 1校 体育教官の持時間は14時間が普通と考えてよい

3 0時間 1校 のではないか。又一方最低を見ると 6時間が1

3 1時間 。1校 校（幾徳高専）' 8時聞が2校， 9時間3校， 10

3 3時間 1校 時間4校， 12時間18校， 13時間2校， 14時間15

3 4時間 1校 校となり16時間が8校他は17,18, 20時間が各

3 6時間 4校 1校となっていることを考えると大体12時間か

3 8時間 1校 ら14時間が普通の様である。比の高低を比較し

3 9時間 1校 てみると， 14時間で一致した時間数が適当であ

4 0時間 2 2校 り文部省の教官配当から見て普通であるとうな

4 1時間 1校 づかれる。教官1人当りの平均時間数は， 12時

4 3時間 1校 間， 14時間が各11校あり， 13時間が5校13.5時

4 4時間 3校 聞が9校もある。他は最高20時間から最低6時

4 5時間 1校 間と各一校が多く 2・3校が散在している。

4 6時間 1校 次に学科数と人員の面をみてみると， 2学科が

4 8時間 5校 仙台電波常勤2名，非常勤1名，金沢常勤1名

4 9時間 1校 非常勤なし，熊本電波常勤2名，非常勤なし，

5 0時間 2校 3学科は商船高専が主で弓削常勤2名，非常勤

5 2時間 2校 2名，広島常勤2名，非常勤1名，大島常勤2

5 4時間 1校 名，非常勤3名，詑問常勤2名，非常勤2名，

5 6時間 1校 鳥羽常勤2名，非常勤なし，富山常勤2名，非

5 7時間 2校 常勤6名，幾徳常勤1名この学校は近く大学に

6 0時間 1校 移行するので高専は4・5年しかないので時間

6 1時間 1校 数も最低の6時間となっている。木更津は常勤

2名，非常勤1名， 5学科は久留米常勤3名，
ニ．概 説 非常勤1名，大阪府立常勤3名，非常勤2名，

1.常勤教官 桐蔭常勤3名，非常勤なし，長岡常勤3名，非

常勤教官のいる学校は58校で1校当り 2名の学 常勤1名，東京都立常勤3名，非常勤1名，育
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英常勤3名非常勤なし， 6学科は神戸市立，熊

野2校で常勤4名非常勤なしとなっている。 4

学科の学校は42校で八戸常勤3名，非常勤1名，

一関，小山，和歌山の各校は常勤各々 3名，非

常勤なし，鈴鹿は常勤4名非常勤なし， 豊田，

明石常勤3名，非常勤1名，鹿児島常勤3名，

非常勤3名，石川常勤1名，非常勤なし，他の

4学科校は常勤2名で非常勤1名が有明1校で

12時間持っている。 2名の学校が6校， 3名が

10校， 4名が9校， 5名が1校，となっている。

2.非常勤教官

全国国公私立高専での非常勤教官を御願いして

いる学校が48校で， 1校3名の学校が15校， 1

名ないし4名が各10校であって2名が9校5な

いし6名が各1校となっている。全くなしの学

校が2校である。調査学校校数と合致しない点

が10校あるが調査の書き違いか，不明な点があ

って集計に苦慮した。時間数にして最高30時

聞から最低3時間迄全然ない学校もある状態で

ある。此の時間を1人当り平均時間にして見る

と， 4時聞が15校， 5時間が6校， 6時間が5

校で多い学校で12時間と云う事になる。 1人当

り時間の最高校は4時間が16校で， 8時間が11

校， 6時間が10校などとなっているが時間数の

最高は， 12時間1校となっている。最低校4時

間が22校， 2時間が7校， 6時間が5校， 8時

聞が4校などとなっている。非常勤教官が非常

に多いことが痛感される。文部省の教官配当に

元来無理がある。高校に於いては非常勤は少な

い。それは常勤教官が病気か又は事故の時で普

段から非常勤を当にした時間割は作製しない。

高専はその点保健体育科のみならず他の教科に

も非常勤が多い。比のデーターにより，もっと

反省の要ありと考えられる。それと今ひとつ注

意しなければならない事は，此の非常勤は年令

が高いことである。こんどの調査では年令は調

べなかったが見聞する所によると，何うもその

感が強い。体育は出来るだけ年令の若い人を求

むべきである。保健体育教官は正課授業の外に

課外活動の中心的役割を果している。特に全国

高専体育大会も年々盛大になり種目数も増して

いるのと学生の活動意欲が盛んになっている，

現在どうしても常勤教官が必要になっている。

又一方寮務主事，学生主事あるいは両方の主事

補とか，学校全体の訓育，しつけなど相当の仕

事がある。そのような仕事は非常勤にはまかせ

るわけにはゆかないのである。他学科の教官と

ことなったものがあるのでその点学校長，文部

省は一考される必要がある。理解ある学校長は

他学課の定員を体育にまわしている学校もある

と聞いている。

3.総時間数（常勤十非常勤）

高等専門学校教育課程の標準（昭和43年3月発

行）によれば1学科10時間で3ないし4学科の

学校は30ないし40時間になるのが普通で、ある。

ところがこんどの調査では最高61時間，最低6

時間となっている。教育課程による 4学科の40

時間が22校で48時間が5校で， 36時間が4校，

44時間が3校，他は6時間から61時間迄ほとん

ど各1校となっている。勿論5学科， 2学科の

学校もあるので差のあることは当然と思うが，

同じ4学科の学校で最高58時間1校， 57時間2

校，52時間2校， 48時間4校， 45時間1校，44時

間2校， 43時間1校，となっている。最低は38

時間となっている。此の様にして見てみると，

その学校の事情によりいろいろと異っている事

がよく分る。今度の新教育課程でどのように変

って来るかが問題である。

三．提言・提案

数量的整理でしめしているように，常勤教官数

の不足は大であることは，云うまでもないこと

で，之が高専体育に及ぼす影響はこれ又大であ

る。非常勤の先生の問題をとやかく云うことで

はないが，年令的に見て非常に高いことをよく

耳にする（此度の調査では年令は調べなかった）

高等学校を退職された先生が主で、はなかろう

か，正課時だけの体育教官である。私が理想と

している体育教官は正課よりむしろ課外をより

以上に発展させる原動力にするものである。正

課の時間は高等学校3年間の時間数の方がはる

かに多い。高専5年間で10時間とは本当に同年

令の学生に可愛そうである。そこで大学受験勉

強もいらない高専の学生諸君にはおおいに課外

活動で自己の心身を鍛えるのが最良である。初

代校長の牛尾先生は鉄は赤いうちにたたけとよ

く云われた。人間これまた同じで若い時に自分

の身体は鍛えに鍛えぬいて，将来自己の身体に

健康に自信をもたせなければならない。それが

ひいては社会の為，国家の為になることと私は

確信する。戦前の教育とくに私に関係のある保

健体育はものすごく鍛われたものである。体育



以外に武道，教練，が正課であり，月に1回は

行軍，各種競技会などがあり，武道では暑中稽

古，寒稽古と何かと心身の鍛練があったもので

ある。それは先生方は非常勤ではなく全部常勤

の先生であった。現在まで高専校長会の報告の

なかに文部省の局，部，課長の訓話の中に，高

専だけが日本で本当の教育をしていると言われ

る。そのように本省，政府が考えているなら高

専より非常勤教官を一日も早くなくしてより以

上の教育効果が上がるよう努力さるべきではな

かろうか。文部省，政府の猛反省を御願いした

いものだ。又一方昨年より社団法人全国高等専

門学校体育協会に於いて，全国国公私立高専を

対象にした「高専に於ける課外活動（体育クラ

ブ）に関する調査」結果に於いても下記の如き

結論が出されている。高専における体育クラブ

活動が，重要な教育の一環であることは前々か

ら一応共通理解されていた所であるが，今回の

調査によりそれが確認され，とくに教育の一環

としての体育クラブの教育“目標が明瞭にされ

た。これらの目標は学生の自主的，自発的な自

覚に基く活動があってより一層達成され，教育

効果が期待される。調査の結果が，クラブ活動

は学生会が計画し，実施に際して学校が指導援

助すると云う方針に集中し，学校が中心となり，

積極的に計画し，実施面でも指導するという意

見が極めて少数であったことはこの期待のあら
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われであろう。従って，クラブ活動は正課外活

動として位置づけられるものであろう。今回の

調査において，体育クラブ活動は重視すべきで

あるが正課に支障にならない範囲にとどめるべ

きであるという意見が比較的多く出されている

が，また人間形成上の面で、正課教育を補完すべ

きものであるとか，正課に準ずる実践教育活動

としたいという様な考え方も示されており，学

生の自主的活動を基礎としそれを育てる配慮で

教育上の成果をあげるものであるという性格づ

けの意見も見られる。幸い近く高専の教育課程

の基準が改訂される見通しが明確になった今

日，新基準により生まれる余裕時間を活用して

クラブ活動の教育的位置づけを確立すべきであ

ろう。また，各校においてクラブ活動振興のた

めに授業時間割上の配慮工夫ができる好機にな

ると思われる。従来課外活動はややもすると軽

視され，正課教育に対し不当に低く評価される

傾向もあったが，技術者を養成する高専教育の

なかでは，前記のような教育目標を持つ体育ク

ラブ活動は，重要な教育の一環として，より重

視することをまず高専内部においてしっかりと

共通理解することが肝要と思われる。これがま

たすべての体育クラブ振興策の基本となるもの

であろう。その課外活動の根本になるのは体育

教官であることを忘れてはならない。
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全国高専生の体育クラブ活動の意識調査

寺本匡諜 仁田原

＜昭和51年9月10日受理＞

一万 塚本邦重

An Investigation of How Conscious National Kosen 

Students Are of their Athletic Club Activities 

With what consiousness students are carrying on their athletic club activities is in 

vestigated and compared with our guidance for their school club activites. 

Masaaki Teramoto Hajime Nitahara Kunishige Tsukamoto 

はじめに

社団法人全国高等専門学校体育協会において，昭和

50年11月1日現在をもって，全国国公私立高等専門学

校を対象とし，高専における課外活動（体育クラブ）

に関する調査を行った口その結果にも体育クラブ活動

の高専における教育的意義は極めて重要視されてい

る。この調査の中に体育クラブ活動は，学生の人間形

成，心身の訓練，集団活動の訓練，規律ある生活の体

得等教育的意義が高く評価され，従って重要な教育活

動の一環と考えられている。このことは学校が考える

ことで（調査の解答は学生主事）あって，一体学生は

どう考えているのかと反問したくなり，私達は全国高

専にアンケートを出し，その結果を集計し学生の考え

と学校の考えを比べながらクラブ活動の意義をさぐっ

てみた。

1.数量的処置

1 学校として体育クラブ活動の意識

（ア）自己の人間形成 49校

（イ）心身の訓練 47校

（ウ）集団活動の訓練 37校

（エ）規律ある生活 20校

（オ）リーダーシップの体得 17校

（カ）礼儀作法の体得 16校

（キ）校風の高揚 8校

（ク）自己の技術練磨 4校

（ヶ）その他 20校

2 学校としての体育クラブ活動の位置づけ

（ア）重要な教育活動の一環と考える 55校

（イ）体育クラブ活動は，重視すべきだが正課

に支障とならない範囲にとめる。 24校

（ウ）人間形成上の面で正課の補充をするもの

である。 8校

（エ）重要な教育活動の一環であるが学生の自

主的活動を基礎とし，それを育てる配慮

で教育上の成果をあげる。 6校

（オ）学生の自主的活動に任せるべきである。

4校

（カ）その他 5校

3 自己の人間形成

心身の訓練，集団活動の訓練等多くの教育的意義を

示しているが，その他の項目によって数量的には差が

あるが，全体的に文章表現の方法がいくつもの項目を

組合わせた内容のものが多かった。体育クラブ活動

は，学年差など異なった環境にある者が，相互理解を

深め，協力し合いながら同一目標に向って汗を流し，

苦楽を共にする中で心身は鍛練され，集団意識は溜養

され，正課教育の場では求められない人間関係をつく

る体験の場である。将来ともクラブ活動が盛んであ

り，学校側の指導援助も充分行われ学生の自主的・意

欲的な参加があるならば，心身の訓練・自己の人間形

成，集団活動の訓練など教育的意義はすべて考えられ

る。

4 学生個人としての体育クラブ活動意識

全国高専から36校のアンケート結果が回収出来た。

各種目 1学年から 5学年まで各一枚記入してもらい，

種目別考察をしてみた。

次の20項目について答えてもらった。

(1）リーダーシップ（2）人間関係を身につける

(3）正課授業の補充（4）社会性の体得（5）集団

の体得（6）陶冶の鍛練（7）マナーの体得（8）克
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表3

¥ A B c 

項目（2) 項目（9) 項目（3)
1 

338 220 728 

項目（9) 項目（2) 項目（11)
2 

292 136 713 

項目（18) 項目（12) 項目（10)
3 

94 495 

己心の養成（9）精神の修養（10）校風の高揚（11)

社会との結びつき（12）自主性の育成（13）規律ある

生活を身につける（14）ケジメある生活（15）学業と

両立させる（16）明朗な性格の育成（17)積極性（18)

協調性（19）進んで、困難に当たる（20）礼儀作法の体

得

表1に実数を示す。学生が一番価値と思う項目を

A，次をB，普通をCの区分で示している。表2では

種目別に全体数を示し，表3においては項目の総合を

示した。

〔陸上競技〕 精神の修養及び人間関係を身につけ

るが多い。個人競技と団体競技との両面をもっ陸上競

技では個人として，又部としてのチームワーク・練習

過程等での考えが成り立ったと思われる。

〔野球〕 精神の修養が多い。これはアマチュアス

ポーツにおいて，特に高校野球で見られるように，精

神的要素が徹底教育され，部員も学校におけるクラブ

活動での野球とは，精神の修養が大きなメリットであ

ると言う共通の考え方だと思われる。又， Aランクで

（表 2）項目 5が26名とは集団，すなわちチームプレ

ーの競技であり，個人の考えより集団としてのセオリ

ーに重視する考え方で「集団における体得」が26名と

考えた。

〔バスケットポール〕 前記と同じ様に完全に集団

競技である。特にパスケットボーノレにおいては技術自

体に，コンビプレイ，タイミングプレイ，デイフェン

スにおいても，カバー，へノレプ等多くの助け合いの場

面がある。これらからも項目18，協調性が多い事が言

えそうだ。

〔バレーボール〕 前記と同じ事がバレーボール競

技においても言える。 Bランクに，精神面及び性格に

おいても，ボーノレゲームとして共通した点が多い事が

79 

観られる。

〔軟式庭球〕 Aランクに，人間関係を身につける

が多い事は，軟庭の場合，夕、、プルスを組での個人，団

体競技であり，前・後衛が決められた形で、のゲームで

あるから，項目 2と項目12の自主性が生まれるのでは

ないか。

〔硬式庭球〕 前記にほぼ同じ事が言えるが， Bラ

ンクで，礼儀作法の体得（項目20）とあるのが注目で

きる。軟庭がアジアのリーダーならば，硬庭は，国際

的デ杯，ウィンブルドン大会等で観られる様に礼儀作

法に重視するのであろう。

〔卓球〕 精神の修養がA・Bランクとも多い事

は， 一見単調の様であるが，非常にリズムを大切に

し，精神的には忍耐力を必要とし，瞬発的行為だけで

勝負が決まるのでなく，練習そのものも持続性に豊ん

だ練習になるからではないか。

〔柔道〕 精神の修養が多い事は，「精力善用」「自

他共栄」の言葉通り，身体精神を鍛練，修養し斯道の

神髄を体得する事等，歴史的背景から成り立ち，そこ

に礼儀作法の体得となるのであろう。

〔剣道］ 格技としては前記と同じであり， Aラン

クもほぼ同じであるが， Bランクで前記と変わる点は

戦後の指導理念として，特にスポーツとしての性格が

さらに明らかになった事による変化と思う。

〔サ.. ，力一〕 チームプレイ，団体競技の性格等か

ら人間関係，精神修養，集団の体得が多い事がうかが

える。

〔ラグビー〕 前記の団体競技と同じであるが， B

ランクで項目20があり，これはイギリスで発展したラ

グビーは，レフリーには絶対服従するという厳しいノレ

ールの精神のもとに成り立っている。戦後，特にs.

27(1952）年から本場イギリスの名門チームからゲー

ムのマナー，高度の技術，スピリット等を学び，礼儀

作法を重視する競技として認識された事によるもので

あろう。

〔水泳〕 Aランクにおいて他種目と同じである

が，項目14，ケジメある生活，又Bランク， Cランク

共に多少変化がある。水泳競技においてはシーズンオ

フが長い為，練習試合，プールを使つての練習等，他

種目に比べ一年間いつでも出来ると言う環境でない事

が，これらの変化に関係すると思う。

〔ハンドボール〕 実施校が少ないがほぼチームプ

レイを主体とするボールゲームの団体競技と同じ事が

見られる。

〔空手） 武道として格技の傾向であり，陶冶性が

うかがえる事は，「空手道教範」等による影響であろ

う。他種目，弓道，小林寺，ボクシングでは少数の為
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考察せず，実施校の実数を参考に記載する。

総 括

競技内容により価値観が表われている様に思い，内

容について考察をしてみた。私達は高専におけるクラ

ブ活動とは広い人間性，社会性を養う目的で「個性の

伸長」「心身の健康を助長」「自主性の育成」「集団生

活においての協調性」等とした本来的な指導理念を持

ちたいと考える。又体育人・スポーツ指導経験者とし

て，スポーツの進展を尚一層望むものであり，その

為，クラブ顧問として各種大会参加，及び選手育成に

大きな期待と夢を抱いて勝つ事に努力精進している。

私達は，これらの問題を学生はどの様にクラブ活動を

考えているかを知り，昨今のクラブ活動の目的の多く

が技術向上，勝負えの参加であり，これらには多くの

教育的価値を見る事が出来るが，技術主体である。学

校クラブ活動の目的，意義を考えた場合一抹の不安が

あり全国高専にアンケートにより調査をしてみた。

そこでその結果として，学生が一番重要と思うこと

A，次はB，普通Cとし数量的にみてみると， Aにつ

いて人間関係を身につけるが338名もあり，次に精神

の修養が292名，協調性が77名となっている。 Bにつ

いては精神の修養が220名，次に人間関係を身につけ

るが136名，自主性の育成が94名。 Cについては正課

授業の補充が728名，社会との結びつきが713名，校風

の高揚が495名となっている。種目別にみてみると表

2を参照してもらうともっとはっきり解明出来る。学

校の考えと学生の考えが，自己の人間形成についてそ

れを身につけることで一致していると同時に，精神の

修養においても，自主性の育成にしても完全に一致し

ていることが解明出来た。私達は或は不一致するかも

知れない，一致する項目も幾かあろうと想像していた

が，結果的にみて本当に完全一致したことを喜びとす

ると同時に心配していた現代の学生の考え方の深さに

驚いた。今にしてみてこんなアンケートをとってみて

よかったとつくづく思た。高等専門学校の体育クラブ

活動は，表裏一体として活動していることが証明出来

たのだ。よく見聞されて来た顧問の問題についてもお

のずと解決されてくることだろう。

おわりに

社団法人全国高専体育協会が行った，高専における

課外活動（体育クラブ）についての調査の中，学校の

クラブ活動に対しての意識（意義）について学生の考

え方，意識調査をアンケートで調査してみて前述の如

く，完全に一致したことを喜びとすると共に，各高専

の体育教官ならびに学生諸君の御協力に対して深く感

謝致します。
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連を併用するx管理図の経済設計

成冨 孝 中山 尊＊ 畠山亮介＊

＜昭和51年9月14日受理＞

The Economic Design of x Control Charts with Combined Use of Runs 

In this paper, we introduce the combined use of runs in王controlcharts, and evaluate 

the optimum values of the sample size, the interval between samples and the control limits 

that will yield minimum average loss-cost. Comparison is made between the results given 

in Geol, Jain and Wu [2] and our optimum values. 

1.まえがき

王管理図の経済設計に関して，最初の研究はDuncan

〔1〕において行われた。Goel,Jain and Wu [2］は

Duncanが定式化したモデノレについてより精密な数値

的な解を与えた。その後この問題については多くの

研究者によっていろいろの研究がなされている［3],

[4〕，［5〕，［6］。われわれはさきに£管理図で管理ハ

ズレになったとき直ちに工程を停止して原因を調べる

というモデルについて経済設計を考えた［7〕。しかし

これらの研究ではし、ずれも，上方管理限界線と下方管

理限界線がそれぞれ1本の場合の王管理図について考

察が行われている。

われわれは北川，瀬口仁8〕，［9〕， [10］の考え方に

従って，工程が異常になってから異常が発見されるま

での時間が短い程望まLいとし、う観点から，連を併用

する 2管理図， R 管理図および王－R管理図につい
て研究を行い，従来のいわゆる 3シグマ法管理図に対

して性能の比較検討を行った口1],[12], [13〕， [14〕。

その結果，連を併用する£管理図では従来のE管理図

に比べて，ある条件の下では検出力が大きくなること

が知られている。

ここでは乏管理図の経済設計において連を併用する

管理図を考えて，連を併用することによる経済的な効

果を考察する。（ただし連を併用する王管理図として

は，上方管理限界線と下方管理限界線がそれぞれ2本

ある場合を考える。）すなわち Duncanと同じように，

標本の大きさ，標本抽出間隔および管理限界線を定め

る係数を変数として，連を併用する王管理図を用いた

ときの管理費用を最小にする最適な変数の値および最

＊ 下関市立大学

Takashi Naritomi, Takashi Nakayama 

and Ryosuke Hatakeyama. 

適費用を求め， Duncanおよび Goel等が求めた結果

と比較検討する。 Oliveira等口5],[16〕も連を併用

する王管理図の経済設計に関する研究を行っている

が，われわれの方法とは異っている。

2.工程および管理図に対する仮定

ここでは工程と連を併用する2管理図に対する仮定

を述べる。

1）工程は正規分布に従い，管理された状態 N(μ,

σ2）から出発する。

2）見のがせない原因の発生により，工程は異常状

態 N(μ+oa,a2）に推移する。（ここでa:;;:::oとし

て一般性を失わない。）工程の標準偏差σは変化

しないものとする。

3）見のがせない原因は平均時間1/Aでランダムに

発生する。すなわち，その発生の時間々隔は母数

Aの指数分布に従う。

4）大きさnの標本がh時間々隔で工程から無作為

に抽出され，標本平均値乏が管理図に打点され

る。

5）管理限界線は

σσ  
μ土 ki－：フ＝＝， μ土kz寸＝＝
vn vn 

で定める。ここに九んは管理限界線を定める係

数で，後に述べる費用関数に対する変数である。

μ十kja/v玄 (j=1, 2）で定まる管理限界線をそ

れぞれ UCLi(j=l, 2), μ-kiσ／v玄 (j=l,2) 
で定まる管理限界線をそれぞれ LCLi(j=l, 2) 

で表わす。 UCL1の外に 1点打点される事象を
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E1で， UCL1とUCL2の聞に続けて 2点打点さ

れる事象を Ezで，LCL2とLCL1の聞に続けて

2点打点される事象を E3で、LCL1の外に1点打

点される事象を E4でそれぞれ表わす。

事象 Ei,Ez, E3, E4の何れかが起るとき管理

ハズレといい，このときだけ工程に対して処置を

原
因
発
見

a）異常発生までの平均時間は仮定により 1／えで

ある。

b）事象 Ei,Ez, E3, E4の何れかが起る事象を E

で表わす。）管理ハズレになることは Eが起るこ

とである口）事象 Ej(j=l,2, 3, 4）は再帰事象で

あり，仮定4）から標本をとり管理図に打点する

ことは独立試行列になるので， 事象Eもまた再帰

事象になり，次の関係がなりたつ。

1動作時間

工程の動作図図2

2
番
目
の
標
本

打

点
1
番
目
の
標
本

工
程
開
始

とる。

工程が N（μ十δa,a2）に従うとき， UCL1の外

に 1点打点される確率を Poiで， UCL1とUCL2

の聞に 1点打点される確率を《2で， LCL2と

LCL1の聞に1点打点される確率をPo3で， LCL1

の外に 1点打点される確率を Pa4でそれぞれ表わ

す。とくに δ＝0のとき Poi(j=l, 2, 3, 4）をそ

れぞれわ（j=l,2, 3, 4）で表わす。管理限界線

の定め方から Pi=P4,pz＝れである。

上に述べたことを図示すれば次の図のようにな

P01 P1 UCL1 E1 ⑧ 

る。

σ 
μ十んcフ＝
vn 

( 1) 

ここに， u( i) ' u j ( i) (j = 1, 2' 3' 4）はそれぞれ i

番目の標本で事象 E,Ej(j=l, 2, 3, 4）の起る確

率である。また

U (i) =U1 (i) +uz(i）十u3(i）十u4(i)
Paz 1う2UCL2 Ez （豆三豆｝

σ 
μ十kzーフ＝＝v n 

μ 

( 2) (j=l, 4) uj(i) =Poi 

<1 

μ-kzー＝v n 
(j=2, 3）については差分方程式であり， Uj(i)

Po3 P3 LCL2 E3 （~） 

Uj(O) =1 

Uj(l)=O 

Uj(i) +uj(i-l)Poi=PL (i:2:2) 

Po4 p4 LCL1 E4 ⑧ 

σ 
μ-k1てフ＝＝
v n 

がなりたち，これを解いて

Poiー（－Poi)i+1
j(i)= . (j=2,3;i:2:1) 

1十Po1

( 3) 

が得られる。次に工程が N（μ十3σ，a2）に従うと

き E,Ej(j=l, 2, 3, 4）が起るまでの平均標本数

をそれぞれ No,Noj(j=l, 2, 3, 4）とすると次の

関係式がなりたつ。

図 1 において③は Ei および E4 を，（~）

は Ezおよび E3をそれぞれ図式的に表わしたも

のである。

6）工程が正常のとき Eiまたは E4が起って管理

ハズレになるまでの平均標本数と， Ezまたは E3

が起って管理ハズレになるまでの平均標本数とが

等しくなるように管理限界線を定める。

7)管理ハズレのとき，工程を停止しないで、原因を

調べる。

連を併用する乏管理図の型と記号図1

ιτ＝ ~im u(i) 
4・ •v ＇！.ータ。。

4ァ~im 以内Bi
－曹 VJ 包－；，。。

3.工程特性の解折

( 4) (j=l, 4) 

~＝ ~im Uj(i) =____fk_ (j=2, 3) 
• " i→00 1十Poi

さらに（ 1 ）と（4）から

われわれが考えるモデノレは前節の仮定で、述べたが，

以下の解折の便宜のため図示すれば図 2のようにな

る。まず，費用関数を定式化するために必要な，工程

および管理図で起る諸事象について，それらの事象が

起る平均時間を求める。
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ズレになり，異常の原因が発見されるまで1の平均

時間 T（これを1動作時間という）は次式で表さ

れる。

1 1 1 1 1 
一一一一一一＋一一一＋一一一＋一一－Ns - Nli1 Nli2 Nlia N84 

( 5) 

がなりたつ。

異常発生から異常発生の後初めて管理ハズレに

なるまでの平均標本数は（5）で求められ， Nli;

(j= 1, 2, 3, 4）は（4）からそれぞれ次の式で求

められる。
次に，工程に異常が発生する以前に管理ハズレにな

る期待回数を求める。

d）まず，事象Eの定義確率変数を Xiとすると，

xi は第i番目の標本でEが起るとき 1を，起ら
ないとき0をとるから，工程が正常のとき，第m

番目の標本までに管理ハズレになる回数 Smは

(9) T＝÷＋Nlih-'t" ＋叶D

走；＝1-0>(k1-ail玄），
{0>(k1ーδii万）－0（んーδii玄）｝2

1+0（んーδiln)-0>（ん－oiln)ー一ぬ

’抽
Sm= ~Xi 1 {meーん－oiln)-0>(-k1－げ万）}2 

Nlia-l十O>(-k2-oil石〕ー<D(-k1ーδii石〕

となり，また Xiの期待値は

E(Xi) =P(Xi=l）×l+P(Xi=O）×O 

=u(i）×1十（1-u(i））×O

=u(i) 

(6) え＝O>(-k1ーδバ）
TこTごし

z
 

d
 

d

一2pν 
1
一一句一Jv

z

∞
 

r
t
B
E
l
u
－－
 一

一z
 
e
 

(10) 

で求められる。

工程が正常のときは， δ＝0であり，仮定5）で

示したように Pi=P,..,P2=P3であるから（ 1）は

となるから， Smの期待値は

E(Sm) =u(l) +u(2) ＋……十u(m)
実際には 1/Nsa, 1/ N84は 1/Nlii, 1/ Nli2に対

して非常に小さいので、（5）は近似的に

u(i) =2u1 (i) +2u2(i) 

となる。また δ＝0の場合の（2), (3）を用い

て（10）より

(7) 

としてよい。

また，任意のm番目の標本と（m+l）番目の標

本の間で工程に異常が発生するとき， m番目の標

本から異常発生までの（条件付）平均時間 Tは次

式で求められる。

1 1 1 
Nli - Ns1 + Nli2 

r mp~ p~｛l-(-P2)m}, 
E(Sm) =2 L mPi ＋τ王F一一 J L (1 +P2)2 」

(11) 

が得られる。

ここで，異常が発生する直前の標本の番号は確

率変数であり Yで表わすと Syの分布は

jごぺ－mh)A.e ->..t dt 
c～－＞..t dt 't" 

1ー（1+幼）e-Ah
一え（l-e-Ah) (12) 

で表される口（ただし mくf のときは P(Sm=r)

=0.）したがって，異常が発生する以前に管理ハ

ズレになる期待回数Sは次式で求められる。

S= ~ rP(Sy=r) 

P(Sy=r) = ~ P(Y=m)P(Sm=r) 

= ~ ~ rP(Y=m) P(Sm=r) 

= ~ P(Y=m) ~ rP(Sm=r) 
m-o r・0

= ~ P(Y=m) E (Sm) 
m・0

したがって，異常発生から異常発生の後初めて

管理ハズレになるまでの平均時間は Nlih-'t"とな

る。

c）いま，標本をとり必要な検査や計算等を行って

管理図に打点するのに要する平均時間は標本の大

きさに比例すると考えられるので，これを en(e 

は定数）とする。また，管理ハズレになってから

原因発見までに要す7.:J時間については，その平均

時間を考えることにして， これを定数 Dで表わ

す。これらのことと a）およびb）で、述べたこと

から，工程開始から工程に異常が発生して管理ハ

(8) 
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日 （情十l)h

= ~ E(Sm) ¥ .ie－λt dt 
情・O Jmh 

ι2 －λh 
= 2 (P1十合）壬F
+ 2p~ 1-e-Ah 2p~ 

・ 一一(l+p2)2 l+Pze一入品 (1 +Pz)2 

(13) 

ただし

P1=l-fD(k1) 

Pz=0(k1) -fD(k2). 

最後に hとんの関係を求める。

e）工程が正常のとき事象 Ei(j=l, 2, 3, 4）が起

るまでの平均標本数 Noi(j= 1, 2, 3, 4）は（4)

で δ＝0として求まるから

1 
可＝Pi

。尚一

m
l
一ぬ

(14) 

となり，仮定6）より h とんの関係は

p~ 
P1 ＝τ干p; (15) 

で表わされる。

4.費用関数

王管理図で工程を管理するのに必要な費用の要素を

考え費用関数を定式化する。まずこのことに必要な係

数の記号を示す。

M ；工程が異常状態にあるために生じる単位時間当

りの平均損失費用。

C1 ；見のがせない原因が存在しないとき（工程が正

常のとき）管理ハズレになり，原因を調べるのに

要する 1回当りの平均費用。

C2；異常が発生した後管理ノ、ズレになり，原因を調

べるのに要する 1回当りの平均費用。

α；標本抽出から打点までの1回当りの（標本の大

きさに無関係な）固定費用。

b；標本抽出，検査および計算に必要な，標本の1

検査単位当りの平均費用。

前節に述べたことと，上の係数を用いて，単位時間

当りの工程の平均費用 L（これを費用関数という）は

次式で表される。

L M(Nsh「 τ＋en+D)+C1S+C2 . a+bn － ー一一 T . -.- h 

(16) 

5. (n, h, ki. k2）の最適値の求め方

費用関数 Lを最小にする変数 n,h, ki, kzの最適

値を求める場合，これらの最適値は従来用いられてい

る n,h, kの値からそれぞれ大きくは離れていないと

考えられるので， δ，.i, M, e, D, C1, C2, a, bの実際的な

値に対して，従来用いられている n,h, kの値の近傍

で最適解を求めることにする。

(n, h, ki, kz）の最適解および Lの最適値は，軸方

向繰返し探索法を用いて数値的に求める。この方法は

関数によっては収束が悪く能率のよい方法といえない

場合がある。 しかし，変数の 1つ nが正の整数であ

り， hゃん1,kzの値も管理図をつくるのに実用上さし

っかえない精度で求めればよいので，適当に初期値を

えらべば数十ステップで収束させることができるので

この最も簡単な探索法を採用した。この方法の流れ図

と計算の経過の例をそれぞれ付図1と付図2に示す。

6.計算結果とまとめ

Duncan [ 1］のモデルについて Goel等［2〕は

[1］における数値例についてさらに精密な数値計算

を行っている。われわれは連を用いる王管理図にお

ける最適解と [1], [ 2 Jにおける最適解とを比較す

るために費用関数 Lのパラメータ δ，.i, M, e, D, C1, 

C2, a, bに［2］の15通りの数値例とそれぞれ同じ値

を与えて，前節に示した計算法により数値計算を行っ

た。この計算結果と［2］で与えられた最適解爪 h',

k＇および費用関数の最適値 L＇をまとめて表1に示
す。

表1は次のことを示している。

(1）連を併用する王管理図における費用関数 Lの

最適値は，従来の E管理図における費用関数 L'

の最適値と殆んど差がない。

(2）連を併用する 2管理図における標本の大きさ n

と標本抽出間隔 hの最適解の値は，従来の 5管

理図における標本の大きさがと標本抽出間隔 h'

の最適解の値とそれぞれ殆んど差がない。

( 3）連を併用する王管理図における管理限界線を定

める係数（k1,kz）の最適値と，従来の 2管理図

における係数 Eの最適値は，費用関数のパラメ

ータの変化に対して同じような変化をしている。

以上のことから，正管理図の経済設計においては従

来の型のものと連を併用するものとの聞には経済性

に殆んど差がないといってよし、。ただし，ここではん

とんの聞に仮定4）で示した条件をつけて考えたが，

hとんを自由に動かして Lの最適値を求めれば，

ここで‘求めた値よりいくらか小さくすることができる

がこの問題については別の機会に検討したい。
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付図 1 (a) (n, h, k1）の最適値を求める流れ図



n
v

，，白ヲ
A

且守内u
e
O
E
D
R
J
R
J
t
B

・o
・－ea
J

円uz
o

‘J
、‘・4
z
D

・J
・4n
u

．。，
E

電d
内，‘・4
n
w

’ee
－s
’DZ
J
a

－，A
句、d
・3
内4
内4
句，‘‘，‘
n
u
n
u
n
u
n
u

’e
’ez
。a
。，。
R
J
R
J
R
J
R
J
E
J

‘JR
J
R
J

区JR
J
R
J
R
J
R
J

‘JR
J

‘J
‘d

向

u
n
M
n
u
n
u
h
U
内

u
n
v
n
v
n
u
n
v
n
M
A
U
R
u
n
u
n
u
n
v
n
v
n
u
n
M
A
u
h
u
n
u

－－－．， 
．．．
．．．．． 
，，
 
．．．．．． 
，．
 

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
a『
4
4
4
4
4
4
4
4
4

n
v
 

a
d

－－喝

E
0
81
・－－－－－－－－
E

E

－
－
－
・
園
田
町
・
・
・
・
・

－

u
 

h

v

a

－－’』・』’』’』目』’』’』
a

』目』・』・』’』・』’』’』’』
i

』a
』’』・』
E

』’』

0 
2,0 向

M

h

u

‘JR
J
R
J
A

崎、d
内ζ
唱・・内
u

。，
，
e
o

’aA
M
R
J
L

邑守電J
内4
司且
－
h
u
n
u
n

ヲao
’『

0
5
4
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
2
 

’k
，
 ．．．． 
，
 
．．． 
，．， 
．．．． 
‘，
 
．．．．． 

M
O
』

α
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3・3
3
3
3
3

日
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
E

E

E

－－－－－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

h
u
v
h
v
h
v
h
v恥

V
R
V恥

ν邑
n
v
A
v
h
v
h
M民

v
h
v‘n
v
a
n

’Rv
h
v
h
ν
h
v
h
v
a
n
v
R
v
h

．－
 帽，
』
a
d

h
u

－－－F
』角4
A

晶YA
守、d
q
d
笥
J
色
d
q
d
q
d
q
d
q
d
ミ
d
q
d
会
J
笥
d
q
J
色
J
宅
d

’dA骨
A『
ゐ
『

A『

u円

0

．．．． 
，
 
．．．．．． 
，
 
．．． 

－
』
・
・
E

由噌E
．，E
．，．，‘
a

’句E
・噌E
．，E
．，．骨噌晶、
i

－唱E
骨ぜよ句＆噌且－，
．．
 
‘
 
．．
 
，．，噌A
．，－－噌
A

－唱．‘

A
M
 

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
 

T
O
A
H
H
H－
H
判

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
eH
H
H
H
H
H
H

’』・’
A

－nu

n
u
『，－
F
』

a
d

＆MR
d

‘JR
J
a
J
R
J

‘J
’コR
J
R
J
R
J
R
J
a
J
R
J

‘JR
J
R
J
R
J
R
J
R
J

‘JR
J

．
 

0
1
 

M刊

’’内
4
0
0

内ヲa
E

・o
・J
内un
噌，RJ
内4
向ツa
0

・0
＆uR
J
A

晶TA
守、J
《

u
e
o
a口
V

－
E

－eJ
Z
O

内4
・志向U
内UR
u
h
y
n
w

，内ヲ
a
0
6
0
6
0
2

。，。，。
ι

。to
t
o
E
i
d
E
J

－o
’g
’ot
。zo
z

。to
d

－E2
e

コ区J
2
2
R
J
E
J
R
1
4
E
J
R
1
4
E

コ区J
E
2
ε
J
R
J

’D
＆uz
o
ι
u
t
o
t
o
a
D

＆回’
D
£
D
z
o

’D2
D

，。，
o

’U
＆u
，。ι
u

’D
’ot
o

－－－－－ 
．．
 
，
 
．．．．． 
，
 
．．．．．．．． 

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
 

n
v
 

R
d

・－
－

C

』nM
E
M

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
E

－－－
E

・g
－z

－

肉

引

u

・

0
1
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
 

D 
2.0 

(a) 

，・
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
v
n
v
n
M
n
v
n
v

’
a
－
今
6
q
J
A－v
R
J
R
J
R
J
A
M

’e
マ’マ
e
マ，良
uw

a
e
E
2
a
2
E
2

区】
，
E

コe
コ区1
d
E
2
E

コE
コRJ
R
1
4
E
1
4
E
J
R
J
E
J
E
1
d
E
J
E

コ区1
d
E
J
Z
2
R
J

－a
円
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
，

．．
 

M円
令

a

h

u

‘d司
d
笥
d

’dq
d
q
d
q
d
司
d

’J喝
d
q
d
q
J
q
J
q
d
笥
J
q
J
司
d
q
J
q
J
q
J

、Jq
d

’
i

，
・
・
・
・
・
・
－
－
－
－
s

a

a

－－
E

B

－－－－
z

・

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

n
u
v
h
v
n
v
A
V
R
V
A
V
R
V
A
V
A
v
h
v
h
v
A
v
h
v
h
M
h
v
h
v
h
v
A
V
A
V
R
v
h
v
A
v
a
n
 

－
 

舟’』内
U

円以唱・－
P
」
R
J
n
u
h
u
n
u

内un
u

‘み内，晶、
J
A

晶YA
守A幽Y
A

邑7A
崎A
邑YA軸V
R
J
R
J
R
J
R
J
t

ロ句，守
f

M
n
n
M

内，h

．．．． 
，，
 
．．．．．．．．．．．．．．．．． 

L

・
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

内
H
V

－
－
－
－
－
－
－
－
－
E

・E
・－－
E

・E
・－
E

・

T
O
J
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
 

S

』・・－
n
u

n
u

噌・－F
』円MRJ
内4
司・
－
n
u
h

ヲa0
・0a
O
0
0

・0
・0
・0a民
M
a
o

－on
ヲ内ヲ向噌，
n

ヲnu
h
u
n
u
n
u

ヲι－勺4
9

‘，a
．，‘唱
E

，‘．．
 
司晶、
．．
 
唱晶司
a

．噌・骨噌
4

・噌且．唱－－
T
e

噌a．噌E
．令，．弓，．，
a

－句，‘

．．
 OB
E

－－－－
E

E

E

・E
・
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

M
n

，‘
 

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
 

．．．．．．．．．．．．．．． 
園田

．．．．． 

N
N
N
一N
N
N
N
N
M澗
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N－

L←-f(n, h, k1)1llの内容

？ 一式（15）に ktの値

88 

処理

を代入してhを求める

式（16）に n,h, 

ki, kzの値を代入

して Lを求める

(b) 付図 1

(b) 

付図 2 軸方向繰返し探索法による

最適解の計算経過
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ENERGY INEQUALITY OF WAVE EQUATION BY  

FINITE ELEMENT SCHEME 

by 

Makoto Araki 

(Received 14 th September, 1976) 

Our goal in this paper is to show exclusively that Energy inequality of wave equation does hold by 

五niteelement scheme. In fact, according to the theory of partial di宜erentialequation, such estimation is 

clear. But it is not clear that the inequality does hold by五niteelement scheme too. We propose to 

concider this problem. 

1. Introduction and Preparations 

The problem considered in this paper is [Formulation 1] 

、、，，，
噌

i

．
 

噌
E
A
，，‘、、 ~＝Au on [0, TJ×a f)t2 

(1. 2) 

(1. 3) 

some suitable initial and boundary conditions. 

!J is a bounded polygonal region in R2. 

Now, we make progress into the discrete formulation of problem 1. We subdivide the region into 

triangles which no vertex of one triangle lies along the edge of another, and number 1～n on the vertex 

of triangles. Let ψj(x,y) be the piecewise liner function which equals 1 at j-th ve~tex and zero at all 

other vertexs. As usual, the interverval [0, T] is divided into equal pieces of length At=T/N by the 

points t=iAt, i=O, 1, • • ・N. The following notations and convention will be used. 
n 

Vi= Vi (iAt,x,y) = .LJ Vii 的 （x,y),i=1，・・・，N.

DtVi=(Vi_Vi-I)/At, i=l，・・・，N.

Dt Vi= (Vi+l-Vi) I At, i=O. 1，・・・，N-1.

(u,v)=J0 uv Kの llul!=il百万

θv av 
九V＝ー「・ 九V＝一一
δx " ay 

[LEMMA 1] If we take the edges of triangle in !J short, we have following estimations. 

可／ 2 . . ~／ 3 
(1. 4) Bax Viii亘ニ「llVill,llovPll玉ニ－llVill i=O, 1，…，N. 

k - h 

where constants k and h are depending only on the length of edges of triangle-elements. 

PROFF. We make several reductions to simple case. The first step. We assume that u (x,y) = 
ax+by 十cis a linear function on right-angled triangle e which three edges are on y = 0, x = k, y ==; h/ k, 

respectively, where k > 0, and h > 0. 
Then we have 

L ~ 11 1 1 1 2 u2dxdy= - a2hk3十以｛一向－b2h2十一似十－bch十一件，
J 、2 12 4 3 3 

L伽）2ぬの＝ト2hk.
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Hence, if h and k are su伍cientlysmall, we have 

L u2 d.功斗 k2¥ (o.xu)2 dxdy. 
Je 

In the same way, we have 

ieu2ぬのサ h2L刷 2dxdy. 

The second step. On a triangle e, taking a perpendicular from one vertex to the opposite edge, we 

have two right-angled triangles e* and e＊本. The length of edges of that triangles are like such illustration. 

where hキキ＞kホ

From the first step, we have 

j〆2ぬの孟－｝ k*2 J e* (o,xu)2 dxの，

L料 u2dx位 tk**2 J e** （旬）2dxdy. 
Since e＝♂ Ue料， and伊豆許容， wehave, 

Je u2 dxの孟すが l伽）2dxゐ
Je 

In the same way, we have 

Je u2 dxの寸 h2' （θyu)2 dxの
Je 

The third step. We assume that u = u (x,y) is a piecewise linear function on .!J, which is linear on 

each triangle part e, Since !J is composed of triangle parts {e}, we have 

J 0 u2 dxdy = t1 J e u2 dxdy 

孟 m叫んキ2} ~ ¥ （θ.xu)2 dxdy 
~ {e} J e 

＝子 Jo(o.xu)2ぬの， wherek =min { k*}. 

In the same way, we have 

J0 u2 dxの孟冬 Jo刷 2dxdy, where h=min {h}. 

Hence Lemma 1 was to be schown. 

2. Discrete problem and estimation 

The finite element approximation is determined with the next problem. 
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[Formulation 2] 

For each i, i = O, 1, ・・・， N,

(2.1) (DtDtVi,'Pi）＋（θxVi, UxVJj) + （九V九%戸）＝0,

for all trial functions <pJ:j=l，・・・，n.

This Formulation is a discrete Formulation of Formulation 1. 

[THEOREM 1] When we use a finite element scheme Formulation 2, to solue the problem 1, if we subdivide 

the region !J and interval [0, TJ su伍cientlysmall, we have such estimation that 

(2. 2) llDtYi+tl12+l1九yi+1112十｜｜内yi+1112孟const(initial dates), 

where the constant depends. on the subdvision of region !J. 

PROFF. Since (Dt+Dt)Vi can be expressed as a liner combination of trial function 'Pj,j=l，・・・，n.,
from problem 2, we have 

(2. 3) DtDtVi, (Dt+Dt)Vi) +(ox Vi, (Dt+Dt）九Vi）＋（九Vi,(Dt+Dt)uyVi) =0, 

By the way, we notice that 

DtDtVi= (DtVi+l-DtVi) I At 
(Dt + Dt) Vi= (Vi+i_ Vi-1) / At=DtVi+1十DtVi.

Estimation of the五rstterm of (2. 3), 

(DtDtVi, (Dt + Dt) Vi)= (DtVi+I-DtVi, DtVi+i+ DtVi) /At 
= CllDtVi+1112ー llDtVill2)/At

=DtllDtVi+1112. 

Estimation of the second term of (2. 3), 

（θxVi, (Dt+Dt）θxVi)=(u.xV九九Vi+1一九Vi-I)/At 

={(a.x.Vi+1，ゐVi+i一色yi+1十九Vi)
ー（axVi，。xViーθ.xVi+a.xVi-1)}
=£1lu.xVi+1112ー11axvi112

一（θxVi+t,u.xVi+iーθxVi)

十（θxVi,ox Vi一九Vi-I)}

=Dt{llux Vi+1112 

一（uxVi+i，。xVi+1－θxVi)}

In the same way, we have estimation of the third term of ( (2. 3) 

（θyVi, (Dt+Dt）匂Vi)=Dt{lluy yi+1112ー（内yi+1，ゐVi+1ーθVi)}

Hence, we have estimate of formation (2. 3) 

(2. 4) Dt{llDtVi+I112+11axVi+1112+11ayVi+1112 

一（θxVi+i，。xVi+l-f}xVi）ー（θyVi+i，ゐVi+iーθVi)J=O.

i=0,1，・・・，N.
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If we donote 

(2.5) E州＝l1DrVi+1!12+l1θxVi+il12十九Vi+1!12ー（九Vi+1，むVi+1一九Vi）ー（ゐVi+1,ay Vi+1一九Vi),

we have 

(2. 6) Eo=E1＝・・・＝EN.

By the way, using Schwartz’inequality and estimations (1. 4) of [LEMMA l], we have the estimation 

of last two terms in formulation (2. 5), 

(8xVi+l, 8xVi+l一九Vi)+(8yVi+i, 8yVi+1一九Vi)

三五¥18xVi+1l1l18xVi+tーθxVill+ll8yVi+tllII匂Vi+i一九Viii

ii百
三五一一 l¥axVi+IllllVi+l-Vi II十一一 11ayvi+11111vi+1-Vill

h 

三三ど互（｜｜θxVi+1112十.4tllDtV科1112)＋ど互（1l8yVi+1112十.4tllDtVi+1l12）・
2k 2h II 

Therefore, from this estimation and formulation (2. 5), (2. 6), we have such estimation 

(2. 7) Eo=Et+i 

一安 .dt一安 dがIDtVi+1112

+(1一等 .4t)ll8x Vi+Ill2 

+(1一安 dう11ayVi+1112

-( iiτι 、トー：...4t一一一刈 CllDtVi+i112
2k 2h I 

+ 11ax Vi+1112+ 11ay Vi+11!2). 

I -.12 iiτ、
Here, if we take .4t su伍cientlysmall such that ( 1-- .4t一一－ .dt) >O, we have such 

¥ 2k 2h I 

energy estimation 

(2. 8) llDrVi+11l2+1l8xVi+il12+1lゐVi+1112

／ ν2 iiτ『 1
三三（1一一一－ .4t一一一一l En . i=O. 1.・・・，N.
一＼ 2k 2h I u ' ' ' ' 

This formulation shows that the energy of wave equation at .4ti, i = 0. 1，・・・，N.,is not larger than the 
initial energy multiplied by a constant. Therefore, we can get our goal. 
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ポリビニルアルコール球状粒子からの

リン酸型イオン交換体の製造

松 本 和 秋

＜昭和51年9月9日受理＞

Preparation of Phosphoric Acid Type Cation 

Exchanger from Bead-Shaped Poly(vinyl alcohol) 

Abstract 

Bead-shaped poly(vinyl alcohol) was prepared from poly(vinyl acetate) beads by a 

special saponification method. A phosphorylated cation exchanger was prepared by allowing 

the beads to react with phosphoric acid-urea. 

The cation exchange capacity and the degree of swelling of phosphorylated cation 

exchangers are approximately 1. 5～3. 4 meq/ g and 5～11 ml/g respectively. 

1 緒 -==-
－ － Z司

繊維状または粉末状のポリピニノレアノレコーノレ（以下

PVAと略記する）のリン酸エステル化法Dめにはいろ

いろな方法が考えられているが，球状 PVAのイオン

交換体3）を製造したのは著者らがはじめてである。今

回はポリ酢酸ピニル球状粒子から特殊な方法で、ケン化

することにより， PVA球状粒子を合成し，これを原料

としてリン酸ー尿素法でリン酸エステル化を試みたD

その結果カチオン交換容量 1.5～3. 4 meq/gを有する

リン酸型イオン交換体を合成することがで、きたので、報

告する。

2 実験方法

2・1 PVA球状粒子の合成法4)

カキマゼ機とコンデンサーっきの三つ口フラスコ

500ml中に，水350mlに分散剤としてゼラチン3.5g' 

添加剤として硫酸ナトリウム 5gを加え溶解する。こ

の中へ常圧下72.5～73℃の留分の酢酸ピニノレ150mlに

開始剤として過酸化ベンゾイノレ1.5 g溶解したものを

かくはんしながら加える。温度60～65℃で約10時間反

応する。終了後水洗する。

つぎに上記と同じく lOOOmlの三つ口フラスコに水

750ml，水酸化ナトリウム150g，硫酸ナトリウム87g

を加えてケン化液をつくる。このケン化液でフラスコ

中にポリ酢酸ピニル150mlを流しこみ，かくはんしな

Kazuaki Matsumoto 

がら 60℃で1時間反応する。分液ロートから 75mlの

メタノーノレを滴下する。さらに60℃， 24時間反応して

38mlのメタノールを滴下し， 60℃で12時間反応する 。

つぎに19mlのメタノールを滴下し， 60℃で12時間反

応し，同じくlOmlのメタノ－Jレを滴下し， 60℃で12
時間反応する。終了後水洗して乾燥する。この場合の

粒子の大きさは100μ程度の場合で， 粒子の大きさに

よりヶγ化時間を変える必要がある。

2・2 PVA球状粒子のホルマール化

PVA球状粒子のホルマーノレ化は PVAVこ耐水性を

付与するために， PVA球状粒子 10g，水610ml，ホ

ルマリン90ml，硫酸77ml，硫酸ナトリウム140gから

なる混合物を約60℃， 40分間反応させて行なった。

得られた球状粒子のホルマ｛ノレ化度Dは約34%であっ

Tこ。

2・3 ホルマール化 PVA球状粒子へのリン
酸基の導入法

ホノレマーノレ化 PVA球状粒子0.6 gを所定のリン

酸一尿素水溶液に浸潰後，炉過してこれを乾燥器中で

100℃， 60分間予備乾燥し，さらに他の乾燥器中で所定

温度，所定時間熱処理しエステノレ化する。

2・4 測定方法

総イオン交換容量6＞，中性塩分解能町膨潤度8），滴定

曲線わなどの測定方法は文献にしたがって求めた。イ



をつくったが，尿素のモノレ数が多くなるにつれて尿素

が完全に溶解しなくなったので，それ以後浸漬温度を

50℃として実験を行なった。またホノレマーノレ化 PVA

球状粒子（試料）に液の含浸量を変化させるのは困難

であるから，同一操作により伊過することで含浸量を

一定とした。その結果， リン酸1モノレに対して尿素2

～4モノレの割合の場合が総イオン交換容量が大きく

なることがわかった。膨潤度はほとんど変化がなかっ

た。

94 

オン交換体の耐薬品性は交換体を所定薬品に漫潰し，

100℃， 2時間処理したのちイオン交換容量を測定して

求めた。

まず反応浴組成の変化による総イオン交換容量への

影響を検討した結果を表1に示す。はじめに室温（約

25℃）で表1に示すような組成のリン酸ー尿素水溶液

実験結果と考察

反応浴組成の影響

3 

3・1

反応浴組成の影響

試料 0.6 g ; 100℃， 60分間乾燥； 165℃， 30分間熱処理

反応浴組成 漫漬

(NH2)2CCデ宮~
H3P04 
(molfmol) 

表 1

膨潤度総イオン
交換容量H20 (NH2hCO 

，／  

85% 
H3P04 

(g) 

実験

番号
(ml/g) 

1-1 

1-2 

1-3 

1-4 

1-5 

1-6 

9. 7 

11. 0 

8. 7 

8.3 

7.4 

8.2 

(meq/g) 

1. 98 

2.98 

2.94 

2.36 

1. 99 

1. 92 
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2

2

2

2
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( g) 

16.8 

22.8 

31. 2 

42.0 

50.5 

56.5 

21. 4 

21. 4 

21. 4 

21. 4 

21. 4 

21. 4 

考えられる熱処理条件について検討した。この場合も

同様に表1の実験番号1-3の組成のリン酸一尿素水溶

液を用いた。結果を表3に示す。その結果熱処理温度

が低い場合（145℃）には熱処理時間を長くするほど総

イオン交換容量は大きくなる。熱処理温度が165℃で

は，熱処理時聞が45分くらいで総イオン交換容量は最

熱処理温度および時間の影響

試料0.6 g；浴組成85%リン酸21.4g，尿素31.2g 

水20g; 50℃， 60分間浸漬； 100℃， 60分間乾燥

表3

つぎに表1の実験番号1-3の組成のリン酸一尿素水

溶液を用いて，エステル化の他の条件を一定とし，浸

漬時間を変化させることにより総イオン交換容量への

影響を検討した。結果を表2に示す。その結果より浸

漬時間は試料に対する含浸量を一定とすれば，およそ

10時間も浸潰すれば総イオン交換容量はほぼ一定とな

る。この場合中性塩分解能を測定した結果総イオン交

換容量の約50%程度を有することがわかった。

浸漬時間の影響3・2 

膨潤度総イオン
交換容量
(meq/g) 

熱処理
f一ーー〈一一目、
温度 時間実験

番号

浸漬時間の影響

試料0.6g；浴組成85%リン酸21.4g，尿素31.2 g 
水20g ;100℃， 60分間乾燥； 165℃， 30分間熱処理

浸漬
，－ーー＿＿.－..』ーーーー、
温度 時間

表2

(ml/g) 

9.9 

9.0 

6.6 

11. 2 

10.3 

10.6 

9.9 

9.0 

9.4 

7.8 

6. 1 

5.2 

1. 78 

2. 16 

2.31 

2.38 

2.33 

2.46 

2.64 

2.43 

2.44 

2.27 

1. 89 

1. 65 
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145 

145 
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165 

165 

165 

165 
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185 

185 

185 

3-1 

3-2 

3-3 

3-4 

3-5 

3-6 

3-7 

3-8 

3-9 

3-10 

3-11 

3-12 

膨潤度中性塩
分解能
(meq/g) 

総イオン
交換容量
(meq/g) 

実験

番号
(ml/g) 

2-1 

2-2 

2-3 

2-4 

2-5 

2-6 

9.8 

9.5 

8.4 

11. 0 

9. 1 

8. 1 

1. 02 

1. 46 

1. 55 

1. 62 

1. 68 

1. 57 

2.06 

2.81 

2.99 

3.20 

3.30 

3.34 

(min) 

10 

20 

30 

60 

120 

180 

（℃） 

ハU
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U

5

5
に

d

5

5

5

熱処理温度および時間の影響

リン酸一尿素水溶液組成と共に大きな影響があると

3・3



も大きくなり，さらに時間を長くしてもほぼ一定とな

った。熱処理温度を185℃にすると熱処理時聞を長く

することによって総イオン交換容量は減少してくる。

同時に膨潤度は小さくなる傾向にある。これは熱処理

する時，すなわちリン酸エステル化のさいに， リン酸
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モノエステルのほかに，ジエステル， トリエステノレの

生成による橋かけ結合に起因するものと考えられる。

また熱処理温度が高く，処理時聞が長くなるほど交換

体が着色してくる。

表 4 交換体の耐薬品性

試料0.6g；浴組成85%リン酸21.4g，尿素31.2 g 
水20g; 50℃， 60分間漫漬； 100℃， 60分間乾燥

処理条件： 100℃， 2hr 

熱処理 総イオン交換容量 膨 j閏 度
実験

主（℃fτ（m~番号 処理溶液
（処me理q／前g) （処me理q／後g) 

4-1 145 30 IN-NaOH 2.43 10. 0 

4-2 145 60 IN-HCI 2.60 2. 72 8. 7 8.8 

4-3 145 120 IN-NaOH 2.85 2.61 5.9 43.5 

4-4 185 15 IN-NaOH 3.09 2.99 9.2 37.5 

4-5 185 30 IN-HCI 2. 77 2.90 7.4 7.6 

4-6 185 30 IN-NaOH 2.61 2.52 7.0 10.2 

4-7 185 60 IN-NaOH 2.52 2.56 6.4 11. 3 

表4に耐薬品性の結果を示している。これによると

総イオン交換容量はほとんど変化しなし、。膨潤度は酸

に対しては安定であるが，アノレカリで処理した後には

かなり大きくなる。これは熱処理するさいに橋かけが

粒子の外層部分に起こって内層部分まで進行していな

いものと考えられる。しかし熱処理温度，時間を充分

に行なうと耐酸，耐アルカリに対して良好なものがで

きる。

得られたカチオン交換体の交換基の性質を知るため

に滴定曲線を求めた結果を図1に示す。この結果と前

述した中性塩分解能を有するということから， リン酸

m

S

6

4

 

z
a
 
2 

。 3 4 5 2 

.110えたNa.OH(me官／~）

図1 交換体の滴定曲線

型カチオン交換体は二塩基酸の性質を示すことが明ら

かである。また PVA粒子の水酸基の約4～9%がリ

ン酸エステル化されていることが推定される。

終わりに，本研究を終始御指導いただいた熊本大学

工学部本里義明教授ならびに平山忠一講師に深く感謝

の意を表します。
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オルトリン酸塩のイオン交換

クロマトグラフィーにおける異常現象

辻

＜昭和51年9月3日受理＞

直 孝＊

An Abnormal Phenomenon on the Separation 

of Orthophosphates by Ion-exchange Chromatography 

This paper descrihes the ion-exchange chromatographic behavior of orthophosphates 

(KH2P04, K2HP04, K3P04) on Dowex 1×8 (Cl form) columns. 

With potassium dihydrogen phosphate, two peaks were obtained at pH 4. 7, while 

only one appeared at pH 9. 3. 

The same results were also obtained with dipotassium hydrogen phosphates. 

These results indicate that the elution of orthophosphates from the ion-exchange 

resin is dependent on the pH of the sample put on the column, and that orthophosphate 

could, if iron is present, behave as two distinct compounds. 

まえ拍手き

分解しない単一種物質を用いてイオン交換クロマト

グラフィーを行なうと，溶離ピークは単一ピークを与

えるのが普通である。ところがいくつかの研究で2つ

のピークを与えることが示されている。 POLLARD

等D は Dowex1×8 Cl型， 50cm×0.9cmカラム，

0.075M-O. 75M塩化カリウム（pH5）の傾斜溶離法

で完全には分離されてはいないが，オノレトリン酸塩の

2ピークを得ている。

又， HOFF2＞は Dowex1×8 Cl型， 25cm×1cm 

カラム，水－lM塩化アンモニウムの傾斜溶離法でき

れいに分離した2ピークを得ている。

この実験は以前3）に2ピーク現象について検討した

結果にさらに検討を加えたものである。

Dowex 1×8 Cl型， 25cm×lcmカラム，水－lM

塩化アンモニウムを用いて， リン酸ーカリウム， リン

酸二カリウム， リγ酸三カリウム，について傾斜溶離

した結果とリン酸ーカリウムについて塩化アンモニウ

ムのみで、溶離した結果を示している。

1 試薬及び装置

1-1 試薬

リン酸ーカリウム（和光純薬製，特級品）， リン酸二

＊ 有明工業高等専門学校工業化学科
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カリウム（和光純薬製，特級品）， リン酸三カリウム

（和光純薬製，一級品）， Dowex 1×8 Cl型イオン交

換樹脂， 100～200：メッシュ（ダウケミカノレ社製），モ

リブデン酸アンモニウム（四水塩）（和光純薬製，一級

品），水銀（和光純薬製，一級品）空気酸化後，微硝酸

ー水で繰返し、洗浄。その他の試薬はいずれも和光純薬

製，特級品。水はイオン交換水を使用。

1-2 装置

TOA pHメーター HM6A,TOYO SF-160Kフ

ラクジョンコレクター，島津ボシュローム光電比色計，

自作の傾斜溶離装置3)

2 実験方法

陰イオン交換樹脂 Dowex1×8Cl型， 100～200メ

ッシュをカラムにつめ，溶離液として水－lM塩化ア

ンモニウムを用いた傾斜溶離か塩化アンモニウムのみ

を用いた溶離を行ない，フラクジョンコレクターで溶

出液を分取する。その一部を25mlメスフラスコに入

れ Mo(V）一Mo（班）試薬のを加え蒸気浴中で1時間

加熱し発色する。後，比色法で測定する。

3 結果と考察

HOFF2＞は KH2P04(pH4. 7）で600mlとlOOOml
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Fig. 4 Elution curve of KH2P04 (pH4. 7) 

0. 033 M, 1 ml charge, Eluent water-

1 MNH4Cl, Resin bed volume 34 ml, 

Flow rate 30 mljh, One fraction 10 ml 

I 5 20 
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Fig. 1 Elution curve of KH2P04 (pH 4. 7) 

0. 033 M, 1 ml charge, Eluent water-

1 MNH4Cl, Resin bed volume 34 ml, 

Flow rate 20 ml/h, One fraction 10 ml 
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Fig. 5 Elution curve of KH2P04 (pH 9. 3) 

0. 032 M, 1 ml charge, Eluent water-

1MNH4Cl, Resin bed volume 34 ml, 

Flow rate 30 mljh, One fraction 10 ml 

I 5 20 
Fraction number 

Fig. 2 Elution curve of KH2P04(pH 4. 7) 

0. 033 M, 1 ml charge, Eluent water-

1 MNH4Cl, Resin bed volume 34 ml, 

Flow rate 30 ml/h, One fraction 10 ml 
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Fig. 6 Elution curve of K2HP04 (pH4. 7) 

0. 024 M, 1 ml charge, Eluent water-

1 M NH4Cl, Resin bed volume 34 ml, 

Flow rate 30 ml/h, One fraction 10 ml 

I5 
Fraction number 

Fig. 3 Elution curve of KH2P04 (pH 4. 'l) 

0. 033 M, 1 ml charge, Eluent water-

1 MNH4Cl, Resin bed volume 34 ml, 

Flow rate 30 mljh, One fraction 10 ml 
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Fig. 10 Elution curve of KH2P04(pH 4. 7) 

0. 033 M, 0. 5 ml charge, Eluent 0. 08 M 

NH4Cl,Resin bed volume(SM450 column) 

24 ml, Flow rate 30 ml/h, One fraction 5 ml 

2o 3o 
i=raction number 

Fig. 7 Elution curve of K3P04 (pH 12. 1) 

0. 067 M, 1 ml charge, Eluent water-

1 M NH4Cl, Resin bed volume 30 ml 

Flow rate 30 ml/h, One fraction 10 ml 

のところにピークを有する溶離曲線を得ている。同じ

実験条件で150mlと200mlのところにきれいに分離

した2ピークが得られた。（Fig.1）この溶離位置の差

については明らかで、なし、。 Fig.1～Fig.4はイオン交

換樹脂のロットの異なったものを用いて同じ実験条件

で行なった結果で、あるがFig.1以外は完全に分離した

2ピークは得られていなし、。 Fig.4は1ピークである

が，完全な1ピークでもないようである。この4つの

結果は同じ種類の樹脂でもロットが異なると全く同じ

とは言えず，又全く同じ実験条件を再現することが

できないことを示している。 Fig.1の実験は数回行

なったが，いずれもきれいに分離した2ピークを与え

た。従って以下の溶離はその樹脂を用いて行なったo

HOFF2）は K2HP04(pH 8. 0）では1000mlのところ

に1ピークを得ている。 KH2P04を水酸化カリウム

で pH9.3にすると 200mlのところに1ピークしか

与えなかった。（Fig.5) 

K2HP04 (pH 8. 9）では 190mlのところに1ピー

クを与えたが， KzHP04を塩酸で pH4.7にすると

150 mlと200mlのところに分離はよくないが2ピー

クを与えた。（Fig.6) 

Fig. 1の場合に溶離液に EDTAを添加すると 120

mlのところに1ピークめしか与えなかった。

K3P04では210mlと330mlのところに2ピークを

与えた。（Fig.7）しかし 330mlのところの第2ピー

クは第1ピークの約30分の1くらいの濃度しかなく，

微小ピークである。この第2ピークを与える溶出液を

360～960mμの波長範囲で測定したら830mμのとこ

ろに最大吸収をもっ吸収曲線が得られた口（Fig.8) 

これはオノレトリン酸塩の吸収曲線と全く一致し，第2

ピークがリン化合物であることを示している。これが
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いわゆる 2ピーク現象の第2ピークか K3P04に含ま

れる不純物かははっきりしないが，ベーパークロマト

グラフィ＿5）の結果は K3P04がピロリン酸塩を含ん

でし、る事を示している。

溶離液系を簡単にして0.075M塩化アンモニウムで

溶離したら， 90mlと160mlにピークをもっ分離の悪

い2ピークが得られた。（Fig.9) 

硝英 EX-450カラム（45cm×1cm), 0.08M塩化ア

ンモニウムでは70mlに1ピークしか得られなかっ

た。（Fig.10）その他，いくつか濃度を変えて溶離を

行なったが， 1ピークしか得られなかった。水ーlM塩

化アンモニウムが溶離液としで適当であった。 HOFF

は2ピークの出現をオルトリ γ酸塩の解離によって生

じる2種のイオン種が分離された結果であると結論し

ている’が，解離が分離され得るほど遅いとは考えられ

ない。以前3）の結果とから2ピーク現象は用いたイオ

ソ交換樹脂，試薬，水系中の不純物（特に鉄分）とリ

ン酸塩との錯体が分離された結果であると考えられ

る。それは pH4.7付近で分離可能な錯体が形成され

るものと思われる。原子吸光法を用いて2つのピーク

中からの鉄分の検出を試みたが，はっきり差のある結

果は得られなかった。放射性鉄を用いたら可能かもし

れない。さらに確証を得る必要がある。

文 献

1) F. H. POLLARD, G. NICKLESS, :and A. M. 

BIG羽TOOD,J. Chromatog., 11 534 (1963) 
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5）三角，大橋編，無機分析実験指針，広川， 63p



101 

比色法による無機化合物の分析（第 1報〉

ボノレガキットー鉄による鉄の分析におけるリ γ酸塩の影響

辻

堺

直

友

孝＊

子＊＊

く昭和51年9月3日受理＞

Analysis of Inorganic Compounds by Colorimetric Method (Part 1) 

一一一Influenceof Phosphates on Colorimetric Determination 
of Iron (III) with Volgakit-iron -

This paper describes colorimetric determination of iron (III) with volgakit-iron. 

Addition of phosphates decreased concentration of iron (Ill), but the effect disap-

peared two days after the solution was prepared. 

まえがき

最近，河川水や工場排水の水質検査を現場において

迅速，容易にしかも精度よく測定するための測定器と

専用試薬が市販されている。その試薬の内，鉄を定量

するボノレガキットー鉄を用いて鉄の分析について検討

した。ボルガキットー鉄法は ppm表示できる測定器

と1粒の錠剤だけで鉄の分析ができるようになって

いるが，原理は従来の2-2’ジピリジノレを用いた比色分

析法である。ボノレガキットー鉄を用いた場合と従来の

2-2＇ジピリジル法との比較，文， 12種のリン酸塩を添

加してその影響について検討した。

1 試薬及び装置

1-1 試薬

ポノレガキットー鉄（同仁薬化学研製）， 2-2’ジピリジ

ノレ（和光純薬製，特級品），鉄ミヨウパン（硫酸第二

鉄アンモニウム）（和光純薬製，特扱品），パリアミ γ

ブルーB （塩酸塩）（同仁薬化学研製），エチレンジア

ミン四酢酸二ナトリウム（二水塩） (EDTA) （同仁薬

化学研製），次の9種のリ γ酸塩類はいずれも和光純

薬製，特級品，リン酸，リン酸ーナトリウム（二水塩），

リン酸二ナトリウム，リン酸三ナトリウム（＋二水塩），

ピロリン酸ナトリウム（＋水塩），亜リン酸ナトリウム

＊ 有明工業高等専門学校工業化学科

料向上第9期生現在湧永薬品KK 

Naotaka Tsuji Tomoko Sakai 

（五水塩），次亜リン酸ナトリウム（ー水塩），リン酸

ーアンモニウム， リン酸二アンモニウム， リン酸三ア

ソモニウム（三水塩）（和光純薬製，一級品），トリポ

リリ γ酸ナトリウム（和光純薬製，無規格品），リ γ酸

アシモニウムナトリウム（四水塩）（リン塩）（半井化

学製，特級品）その他の試薬はすべて和光純薬製，特

級品。水はイオン交換水を用いた。

1-2 装置

HM-9A東亜 pHメータ，島津ボシュローム光電比

色計。

2 実験方法

鉄の定量

鉄ミョウバンを硫酸 (1+15) lOmlを含む水1£ 

に2gを溶解する。パリアミンブルーBを指示薬とし

てキレート滴定。により定量する。

この鉄溶液の一定量を取り， 0.1%2-2＇ジピリジル

溶液（0.1gを0.2M塩酸lOOmlに溶解する）と10%

塩酸ヒドロキシノレアミン水溶液とを加え，緩衡溶液

としてlM酢酸－lM酢酸アンモニウム溶液を用いて

pH4.5に調整する。そして比色定量する。

又，ポルガキットー鉄法は一定量の鉄溶液にボルガ

キットー鉄をー錠加え 25mltこして比色定量する。
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3 結果と考察

4. 7 ppm (Feとして）鉄溶液を従来の 2-2’ジピリ

ジル法とボノレガキット一鉄法で測定した。波長を 340

mμ から 820mμ まで変えて各々の検液の吸収曲線を

得た。（Fig.1) 

いずれも 520mμ のところに最大吸収値をもち，全

く同じ吸収曲線を与えた。従って2-2＇ジピリジノレ法と

ボノレガキットー鉄法では同じ鉄化合物（2-2＇ジピリジ

ノレー鉄錯体）を与えることを示している。

従って波長 520mμ で鉄溶液の濃度を変えて測定

し，各々の方法で、の検量線を得た。（Fig.2) 

その結果は全く同じ直線を与えた。乙れらの測定は

検液調整後直ちに（実際はボルガキットー鉄錠剤が完

全に溶けてからであるから20～40分後）行なったが，

2週間後に測定した場合も Fig.2の直線と全く同じ

であった。（Fig.3) 

従ってこの期間測定溶液の変化はないことがわか

る。 2-2＇ジピリジノレ法とボルガキットー鉄法は同じ結

果を与えることがわかったので，検液の調整が迅速に

できるボルガキットー鉄法を用いて鉄を定量する場合

に影響をすると思われる防害物質の内， 12種のリ γ酸

塩を各々濃度を変えて一定量の鉄溶液に加えて検討

し，その結果を Fig.4から Fig.15に示したD 測定

は調整後直ちに行なった場合と 2日後行なった場合の
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結果を示している。 4.7 ppm (Feとして）鉄溶液の

pHは 2.60で、ボルガキットー鉄を溶解させると pH

3.60となる。測定値は pH3～9の聞を調べた結果で、

は同じ値を示した。各々のリン酸塩類を添加した場合

に pHは変わるが，各々のリン酸塩類をPの濃度とし

てlOOOppm加えた時の pH値を各図tこ示している。

Fig. 4はりン酸については添加の影響は全くないこ

とを示している。



104 

Fig. 5はリン酸ーナトリウムについては添加の影響

は全くないことを示している。

Fig. 6はリン酸二ナトリウムについては50ppmか

ら防害の影響が現われるが， 2日後の測定では影響は

全くしてないことを示している。

Fig. 7はリン酸三ナトリウムについては 50ppmか

ら防害し， 2日後でも 750ppmから影響していること

を示している。

Fig. 8はピロリン酸ナトリウムについては 500ppm

から影響し， 2日後ではほとんどなくなっていること

を示している。

Fig. 9はトリポリリン酸ナトリウムについては影響

が全くないことを示している。

Fig. 10は亜リン酸ナトリウムについては500ppm

から少し影響し， 2日後も少しあることを示している。

Fig.11は次亜リン酸ナトリウムについては500ppm

から少し増感の影響があることを示している。

Fig.12はリン酸ーアンモニウムについては影響は

ないが2日後では少し低くなっていることを示してい

る。

Fig.13はリン酸二アンモニウムについては50ppm

から少し影響しているが， 2日後ではなくなっている

ことを示している。

Fig.14はリン酸三アンモニウムについては50ppm

から影響しているが， 2日後ではなくなっていること

を示している。

Fig.15はリン酸アンモニウムナトリウム（リン塩）

については 50ppmから少し影響しているが， 2日後

ではなくなっていることを示している。

以上の結果をまとめると，従来の2-2＇ジピリジノレ法

とボノレガキットー鉄法は専用器VOLGA-110（ヤマト

科学製）を用いなくとも普通の光電比色計でよく，同

じ結果を与え，検液調整後， 2週間は安定である。リ

ン酸塩類を添加すると防害するものがあるが， 2日間

経過すると影響しなくなるものがある。調整直後では

鉄とリ γ酸塩との錯体形成で鉄と2-2＇ジピリジルとの

錯体形成にあずからない鉄分だけ減少する。しかし時

間がたつと次第に鉄－2-2＇ジピリジノレ錯体が増加して

行く。従って防害物質が混入している場合は調整して

2～3日時聞をおいてから測定したがよし、。文， リγ

酸塩類の添加でpHの変動を生じ，その結果pH値が

上がると水酸化鉄を形成し，その為2-2＇ジピリジノレ錯

体の形成を減少させる。

文 献

1）ドータイト試薬解説資料 NO110 （同仁薬化学研

究所）
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有明海沿岸地域に於ける民家形態の多様性

と朝鮮半島の民家との関連についての考察

松 島 寛 ミ！ム
イ口

＜昭和51年9月16日受理＞

A Variety of Roof-Styles of the Private Houses in the Coastal Area of the 

Ariake Sea in Kyushu, and their Relation to Korean Private Houses 

It seems that the varied roof-styles distinctly seen along the coast of the Ariake Sea 

have been derived from the immigrants who are supposed to have been brought over 

from Korea centuries ago. 

In this paper I would like to confirm the hypothesis through (a) a consideration on 

the homes in Kudo fashion scattered along the south side of the mouth of the River 

Kikuchi, (b) a historical inquiry into the existence of those immigrants from Korea and 

(c) some observations on the structure of the present Korean private houses. 

九州の北西部，殊に有明海泊岸地域には，屋根の基

本型である大棟一文字型の切妻・寄棟・入母屋造りか

ら変化した鍵の手型大棟をなすカギ屋造り，棟の突出

したツノ屋造り，それらの組合わされた多様な屋根の

変化がみられる。

このように， 多様な屋根伏を持つ民家が存在する点

では，我が国を全国的に見ても珍らしく，注目に値す

るものである。

特に，カギ屋造りから複合的に発展したと見られる

クド造り，その近似的変型である漏斗（ジョーゴ）造

りは，その特異な一一日本人の造形感覚からのかすか

な異和感からそう言われている一一形態と，特徴的な

分布状態から，その生成理由について従来幾つかの論

考がなされている。

藤田元春氏は大著「日本民家史」 26頁に四阿のツノ

屋，朝鮮京城の民家の写真をかかげ「かよ うに漢唐を

通じて格式の重かった四阿の形が朝鮮の民家に残って

いるように，我国にも民間に此屋根が多い。」と云はれ

ている。四阿の形とは寄棟と同義。

また，杉本尚次氏は名著「日本民家の研究」 86頁に，

「クド造りについては直感的に朝鮮半島の民家との関

連を強調する学者もあり，分布が北九州と瀬戸内西部

にあることから一考の要はあるが確証はない。」と書

かれている。共に朝鮮との何らかの関係を示唆するも

のであろう。

この論文は，有明海治岸に特徴的に分布する多様な

Kanji Matsushima 

屋根の形態が，朝鮮半島からの渡来人に由来するもの

であることを，菊池川河口南岸のクド造りの考察・朝

鮮半島からの渡来人の存在の考証・韓国民家の観察か

ら論及しようとするものである。

1.菊池川河口甫埠のクド造りの考察

1・1 クド造りについて
クド造りは寄棟造りの一変形で，ワラ葺きの寄棟造

り屋根がコの字型に屈曲した形が，クド（カマド）に

似ているところから付けられた名で、ある。

梁聞は2聞のものが多く，これに下屋（ゲヤ）を軒

庇として瓦で葺き下しているのが普通である。

桁行，即ち大棟方向に室を順次取って行くと長くな

るので適当な処で曲げればL型の屋根になり，更にそ

れがコの字型になったものである。

瓦葺屋根では，屋根をこのように曲げた場合，隅木

や配付タノレキに高度の工作を要するので我が国では民

家に寄棟造りやその屈曲した形態のものは従来殆ど発

達していなし、。ワラ屋根の場合特に隅木を配すること

なく，丸竹でならって成型しているので屋根を屈曲す

ることが容易である。このことは，この形の屋根が民

家に普及した要因の一つで、ある。

寄棟造りがL字型やコの字型に曲ったものが，カギ

屋であり，クド造りであるが，このL字型やコの字型

に固まれた部位（坪と云う）に下屋を葺き下したもの



106 

を一般にそう言っている。下屋を葺き下すことによっ

て，この部位に室を拡張することができる。しかし，

屋根勾配の関係で室の高さ（天井高）に制限が生じる

ので，室の用途は限られたものになる。また葺き下し

の長さは精々 2聞が限度となっている。

下屋を葺き下した部位に，天井が低くても差し支え

のない室を配置し，奥行が4間余の平面計画であれば

クド造りにすることができる。また，クド造りだから

と特殊な平面がある訳ではなし、。したがって殆どのク

ド造りが，民家として極く普通の平面形を持っている

のである。

クド造りで，間口寸法が奥行寸法に近くなれば，平

面形は矩形から正方形に近づき，下屋葺き下し部位の

巾は狭くなってゆく，そこで，この部位を樋として，

この上に更に屋根を大棟でつなげて架すれば，口の字

型の屋根伏となり，中央は漏斗状の谷となる口雨水は

谷の底に集まり，樋を流れて外部に排出される。樋は

タルキに梯子状に横桟を配し，大きな平瓦を載せたも

のがある。この造りをジョーゴ造りと言う。クド造り

の変型である。ただし，樋の下に樋部屋と称するもの

を用意するなど，雨仕舞に難があることと，正方型に

近い平面になり平面形に制約が生じることなどから，

例はあるが普及はしなかったようである。むしろ，ク

ド造りにしたいところを，何かの理由でこの形にせざ

るを得なかったのではないかと考えられる。それは，

おそらく，間口に制約を受けた為で、あろう。

クド造りの在るところには，寄せ棟の基本型やカギ

屋造りなどが混在していて，それぞれの平面形は大同

小異であり，各自固有の平面形なるものは認められな

い0・このことはクド造りが独自の起源を持つものでも

なければ，また寄せ棟の基本型から発達して，遂にクド

造りに至ったと言う時間的経過を示すものでもない。

クド造りは寄せ棟の変型にすぎないのである。このこ

とから，有明海沿岸地域に分布する民家の屋根形態の

多様性を，特異な姿を持つクド造りに代表させ，これ

に注目して論を進める。

1・2 クド造りの普及した理由
まづ，佐賀藩で梁の制限をしたことが挙げられてい

る。なるほど，分布状態と密度と造作の発達程度から

みると，佐賀藩領の有明海に沿った地域が顕著で、ある

ことはよく知られている。次に筑後南部の佐賀領に接

したところがこれにつづく。その他は断続的に少数が

分布するのみで，この普及はきわめて限定されたもの

と言わざるをえない。

倹約を旨とした梁長の制限は，クド造りが分布して

いる地域の藩領に限ったことではなく，細目こそ違え

全国至る所にみられるものである。

凡そ， 2間梁が多いが，室の短辺の長さの梁長があ

れば，これを順次架け渡すことによって家の奥行を深

くすることができ，地棟（ジムネ）を用いてこれに梁

を架け，梁聞を延長する手法は，従来よく行なわれた

もので，この手法が固定化している地域もみられ，一

般的な手法なのである。なぜクド造りが梁長の制限で

固執されたのか判然としない。

民家でも，中には柱・梁などの用材を必要以上に長

大にして誇示する傾向がある，梁の制限令はそれをい

ましめるためのものであって，普通一般の民家では，

さして痛揮を感じなかった，このためにどうしてもク

ド造りを採用しなければならなかったという理由はな

し、。

屋根構造について考えてみると，屋根面積は他の型

式のそれと変らないが，高さは半分になる。合掌も数

量的には同じであるが，個々の長さは半分と短くてす

む口合掌が短少のものでよいと言うことのみで，小屋

梁その他を含めた用材が他に較べて節約で、きるもので

あるとはなし難い。然し，屋根が小さいことは，工作

には便であろう。但し曲折による構造の複雑さは，総

体的に工作を有利にするものではなく，この構造をと

ることは，大工によってはある程度の抵抗があったで、

あろうことは想像できる。

グド造りは木材が少なくて済むという説があるが，

以上述べた如く妥当でない。

この造りの分布が，木材の入手に不便な沿海平野に

集中していることに注目した例証もあるが，他にも似

た地域もあることであり，決定的理由になるものでは

ない。クド造りが，木材の節減に特に有利で、はないの

である。

クド造りに住んで居られる当主達に訊くところによ

れば，木材の節約をいわれる方もあるが，大風（台風）

に強いからという理由が殆んどであった。

ワラ葺屋根は大風に吹きささくれて飛散しやすい，

大風に対処しなければならぬのは当然であろう。

前に述べた如く，クド造りでは屋根の高さが半分に

なる。大風一一おおかぜというーーに対処することか

らは，この造りは有利であろう。このことから屋根の

複雑さ一一恰好も日本人好みで、はない一一天井高に制

約を受ける不便さ・雨仕舞の不利を忍んでクド造りが

採用されたものであろう。

民家の強風に対処する方法として，地形の利用や防

風林などで対応しているのが他の地域の例であって，

屋根の自在な変化で消化している例は他にみられな

い。それには屋根の多様な変化を可能にすることがで

きた大工達のあったことをみのがす訳にはゆかない。



クド造りを頂点とする多様な屋根が，江戸時代にな

って発生し，有明海沿岸地域に限って，他に普及しな

かったと云うことは，その理由が風土によるものでな

く，人的また社会的理由にあったと考えざるをえない。

それは，朝鮮半島との交渉に求められるのではあるま

し、カミ。

1・3 クド造りの分布
杉本尚次氏によれば，「日本民家の研究」 86頁に，

「クド造りの分布は，筑紫平野佐賀市近郊から東多久・

武雄・鹿島付近が最も著しい。東は鳥栖・久留米から

鹿児島本線沿いに大牟田付近へ（断続的であるが八代

付近にも類型が分布），北は二日市付近，一方長崎本線

泊いに延び，諌早から島原半島にも分布している。断

続しているが，瀬戸内海沿岸西部，山口県防府平野に

も類似の型が分布している。口字型の屋根は，有明海

の干拓地佐賀郡およびその周辺部に多し、」と著してお

られる。総括的にその通りであるから，加えることな

くこれを以て代えさせて頂きたし、。このことから分布

地域を有明海沿岸地域としてもよかろう。

1・3 菊池川河口南岸のクド造りの分布状態
熊本県玉名郡菊池川が有明海にそそぐ河口付近の南

（左）岸地域で数例のクド造りを散見した。写真で示

したものは次の通りである。

横島町3例・大浜町2例・玉東町木の葉2例・玉名

市梅ノ木1例。合計8例。

このうち1例をのぞいて，屋根はワラ葺を トタンで

かむせであり，改築寸前のもの，無住のもの，があっ

て消滅が近いことが判る。古老の話によると密度はか

なりあったようである。ここでは省くが，瓦屋根で比

較的新しい一一新築と云ってよい位のーークド造りが

あった。

この地域では瓦屋根であっても，屋根の形態は他の

地域に較べて複雑なものが多く，整理されていない感

じはあるが，一見初期の城みたし、なものまである。

2.朝鮮半島からの渡来人の存在

2・1 分布の中央にある伊倉について
さきに述べた， 横島 ・大浜・木の葉・梅の木の各地

に隣あって，そのほぼ中央に伊倉がある。この伊倉の

傍に唐人川が流れている。このJ.l［はかつて菊池川一古

くは高瀬川ともいわれたーが分流していた河床で、ある

らしし、。ここが干拓されて広大な水田になっている。

その水路の一つに架る橋に清正公橋という名がある。

干拓工事が加藤清正によるものであることが判る。
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この橋の近くに唐人という地名がある。

2・2 朝鮮半島から渡来人の在留
肥後国誌巻之九，玉名郡小田手水の条に，

往昔此所ハ三韓入貢ノ津港ニテ入唐ノ僧俗多クハ此

所ヨリ発船セシト云元和以前迄モ唐船此所ニ着岸ス

慶長年間国主清正侯此辺ノ海口ニ横島ノ石塘ヲ築キ

悉ク団地ト為リ僅カニ残レノレヲ唐人JI[ト云

唐人川橋伊倉ヨリ北牟田村大浜村ニ通ウ往還筋唐

人川ニ掛ノレ土橋ナリ長十三間四尺ナリ とある。

この唐人なる地名は現にあり，ここの北に渡来朝鮮

人が居留していたという所が伝承にある。その人達は

清正公の朝鮮征伐の時に連れてこられて，干拓工事に

指導的に従事し，土地を賜わって定住したものである

と云われている。しかし今の処詳細を得ていない。

2・3 朝鮮出兵の周辺
大名達の間でも朝鮮出兵に対する態度はまちまちで

あった。ところで，加藤清正や鍋島直茂は，大陸での

所領の加増に期待して，強力に支持していた。

彼等が朝鮮半島から文化・技術を奪取することに特

に貧欲であったことがうかがわれよう。

16世紀末のこの事件は日本の文化にー飛躍を与え

た。焼物戦争といわれるように鍋島の焼物技術の導入

は有名である。ところで加藤清正は何を持ち帰えった

のであろうか？ それは城普請および土木の技術であ

ったろう。彼等は共にそれぞれの技術者を連行して来

たのである。

3.韓国民家の観察

3・1 壬辰倭乱の影響
秀吉の朝鮮出兵を韓国では壬辰倭乱とよびならわさ

れている。釜山や慶州などに当時倭軍と戦った武将の

銅像が建立されているが，いづれも東南の方向を向い

ている。九州の熊本をにらんでいるのですよといわれ

て，なるほどと思われた。加藤清正による物的・人的

の収奪の影響がいかに大きし、かがよく判る。その影響

を最も受けたのが慶尚道と忠清道である。ここはー・

二両次の倭乱で共に清正の足下にあった。この両道で

の例を写真に示す。

3・2 韓国民家の屋根構造の概要
1975年9月釜山からソウノレまで，プロベラ機で飛、ん

だ，カメラの機内持込ができないので残念であったが，

民家の空からの観察がで、きたのは倖で、あった。

L字型やそれが向い合った「」型が実に多いので
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ある。敷地内にそれらが工合よく配置されて各々が有

用な空間を構成しているのであって，西沢文隆氏の提

唱されるコート，ハウスそのものであるのに感興を受

けた。韓国では屋根を屈曲する手法が素直に受け入れ

られているのである。

韓国の一般の民家では，室を直列につなぐものが殆

んどで，適宜これを屈曲し， L字型やコの字型にして

ある。室が直列であるから室の奥行がそのまま梁聞に

なり，梁は短くてすみ2聞から精々 3閉までである。

したがって小屋組は梁の中央に束立て，これに棟木を

渡しタルキを架けているので，日本の瓦葺民家の如く

母屋はない。写真に朴大統領夫人故陸英修女史生家の

室内を示しであるが，このことがよく判るであろう。

写真に忠清道の農家群があるが， 元はワラ葺であっ

たものであろう。韓国では防火の見地から，ワラ葺屋

根を瓦葺にかえるよう政府の奨励があり，公の助成金

が出ている。また前に述べたような小屋組であるため

ワラ葺屋根からの改造が我が国の母屋を用いる大屋根

手法に較べて容易なのである。また，梁聞が小さく，

且つ瓦葺とワラ葺の屋根構造が似ているからである。

3・3 韓国の民家に屈曲した屋根の多い理由
陸英修女史の生家はその邸内に99棟まで建てられる

家柄だそうである。王族は100棟以上よろしいそうだ。

そんなに多くの棟は建っていないが，室直列型の住居

があるいは屈曲しながら，あるいは隣り合って配置よ

ろしく空間を構成していて，我が国の民家に見られる

ように，室を併列した田の字型の奥行の深い家屋は見

当らない。一般に室をまとめて一つの屋根にまとめる

という我が国での手法は取られず，各々の住居を別棟

にして配置しである。その為に各々の住居の屋根はな

べて小さい。小屋組も簡明である。このような家屋が

各々との関連を構成しながら，家族の集落を造ってい

る。河川の平均傾斜が我が国の十分のーという広潤な

風土もこれを助長しているといえよう。

一般に民家の一棟としての規模は小さし直列した

室を持ち，小屋組は簡単であり，室を増すために増築

の方向を変えることに屋根の屈曲が無理なく素直に移

行している。すなわち韓国の大工さんは屋根を曲げる

ことに馴れているということである。

このことを，更にまとめてみよう。まづ韓国の民家

は風土上の理由で居住単位を複合的にまとめるより居

住単位毎に分立していた。そのために各棟は小規模で、

よし小屋組は簡単であった。したがって各室は直列

して隣り合い，室は間口方向へ伸展する，しかしとめ

どなく一方向へ伸びる訳にはゆかない，敷地や配置の

都合で曲げなければならない。なお，小屋組が簡単で

あることは屋根を曲げることの工作を容易にした。工

人もその他の人も屋根を曲げることに馴れ， 気持の上

でも抵抗を感じなくなっていた。したがって民家の屋

根にも多様な変化が素直に行なわれた。

4.まとめ

九州、｜の北・西海岸とその周辺はその地理的・人文的・

歴史的理由から朝鮮半島からの関連が古来他の何処よ

りも大きかった。あらゆる方面ですでにその影響は定

着している。更に16世紀来の朝鮮出兵事件は衝撃的加

速度を与えた，朝鮮からの技術者の連行がその実体で

ある。出兵に熱心であった二人の大名，加藤清正と鍋

島直茂の藩領にか与え込まれた有明海沿岸にも顕著な

文化の発展が出現した。その一つは有田焼に代表され

る焼き物の発達であり，また一つは有明海沿岸地域に

多様に展開する民家である。

この地域に連行されて定住した朝鮮の技術者達は，

藩主の戦争熱心のことから推して，他の何処よりも多

かったに違いない。

彼等は故郷のやり方で自らの家を建てて住み，その

技術や手法を子孫や隣人達に伝えた。元来朝鮮の文化

がより多く浸透し，それに対しての違和感の少なかっ

た地元の人達にたちまち受け入れられ，普及していっ

た。かくて民家の屋根に多彩な変化が展開する。クド

造りはその代表であり，クド造りがこの地域にのみ見

られ，殆んど他に普及していないのはこの理由による。

この地域の屋根の多様さは，半島からの渡来者の所産

であり，彼等の民家に関連するものである。

尚このことは，民家の様式がその風土に影響するの

みならず，技術のそれを直接に受けるものであること

の例証であろう。
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5.参考写真とその説明

この考察に関する写真を掲げて，説明を加える。

(1）横島町栗の尾 1521 坂本俊光氏宅

約120年前の典型的クド造り民家，間口 6間奥行4

間半の四ツ間取りで，普通の農家平面形を持つ。 1聞

は6尺5寸の並京間，現在は床を取り去り納屋として

使用し，これまで2回の改造跡がみられる。柱は4寸

5分角，大黒柱5寸5分角，主小屋梁間2間，厚鴨居

せい 9寸，床高2尺，軒高12尺である。

( 2）坂本氏宅内部

谷で下屋を葺き下した部分を見上げたものである。

天井が低くなった所を押入れに使ってあった。押入れ

の鴨居は内法高5尺7寸より更に低くなっていて，こ

の部分が低くなることに格別の苦心を要することが判

る。かつて天窓があった跡が見える。ここはもと瓦葺

であった。主屋根はかつてワラ葺にトタン板でおほっ

たものである。
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( 3）坂本氏宅内部

小屋組の隅部を見上げたもの，隅棟に隅木がなく丸

竹で成形しである。

( 4）横島町栗の尾所在，一見朝鮮風。トタンをかぶ

せる前はこの様であったと示されたもの。

( 5）横島町栗の尾所在
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( 6）横島町横島 所在

( 7）大浜町小野屋所在

同町北牟田から，飛行場ができるということで，昭

和17年に移築されたもの。

( 8）大浜町 川島 所在

( 9）玉名市梅の木所在

L L型のクド造り，この地域で最も立派なもの。

(10）玉東町木の葉 高月所在

(11）玉東町木の葉上町4 吉住茂喜氏宅

コの字の一辺が長い型。居室が2階にもある。



(12）忠清北道の民家，農村集落。此所ではコの字型

屋根が多い。庇を葺き下しているのが見える。

(13）慶州イ弗国寺境内の宗務所。直列式屈曲型間取り

の典型。

(14）忠清北道，陸英修女史生家邸内の一棟
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(15）陸英修女史生家室内。化粧小屋裏， 梁間2間古

式で単純な小屋組。

(16）陸英修女史生家での所見。タノレキを仕上げてい

る大工。かんなを押し使いしている。

(17）向上。ちょうなは大きく重くしてある。あれこ

れと昔を今に見る思いがする。





Experimental Study on Fatigue Strength of 
Tubular U-Jo1nts of Transmission Towers 

§ 1 Introduction 

by 
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Transmission towers, antenna structures and many other structures were made very frequently of angle 

steels, but recently a good・ many of the structures are made of steel tubes. When we make the structures 

of the tubes, the planning and the working are rather tedious. 

The many joints (tube-to-gusset joints, K-joints, T-joints and cross joints) have been used according 

to the purposes. One of the tube-to-gusset joints, tubular U-joints are used as a large quantity of joints 

of transmission towers. In the same manner as the tube-to-gusset joints, fatigue strength of the tubular 

U-joints must be considered for a dynamic load such like a strong wind, because the stress concentrates 

at the points along the toes of gusset to tube welds. These conditions are not defined in the detailsD 

because research of the fatigue behavior of the tubular joints have been very few done. 

In the static behavior as the tube-to-gusset joints, the research have been done by K. Washio, Y. 

Kurobane and others2>. When comparing researches of the fatigue behavior of the tubular joints with 

these of the static behavior, the former have been done only by Ishikawajima Harima Heavy Industries, 

Co., Ltd.4九StuttgartUniversity只 KumamotoUniversity久 andAriake Technical College7>. 

In the first half of this report, authors describe the experimental results of the static test and mechanical 

properties of the specimen for fatigue tests, and in the latter, the experimental results of fatigue of the 

tubular U-joints are reported. 

§ 2 Specimens and Test Procedures 

2.1 Specimens 
Configuration and dimensions of the specimens are shown in Fig. 1. 

The tubes are of JIS STK 41 steel (76. 3ゆ×2.8），品

and the U-gusset plates are of JIS SS 41 steel. The 千

mechanical properties of these steels were given by I 
tensile tests of No. 12 standard coupons specified in 

JIS Z 2201, these were cut from four tube stocks (A, 

B, C and D, respectively). The mechanical properties 

thus measured are shown in Table 1. 

All forms of specimens are same, but these include 

specimens which have each span (L=24. 0, 30. 5 and 

38. 0 cm), these are made to determine the span of 

specimens for the preparatory tests. The specimens 

(L=38. Ocm) are used for the main tests. 

E工GHSTRENGTH BOLTS 

The specimens were made as follows, at first the 

ends of the tubes were sheared in the shape of U, and 

the U-gusset plates were inserted in the tubes (the gaps 

were about 1 mm  between the tube and the plate). 

Arc welding was worked by hand from the tips in the 

continuous fillet weld. The welding rods ased in ・・the 

tack welding were NIT-50 3. 2ゆ（135A), in main Fig. 1 Details of the Specimen 

ホ Departmentof Architecture, Ariake Technical College 
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Table 1 Physical Properties of the Tubes 

l叫 P叫 lM廿皿 1 Tensile I山 ationSpecimen (i<＝／~~2) (%) (Kg/mm2) (Kg) 

A-1 35. 57 2830 41. 95 39. 1 

A-2 34.47 2832 41. 37 37. 5 

A-3 35. 84 2900 42.42 37. 7 

恥1ean 35.29 2854 41. 91 38. 1 

B -1 38.30 3020 44.49 38. 5 

B-2 35. 79 3015 44.04 35.3 

B -3 35. 92 3020 44. 27 36.2 

Mean 36. 67 3018 44.27 36. 7 

C-1 36. 74 3030 44.53 35. 6 

C-2 33.52 3020 44.01 35.2 

C-3 36. 61 3055 44. 73 34.0 

Mean 35. 62 3035 44.42 34. 9 

D-1 37. 16 3150 45. 90 31. 8 

D-2 35.70 3150 45. 90 31. 9 

D-3 38. 75 3150 45. 85 30. 7 

Mean 37. 14 3150 45.88 31. 5 

welding were NIT-50 4. 0ゆ（150A),and the welding size was 3 mm  long, and the welding turned to the 

inside of the tubes at the tips (about 15 mm  long). 

2.2 Test Procedures 

The load was applied by an universal testing machine (static load 土 200ton) and by a servo-valve 

controled fatigue machine (servo-pulser; static load土 24ton, dynamic load 土20ton). When the specimens 

were tested by a servo-pulser, these were held in the horizontal position, fillers were inserted between the 

specimen and the setting plates not so as to produce large strain within the joints and were tightened 

with the high strength bolts (FlO T, M 16) at the ends. 

Loading devices were used so that static completely 

reversed load was applied to each end of the specimen 

after eight cycles over in order to shake down the residual 

strain, but the specimens (L=24. 0, 30. 5 cm) were tested 

by an universal testing machine. 

In order to measure the strain at the toes of tube-to-

U-gusset welds where fatigue crack initiations appear, 

continuous wire strain gauges (FXV-1 of Tokyo Sokki 

Kenkyujo, Co., Ltd.) were pasted to the axial direction at 

the nearest points of the toes and other wire strain gauges 

(PL-5) were ・pastedon the other points. 

The fatigue tests were done under completely reversed 

loads by a servo-pulser. Objecting the study of the large 

transmission towers, the load speeds were 60～360 cycles 

per minutes and were done in a sine curve under a load-

controlled cycling. 

The fatigue cracks were observed with the foam con-

dition of a penetrant fluid which was sprayed on the surface 

of tube walls, together those were observed with the wire 

strain gauges were sticked at the points where the stress 

in the tube walls concentrated. The test setup is shown 

in Photo. 1. Photo. 1 Typical Test Set-up 



§ 3 Mechanical Properties of the Specimen 

3.1 Summary 

As the fatigue test must be done as simulative as the practical behavior, the span of specimens L 

must be determined so that the strain distribution is uniform at the center of specimens. In order to 

determine the span of specimens, the strain distribution were measured at the center of three specimens 

which had each span (L=24. 0, 30. 5 and 38. 0 cm). 

The test results are shown in Fig. 2. In the two specimens (L=24. 0, 30. 5 cm), the strain distribu-

tions were not uniform, because the stress concentrated 

at the points along welding toes, and the influence of 

the stress concentration extended at the center of 

specimens. In the specimen (L=38. 0 cm), the strain 

distribution was uniform. From the test results, the 

fatigue specimens (L=38. 0 cm) were adopted. 

The nominal stress-strain relationships which were 

measured at the nearest point of the weld toes and at 

the center of specimens are shown in Fig. 3 (a) and 

(b). At the center of specimens the hysteresis curve 

is a straight line, and is not hardly in自uencedby the 

residual strain. At the nearest point of the weld toe 

the hysteresis loop is not stable at the early cycles, but 

is stable after the五fthcycle, as the influence of the 

residual strain disappears. 
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Fig. 2 Concyclic Strain Distributions to 
the Axial Direction at the Center of 
Three Specimens 

同
H
4同
h
F
ω

U-GUSSET 
／ 

I /d~ I-牛-－ιょこ：ト4一＿，・z一一ー守＂＂＂＂＂＂＂＇＇ FXV.w.s.G. 
I 4 "-
/ '-
TUllE WELD TOE 

4
 
0
 
、，ax
 

nu 
nu 

p
「
d、，‘

lOOOXl0-6 
ESTIMATED 

’0
 ．
 

nu 
－－
a
 

van 

《

U
内

u，、J

A目 。ロE回 DiEN!rAL

4.0 6.o e.o io.o 

DISTANCE X mm 

0 2.0 

Fig. 4 Strain Distributions to the Axial 
Direction at the Nearest Points of 
the Weld Toes. (Specimen A・4)

From mentioned above, each strain distribution which is described in the latter part of the report was 

measured in a specimen (L=38. 0 cm) by a servo-pulser under the static completely reversed load after 

eight cycles over. 

3.2 The Strain to the Axial Direction at the Weld Toes 

From results of preparatory fatigue tests, the fatigue crack initiation appears at the point along the 

toes of the tube-to-U-gusset weld. If we know the strain at the point where the fatigue cracks occure, we 
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shall be able to estimate the fatigue strength, therefore in this report, it is important to know the strain 

at the point. As in practice it is impossible to measure the strain at the point of the toe, we measured 

the strain by the continuous strain gauges at the nearest point and the estimated strain at the point of 

the toes were given by the extrapolation procedure. 

The distributions of the axial strain which were measured in two stress ranges （σ＝800, 1600 kg/cm2) 

at the nearest point are shown in Fig. 4. The estimated values were made by the least squares method 

based on a assumptive curve of second degree. 

In the case of σ＞SOOkg/cm2, as the estimated values were over the yeild strain, the strain distributions 
in the case of σ＝800kg/cm2 were standardized. 

The concyclic strain distributions to the axial direction are plotted in Fig. 5 (a), (b), at the weld toes 

Fig. 5 (a) Concyclic Strain Distributions 

to the Axial Direction at the Weld Toe 

ε｛xlO・6)

l500_ MEASURED 

1500 

Fig. 5 (b) Concyclic Strain Distributions 

to the Axial Direction:[at the Center 

of the Specimen 

the strain are used the estimated values, and at the other points are used the measured values. The estimated 

values are about two times as much as the average concyclic strain on the weld toes. The more the stress 

increased, the larger the ratio became, because the tubes were plastic at the points of weld toes. 

3. 3 Strain Distributions 

The axial strain distribution of each point on the tubular surface is shown in Fig. 6, the strain was 

measured in the case of nominal stressesσ＝800, 1600kg/cm2 (the load divided by a nominal cross section). 

The average stress-strain relationships at the point of weld toes and at each symmetric point of the 

center of the tube are shown in Fig. 7. In this五gurethe curves at the points of weld toes differ greatly 

from the others, because the stress concentrates at the point of weld toes and so the tube is plastic at the 

point in the early stress level. 

We conclude from the result described above that the tube are elastic in the nominal stress under 

800kg/cm2. The axial strain which is shown by the dotted line in Fig. 6 is elastic and by the solid line 

is plastic at the point of weld toes. Fig. 8 shows the principal stresses in the tube. 

Though the experimental results of compressive tests were not described in this report, these were 

exactly the same as the results of tensile tests. The axial strain distributions of the tublar U-joints and 

the tube-to-gusset joints show the similar tendency in the elastic range. 
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§ 4 Fatigue E玄perimentalResults 

4.1 The Crack Initiation and the Crack Propagation 

The experimental results is given in Table 2. The number of cycles to the fatigue crack initiation 

Table 2 Fatigue Experimental Results 

Specimen s Nb Ne I Nb/Ne I Hz I Location of c叫
c-8 1237 1423600 1071400 1. 33 6 toe 

c-3 1237 2617750 1619900 1. 62 6 throat 

c-6 1392 1473930 一 6 throat 

C-18 1392 1253130 942500 1. 33 6 throat 

c-1 1546 681566 622000 1. 10 6 throat 

C-17 1546 609360 411400 1. 48 6 toe, throat 

C-16 1794 265218 228500 1. 16 6 toe 

c-9 1794 210921 167500 1. 26 6 throat 

C-10 2010 108961 93100 1. 17 6 toe 

A-5 2400 27423 1 throat 

A-18 2400 41528 20100 2.07 1 toe 

D-11 2598 30820 9490 3.25 1 toe, throat 

A-12 2800 11490 5400 2. 13 1 toe 

A-20 2800 13614 8600 1. 58 4 toe 

A-14 2968 12460 3000 4. 15 1 toe 

B-1 3034 13318 4900 2. 72 1 toe 

A-8 3200 5755 2365 2.43 1 toe 

B-2 3340 7451 1950 3. 82 1 toe 

A-9 3464 3884 8001 4.86 1 toe 

A-4 3600 1258 400 3. 15 1 toe 

A-10 3600 2647 640 4. 14 1 toe 

A-13 3712 2795 700 3. 99 1 toe 

A-1 4000 1800 1 toe 

A-11 4000 1910 363 5. 26 1 toe 

S: Stress range (S=Smax-Smin, kg/cm2) 
Nb: Cycles to failure Nc: Cycles to crack initiation 
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(Ne) were the number of cycles when the cracks were observed on the surface of tube walls in l～lOmm 

long. The number [of cycles to the fatigue failure (Nb) were the number of cycles when the fatigue 

loading was not able to continue any longer. 

The tubular U-joints under a dynamic load sustain the fatigue crack initiation at the points along the 

toes of tube-to-U-gusset welds where the stress in the tube walls concentrates. At first the crack initiation 

of point A grew steadily at the point along the weld toes and branched o百fromthe point B which was 

about 45 degree angle to the axial direction of the tubular U-joints, and the crack initiation of the point 

B grew steadily at the point along dotted line. In the next these grew to the circumferential direction of 

the tubes and these grew widely by degrees. The fatigue cracks propagated very rapidly to deteriorate 

the carrying capacity at the final stage of the fatigue testing, at last the fatigue specimens failed for 

loss of the section. 

Photo. 2 shows the pro五lebefore the test in A-section. Photo. 3 shows the pro五lewhich the crack 

grew about 10. Omm long, 0. 15mm wide, 0. 5mm deep in the tube surface (specimen A-4). Photo. 4 

shows the profile which the crack grew about 30. Omm long, 0. Imm wide in the tube surface, the crack 

penetrated through the tube wall (specimen A-11). As shown in photographs, between the tube and the 

Photo. 2 Details of the Transverse 
Section of the Weld Toe 

U-gusset of the五lletweld there was a crevice like 

a hair-crack, the deposited metal did not dissolve 

enough, but the throat depth of the五lletweld was 

SU伍ciently.

The location of fatigue cracks is shown in 

Table 2. In the low cycle fatigue (Nく4×104),

cracks were observed on the surface of tube walls 

along weld toes, but in the high cycle fatigue 

(N>4×104), cracks were appeared on the throat 

of the五lletweld. It seems. that the weld toes in 

the heat e百ectedzone are weak for the low cycle 

fatigue, the fatigue strength of the weld throat 

decreases for the high cycle fatigue. 

The propagation of the cracks are plotted against 

FATIG:QE 9.:R~C~ 

二二；ι干幽掛軸油蝉国＂－：.，11t,・y .. 
恒一『 訓 TlJBE ., 

車置欝輯鞠臨
Photo. 3 Cracking in the Transverse 
Section of the Weld Toe; Speci-
men A-4, the 400 th cycle, Crack 
lOmm long, 0. 15mm wide, 0. 5mm 
deep in the tube surface 

Photo. 4 Cracking in the Transverse 
Section of the Weld Toe; Speci-
men A-11, the 1900th cycle, Crack 
about 30mm long, 0. Imm wide in 
the tube surface 

the number of cycles on a log scale graph in Fig. 10. At first the length of fatigue cracks are to follow 

a straight line against the number of cycles until these grow in 20. O～30. Omm long, in the next these 

are loose in some measure, at last these propagate very rapidly at the五nalstage of the fatigue failure. 

This state shows similar to the research of Kumamoto Universityの. Though the length of cracks were 

not observed enough when the fatigue cracks penetrated through the tube walls, it could be cosidered 

the cracks had grown in 20. 0～30. Omm long in Fig. 10. 

In regard to the fatigue failure, the deformation of specimens become large and the specimens fail in 

a moment when the crack get from the point B to the point D in Fig. 9. The crack state just before 
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' 11 寸

u 

I OC 《 1 /YI 内

ん

。II 。 E』
』 与 ，ヲt

／／／ I cP I 1 r1' 
λ 当 型

ー

や
百 点？＋ ' ff 

争、d
ザ

j 1 f i 1, ) ~ 
ζ。『) 、

， ~ 1 

w f td'I/ k j t 回

「／ l.P 
.61-

。i 空レj 兵γ ／ 
y 0 .＿ー園田ー

1 

I I r α，に・’: 
b・目－・

1 I r 

f iと~ t 
I/ 

I/ ~ ‘S 
マζAコ

!' 司国 ｜白.... I i 

100 

｛
自
国
〕

国
吾4
ζ3 
由

同

凶 10
出
ζ3 
< 
同
ζ， 

1」
102 103 io4 106 3x106 105 

Fig. 10 Crack Length to Cycle Relationships 

CYC日 S(N} 



failure is shown in Photo. 5. 

As is shown in Table 2, the ratio of the number 

of cycles to the failure to the number of cycles to the 

crack initiation scatters in relation to the stress range, 

the ratio is 1. 17～5. 20 and the average value 2. 57. 

In the low cycle fatigue the ratio values are larger 

than these in the high cycle fatigue. In the former, 

the initiating cracks were found out when the length 

of cracks grew in about 1. 0～2. Omm long, in the latter 

in about 10. Omm long. It was very di伍cultthat the 

crack initiation was observed in the high cycle fatigue. 

唱F
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唱齢In comparison between the average value of tubular 

U-joints and that of tubular K-joints, the former is 

somewhat large, because the specimens of tubular U-

joints are simpler than these of tubular K-joints and 

the crack initiation was observed very easily. The 

crack initiation was found out when the crack length 

grew in about 1. 0～10. Omm long. 

内吋

4. 2 S-N Relationships 

Photo. 5 Cracking just before 
the Fatigue Failure 

The S-N relationships obtained in the tests are plotted on a log scale graph in Fig. 11, N is the number 

of cycles and S is the nominal stress. Marks 0 and e in these五guresindicate the crack initiation and 
the complete failure, respectively. 

The best-fit curves were calculated by the least squared method and these are drawn in Fig. 11, these 

curves are: 

for cycles to the crack ini tia ti on, 

log S=3. 946ー0.1337 logNc 

for cycles to the complete failure, 

( 1 ) 

log S=4. 107 -0. 1585 logNb ( 2) 

In the Fig. 11 test results of Ishikawajima Harima Heavy Industries, Co., Ltd 4). and Stuttgart Univer-

sity5) are plotted, too. In the test of the tube-to-gusset joints of the former, the details of the specimen 

are the outer diameter of the tube (139. 8mm), the wall thickness of the tube (4. Omm) and the span 

between gusset plates (27. 0 cm). 

The test was performed in these joints having thrust ribs, completely reversed load speeds of 666 

cycles per minutes. In the test of the tube-to-gusset joints of the latter, the details are the outer 

diameter of the tube (88. 9mm), the wall thickness of the tube (5. Omm) and the span between gusset 

plates (58. Ocm). The test was performed fluctuating tensile stress (Smax and Smin tensile, R=Smin/ 

Smax=O. 1). 

When comparing with the results of Ishikawajima Harima Heavy Industries, Co., Ltd. Stuttgart 

University and these of this report, a remarkable difference is shown between the former and the latter. 

This di百erenceis considered that each stress concentration factor is not identical. 

§ 5 Summary and Conclusions 

From the facts described above, authors may conclude the following. 

1) The axial strain distributions are not uniform at the center of specimens at the testing span under 

4×D (outer diameter), because the stress concentrates at the points of weld toes. 

2) The estimated values of the strain (at the points of the weld toes) are about two times as much as 

the average concyclic strain on the weld toes. 

3) In this tests, the strain distributions by tensile tests and these by compressive tests show the similar 

tendency in the elastic range. 

4) As the axial strain distributions in this tubular U-joints and these of the tube-to-gusset joints show 

the similar tendency in the elastic range, the mechanical properties of two type joints are similar, too. 

5) Tubular U-joints under a dynamic load sustain the fatigue initiating cracks at the points along the 
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toes of tube-to-U-gusset welds. The average ratio of the number of cycles to the failure to ithe number 

of cycles to the crack initiation is 2. 57. In the low cycle fatigue (Nく4×104),the crack initiation was 

found out when the crack length grew in about l. 0～2. Omm long, in the high cycle fatigue (N>4×104), 

in about 10. Omm long, because it was very di伍cultthat the crack initiation was observed in the high 

cycle fatigue. 

6) In the low cycle fatigue the cracks were observed on the surface of tube walls along weld toes, but 

in the high cycle fatigue were appeared on the throat of the fillet weld. 

7) The fatigue cracks grew steadily along the weld toes and in the weld throat these penetrated through 

the tube walls when the crack length had grown to 20. 0～30. Omm long, and these were vertical to the 

tube walls. 

8) In the states of the fatigue failure, the fatigue cracks grew steadily along 'the weld toes attained the 

point B, and these grew to the circumferential direction of the tubes. At last the fatigue specimens 

failed when these attained the point D. 

9) In the cycle to the crack initiation and the complete failure, the S-N relationships can be expressed 

in formulas (1) and (2), respectively. 
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オーステナイト系ステンレス鋼のX線応力

測定精度に及ぼす回折X線強度の影響

宮

坂

小

川

口

田

芙 明
誠

明

＜昭和51年9月16日受理＞

The E旺ectof Di旺ractionPeak Intensity on the Accuracy of the 

X-Ray Stress Measurement of 18-8 Stainless Steel 

The authors have performed some fundamental studies on the X-ray stress measurement 

for austenitic stainless steel. One of them is concern the improvement of the accuracy of 

stress measurement. In. the present study, the effect of diffraction peak intensity on the 

accuracy of measurement was examined using a di百ractometershortened the length of 

X-ray path from specimen surface to X-ray detector. 

The results are summarized as follows: 

( 1 ) Using a di百ractometershortened the length of X-ray path, good accuracy of 

measurement can be gained. 

( 2) The accuracy of X-ray stress measurement are little affected by the change of 

the peak intensity of X-ray di百ractionpro五leat different incident angle. And if the peak 

intensity over 1000 cps is obtained, the stress of the cold rolled 18 Cr-8 Ni austenitic 

stainless steel can be measured with the error less than 土 2kg/mm2 at the limit of 

con五denceof 95 percent. 

( 3) In the X-ray elastic modulus measurement of this material with texture, the 

constant K obtained is a百ectedby the scatter of diffraction peak intensity at each incident 

angle. Therefore, in order to measure rightly the constant K, it is necessary to select 

the incident angles which gives a high peak intensity of di百ractedX-ray. 

1.緒 － i=a 
X線応力測定法は，先にフェライト鋼に対する標準

法が確立されて以来，残留応力の唯一の非破壊的な測

定手段としてさかんに活用されている．しかしオース

テナイト鋼については現在その標準化研究が進められ

ている段階であり，早急に標準法の確立が望まれる．

オーステナイト鋼の応力測定に適した回折面はフェラ

イト鋼に比べ回折角が小さく，かつ回折X線強度の低

い CrK~ 線を用いるので測定精度を高める上で難しい

問題があるように思われる．筆者らはさきにX線回折

装置を用いてオーステナイト系ステンレス鋼のX線応

力測定を行ない測定精度などについて若干の検討1)2)

Hideaki MrYAGA WA 

Makoto SAKAGUCHI 

Akira ODA 

を加え，さらにX線応力測定装置による入射X線揺動

法で同じオーステナイト鋼について検討3）を加えた．

その結果，応力測定誤差の平均値 dσ は前者で5.39

kg/mm2，後者では1.23kg/mm2となり，測定精度の

向上がみられた．これは測定試料がや斗粗粒であるた

め揺動効果が効くことと，両装置における回折X線強

度のちがいに原因するものと思われる．そこで本報で

は，さらにこれを追求するために，回折X線ピーク強

度の強弱や入射角度による強度のバラツキがX線応力

測定精度に及ぼす影響について若干の検討を加えた結

果を報告する．



30×105mmに機械加工したもので，既報の試験片と

同じものである.Fig. 1に顕微鏡組織と直径lmmの

ダブノレピンホーノレスリットで撮影した背面反射回折像

(CrKβ7(311), 35kV, 20mA, 6hr, Fuji No .150）を

示す.JISオーステナイト粒度番号は7.2でやふ混粒

の様相を呈している．

2.供試材料および実験方法

供試材料は板厚3mmの冷間圧延ステンレス鋼板

（旧 ]IS,SUS 27 CP，表面仕上げ No.2B）で化学成

分および機械的性質を TableI に示す．試験片は曲

げ負荷用4）として，板厚は受入れのまま板幅と長さを
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Chemical composition and mechanical properties of testing material as received. 

c Hardness 
(V. H. N.) 

Elongation 
（%） 

Table I. 

I Si I Mn I Cc I Ni I開店SI可抗出gth

・O.・O叫附11.川 175 

記X線回折装置 VD-lAを用いた．測定条件の詳細

を TableIIに示す.x線入射方法は既報Dのように

すぐれた精度が得られる ψ一定法を用い，回折X線強

度をできる限り強くするため次の諸点を配慮した．

(1）まず， X線強度を明確に把握するために，試

験片を一定条件にしX線焦点の違いによる回折X線強

度の比較測定を行った．その結果 TableIIIに示すよ

うにいずれの照射面積でも Linefocusの方が Point

61. 9 57. 7 

focusよりも強し、回折強度が得られることが判明した

ので，以下実験には Linefocusを用いた．

Diffractometer 
40kV. 30mA, 4X10mrr子

6 

5

4

3
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CrKS 7(311), lmm </> double pinhole, 

35kV-20mA, 6hr, Fuji No. 150 

Fig. 1 Microstructure and X-ray back-

reflection phtograph of specimen. 

0 10 20 30 40 
Direction of diffraction plane 'Po(deg.) 

Fig. 2 Relationship between direction 

of diffraction plane and X-ray peak 

intensity. 

Fig. 2に後述する実験条件即ち回折装置によるψ一

定法と既報の応力測定装置による揺動法で測定した 5。

おき各入射角における測定試料の回折X線ピーク強度

の変化を示した．図からわかるように，回折装置によ

る測定結果は著しいピーク強度のパラツキを示し，供

試材料がかなり強い集合組織を有することがわかる．

これに対し応力測定装置揺動法では揺動効果によりバ

ラツキが緩和されている．組織は一様なオーステナイ

ト組織であるが， X線回折法（1/40deg/step, 40 sec/ 

step，ステップスキャンニング法， rc200）－α（200)' 

γ（200）ーα（211）組合せによる直接比較法別〉）で定量

分析した結果 trace程度のα相の存在が認められた．

実験装置は応力測定アタッチメントを付けた島津自
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Table II. Experimental conditions of X-ray stress measurements. 

X-ray apparatus 

X-ray and di百ractionplane 

Method of X-ray incidence 

Slit system and length of X司raypath~ 

X-ray detector 

Tube voltage and tube current 

Slit and irradiation mask 

Incident angle of X-ray （ψ。）

Time constant 

Scanning speed of detector 

Speed of recording chart 

Determination of peak position 

Determination of stress 

Shimadzu X-ray di百ractometerVD・IA

Cr K/j r(311) 

Fixed ψmethod 

Parallel X-ray beam, 300mm 

Scintillation counter 

30 kV, 10 mA  and 40 kV, 30 mA  

Divergence angle. . . 0. 5ア
Mask. .. 4×5mm2,4×10mm2 

o・, o・, 15°, 30ぺ40°,40° 
o・, o・, 15°, 30・, 40ぺ40°
8 sec 

2 deg/min 

40 mm/min 

Half-value breadth method 

Sin2ψmethod 

Table HI. Comparison of peak intensity with the variation of focal spot. 

X-ray, Di百ractionplane 

Volage, Current 

Time constant 

Scanning, Recording 

Length of X-ray path 

Focal spot 

Mask 4× lmm2 

4× 2mm2 

4× 5mm2 

4×10mm2 

Point 

h 
326 cps 

534 

1160 

2120 

( 2) x線回折装置の応力測定アタッチメントは，フ
ェライト鋼における高角度回折線を計数するために検

出器を後退させてあり，試料一検出器聞の距離が長い．

強い回折X線を得るためにはこの距離を短くしX線束

の発散およひ、空気による散乱吸収を減ずることが有効

である．オーステナイト鋼の測定では回折角が小さい

ので検出器を試料に近付けることができる．そこでス

リット系の許す限り距離を小さくした.Fig. 3 (A）は

標準光学系，（B）は検出器を可能な限り試料に接近さ

せた状態を示す.x線焦点一試料一検出器聞の距離は

420mmから 300mmに短縮され，この状態で40。入射

まで可能である．

( 3）回折X線強度は照射X線強度に比例する．した

がって回折X線強度と測定精度の関係を調べるための

実験条件として、管電圧・管電流を最大40kV-30mA,

最小 30kV一lOmAに選んで比較測定した．なお測定

Cr K/j, r(311) 

30kV, lOmA 

8 sec 

2 deg/min, 40 mm/min 

325mm 

Line 

lp h Jp 

306 cps 460 cps 336 cps 

440 

1050 

1550 

748 692 

1555 1375 

2915 1910 

の正確を期するため 4.0kV-30mAで測定を行ったの

ち， X線照射域が変化しないように試験片のセツティ

ングをそのまふ動かさずに出力切換えを行って測定し

た．

応力測定は6段階の曲げ負荷法で供試材料のX線的

弾性定数測定を行った．各負荷応力毎のX線照射域ず

れを極力避けるため予め試験片に付したマークを用い

てセッティングに細心の注意を払った．

X線入射角は O。から 4ぴまでの6点を選び，測定

精度をあげるためにすべて 2回くり返し測定した計12

点を 2θ－sin2ψ 線図として整理した．

その他の条件は白木材料学会材料強度部門委員会応

力測定分科会共同研究で、定めた測定条件に従った．

Fig. 4にX線的弾性定数測定における機械的負荷応

力とX線測定応力の関係の一例を示した．
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Fig. 4 Relationship between stress 

measured by X-ray and nominal 

stress. 

(B) Length of X-ray path 
300mm 

Fig. 3 X-ray diffractometer shortened 

the length of X-ray path. 

Table IV. Experimental results of X-ray elastic constants and K-values. 

(unit: elastic const.: lQ-5 mm2/kg, K: kg/mm2/deg.) 

Voltage, Current 30kV, lOmA 40kV, 30mA 

Mask 4× 5mm2 4× 10mm2 4× 10mm2 

fp and le atψk。定＝／ぴ in 955, 1755 cps 2080, 3410 cps 7200, 12600 cps applied stress 0 mm2 

Constants (1+ν）／Eν／E K (1+ν）／Eν／E K (1＋ν）／Eν／E K 

1st time 7.88 1. 88 -31. 21 7.45 1. 69 -33. 00 8.01 1. 86 -30. 73 
+ 1. 44 土0.66 +6. 94 土1.35 +o. 62 土6.53 ±1. 20 +o. 55 土5.74 

2nd time 9.89 3.33 -24. 87 7. 74 2. 62 -31. 38 8.06 2. 53 -30. 51 
±1. 52 土0.70 土7.35 土1.38 土0.64 ±6. 65 土1.26 土0.58 土6.05

Average of 1st and 2nd 7.88 2.61 -28. 04 7.60 2. 16 -32. 19 8.04 2.20 -30. 62 
ti口1e + 1. 48 +0. 68 土7.15 土1.37 土0.63 +6. 59 + 1. 23 土0.57 土5.90 

3rd time 6. 77 1. 10 -36. 35 6.81 1. 22 -36.11 
+0. 72 土0.33 土3.48 +0. 67 ±0. 31 +3. 23 

4th time 6. 97 1. 76 -35. 31 6. 95 1. 87 -35. 39 
土0.90 土0.42 ±4. 35 土0.87 土0.40 土4.19 

Average of 3rd and 4th 6. 87 1. 43 -35. 83 6.88 1. 55 -35. 75 
tiロ1e +O. 81 土0.38 ±3. 92 土0.77 土0.36 土3.71

Limit of confidence ... 95% 

3.実験結果と考察
る．また当然のことながら管電圧・管電流が大きく照

射面積が広いほど回折X線強度は強くなる．なお既報

の応力測定装置（30kV-10mA,mask 4×5mm2, X線

光路長さ2了Omm）における強度は h=6000cps, h=  

2930 cpsである．

X線的弾性定数の測定は4回（ただし 30kV-10mA,

mask 4×5mm2は2回）くり返して行ない，得られた

Table IV に管電圧 ・管電流 30kV-10mAと40kV-

30mAの条件による比較測定結果を示した．回折X

線強度はし、ずれの測定条件においても既報の実験結果

（回折装置， 35kV-20mA,mask 4×5mm2, X線光路

長さ 420mm,la=1300 cps h=350 cps）よりもかな

り強くなり X線光路長さを短縮した効果が顕著で、あ



結果を比較して表に示した．前述のように混粒で集合

組織の強い本供試材料では，照射域が変わると回折に

あずかる結晶の状態が変わるため，これに起因して測

定誤差も影響を受けるものと思われる．そこで， l,2 

回測定では6点入射のうち入射角 ψ。＝40・の回折X線

ピーク強度が著しく低い結果が得られたので， 3'4回

測定ではピーク強度のパラツキができるだけ少くなる

ように照射域を選んだ．

この表からK値は，

(1）同一照射域でくり返し測定して得られた各2回

の値は，ピーク強度の低い 30kV-10 mA, mask 4×5 

mm2をのぞきあまりバラツキがない．

(2）照射域の異るし 2回と 3'4回測定値には大き

な差異を生じている，しかし管電圧・管電流を 30kV-

lOmAから 40kV-30mAにあげてピーク強度を増大

させてもほとんど測定値に差異は生じていない．

ことがわかる．

Fig. 5にX線応力測定法標準わに定められた方法で、

求めた各測定での応力測定誤差の平均値 dσ とψ。＝00

入射の回折X線ピーク強度 lp(cps）との関係を示す．

図には既報の実験結果，応力測定装置および回折装置

(X線光路長さ 420mm）の測定値もそれぞれム， O印
で示した．図から回折装置でも強いピーク強度が得ら

れれば誤差 μ が小さくなり， lpが 1000cps以上に

なれば dσは土 2kg/mm2以内になることがわかる．

上述の，同一照射域で、得られた各2回測定の値がバラ

ツキがないのは， X線光路長さを短縮してピーク強度

を高め，応力測定誤差 .Jaを小さく押え得た結果によ

るものと考えられる．このように混粒で集合組織をも

っ本供試材料の場合でもピーク強度が強ければ応力測

定誤差はピーク強度のバラツキや揺動の有無にほとん

ど関係しない，つまり応力測定の精度を上げるために

はピーク強度を強くすればよいことがわかる．

ls 

。
白

Diffractometer 
Length Of X-ro:J path 300mm 
Av. of t2ミ4
＠・ 30kV.10mA,4X5mm2 
~ g .. 4X10mm2 ・・ 40kV.30mA，”

Length Of X-ray path 420mm 
0 35附20mA,4X5mm2

Stress ana加er
Length Of X-ray path 270mm 

A 30kV.10mA,4x5m而
主2-5'。oscillation． 

－ 0 2000 4000 印00 6000 
Peak intensity Jp(c.p.司

Fig. 5 Relationship between error in stress 
measurement and peak intensity. 
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つぎに，定数Kは応力値算出のための基本的な数値

となるので，照射域を変えて測定して得られたK値が

大きく変わることは吟味すべき重要な問題点である．

Fig. 6に回折X線ピーク強度と定数Kの95%信頼限

度における値 .JK(kg/mm2 /deg）の関係を示した．

.JKは前述の dσ の傾向とは異なりピーク強度の強弱

にあまり関係しないで，明らかに2つのグループに別

れる..JKの大きいグノレープは前述したピーク強度の

バラツキが大きいグノレープで.JKの小さいグノレープは

バラツキが小さいグループである．この結果から定数

Kの誤差 .JK~こはピーク強度のバラツキが大きな要因

となっていることがわかる．

ョι

0 ・．

~ 

ls 

co~~ 
－～～～一ー←

． 

。 2000 4000 6000 
Peak intensity Jp (c.p.s.) 

Fig. 6 Relationship between error of 
constant K and peak intensity. 

p /" 
‘－ 0 ... 
臼。
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Fig. 7 Relationshp between error of 
constant K and standard deviation 
of peak intensity. 

o.s 

そこで，回折X線ピーク強度のバラツキを表わすパラ

メータとして， v~ch-fp）刊；h Cfp=v~. 
NはX線入射角（ψ。）の数で本実験では 12,Jpは

Okg/mm2の各入射角での回折線ピ｛ク強度）を求め

.JKとの関係を Fig.7に示した．図から定数Kの測定

精度はX線入射角の違いによるピーク強度のパラツキ

と密接な関係があることがわかる．

つぎにK値についてみると，同じX線照射域での測
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定値の差は小さいにもかかわらずし 2回の測定値と

照射域を変えて測定した3, 4回の測定値とでかなり

の差がある．半価幅法では回折X線ピーク強度が小さ

いとピーク位置（2θ）が小さく測定されるので，ピー

ク強度のバラツキの様子つまり X線入射角の高角度側

の強度が弱いか低角度側が弱いかの違いにより 2θ－
sin2φ 線図の傾きがわずかに変化する．したがって，

6段階負荷法で、求めた各々の 2θ－sin2ψ 線図の傾きの

この変化が定数Kの絶対値の大小に影響をあたえると

考えられる.Fig. 8にX線入射角の違いによる相対的

なピーク強度を表わすパラメータ lp/lpの sin2ψ に

対する傾きを求めて定数Kに対してプロットした．た

だし 30kV-10mA,mask 4×5mm2の測定値は前述の

ようにピーク強度が 1000cpsに達せず応力測定誤差

がやふ大きいので、除いた．測定点は少いが，この図か

ら定数Kが h/fp-sin2ψ 線図の傾きに依存し，例えば

X線入射角の低角度側で特に強いピーク強度が得られ

るか，または高角度側に特に弱し、ピーク強度が得ら

れるような集合組織状態では定数Kの絶対値が小さ

しその逆では大きく測定されるものと考えられる．

Table IVに示すように， l,2回測定による定数K-

31. 41 kg/mm2/degに対し， 3'4回測定値はー35.79 

kg/mm2/degと絶対値が大きく測定されている．こ

れは前述したように前者のれ＝40。の低いピーク強度

-30 
内

p
p
p
E
ε
ち
と

。t 回大

ー2 ・1 0 

Gradient Of the Jegression line in the 
L>IIP-sinl~ diagram 

Fig. 8 Relationship between constant K 
and gradient of regression line in lp/ 
h-sin2ψdiagram. 

に対し後者は照射域を変えてピーク強度の強い試料

位置を選んで、測定したからで、あり上記の推論と符号す

る．また， 3'4回測定値 K＝ー35.79kg/mm2/deg 

は，応力測定装置，揺動法によりピーク強度のバラツ

キの影響をなくして測定した定数Kー34.52kg/mm2/ 

degに最も近くし 2回測定値より信頼性の高い数値

と判断される．以上より X線的弾性定数の測定では回

折X線ピーク強度のバラツキの大小とともにX線入射

角によるその変化の様子にも注目しなければならない

と思われる．なおオーステナイトステンレス鋼の定数

Kの信頼すべき値は標準化共同研究が実施途上にある

現在では未定であるが，近い将来決定される予定であ

る．

4.結 4喜子
百

回折X線ピーク強度をできるだけ高めるために，ス

リット系の， X線焦点一試料一検出器聞の距離を 300

mm に短縮したX線回折装置を用いて， X線応力測定

精度に及ぼす回折X線ピーク強度の影響を調べた．そ

の結果をまとめると次のようである．

(1) x線回折装置でも Linefocusを用いX線焦

点一試料ー検出器聞の距離を短くすれば応力測定装置

と同等のすぐれた精度で、応力測定が可能で、ある．

(2) x線応力測定では強い回折X線ピーク強度が
得られれば強度のバラツキにあまり関係なく精度のよ

い測定値が得られる．本供試材料では lpが lOOOcps

以上では dσ は土 2kg/mm2以内となる．

(3）集合組織をもっ材料のX線的弾性定数の測定

においては，回折X線ピーク強度のパラツキに注目す

る必要があり，精度よい測定を行うには回折X線ピー

ク強度のバラツキが少くなるような入射角を選ぶこと

が必要である．

なお，本実験の一部は卒業研究学生，佐々木泰俊，

豊潤治両君の熱心な協力を得た，記してその労を多と

する．また，実験データの計算は本校電子計算機室

F ACOM 230-25を使用した．
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ロスフィーダの設計について

池 本 憲 義

＜昭和51年9月16日受理＞

On the Calculation for Designing Some Parts of the Ross Feeder 

At the shoot of gate of the hopper storing gross stones or large grade ores, does the 

chain curtain hang and hold back the stones sliding down the shoot. 

And when the chain curtain is slowly driven the stones flow down the shoot. 

The calculation of stone-pressure worked against the chain curtain of the Ross Feeder 

is as follows. 

1.まえがき

粗石または鉱石を貯蔵したホッパーの出口シュート

に，チェーンのカーテンを吊り下げて，シュートをす

べり落ちょうとする粗石をこれで受け止め，一連のチ

ι ーン装置を徐々に運転すれば，粗石はチェーンとシ

ュートの間より徐々に送り出される。

すなわち，ホッパー出口のジュートには適当な傾斜

をあたえ，一連のチェーγを数列ならべて1個の鎖車

にかけ，鎖車を低速で運転して，シュートから粗石を

送り出す。従ってこのロスフィーダは粒の細かいもの

は，チェーンのすきまから洩れるので不適であるが，

塊状のものには有効であり，構造も簡単である。

さて，以上のロスフィーダを設計するに当ってジュ

ート出口面のチェーンに作用する粗石の圧力の算定法

について考えてみる。

2.計算法

ただし，この計算では粗石の実例として，炭鉱にお

ける硬石（ぽた）の場合を採用してみる。

図 1

Noriyoshi Ikemoto 

第一方式

図 1参照

φ＝35。硬石の自然傾斜角

α＝50° ジュート傾斜角

シュート傾斜面50ロに直角方向の出口間隔を EHと

し， BH=800mmとする。

この出口の鎖、壁B-Aに作用する硬石の圧力を推定

する。

土庄三角形法（土木工学）による硬石の圧力計算

摘要寸法 BH=800 BH_LAH （垂直）

AH=2000 

800 
anどBAH＝一一一＝0.4

2000 

．． ζBAH=21°50' 
また BB＇〆AH'（平行）

BB＇線上の任意の点Cより垂線 CH＇を下だすBB'
面より AH＇面への垂直距離は
CH'=AB sin (50°十21°50’－35°)
=2150×sin 36°50' 

=1290 

但し

AB=i/8002十20002=2150 

δ：硬石の圧力線とその作用点における鎖壁背面の

垂線とのなす角 （図2参照）

これを鎖壁面と硬石との聞の摩擦角に等しく

とる （静まさつ係数＝0.5) 
δ＝tan-10. 5=26。30'

φ＝31す

AB線とφ十 6をなす直線 AEを引く
ゆ＋o=35。十26。30'=61°301

AE〆CD （平行）
硬石圧三角形の面積＝CD×CH'xl/2とする
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θ＝36°50' 

。十5十6=35°十26°30＇十36。50'=98・20'
CD=CH＇÷sin 98°20' 
=1290÷sin 81°40' 

(sin 81・40'=0.9894) 
=1304 

1/2×CD×CH'=l/2×1.304×1. 290 

=0. 841m2 

硬石の圧力は硬石圧三角形の面積×比重量によって

あらわされ，その圧力を Pとすれば

P=O. 841m2×1600kg/m3 

=1346kg/m 

但し硬石の見掛比重を1.6とする

これはホッパー出口の奥行幅 lm当りの硬石の圧力

である。

ここに， BB＇線より上にある硬石はB点より上
の壁によって全く支えられているものと設定する。

なお，シュートの傾斜角を硬石の滑動面の傾斜角と

みなした場合で、ある。

第二方式

図 2参照

ζABB'= 180-71°50' + 35° 

=143°10' 

図1より ζBAB'=21°50' 

ζBB'A=l5° 

AB AB' 
sin 15° sin 143°10' 
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0.5995 
=2150×一一一一

0.2588 

=4980mm 

図 2

3：硬石の圧力線がその作用点において水平面とな

す角

β＝90・＋oー（180°-71°50')
= 90° + 26°30＇ー108°10'
=8°20' 

α＝50° 

硬石の圧力 Pは次式であらわされる

・n （αーφ）
P=G s （αーゆ－[j)

円 sin (5ゲー35。）
- ¥J  cos (50°-35°-8吃0')

_ sin 15。
一一-'-"cos 6°40’ 

但し G＝笠子×R

AB'=Sとおく（S=4980mm)

切＝硬石の比重量 1600kg/m3

また R=  sin（αーゆ） cos（α－[j-</>) 
cosβ 

_ sin(50。ー35°)cos (5ぴ－8・20'-35・）
cos 8°20' 

sin 15。・cos6＇。＇40'
cos 8°20' 

=0. 26 

S=4. 98mより s2宇 24.8m2 

24.8×1600 
G=  2 ×0.26 

=5160 kg/m 

0.2588 
p =5160×一一一一一0.9932

= 1346 kg/m 

これはホッパー出口の奥行幅 lm当りの硬石の圧力

であり，第一方式の計算値と一致する。

さらに，ホッパー出口、ンュートの傾斜角を 45° とす

る場合について，まえの第一方式によって計算すると

図 3参照

摘要寸法 BB＇〆AH’ AE〆CD
BH = 800 AH= 2000 

BH_l_AH 

CH'=AB sin 31°50' 

=2150×0. 5275 

=113.5 

φ＋o十61=35°+26°30'+31。50'

=93。20'

AE〆CD
CD=CH＇÷sin (180° -93°20') 

AB =2150 

=CH＇÷sin 86°40' 
=1135/0. 9983 

=1137 

硬石の圧力は

P=l/2×CD×CH'x切

=1/2×1. 137×1. 135×1600 kg/m3 

=1033kg/m 



これはシュートの傾斜角を 45・とする場合のホッパ

ー出口の奥行幅 lm当りの硬石の圧力である。

もし，ホッパー出口の奥行幅が 0.72mであれば硬

石の圧力は幅に比例するものとして，

P'=l033×0. 72 

=744kg 

これは，まえの場合も同じように推定する。

3.あと拍手き

以上の通り，ホッパー出口シュートの鎖壁BA面に

作用する硬石の圧力を推定し，スタッドリンクチェー

ソの大きさと一連の長さ，および列数を設定する。

実際の装置設定に当っては，シュートの傾斜度合を

加減できるようにし，試運転と相いまって最後の調整

を行なわなければならない。

但しこれは具体的に製作したものではないので，

相当，修正を要するものと思う。

E 

参考文献

土木工学便覧

注記
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図 3

この論文は，昭和45年5月23日，日本設計製図学会

九州支部研究発表講演会において，発表したものであ

る。
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試作した深穴内面研削用

動力計の特性について＊

田

＜昭和51年9月16日受理＞

口 紘

Design of Dynamometer for Deep Hole Grinding 

A design and performance of the dynamometer for traverse cut internal grinding is 

presented in this report. Tangential forces and radial forces will be measured by this 

dynamometer. 

To pick up these forces, strain gases on elastical geometry of metals is used as transdusers. 

These outputs are large enough and have linearity to forces. The magnitude of output is 

kept constant in traversing the grinding point. 

1.緒 ー＝＝ー＝＝＝ Z司

精密穴加工法として内面研削加工は，低コスト，高

能率という点から重視されるべき加工法であるが， ト

ラパースカット（traversecut）を行なわなければなら

ないような深穴では，砥石軸の剛性の弱さ，回転速度

の高いことからくる振動の問題，砥石半径減耗速度の

大きいことなどから，他の加工形状の研削加工に比べ

て，その加工精度は劣り，満足な結果が得られている

とはいえない。またその改良に対する研究報告も乏し

いのが現状である。

内面研削加工に関する研究を進める上で，研削抵抗

の情報は重要な要素であるが，現在研削動力計として

市販されているものはないし，それに関する研究報告

も見当らないようである。本報告は内面トラパースカ

ット研削加工における研削抵抗のデータを得るため，

動力計を試作したので，その特性について報告する。

2.設計

2. 1設計方針

内面トラパースカット研削加工の特徴として次のよ

うなことがあげられる。

1）.砥石，工作物とも回転運動を行なう。

2）.研削位置が工作物軸方向に移動する。

3）.通常の工作物取り付けは片持形式であり，工作

物端面で支持することができない。

＊ 昭和51年5月20日 日本機械学会九州支部
大牟田地方講演会にて講演

Kouichi Taguchi 

以上のことより動力計の設計方針として次のことを

考慮した。

加工物 砥石

内
℃

物

転
に
回

加工物トラパース運動

図 1 内面トラパース研削

1）.接線力 （Ft）あるいはトノレク CFt• d/2, 工作

物側で測定する場合dは加工穴径）と半径力 （Fr）を

測定する。砥石，工作物軸方向力は通常非常に小さい

(1/1000・Ft程度）。

2）.力から電気的出力への変換方法として比較的容

易に製作できる弾性体のひずみを利用し，抵抗線ひず

みゲージによって抵抗の変化より電気的変換をする。

3）.出力を得る弾性体部分として砥石軸のたわみを

利用することは，加工位置が工作物の軸方向に移動し

でも，その影響がないという利点があるが，砥石軸は

高速回転を要するのでゲージ類の軸への取り付けによ

る不平衡，出力信号の外部への取り出し法，あるいは

研削条件（加工穴径，加工深さ）により砥石軸そのも

のが交換されるという問題がある。したがってここで

は工作物側の受ける力すなわち工作物を介して工作物

保持部に検出部を設けることとする。



が半径方向に平行移動するような機構（たとえばリ γ

クを使ったロパ｛パノレ機構）を用いれば，ある一点の

変位あるいは応力の測定より荷重を求めることができ

る。しかし動力計として重要なことは荷重による工作

物の変位はできる限り小さく I0-2mm以下の程度に押

える必要がある。リンクを用いるとそのたわみ変形，

回転部のあそびなどのため，変位を目的のような小さ

な値に収めることは製作上困難である。したがって半

径力の検出においても弾性体のひずみによることを考

え，弾性円環を利用することにした。すなわち工作物

取り付け台を半径方向（この場合水平方向）に2個の

円環で支えその平均ひずみ量を出力として検出する。

136 

4）.工作物側で力を測定することによれ研削点が

工作物上を軸方向に移動することに対して，出力が変

化しないように考慮されなければならない。

5）.動力計の研削力による変位，変形はでき得る限

り小さくおさえなければならない。

G1 

2.2接線力の検出

接線力 （Ft）は工作物に回転力 （＝Ft・d/2,dは

加工穴径）を生じさせ，工作物支持軸にねじりひずみ

を与える。回転力を生じさせる力は接線力のみであっ

て，半径力や軸方向力によっては生じない。また切削

箇所が軸方向に移動しでも支持軸ひずみ量は変化しな

い。ゆえにこの回転力により接線力を換算することが

できるo検出部はひずみ量を大きくするため中空円筒

軸構造とする。

中空軸外表面に二軸交差型ひずみゲージを最大・最

小主応力方向すなわち軸方向に 45°傾斜させてはり，

ねじりによるひずみから σl，σ3を検出する。それを同

一円周上180。反対側にもう一枚はり，計4枚のゲージ

でプリッヂを組むいわゆる4倍出力形式とする。
ゲージ結線

他の 1固の円環のゲージ

をc;,c;, c;, G；とする
図3 半径力の検出

矩形断面厚肉円環の水平方向に半径力が加えられた

場合の円環内外周表面に生ずる最大ひずみ部は上，下

面でその量は次式で表わされる。

J

一
司
｜
寸
l
詞
引
一
い i＝去片品ァ±す同知一÷）

( 2) －孟e-J
但し一記号は内周表面のひずみ

εγ ：円環上下面に生ずる最大ひずみ

Fγ ：水平方向半径力

A：円環断面積

E：縦弾性係数

κ：矩形断面係数

t：円環肉厚

e : t/2 

Po：円環中心半径

円環幅15mm, t = 4mm, Po= 21 mmとすると

外周面ひずみ εrt/Fγ＝ー3.513×10-6/kg

円周面ひずみ εγ2/Fγ＝4. 809×lQ-6/kg 

を得る。

また水平方向直径変位は次式で、計算される。

ゲージ結~

トルクの検出図2

見かけのひずみ出力（εt）は次式で表わされる。

(1) 

Ft：接線力

匂：検出部の見かけの外表面ひずみ

σ：検出部の外表面応力

E ：縦弾性係数

d：加工穴径

do：検出部外径

n ：検出部内外径比＝do-t/do ( t：肉厚）

n=O. 8, d=40mm叱Ft=lOkg，内＝50×10-6とする

と， doキ20mm<Pを得る。

εt -Aσ1  - 4-16d 
Ft -E Ft 2π（1ーが）dgE

( 3) 
δ＿ Po Jπ ー 2 ..L 2応 l
Fγ 花EAl 4π ・π（1+ぉ） J 

上記条件では o/Fr=O.75μ/kgとなるo

2.3半径力の検出

次に半径力の検出であるが， トラパースカットによ

り研削点が移動しでも出力に変動がないことが必要で

ある。荷重点の位置にかかわらず，加工物取り付け台



2個の円環の上・下面の外内周面に計8枚の単軸形

抵抗線ひずみゲージを円周方向に向けてはり， 2枚ず

つを平行結線し4倍出力形式プリッヂを組み，各円環

に生ずるひずみを平均し，偏荷重や円環製作上の精

度，ゲージはりつけ誤差，組立精度などによる出力誤

差が小さくなるよう考慮した。なお足部の半径力に対

する剛性は13.5μ/kgで円環の剛性の5.5%であり十分

に小さく，円環での半径力の測定に支障はないと考え

られる。

2.4全体の構造

動力計の組立図を図4に示す。工作物取り付けは工

作物の外周面がちょうどはまるようなシリンダー状に

し，工作物の固定は端面よりねじ付ふたで、軸方向にね

じで締めて固定する方法をとり，工作物に半径方向ひ

ずみが生じないようにした。そのシリンダーを玉軸受

駆動アーム トルタ検出額1 アγギ品予玉軸受
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を介して外わくで支える。玉軸受けはアンギュラ形を

用い予圧をかけ，半径方向，軸方向のあそびがないよ

うにした。外わくには横方向にたわみやすくした4本

の足を設けベッドに固定し，側面は半径測定円環を介

して，ベッド上に設けた丈夫な側板に固定する。

一方工作物を取り付けた、ンリンダーの他端にトルク

検出部を介して，工作物回転駆動軸が設けてある。動

力計を研削盤にセットする場合において動力計側駆動

軸とそれを駆動する原動機側軸（内面研削装置付万能

円筒研削盤の場合は工作物回転スピンドノレチャック）

を直接連結すると，そのときの軸聞の偏心量が直接的

に半径力測定用円環をひずませることになり，円環の

剛性から計算すると 0.02mmの偏心は約2kgの半径

力が円環にかかることになる。したがって図のように

半径方向にレパーを突き出し，それを原動機側のまわ

し金で回転させるようにしたD トルク検出部は工作物

、....... 'i~.， 
レ包－：：：：：－－’

図4 内面研削動力計概略図



検定荷重のかけ方として荷重を目的値に増加させつ

つ達せさせた場合（加荷重）と，減少させつつ達せさ

せた場合（減荷重）の出力，および動力計に軽微の振

動を与え出力を一定値に落ち着かせた時の出力を測定

した。図7にトルク出力検定図を示す。トノレクで3

kg・cm以下でわずかに曲線になっているが3kg・cm
以上では直線関係にあることがわかる。
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とともに回転するので，自作した4チャンネル水銀接

点（図5）を介して外部測定器と連結した口

3.2半径力の検定

加工穴内側より荷重を加え，その荷重点を移動させ

ることができるように，図8に示すように半径力検定

占

3.1 トルク出力の検定

工作物回転駆動軸を固定し，工作物取り付け部に軽

い木製の腕のついた円柱を取りつけ工作物軸中心より

100mmの位置に分銅をつるし， トルク出力を検定し

た。概略図を図6に示す。

接

3.諸特性測定方法と結果

重良

半径力および変位測定方法

用荷重針を製作した。先端のそろばん状加荷重部より

後方lOOmmの位置に抵抗線ひずみゲージをはり，棒

の荷重による曲げひずみより荷重値が換算できるよう

になっている。この荷重計の荷重一ひずみの検定を行

なった結果，良好な直線関係が得られた（図9）。出
力は59.17×10-6/kgであった。

図8

トルク検定方法
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3.4動力計の勤特性

図12に示すような方法で動力計を加振し，そのとき

の周波数に対する振幅を測定した結果を図13に示す。

図より98,106, 130, 230Hzとし、くつかの共振周波数

を持つことがわかる。

この荷重計による内面研削動力計の半径力出力検定

図を図10に示す。測定は1～14kgまで荷重を変化さ

せ，また荷重点を動力計入口より 5～95mmまで軸方

向に移動させた。その結果荷重点移動につれ出力係数

がわずかに異なっていて全域に対して約土5%の誤差

が生じた。

加銀総IJ¥IJ6A 

加振実験方法図12
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3. 5研削実験手lj

図14は2ベン式記録計に記録した研削実験の出力線

図の一例である。（ a）はトノレク，（b）は半径力，

( c）は三相交流モーターへの入力である。

実験条件は工作物回転，往復運動にて行ない，往路

始めにのみ切り込みを入れて，復路はO切り込みであ

る。復路においてもかなりの抵抗が残り研削されてい

ることがわかる。トノレク（図中（a））と電力（図中

( c ) ）の変動率はほぼ等しいが，半径力は工作物1回

転当り 1回のかなり大きな変動がみられる。

以上の結果より， トノレク，半径力とも荷重一出力線

図に良好な直線関係が得られた。

トルク検定線図において，加荷重，減荷重で±0.6kg 

の差が生じたが，これは玉軸受の摩擦であると判断さ

れる。しかしこれは動力計にlOg程度という非常に軽

い打撃を与えるだけで中心に落ちつくし，研削加工中

は軸受は回転しているので静止摩擦ではなくなり，摩

擦力は大きく減少し，これによる誤差は非常に小さく

lCOO 50 70 lW 200 300 切り
!JO錠周波数 c/s 

図13 動力計の動剛性

察

30 20 
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kg 

3.3半径方向荷重による動力計の変位

図8に示すように半径方向荷重を加えた時，荷重点

と同一断面上の工作物取り付け部のベッド面に対する

変位を電気マイクロメータ (10000倍）で測定した結果

を図11に示す。荷重点によりたわみ量が変化して，両

端で大きく中央で小さくなっているが，これは剛体の

ノミーを二つの円環で支えた場合の荷重に対するたわみ

量の理論計算とほぼ一致する。
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なるものと考えられる。

15 

半径カ kg 

半径力出力検定図（補正した場合）

1 I d ¥ 
＝一一（－Fr.+T)
L ¥ 2 " I 

但しTは動力計空転時のトノレク

したがってLを長くすれば，その影響 （ F~ ／Fr ） は小

さくなる。しかし根本的に改善するにはトルク検出部

とレバーの聞に軸受を設けて，レバーの接線力が半径

力円環に影響を与えないようにするなどの改良をする

必要があろう。

図15
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図16 砥石軸と動力計のたわみ
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また半径力検定線図において，荷重点の移動するに

つれて出力係数がわずか変化したが，これは円環，足

部の製作上の寸法誤差，あるいは抵抗線ひずみゲージ

のはりつけの際の角度誤差が影響していることが考え

られる。荷重点位置 (l＝動力計工作物入口からの深

さ）によって補正を行なうとほぼ解消され，図15に示

すように土2%の誤差に収まる。残りの誤差は加荷

重，減荷重の出力差が大部分である。

動力計の荷重による変位についてはこの程度の変位

が研削機構に変化を及ぼすかどうかという点について

全く問題がないわけで、はない。たとえば加工形状精度

において必ずその値だけ影響を及ぼすであろう。また

振動も起し易し、。しかし砥石軸のたわみ量と比較する

とはるかに小さく（図16），研削抵抗の測定に対して

はこの変位により抵抗値が大きく変ることはないと考

えられる。

半径力の 1回転当り 1回の変動は研削抵抗の変化以

外の原因として，動力計の回転駆動をレバー式にして

いるためレパーの受ける力の方向が回転とともに正負

に変化するために生じることがあげられる。レバー

の着力点半径をLとすると回転駆動のための接線力

(F~ ） は次式で表わされる。

ー＝－－ E司
この動力計により内面トラパースカ ット研削におけ

5.結



る接線抵抗および半径方向抵抗についての情報を得る

という当初の目的は一応達成できると考える。

考察で、述べたようないくつかの弱点については今後

さらに改良を加えて行くことを考えている。

おわりに製作に関して御協力をいただいた内野豊
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作，由留部節雄，上原弘の各氏をはじめとする機械実

習工場の方々，および当時卒業研究として製作・実験

をされた植木治，山下弘（昭和49年度），藤原欣

哉，牧敏彦（昭和50年度）の諸君に感謝の意を表しま

す。
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多翼送風機の翼流入角が特性に及ぼす影響

清 森 宏之助

＜昭和51年5月17日受理＞

On Influence of the Inlet Angle of the Blades on the 

Fan Performance of Multi-blade Fan 

In the previous experiments on an impeller of multi-blade fan, it was con五rmedthat 

the smaller exit angle must be given to the blades to develop the pressure. 

Now the present study has been carried out in order to investigate the influence of the 

inlet angle of the blades on the fan performance and the flow conditions. 

In conclusion it is clear that the fan performance of an impeller should be better with 

a larger inlet angle than with a smaller one, and that the measured value of the flow direction 

at the exit side of each blade is nearly in accord with the calculated one. 

The outcomes are as follows. 

1.まえがき

多翼送風機の性能の向上を目的とする一連の実験に

おいて，前回は翼の流出角のみかえた5通りの羽根車

について実験をおこなった。その結果，流出角が小さ

くなるほど全圧は上昇し，特性への影響が大きいこと

が確認された。

本実験は基準の供試翼に対し，流入角のみをかえた

羽根車を設計製作し，風量・風圧特性に与える影響お

よびそれに関連して翼出口直後の流動状態とを調べ

た。これらの実験は特性に大きな影響を及ぼすと考え

られる翼入口角の設計値と実験値との関係を解明する

手がかりともなり，また風量・風圧特性の傾向を調べ

る上からも必要である。

流れの状態の測定は従来の実験と同じく吸込ベノレマ

ウス側よりみてgo・間隔の上下左右の4点で流量を4
通りかえておこなった。

2.実験目的

本実験は周速一定の条件下で，翼設計の基礎式であ

る Eulerの式

PthOO ＝す仰包2-U1Cu1)

＝会［（c~－cD+C同ーの

十 （w~－wD]

に示されるように，羽根数無限大の全圧上昇 PthOOお

よび実際の発生風圧Pと翼流入角との関連を調べるこ

Kounosuke Kiyomori 

とを主目的としておこなった。

これと同時に供試翼のすべり係数μを半理論的に求

め，かつ実測値との比較をおこなった。

こふで添字1は羽根入口直後， 2は出口直前を示す。

U ：羽根車の周速 m/s

C ：流れの絶対速度 m/s

Cu ：絶対速度Cの円周方向分速度 m/s

W ：流れの相対速度 m/s

T ：流体の単位体積重量 kg/m3

g ：重量の加速度 m/s2

3.実験装置および実験方法

実験装置と方法は従来と同一である。また流れの状

態の測定は特性曲線上の4点，すなわち全開，最高効

率点，最高圧力点，失速点でおこなったD 測定位置は

図1に示すように，吸込ベルマウス側よりみて90。間

隔にとった翼直前のA,B,C,Dと翼直後のE,F,G,

Hの8点である。

流動状態の測定にはあらかじめ検定した5孔ピトー

管を用い，供試羽根車の測定部位置にプロープ先端を

挿入し，羽根前縁よりlOmm内側の位置，また羽根後

縁よりlOmm外側の位置で、軸方向にlOmm間隔で、調べ

た。

なお測定にあたって，ヨー角（yawangle）の基準

面は測定点とファン軸線を含む平面をとった。またピ

トープロープ検定部の構造上，ピッチ角（pitchangle) 

が45°以上では検定時において流れが不安定となるの
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図1 測定位置

で，これ以上の角度の流れについては実験をおこなっ

ていないD また軸動力の測定にはトノレクメーターを用

い，風量・風圧はピトー管法により吐出し側測定をお

こなった。

4.供試翼

本実験に用いた羽根車Aの設計仕様は風量75m3/

min，送風機全圧85mmAq，回転数1900rpmである。

前述のように設計に用いた羽根数無限大における風

圧上昇は Eulerの理論式よりつぎのとおり。

PthOO ＝去（U2Cu2-U1Cu1)

= -fg [ (c~－cD + (u~－uD 

+(wi-wD] C 1) 

( i ）羽根車 A

羽根車Aは他の流体機械と同じく，流体が半径方向

から流入するように設計しているから，羽根車入口の

絶対速度の周方向分速度は0となる。また主板と側板

が平行なる羽根車の場合，連続の定理を用いW1=W2

/31＋β2=90'。の条件を導入すると，つぎの関係式が求

まる。ω

C1=Cm1=U2, Cu2=2U2 

Cm2=U1, C2=C~2十C62=Ui+d2

こ斗で Cmは絶対速度の半径方向分速度を，また日

は UとW のなす角を示す。

これらの関係式を (1）式に代入すれば，羽根車A

のPthOOはつぎのようになる。

Pthoo ＝会Cu~＝すU2Cu2

またこの条件のもとでは tan/31 ＝喜子

tan /32＝芸？となる。ω

Dは羽根車の直径を示す。これより β1=51°35',

/32 = 38°25＇が求まる。

羽根車 A

戸l回 51。おf

羽根車 B

U1 Jl1=66°3S’ 

図2 供試羽根車の入口，出口速度線図

Pa= 3 s。25’

爽数 36放

羽根車 l A B 

図3 供試翼断面寸法

(ii）羽根車 B

本実験は入口角。1が風圧特性に及ぼす影響を調べ

るのがその目的である。本送風機の入口角 /31は一般

に大きく，なかには βi=80近く設計されているのが

あるから，羽根車A の '91=51・35＇より今回は 15・大

きくとって， /31=66。35’のものを羽根車Bと定め，他

の諸元は全く同ーとした。



このとき C1の値は速度線図上つぎのようになる。

Cf= (U1-W1 cos i91)2+ (W1 sin i91)2 

= U~－2U1W1 cos i91十Wi

この値を (1）式に代入してまとめるとつぎのとお

り。

PthOO ＝工U2Cu2＋三U1ゆァ－ U1) ( 2) 
g g ¥ i;an /:11 I 

こふで（2）式の右辺第2項目は羽根車Aの条件を代

入すればOとなり，羽根車Bの条件を代入すれば負と

なる。なお翼の巾は150で主板，側板への取付は鋲か

しめである。羽根車A, Bの入口，出口の速度線図を

図2に，断面寸法を図3に示す。

5.実験結果

供試送風機の規定回転数1900rpmにおける特性曲線

図を図4，図5に示す。図4は風量に対する送風機全

圧，軸動力，効率の曲線で，図5はこれらの無次元表

示である。

こふで

圧力係数は
p 

ψ＝ 
r n 
2gU2 

φ＝ Q 

十D~U2
流量係数は

動力係数は

U
 
D
 

L

一π
一4
7
一勾

A= 

で定義する。したがって L=PQ／ηの関係から

え＝ゆψ／ηとなる。

流動状態の測定結果の 1例を図6，図 7に示す。 こ

れらは羽根車A, Bの翼直前の位置（測定位置B）と

これに対応する翼直後の位置（測定位置F）の半径方

向分速度を線図としてまとめたもので，分速度を縦軸

に，翼巾上の位置を横軸にとって示した。測定点にお

ける動圧およびピッチ角が検定曲線図より求まり，一

方ヨ一角は測定時に求まるので，半径方向分速度＝

（測定時の風速）× cos(pitch angle）×cos (yaw angle) 

の関係より計算できる。

6.供試翼のすべり係数とヨー角の推定値

羽根車の理論全圧上昇を Hth，羽根入口および通

路中の全損失を Ahi，渦形室の損失を AhD，羽根車の

みの圧力計効率を ηMi，ディフユーザをも含めたファ

ンの圧力計効率をηMとすればつぎの関係式がある。ω
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こ与で

。：羽根車の形状抵抗および摩擦損失係数

Q ：翼入口曲りの損失係数

ψ：圧力係数 Pj会 u~

φ：流量係数 QIすD~U2

む：羽根入口巾／入口直径 b1/D1 

ν：内外径比 D1/D2 

この場合， （b=O.l, (1=0.2とみなし， 翼の入口

有効巾をこれまでの実験結果より50%と仮定すれば，

kb=O. 5b1/D1 (b1=150, Diは翼断面図参照），また羽

根車外径φ310より流量係数φ＝0.536となり，これは

羽根車A, Bとも同一である。

・全開

会 最高効率点

x 最高圧力点
。失速点

。主板側 目 1()() 側板側 150・
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図6 速度分布図
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図8 流体の流出角説明図

上述の関係式および出口側の速度線図との関連を図

8に示す。流体は翼流出直後，図8よりあきらかなよ

うにその絶対速度は回転方向に対しαの方向をとらね

ばならぬ。また供試翼のヨ一角およびすべり係数 μ＝

Hth! HthOO = Pth! PthOOはこの図を参照して理論的に

求め得る。たxしHはヘッドmを示し， P=rHkg/m2

を表わすものとす。

つぎに送風機の全効率 ηは流体効率を h，機械効

率を ηm，体積効率を恥とすれば， η＝恥・ηm・恥

の関係がある。恥は漏れと機械損失をのぞく他のす

べての流体損失による効率の低下を表わすものであっ

て，圧力計効率ηMとは異なるものであるが，本計算

では近似的に "!Jh~ηM とおく。こ与で供試羽根車の設

計風量における全効率は特性曲線より両羽根車とも略

50%とみなされるから，いま ηM=98%，恥＝95%と

仮定すれば 0.5＝恥×0.98×0.95より仇＝O.536とな

り前述のように ηMさ恥＝0.536とおく。いま羽根車

Aについてのみの計算手順を示す。

(1) 先づ設計風量における全圧 P=90mmAq

より圧力係数ψ＝1.55となる。

( 2) ηM=O. 536 （前述のとおり）

(3) ηMiは（4）式に前述の諸数値を代入して

得め得るD

0.536「（0.1+0. 2）×0.5362 ηMi=l一一一一一一｜
1. 55 L 16×0. 3042×0. 7944 

+0.2×0. 7942] 

= o. 906 
p 90 

( 4) Pth＝一一＝一一一一＝＝168 mmAq 
ηM 0. 536 

(5) (2）式を用い Pthoo= 233 mmAq 

168 すべり係数 ρ＝Pth/ PthOO ＝一一＝0.72 
233 



( 6) PMi=Pth・ηMi=l68×0.906 = 152 mmAq 

流体の翼流出直後の旋回速度を c;2とす

れば

c r 一一亙！＿＿＿＿ 152 
u2- r U2一0.1225×30.8 
g 

=40. 3 m/s 

(7) (2）式の方2項目を cんとすれば，羽根

車Aは流体が半径方向に流入するためcι
=0となる。

って c;2十c;/2= 40. 3 m/s 

表1 yaw angleの計算値

羽根車 A B 

ψ 1.55 1. 805 

"fJM 0.536 0.536 

"fJMi 0.906 0.920 

p mmAq 90 105 

Peh mmAq 168 196 

Pehoo mmAq 233 199 

μ-－！；~： 0. 72 0.986 

PMi=Pt~η：1q 152 180 

Cu2 m/s 40.3 47. 7 

u;/2 m/s 。 9 

C~2+Cん m/s 40.3 56.7 

出口ヨー角 58°401 66°40' 

損Ah失zに風圧相m当mすAるq 16 16 

損Ah失D風Vこ圧相m当mすAるq 62 75 

ηM・μ 0.386 0.530 

( 8) つぎにCm2=U1の関係より Cm2=24.5m/s 

( 9) 出口側の絶対速度と周速とのなす角をαと

すれば

Cm') 24. 5 α＝ .~m,;' ＝一一一一＝0.608 
c;2+CfJ2 40. 3 

これより α＝31°2び

したがって ヨ一角＝90。－α＝58°401

(10) dんに相当する損失風圧

=Peh-PMi=l68-l52=l6 mmAq 

AhDに相当する損失風圧

=PMi-P= 152-90=62 mmAq 
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ηM・μ＝O.536×0. 72=0. 386 

同様の手順で羽根車Bについても計算をおこないこ

れを表1にまとめる。

表2 yaw angleの測定値

値｜測定 測定

羽根車位置計算値全開I5率震I重力関1失速点
E 58° 59° 61° 

F 57° 62° 63・
A G 

58°40＇一一一一一一一一一一一一

H 62° 

E 6ぴ 65。

F 65° 66° 66° 
66°40’一一一一一一一一一一一一

B G 

I H 64° I 
I 

つぎに設計流速 Cm2= 24. 5 m/s近傍のヨー角の実

測値をまとめたものを表2に示す。空欄部は計測不能

および設計流速以下の流速であったためで、ある。

7.あと治三き

(1) 吐出し側半径方向分速度はこれまでの実験結

果と同じく主板側で大きく，側板側に近づくにつ

れて小さくなるが，メリデアン速度 Cm2が一定

と仮定したとき， 翼の有効巾は主板側より全巾の

40～50%程度とみなして設計しなければならぬ。

(2）翼の入口角仇を大きくした羽根車の方が全圧

が高いことが判明した。しかしながら特性曲線よ

りなお全庄の向上が期待されるし，入口角と風圧

上昇に関する定量的結論を出すには今後さらにピ

ッチを小さくとり， Aを大きくした実験をおこな

わなければならぬ。

(3) 表2に示すように両羽根車ともヨ一角の計算

値と測定値とが可成り一致しており，本計算値の

中に含まれるすべり係数μの値は信頼性があるも

のと考えている。

最後に本実験にあたり，終始御懇切な指導を給わり

ました九州大学生井教授並びに実験に熱心な協力をさ

れた本校技官の方々に厚く御礼申し上げます。

参考資料

(1)(2)(3）生井武文著遠心軸流送風機と圧縮機
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中型電子計算機のための

ガンマ関数の倍精度計算

山 下 巌

く昭和51年9月16日受理＞

Double Precision Computation of Gamma Function 

for medium sized computers 

A method of double precision computation of Gamma function for medium sized electronic 

digital computers is proposed. An essential feature of the method is to evaluate directly 

the integral representation of Gamma function by applying the 'double exponential integral 

formula' originally developed by Takahashi & Mori. A program is written according to 

the method and tested on F ACOM 230-25 machine. It is found that in accuracy the present 

method is comparable with other methods prepared for large sized computers. 

1.まえがき

物理学や工学上の諸問題の解析において，我々はし

ばしばガンマ関数に道遇する。また，ガンマ関数は，

最も重要な特殊関数の一つであるベッセル関数（実数

次Jの表現の中にあらわれるし，ベータ関数（Euler
の第一積分）をはじめとして多くの定積分がこの関数

を用いて表わされる。このように，ガンマ関数を必要

とする場合，十分高い精度でその値を求めることが要

求される。ところが，従来中型電子計算機でガシマ関

数の値を計算する方法は，ガンマ関数を多項式近似で

表わし評価する方法（1)'(2）が多く，これらの方法によ

り精度をあげようと思えば多項式近似の定数係数に，

非常に大きな桁数の数値を与えておかなければならな

い。しかしながら，中型電子計算機では，そのような

大きな桁数の数値を扱かうことはシステムの大きさの

制約を受け不可能となる。

そこで，筆者は最近提案された一つの新しい積分公

式 4二重指数積分公式’ω，ωを応用し中型電子計算機

でもシステムの大きさに限定されずに十分高い精度ま

でガンマ関数の値を評価できる一つのプログラムを考

案した。このプログラムは，大型電子計算機用として

備えられている関数ルーチン∞及ひ、精度を高めるため

に多項式近似による方法に改良を加えたサブルーチ

ソωなどと比較して，許容できる時間の範囲で同程

度の精度を持つ。また，中型電子計算機において，単

精度であったガンマ関数の評価が倍精度まで、拡張で、き

ることは，とりわけ強みである。更に，利点として，

Iwao YAMASHITA 

実数次のベッセノレ関数の評価を可能にすることから，

整数次のベッセル関数の評価を含めて，ベッセル関数

の評価領域が拡大できる。

このプログラムは，本校の中型電子計算機FACOM

230-25に於いても，計算試行され時間，精度とも満

足の行く結果が得られた。

2.計算方法

ガンマ関数を求めるには，一般に Eulerの第2種

積分的

R←j：山地（企Oなる実数）， (1) 
によるか， (1）式を無限乗積の形で表わした

T(x)=lim (n-l)!nx , (2) 
叫→co x(x+I）……（x十n-1)

を用いる。

これまで，電子計算機用に開発されているプログラ

ムは（2）式を多項式近似で表わし求めてゆく方法ω

が圧倒的に多し、。また， (1）式より

月）＝i；山地十［山→
(zは十分大なる値）， ( 3) 

として，第1項目をベキ展開で，第2項目は漸近形で

計算し，第2項目の漸近誤差が許容値に収まる最小の

zを決め，第1項目のベキ表示の収束性を向上させ計

算の精度をあげる方法〈めなどが考えられている。
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しかし，こふでは (1）式を直接数値積分する方法

を考える。この積分は (1）式からわかる通りパラメ

ータヱの値如何で、積分の端点で、被積分関数が特異性を

示すので積分する際，特別の工夫を要する。最近，こ

のように端点で、被積分関数が特異性を有する積分の計

算法として e二重指数積分公式吻，ω が高橋と森によ

って提示されている。尚，この公式による数値積分の

計算法の汎用的なプログラミング化とこの方法の適用

限界などにつき戸田と小野仰によって研究中である。

筆者は，この新しい積分法を用いてガンマ関数の数値

計算のサブノレーチン化を行なうことを考える。

(1）式の右辺の被積分関数を

f(t;x) =Cttx-1 

とすると， (1）式の r(x）は，

I= )7f(t;x)dt。 ( 4) 

次に， t= exp(u-exp( -u)) ( 5) 

を導入し，（4）式をかきかえると

I＝にf（仰（u一切（－u));x）・
(l+exp(-u)) -exp(u-exp(-u))du。（ 6) 

この（6）式の表現の利点は次のようなところにあ

る。（4）式のま Lで直接，数値積分をする時，端点

g (u;x) 

g_n 

-nh 

／ 

／ 
ノ

g。
g-1 

-2h -h 0 

で被積分関数に特異性が存在すると数値的に解を求め

ることが困難となる。

ところが，（6）式はガウス分布的関数だから，積

分の端点での被積分関数の特異性が一∞と十∞に極限

され，更に（6）式は二重に指数関数がかふっている

ために（4）式に比べ，その分だけ早く減表し，数値

積分に有効な区聞が非常に狭い範囲に限られ，一∞と

十∞では被積分関数が極端に零に漸近してゆく形の関

数として表わせる。従って，積分の計算は，ごくせま

い有限区間のみを考えればよし積分の端点での被積

分関数の特異性に対して，特異性の存在する区間まで

積分を行わずにすむ結果，格別の考慮をせずに実行で

きる。

uの無限区闘を適当な間隔hで分割してゆくと考え

ると，分割幅hに対するそれぞれのuの表式は

u=nh (n=O，土l，土2，……）。 ( 7) 

これを用い，（6）式を台形法則に従って書きかえる

と，

In= h ~ f(exp(nh-e砂（-nh)); x) 

×（1十exp(-nh)) ・exp(nh-exp( -nh））。（8) 

zをパラメータとして，（8）式で積分をするとガン

マ関数 r(x）が計算できる。

＼ 

＼ 
＼ 
＼、

、、．

'g九

h 2h nh 
u 

図 1 g (u ; x）の概形

（＊）通商産業省電子技術総合研究所戸田英雄及び東京都立農芸高等学校小野令美両氏によって研

究開発中で，まもなく発表される予定である。



次に，（8）式で計算するときのアルゴリズムを述

ベる。

(1). (8）式は無限級数の和であるが，数値計算上

はどうしても有限項の和として考えねばなら

ぬので，その上限及び下限の決定を行なう o

g(u;x) =f(exp(u-exp( -u)) ;x）・

(l+exp(-u)) ＞くexp(u-exp(-u)) ( 9) 

として， u の区間をhの幅で分割して行った

時のそれぞれの g(u;x）の値を

gπ＝f(exp(nh-exp( -nh)) ;x）・

(l+exp(-nh）） ×exp(nh-exp( -nh)), 

(n=O，土1，土2，……）。（10)

g(u;x）は図1の如くガウス分布型の関数

で， g-2,g_lt go, glt gzなどはuの値がそれ

ぞれ－2h，一九 0,h, 2hに対する（10）式で
計算される g(u;x）の値すなわち gπ を示

す。このような gπ の値から，次のような収

束条件を考える。

j吐」くEPS（許容値），
2J gk 
k-o 

(m =0, 1, 2，……） (11) 

を満足する NP=m十1を無限級数の和の

η＝＋∞と見倣して，級数和を NPまで求

める。また，同様に

~＜EPS （許容値），
2J gk 
k-m 

(m =0, -1, -2，…） (12) 

を満足する NM=m-lを無限級数の和の

n＝一∞として，級数和を NMまで求め

る。従って，（8）式の hは取敢えず，

(1) ミξ
Iゐ ＝hム gη。
同協－NM

(13) 

( 2）.次に， u の区間の分割幅の大きさhを更に半

分の与にして分割する。フ。ログラム上では

hの値を＋に置換える。

( 3）.再度，この時の級数和の上限，下限を (1)

と同様の手順で求める。この場合，上限ある

いは下限は (1）と同じ値を取る場合もある

が多くは (1）の場合より小さい値を取る。

この時の級数和の上限及び下限を新たにNP

及び NMとすれば，この時点での分割幅h
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に対して積分値は，

(2）冬ξ
I h =h 2...:i h。
” n-NM 

(14) 

ただし，この計算の中には前段での分割幅h

に対応する級数和が含まれるので，その部分

の計算は省き，新たな点だけの総和を求める

ようプログラム上では工夫する。

( 4). I c2〕（）
、 I三’－ 1~· ’ 

品 1(2） 品 I < EPS （許容値） (15) 
h 

の条件を満足するか。満足しなければ Iア

の値を Iアで置換え，再び（2),(3), (4) 

手順を繰り返す。その繰り返しは（15）式を

(2) 
満足した時点で、打切られ，その時の 11i が

所要の h と見倣し，任意のパラメータzに

対するガンマ関数 T(x）として決定する。

この（1),(2), (3）及び（4）の手順を流れ図にして

図 2-1及び図 2-2に示す。プログラムでは，パラ

メータzの如何にかかわらずガγマ関数の精度を落と

さないようにするために，次の漸化式

T(x十l)=xT(x) (16) 

を用い，常に1三三z孟2の範囲で計算する。

また，（3）及び（4）の繰り返しは積分の収束性が

悪く，いつまでも (15）式を満足しない場合，分割幅

hの大きさが0.0078125までで打切る。級数和の上

限，下限が最初定めた分割数内で、決定で、きない時も積

分の収束性が悪いとしてその旨を印刷出力させる。パ

ラメータニEVこ負の値を与えた時は直ちに計算を中止

し，その旨印刷出力させるようにしておく。

図2に沿ってもう少し詳細に手順をのべてみる。図

2の①，②， ③，…－ー などの番号は1つの仕事の部分

を示している。番号l,2, 3，……などは後に示すプ

ログラムの文番号を書いたものである口

まず番号①，②，③，…－ーなどに従い仕事の流れを追っ

てみる。

①では，被積分関数 f(t;x) = e-ttx-1を文関数と

して定義する。

②，③，④では，パラメータzが負かどうか， zが

1三三z三五2の範囲の数であるかどうかの

検査を行ないそれぞれに対応する処理を行

なう。

⑤では，分割幅んの指定と分割数 N を定める。

⑥では， goの値すなわち (10）式における n=O
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① 
FPARA (Y)=Y-1.0 

FUNC(Z)=DEXP（ーZ〕＊2**Z2 

l～ Kl －一→ I

⑥ I 0. 73575888234288 *FUNC (0. 3678794411 
714423〕一一歩 Sl
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＠ 

図 2- 1 流れ 図
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ー－，

図 2- 2 流れ図

に対する値を計算する。

⑦では，無限級数の和の上限，下限を決定するため

の前処理を行なう。

⑧～⑭では，無限級数の和の上限，下限を決定する

と同時に，級数和を計算する。その時，収

束性が悪く上限，下限が先に指定した N

を超えた時はその旨印刷を行なって計算を

中止する。

⑮では， (13）式に対応する積分値の計算をする。

.,.. 1 
⑮では，分割幅hを更に一一にして積分を計算す

2 

るための準備をする。

⑫～＠では，新分割幅に対する無限級数の和の上限

及び下限の決定，級数和の計算，最後にこ

の分割幅に対する（14）式に対応する積分値

の計算をする。

＠では，（15）式に対応する収束条件の計算をする。

＠では，収束条件が満足されたどうかを検査する。

⑮では，分割幅hが0.0078125を超えてるかどうか

の検査を行ない， hが0.0078125より大き

いならば再度⑮の処理より繰り返す。

＠～＠では， x=O, 0くzく1, 1豆z三五2及び

x>2のそれぞれの場合に対するガンマ関

数の値を最終的に決定する。

3.計算結果

e二重指数積分公式’を用いたガンマ関数の倍精度計

算のプログラムをサブルーチン副プログラムの形で図

3に示す。

サブノレーチン副プログラム名はGAMMADとして，

仮引数 X,GAMMA及び EPSは全て倍精度実数で

仮引数 ILLは整数である。なお，このルーチンの中

で、は倍精度の指数関数計算ルーチン DEXPの組込み

関数を用いている。

計算しようとするガンマ関数の任意のパラメータz

を X に与え，収束条件を EPSに示し，プログラム

名GAMMADを呼び，正常に計算が行われ，ガンマ

関数の値が求まると ILLを0として GAMMAに

F(x）の値を与える口また，収束性が悪くうまく積分

値すなわちガンマ関数の値が求まらない時は ILLは

3000として積分の収束性が悪い旨（CONVERGENT

BAD）を印刷する。分割幅 H の値が0.0078125より

小さくなっても収束条件 EPSを満足しない時は，そ
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SUBROUTl"lE GAMMADCX•EPS,GAM阿A1 ILL> 

DOUBLt. PRECISION x.z.~AM判A1EPS1S1Sl ・ H•T1U1HN,EHN,AJ ・ FUNC
DOU9LE PHECISJON z1,p,z2.FPARA;y,z3,E 

FPAHACY)=Y・1.000
FUNCCZ)=DEXPC・l)後Z骨骨Z2
l~C X >l,2,3 

l ILL＝・3000
WRITE::C6tl00) ILL 
ユ001-"0RMAT<lH・16HMINUS PARA阿ETER•5X 14H ILL=! 8) 
HF.TURN 
2 .::1＝・'999
GO TO 8 
.3 JFCX.GE.l,ODO)GO TO 4 
K.1=-1 
GO TO 5 
4 lt.l=IDINTCX・1.• 000) 
5 IFCl::l)8,10t6 

6 ll=X 
P＝工.ODO
DO 7 l=l、Kl
Zエ＝Z.1・1.000
P=P<>Zl 
7 C:OrH JNUE 
Z.J=X・DFLOATCLDl:lLE CKD) 
GO TO 9 
8 Z.3=X+l.ODO 
9 Z2=FPARACZ3) 
GC TO 11 

10 Z2=FPARA(X) 

ll H=0.5DO 
N=lO 
Sl=FUNCC 0,3&7S794411714423D0）＂谷o.• 73575 ~ 882342884600 
NP=O 
ll州＝O
l$WP=O 
IS＼＼＇阿＝ O

12 lFC!SWP+lSWM・2>13.22・22
ユ3 JFCISWP.~JE.0) GO TO l!l 
l斗 N?,.,MP+l

H~J=DFLOATCLDElU. CNPJ）骨H
EHN=DEXPC-HN) 
ti =DEXP CiiN-EHN) 
T=FUNCCU）傍Cl.ODO+EHN）長U
IF(l)Al:lSCT>・DABSCSl）努F.PS>lS1l6・16
ユ5 ISWP=l 
GO TO 18 

16 Sl7Sl+T 
IFCNP-N)l0,17117 

17 ILL=.3000 
wρI H:C6・20円） ILL

200 FORMAT(工H ・ユ4HCONVERGENT.BAD・5X,4HILL=I日〉
RETL!RN 

18 !F<l SWM ， ~＜ 己， 0) GU TO 12 
19 l'<M=N吋＋正
卜iN=llFLOAT(L0FILE【NM))*H
EHN=DEY.PCHN) 
U=OEXPC－トIN・EHN)
T=FじNCCU＞谷(1,iJC'O+EHN）併ll
IFWA目sen・OABSCSl）卦EPS>20121・21

20 ISWIY=l 
GO TO 12 

21 Sl=Sl+T 
IFCN吋・N)12,17•l7

22 Sl=Sl*H 
9 DO A,l=C, ODO 
H=H/2,0DO 
K =C~I NO CNP,N同＞－1 】 益2

IF Cl() 25 t2ラ・23

2.3 DO 24 !=l・K・2
HN=DFLIJATCLDBLECJ）） 谷吋
EHN=DEXPC-HN) 
U-=Dr.XP (J-;N-EHN/ 
A°j=AJ+FUrJC ('.J）やci.oo・o+EHN＞骨U
E'-'N=l，。DO/EHN 
U=1)EXP C-HN-EHN) 

AJ=A J+ FU ~ C (U）骨【1.ODO+ EHN）後U
24 C:l吋TINUE 
25 K=K+l 
lr(K+l-!'JP+/.)36t26・26

26 HN=DFLOAiCLDflLE 【K））右手H
EHN=DEXP (-•HJ) 
U=DヒXP【HN-FH'i】
T=F:.JNC(IJ）誉Cl.ODO+ EHN) *U 
JF(l)l¥9S(T)・・DA円SCAJ)*EPS> 27, 28・, 28 

27 NP＝吋P.-:-2・1
GO JO 2守

28 />.J=AJ+T 
NP=NP+NP 

29 IFC K ＋工－NM•争2)31·.30 ・ .30
..30 N"1M2=K・1
GO TC 3.3 

31 NMM2=NM骨2・2
DO J2 I= K • トl同州2.2
HN=DFLOA T (・LDBLE・c I））寄H
EH ~J ~ D £ X P (HN) 

Ll=DEXP C-1-11'-E円111)

AJ=A」＋FUNCCU）骨【ユ.ODO+EHN>*U
.::12 CONT!NlJE 
.3.3 liN=Di=LOATCLDBLECNMM2+1))*H 

図 3 プ ロ グラム

EHN=DEXP CH1'1) 
U=DEXPC-HN-EHN> 
T=FUNCC-U）長Cl.OOO+EifN）・u
IFCDA白sen・DA日SCAJ）脅E:PS)34e35・35

34 NW=NM存2・1
GO TO 42 

.35 AJ=AJ+T 
NH=N同＋NM
GO TO 42 

36 HN=DFLO.A.T CLDBLE CK））餐H
EHN三DEXPCHNj
U=DEXP C-HN-1'.:H~~ ） 
T=FUNCCU ）~（ l,ODO+EHN） ~U 
! F COABS.CT ）~・DABSCAJ ）•をEPS):310.381:38
31 ＂＇同＝N叫努2-'l
GO TO 39 

38 AJ=AJ+T 
NM=NM+NM 

.39 NP＝~！P骨2・2

DO 40 l=K,NP,2 
Ht;=DFLOA T CLDBLE ( ! ) ）・M
E.HN=DEXP E・ドN)
lJ=DEXP CH~J-EHN) 
AJ=A J+ FUt~C (U ）侍 Cl.ODC+EHNl~U

40亡OMTINUE
ト；p:"JP+l
ドN=DFLOAT<LDe.LE(NP))iJH

EHN=DビXP＜”HN)
U=DF.XPCHN・EHN)
T=FUNCCU）伶【1.0DO+EHN)<>U
IFCDAtlSCT）・DABSCAJ）骨EPS】42141・41

41 AJ=AJ+T 
NP ＝ ~ P+l 

42 S=Sl/2.0C'C+AJ*H 
E=DABSC CS-Sl> /S) 
!FCE-EPS)44,4.3・斗3

43 Sl=S • 
JFCH.LF..0,7812'.iD・2) GO TO 44 
εo TO 900 
44 EPS=E 
!FCKl.rn.-999) GO 10 47 
lFC ~ l)45, 4 7,46 

45 S=S/X 
G0 TO 47 

46 S=S努P
47 ILL=O 
G.¥M川A=S
RETUHN 
E.ND 



の時点のガンマ関数の値を印刷するようにする。パラ

メータztこ負を与えた場合， ILLは－3000としてパ

ラメータヱが負である旨（MINUSPARAMETER) 

を印刷し計算はただちに中止する。

表1 F ACOM 230-25による計算結果

｜ ガ γ マ（ GAMM岨ルーチン） ｜珊 加問〉に
x 関 数 値 41桁 数 表 対する相対誤差

0.25 
3.62560 99082 21903 

0. 1×10-14 
3. 62560 99082 21908 31193 

0.50 
1. 77245 38509 05513 

0.2×10-14 
1. 77245 38509 05516 02730 

0. 75 1.22541 67024
 65175 

1.22541 67024 65177 64513 
0.2×10-14 

1. 00 
0.99999 99999 99998 5 

0. 1×10-14 
1.00000 00000 00000 00000 

1. 25 
0.90640 24770 55475 8 

0.1×io-14 
0. 90640 24770 55477 07798 3 

1. 50 
0.88622 69254 52756 6 0. 1×10-14 
0. 88622 69254 52758 01364 9 

0.91906 25268 48881 6 
0.2×10-14 1. 75 

0. 91906 25268 48883 23384 7 

0.99999 99999 99998 5 
0. 1×10-14 2.00 

1.00000 00000 00000 00000 

2.25 
1. 13300 30963 19345 

0. 1×10-14 
1. 13300 30963 19346 34748 

2.50 
1. 32934 03881 79135 

0.2×10-14 
1. 32934 03881 79137 02047 

2. 75 
1.60835 94219 85542 
1. 60835 94219 85545 65923 

0.2×10-14 

1. 99999 99999 99997 
3.00 2.00000 00000 00000 00000 

0.2×10-14 

2.54925 69667 18525 
0.2×10-14 3.25 

2.54925 69667 18529 28183 

3.50 
3.32335 09704 47837 

0.2×10-14 
3.32335 09704 47842 55109 

3.75 
4.42298 84104 60242 

0.2×10-14 
4.42298 84104 60250 56289 

4.00 
5.99999 99999 99991 

0.2×10-14 
6.00000 00000 00000 00000 

4.25 
8.28508 51418 35209 

0. 1×10-14 
8. 28508 51418 35220 16595 

4.50 
11. 63172 83965 6743 

0.2×10-14 
11. 63172 83965 67448 9288 

4. 75 
16.58620 65392 2591 

0.2×10-14 
16.58620 65392 25939 6108 

5.00 
23.99999 99999 9996 

0.2×10-14 
24.00000 00000 00000 0000 
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このプロ グラムは，中型電子計算機で試用した限り

では1つのパラメータzに対するガンマ関数値を求め

るのに，コンパイノレから計算終了までほぼ2.6秒でこ

れまで開発されているサブ、ルーチンの計算時間と比

べ，ほとんど不利益は生じない。なお，本校の FAC-

OM 230-25では富士通提供の単精度演算用のガンマ

関数のサブノレーチンしか備わっていなかったが，この

新しいサブ、ノレーチン GAMMADにより倍精度の桁ま

でガンマ関数を求めることが可能となった。

この GAMMADで、求めた数値と現存するサブ、ノレー

チン（5),(8）を用いて求めた数値とを数表ωとの比較で，

典型的なパラメータzに対して， 表1及び表2に示

す。

表2 FACOM 230-75による計算結果

｜ガンマ（諮：ご）｜醐~41聞にx 関数 値 対する中目立域差

1. 77245 38509 05516 03 0.0 

0.5 1. 77245 38509 05516 03 0.0 
1. 77245 38509 05516 03 0.0 
1. 77245 38509 05516 02730 

1.22541 67204 65177 64 0.8×io-11 

0. 75 1. 22541 67204 65177 64 0.8×10-17 
1.22541 67204 65177 65 0.0 
1.22541 67204 65177 64513 

0.90640 24770 55477 078 0.0 

1. 25 0.90640 24770 55477 078 0.0 0. 90640 24770 55477 086 0.9×10-17 
0. 90640 24770 55477 07798 3 

0.91906 25268 48883 233 0. 1×10-17 

1. 75 0.91906 25268 48883 235 0. 1×10-17 0.91906 25268 48883 240 0. 7×10-17 
0. 91906 25268 48883 23384 7 

1. 13300 30963 19346 35 0.0 
2.25 1. 13300 30963 19346 35 0.0 
1. 13300 30963 19346 36 0.9×10-17 
1.13300 30963 19346 34748 

1. 60835 94219 85545 66 0.0 
2. 75 1. 60835 94219 85545 66 0.0 
1. 60835 94219 85545 67 0. 6×10-17 
1. 60835 94219 85545 65923 

2.54925 69667 18529 28 0.0 
3.25 2.54925 69667 18529 28 0.0 
2.54925 69667 18529 30 0.8×10-11 
2.54925 69667 18529 28183 

4.42298 84104 60250 56 0.0 

3. 75 4.42298 84104 60250 56 0.0 
4.42298 84104 60250 59 0. 7×10-17 
4.42298 84104 60250 56289 

8.28508 51418 35220 17 0.0 

4.25 8.28508 51418 35220 17 0.0 
8.28508 51418 35220 24 0.8×10-17 
8.28508 51418 35220 16595 

16.58620 65392 25939 6 0.0 
4. 75 16.58620 65392 25939 6 0.0 16.58620 65392 25939 7 0.6×10-17 
16.58620 65392 25939 6108 



る。ただし，表1は本校FACOM 230-25による数値

例で，表2は九州大学大型計算機センターのFACOM

230-75による数値例である。

本校の FACOM230-25の場合，倍精度実数演算

で使用されるレジスターは図4に示す如く符号桁1ビ

ット，指数部7ピット，仮数部56ピットの64ピットを
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数表は有効数41桁まで求められているが，この数表に

掲げられる以外のパラメータに対しては，前述の漸化

式（16）で手計算を行った。そして，それらの21桁ま

でをそれぞれ表にのせる。この数表による値を真値と

して， GAMMADルーチン及び現存するサブルーチ

ンの両方で、求めたガンマ関数値の精度をチェックす

圃
E

・・E
・・・・・・

円

J円。
Q
U
 
－E
－－－－－－－ 

ウ
’

川
町
号

ト56ピット7ピッ

仮数部指数部

FACOM 230-25の倍精度演算レジスター

有効桁数を持てればよい。一方，九州大学大型計算機

センターの FACOM230-75による倍精度実数演算の

場合，使用されるレジスターは図5の如く， 36ピット

のレジスター2個を用い，符号桁1ピット，仮数部62

ピット，指数部9ピットの構成で，第2レジスターの

4 

取っているが，本校コンピュータシステムでは，計算

機内部で数値は16進数として扱われるために仮数部56

ピヅトの 2進数をそのま斗10進数に変換して有効桁数

を勘定する時より少し精度が落ちる。すなわち3

256=1614から，精度として本校システムでは14桁の

図

－－－－－－－－ 

F
h
d
 

q
d
 

IT 
符号 仮数部

（第1レジスター）

I I 図
空ピッ ト 指数部仮数部

（第2レジスター）

Oビットは空ビットであるから仮数部61ビットで有効

桁数が決まる。そして，このシステムは計算機内部で

数値を8進数として扱かうために，倍精度演算の場合

の精度は 261キ szoあるし、は 261キ 101s.1とし、う換算で

10進数に変換した場合で、も18桁の精度は出る。以上の

事を考慮し，従来のサブルーチンとこの新しいサブノレ

ーチン GAMMADで求めた値の精度比較を図6，図

7に示す。

図6は FACOM230 25に於いて GAMMADノレー

チンで、求めた数値と真値との聞の相対誤差の関係を示

す。前述の通り，システムの機構上可能な限りの範囲

で十分正確な関数値が計算される。図7は FACOM

230-75に於いて，現存する倍精度演算のガソマ関数

サブノレーチンを用いて計算した値と本サブルーチン

GAMMADを使用して計算した値とを真値との聞の

相対誤差で示したものであるが，この比較によって現

FACOM 230-75の倍精度演算レジスター

在使用されている倍精度演算のガンマ関数ノレーチンと

同等以上の精度が可能であることがわかる。その上，

積分を利用するルーチンであるにもか斗わらず計算時

間に対する不利益はほとんど認められない。

このように，大型電子計算機は勿論のこと中型電子

計算機に於し、ても，ガンマ関数の値を時間を要せず十

分高い精度まで求めることが可能なことから，それを

利用して一般にν次の第1種及び第2種ベッセル関数

5 図

旦 （ーパ＋r
.;::'o n! T（ν十n十1)

(17) 

(18) 

み（x)=(+Y

Yv(x) ＝ーよ＝－ [cosνπみ（x)-J-v(x)] 
sin Vil 

（νキ整数），

などの評価ができる。的

（＊） 中型電子計算機を対象にした精度の高い実数領域

のベッセル関数評価ノレーチンを取敢えず考えて行く。
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1. 0 2.0 4.0 5.0 3.0 

J号ラメータ z

図 6 計算値と真値との聞の相対誤差

GAMMADルーチン＆組込関数

1. 0 2.0 3.0 4.0 5.0 

パラメータ z

図 7 各サブノレーチンの精度
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そのサブノレーチン化は，本論文では取上げなかったが

今後検討を重ね，中型以上の電子計算機で使用可能な

ν（実数）次のベッセル関数ノレーチンを作成して行く。

現在，ベッセル関数の評価サブルーチンはνが整数の

場合しか存在してないので実数次のベッセル関数の評

価ができれば一層ベッセル関数の有用性が拡大される

であろう。

以上の観点から，この 6二重指数積分公式’によるガ

ンマ関数評価ノレーチン GAMMADは中型電子計算機

に於いて，システムの大きさを特別考慮することなし

にガンマ関数の精度を倍精度の範囲まで拡張できる点

で優れている。従来の多項式近似を用いた方法は精度

をあげるために多項式展開の定数係数に大きな桁数の

数値を置数して置かなければならないが，たとえ倍精

度演算で取れる限りの桁数の数値を置いたとしても精

度向上はさほど望めない。ところが， GAMMADル

ーチンでは倍精度演算を行ないさえすれば，システム

の制約は一切考えずに単精度約7桁のほぼ倍，約14桁

の有効数として関数値を評価できる。しかもガンマ関

数の積分表示を直接積分してゆくにもか斗わらず 6二

重指数積分公式’を用いた変換によって積分の収束性

が非常に良いことから時間をほとんど気にせずに関数

値を求めることができる。

大型電子計算機に対して，この GAMMADルーチ

ンを試用した結果で、も，従来から備えられている倍精

度ガンマ関数ルーチγと比較し，時間・精度ともほと

んど遜色なく，従来からのルーチンの代わりとして十

分使用することができる。

4.あとヵーさ

積分の端点で被積分関数に特異性が存在する場合，

被積分関数の独立変数に適当な変数変換をほどこし被

積分関数の特異性を収束値を得るに必要な有限区聞か

ら排除して数値積分できる 6二重指数積分公式’が発表

された。

そこで，この公式を応用してガンマ関数の値を求め

ることを考えた。これまで，中型電子計算機に於いて

は，単精度のガンマ関数評価ノレーチンだけしか存在せ

ず，ガンマ関数の精度としてせいぜい7桁しか取れな

かった。精度をあげるために，従来の方法に適当な改

良を加えて，倍精度演算を行なったとしてもシステム

の大きさの制約から，どうしても精度は向上しなかっ

た。ところが， e二重指数積分公式’によれば，システ

ムの大きさに拘束されずに単に倍精度演算の数値積分

でガンマ関数値の評価の精度をあげることができる。

この公式を応用して，システムの大きさに関係なく許

容できる時間内に精度良くガンマ関数の値が評価で

き，特に中型電子計算機で，ガンマ関数の精度を倍精

度に拡張できるという点で意義があるプログラムを作

成した。

そのプログラムを試用計算した結果は大型電子計算

機用倍精度演算ガンマ関数ノレーチンで、求めた値と比較

検討され，また41桁の有効数を持つガンマ関数の数表

とも比較され，精度及び計算時間において，ほとんど

欠点は見出されなかった。とりわけ，このプログラム

は中型電子計算機に於いて，システムの大きさの制約

なしに，許容できる時間内に倍精度のガンマ関数値を

評価できる点で有用である。この倍精度演算ガンマ関

数ノレーチンは，一般に ν（実数）次の第1種ベッセノレ

関数 Jしい）及び第2種ベツセル関数 Yv(x）の評価に

利用でき，ベッセル関数の評価領域の拡大をも可能に

する。

以上の事は，本校に備えられた中型電子計算機

FACOM 230-25においても確認された。

最後に，本研究に使用された新しい積分法 e二重指

数積分公式’とそのプログラムの御教示と御指導を戴

いた通商産業省電子技術総合研究所戸田英雄先生及

び東京都立農芸高等学校小野令美先生に対し深く感

謝の意を表します。

また，機会あるごとに御指導，御助言下さいました

有明工業高等専門学校木村剛三教授及び九州大学応

用力学研究所竹松正樹・阿部淳一両教授に対し御礼

を申しのべます。なお，本研究の数値計算は有明工業

高等専門学校の FACOM230-25及び九州大学大型

計算機センターの FACO,M230-75を使用して行わ

れたことを付記する。
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ALGOLトランスレータ

松野了二＊榎園 茂＊＊

く昭和51年9月16日受理＞

ALGOL Translator 

In our college, as in most technical colleges, FORTRAN is used for the education of 

basic programming technique. 

However, it is widely recognized that ALGOL is rather convenient than FORTRAN 

both for the basic training of information processing and for the description of various 

algorithms. 

Therefore the author has intended to prepare an ALGOL to FORTRAN translator 

which enables to read in any ALGOL as the input, and to print out the corresponding 

FORTRAN program as the output. 

In this paper, it is proposed such a translator for the JIS 5000 level ALGOL program. 

まえがき

現在，科学技術分野での情報処理教育のプログラミ

ング言語としては FORTRANが多用されているD

本校におけるソフトウェア教育においても，もつばら

FORTRANが使用されている。しかしながらアルゴ

リズムの記述用として，また， ソフトウェアの基礎教

育用としては FORTRANよりも ALGOLの方がす

ぐれている面が多々ある。

したがって， ALGOLを情報処理の基礎教育に用

いる効果的な方法があれば便利と考え，一方法とし

て ALGOLプログラムをソースプログラムとして入

力すると共に印刷し，それを FORTRAN文に変換

したものを印刷して， FORTRANと ALGOLとを

比較しながら勉強できるように JIS水準3000程度の

ALGOLの FORTRANへのトランスレータを試作

した。1)今回はこれを JIS水準5000程度に拡張したも

のを報告する。

1. ALGOLトランスレータの流れ図

トランスレータの概略については，図1に示す。ま

ず初めにカードを1枚入力し， beginかどうかを調べ

beginでなければエラーとして処理を打ち切る。

Ryozi Matsuno, Sigeru Enokizono 

図 1 
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behinであれば bigin-endカウンターを1にし，

印刷すると共に文の終りを示す；があったかどうかを

調べ，なかったら；がくるまで入力，印刷を繰り返

す。；がでてきたら文の分類を行う。

（キ有明高専電気工学科）

（林鹿児島高専電気工学科）



160 

文の分類では， beginか endか，それ以外の文か

を調べ， beginであれば begin-endカウソターを1

増し， begin以下の文の処理をするために文の分類に

戻る。 endの場合は begin-endカウソターを1減じ，

カウンターが零になったら ALGOLプログラムの終

りとみなし事後処理をする。また零で、なければ，複合

文，プロック，手続きなどの終りであるからそれらの

処理をして，次の文の処理には入る。

その他の文であれば，それぞれの処理をして終った

ら更に，次の文の処理には入る。

すなわち，前に述べたことからわかるように， トラ

γスレータは大きくわけると，入力ノレーチン，文の分

類ルーチソ， FORTRAN文への変換ルーチンの3つ

にわかれている。以下に各ルーチンの主要な機能を概

略的に説明する。

イ） 入力ルーチン

表1 入力ストリング要素ーコード番号対応表

f ili:H*: 主； 主事 ！｜ ？ド番号
1 01 I 19 37 

2 02 J 20 38 

3 03 K 21 ＋ 39 

4 04 L 22 一 40 
5 05 M 23 ＊ 41 
6 06 N 24 ／ 42 

7 07 。25 43 

8 08 p 26 ＜ 44 
9 09 Q 27 一 45 。10 R 28 ＞ 46 
A 11 s 29 寸 47 

B 12 T 30 ＆ 48 

c 13 u 31 ， 49 
D 14 v 32 ． 50 
E 15 w 33 ．． 51 

F 16 x 34 ， ． 52 
G 17 y 35 ' 53 H 18 z 36 SPACE 54 

入力ルーチンの流れ図は図2に示す。このルーチン

では ALGOLプログラムを1行（カードの73カラム

から80カラムまでは無視）読み込み，それに第何行目

であるかをつけて印刷する。そして， 1カラム目から

順番に表1に従って入カストリ γグ要表をコード化し

てしまう 02）すなわち文字を整数化してしまうと共に，

ALGOLで使えない文字がなし、かどうかを調べ，使

えない文字があったらエラーを出力し，次の文を入力

する。

またコード化していくと同時に；があるかどうかも

調べ，；がなかったら更に，次の行を読み込み上記の

処理を繰り返す。あったら文の分類に作業を引きわた

し，入力ルーチシの作業は終る。なお，図3にコード

化の様子を示す。

図 2

I B I E I G I I I N I I R I E I Ah I I I・ .. ・ l 
品

I s4112i1s I 17I19 I 24 I s4 I－刈お1九両副ι厄よl・・・・I
図 3 コード化

口） 文の分類ルーチン

このノレーチンで、は最初語入力ノレーチンが呼ばれる。

語入力ルーチンの機能は入力ルーチンによってコード

化されたストリング要素から英字名を取り出すルーチ

ンである。このノレーチンが呼ばれた場合は空白以外の

最初の文字が英字かどうかを調べ，英字であればそれ

を単語として取り出し，そうでなければエラーを出力

する。図ι図5に語入力ルーチンの流れ図と英字名
が取り出される様子を示す。なお FACOM-230/25 

は1ワード16ピットなので作業領域として倍精度整数

型変数1っと単精度整数型1つを使い，合計6文字ま

で取り出せるようにした。



文の分類ルーチンは語入力ルーチンを呼べば英字名

かどうかがわかる。英字名でなければエラーを出力

し，英字名であれば，あらかじめ表2のように登録さ

れている辞書を引き，ここにあったらその処理を行う。

、、ノ
タン内，，

、J
、ノヵ

度
度
数

締
結
字

倍
単
文

〆t

、，E
、，r
、

－i
n
u
 

X
X
T
 

N
N
C
 

「
i
z－
－

L

図 4

I・ ...... ・I A I L I G I 0 I L I I T I・ .... ・I 
」一一一ーへfーー一一＿＿／ ....__., "'" 
N×1にはし、る N×Oに ＼

こでトこの
は・＂、る ノレーチンか

ら飛び出る

実際はすでにコード化されているから

I・ ・ . ・ . ・ . ・I 11 I 22 I 17 I 25 I 22 I 54 I 30 I・・・・・・1

となっていて N×l, N×Oは次のように

変化する

N×1 0→11→1122→112217→11221725 
A AL ALG ALGO 

N×0 0→22 
L 

図5 英字名取り出しの様子
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表2 辞 書

区切り記号

1 GO 

2 IF 

3 FOR 

4 END 

5 REAL 

6 BEGIN 

なかったらさらに，ラベルか代入文かを調べ，その

どちらでもなければエラーを出力する。文の分類ルー

チンの流れ図を図6に示す。

なおここで， ALGOLでは区切り記号は小文字で

あるが使用した計算機システムでは小文字が使えない

のですべて大文字とした。

図 6 

ハ） FORTRAN文への変換ルーチン

文の分類ルーチンから呼ばれたら，このルーチンで

は ALGOL文法に違反していなL、かどうかを調べ，



IF J;cl THEN x:=Xl ELS!:: IF 1=2 THEN X:=x2 ELSE X:=x.:H 
SX:-=SX・x;
60 TC SWCl21); 
GO TつIF l>"l THEN CIF NO  THEN OUT ELSE START> ELSE SW(ll’）； 
OUT: 
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違反していなければ FORTRANに変換し，違反し

ていればエラーの種類と行を記憶して，入力ルーチン

に戻り次の文の処理に移る。各々の文の処理方法はこ

こでは省略する。

2.結果と考察

ALGOLプログラムとこれをトランスレータに通
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図7 ALGOLプログラム
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図8 FORTRANへ変換したプログラム

した結果を示す。

このトラγスレータは ALGOLの JIS水準5000

を目標にしたが，これに次の制限をつけた。

イ）識別子は4文字までとする。

ロ）条件節を含む式の禁止。

ハ）配列は3次元までとする。

ニ）混合演算については左辺の型にあわせて右辺の

それぞれの被演算子の型を決め

る。

ホ）入出力文については読み飛ばし

処理をしない。

イからニについてはこのトランスレ

ータの目的を， ALGOLの初心者の

学習ということにおいたので，これら

の処理をすることはトランスレータを

複雑化するだけで効果が少ないと判断

したからで、ある。またホについても

ALGOLと FORTRANを比較する

だけに届め，これを FORTRANコ

ンパイラに通すということまでは考え

なかったからである。なお使用した計

算機は FACOM230/25 (32 KB）で，

トランスレータは FORTRANで言己

述し約2400ステップである。

図7，図8に ALGOLプログラムとトランスレー

タに通した結果を示したが，これよりこのトランスレ

ータは ALGOLの初心者にとって十分活用できるも

のと思う。

3.謝辞

ALGOLトランスレータを試作するにあたって，

常に御指導をたまわりました熊本大学の松山教授，カ
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モルタルの爆裂 〈その 1) 

相良睦男 吉岡義雄

く昭和51年9月14日 受理＞

Explosive Spalling of Mortar (Part 1) 

The paper presents the mechanism of explosive spalling in heating and the chemical 

composition of heated mortar by the di百erentialthermal analysis and X-ray diffraction data. 

1.まえがき

コンクリートが急激な火災加熱にあうと，表面のコ

ンクリートが爆裂音をたてて薄くはくりして飛散す

る。時には鉄筋コンクリートの床がぬけ落ちることが

ある。この現象は火災時においては消防士の活動のさ

またげになり，又，コンクリートのはく離によって主

筋が露出したりして構造的な耐力を低下する。

爆裂現象は500kg/cm2に近い高強度コンクリート

において顕著であると云われている。

古村福次郎博士，斉藤光博士等によると爆裂の原因

としては

水蒸気圧による応力

局部的熱応力

自由端の近傍に生ずる熱応力の乱れ

があると云われている。

これ以外に爆裂に影響する因子として，コンクリー

トの含水率，透気性，空隙の位置，セメントの種類セ

メント化合物の変化等も考えられる。しかし正確なこ

とは不明である。

今回の実験では，この爆裂の原因を究明するために

モルタルの試験体に部分加熱および全体加熱を加えて

加熱温度変化，強度変化の因子が爆裂にどのような影

響を与えるかを見， 化学的な分析を行った。

2.試験体

1）部分加熱用試験体

試験体の大きさは4cm×4cm×16cmである。調

合はセメント2.08 水1.352 砂4.16の重量割合で水

セメント比は65%である。一つの実験に対して試験体

21個を作成し，このうち3個を圧縮強度試験用に，他

の18個を爆裂試験用とした。

試験体はそノレタルの打設後1日間20℃の空中にて硬

Mutsuo Sagara Y oshio Yoshioka 

化させた後， 20℃の水中にて養生した。

セメントは普通ポノレトランドセメント，砂は大川産

の砂を用いた。大川産の砂は貝がらが多く混入してい

たので、これをふるいにてふるいわけ，貝がらの混入を

極力さけた。

2）全体加熱用試験体

試験体の大きさは5cmφ ×lOcmである。調合は部

分加熱用試験体と同ーとした。一つの実験にたいして

12個作成，このうちの3個を圧縮強度試験用に， 3個

を引張強度試験用に， 6個を爆裂試験用とした。砂は

豊浦産の標準砂を用いた。

3.実験方法

1）部分加熱実験

部分加熱の方法は，図－1に示すようにガソリン使

用トーチランプの焔で加熱した。試験体とトーチラン

プの聞に4cm角の筒を入れ，この筒の長さをかげん

することによってトーチランプと試験体の聞の距離を

変え，試験体にあたる焔の温度を調節した。

図－1
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簡の長さは10,14, 18, 22, 26, 30cmの6種類で

ある。各々の筒に対して3個づつの実験を行った。

筒と試験体の聞に5mmのすきまをとった。これは

筒と試験体を密着させると焔が試験体にあたって反対

に逆流するからである。試験体は4cm角の大きさに

均一に加熱されるものと考えた。

焔の温度はクロメノレーアノレメノレのシース型熱電対を

筒の出口にセットしておいて30秒おきに温度を測定し

5分間に10回計測し平均値を求めた。

表1の爆裂時間は加熱開始から第一回爆裂に到るに

要する時間である。

加熱時間は5分間とした。これは50年度卒業研究に

おいて同じ状態の爆裂実験を行ったが5分以上の加熱

時間による爆裂は認められなかったことによる。

試験体の重量減は実験前に水中より取り出して布で

表面を充分ふいた後，重量を測定し，爆裂終了後，加

熱による水分の蒸発による重量減の影響を少くするた

め， 20℃の水中に1日間養生し，表面を布で充分ふい

た後，再び重量を測り，その重量の減少を測定した。

表－ 1 圧縮強度380kg/cm2

吋長さ｜温度 i 重量 1重量減I~，ι
1 lOcm 1100℃ 548. 7g 3. 7g 。11 

~ 

2 10 910 550.0 87.4 。9 
3 10 1070 547.0 77.8 。18 
4 14 950 551.2 3.0 。8 
一
5 14 950 546. 7 5.8 。66 
一一
6 14 1220 549.4 45.2 。16 
7 18 1040 549. 7 42.3 。3 
一
8 18 890 552. 7 137. 7 。18 
9 18 830 548.6 1. 9 〉く

一 一 一 一 一 一 一
10 22 870 552.3 2.3 × 
一
11 22 890 552.0 2.8 × 

一 一
12 22 890 547. 7 2.0 × 

13 26 910 552. 7 2.5 × 
一

14 26 960 551. 5 2. 7 × 

15 26 960 551. 2 2.5 × 
一 一

16 30 890 549.2 1. 8 × 

17 30 950 551.0 1. 8 × 

18 30 890 549.0 62.8 × 

2）全体加熱実験

全体加熱実験は電気炉（200V5 KW）を用いた。

水中養生した試験体を布で、ふいた後，電気炉に入れ，

爆裂がおこるまでの時聞をストップウオッチで計っ

た。爆裂した試験体はただちに炉より取り出した。爆

裂しない場合30分間加熱を続けた。加熱温度は材令4

週の試験体に対し600,700, 800, 900, 1000℃。材令

1, 2' 3週の試験体に対し800,1000℃である。

4.実験結果

1）部分加熱実験

表－ 1は加熱温度と重量減を示したものである。こ

れより部分加熱実験を行った場合， 800℃以上の温度

になると爆裂が起ることがわかる。 800℃以上にでも

爆裂が起こらないのは，筒が長くなったため，加熱面

えのカロリーの不足等が原因ではなし、かと思われる。

写真一1は左端が爆裂しない試験体，他の3個は部分

爆裂をした試験体で、ある。

写真一1

2）全体加熱実験

表－2～表－12に実験結果を示す。

表－ 2 

材令 4 週 圧縮強度 300 kg/cm2 

温度 600℃ 引張強度 30kg/cm2 

尚 ｜爆裂時間｜ 爆裂状態

1 4'55" 一つに割らればるら， な出した後さらに
爆裂ば にる

2 3'43" 角らの爆とこばろがばとぶ， な出した後さ
に裂ららにる

3 5'24" 二つに割らればる， 出なした後さらに爆裂ば らにる

4 なし 円周方向のきれつあり

5 9'31" 二つに割れる

6 6'54" ニ爆つに割らればる， な出した後さらに裂ば らにる

（注） I ・・・・分 II ．．．．秒
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表－ 3 表－ 6 

材令 4 週 圧縮強度 290kg/cm2 材令 4 週 圧縮強度 320kg/cm2 

度温 700℃ 引張強度 30kg/cm2 温度 1000℃ 引張強度 30kg/cm2 

ぬ｜爆裂時間｜ 爆 裂 状 態 防｜爆裂時間｜ ！爆 裂 状 態

1 2'28" 角のところがとぶ 1 15" 角のところがとぶ

2 3'20'' 二つに割らればる， な出した後さらに
爆裂ば らにる

2 22" 角のところがとぶ

3 4'34" ばらばらに爆裂 3 12川 胴の部分小さくはがれる

4 2'05" 角のところがとぶ 4 11" 角のところがとぶ

5 3'39" 一つに割らればる， な出した後さらに爆裂ば らにる 5 16" 角のところがとぶ

6 3'34" ばらばらに爆裂 6 10" 角のところがとぶ

表－ 4 表－ 7 

材令 4 週 圧縮強度 340kg/cm2 材令 1 週 圧縮強度 150kg/cm2 

温度 800℃ 引張強度 30kg/cm2 温度 800℃ 引張強度 20kg/cm2 

防｜爆裂時間l 爆 裂 状 態 No. ［爆裂時間｜ 爆 裂 状 態

1 1'20" 角らの爆ところが角とぶ， 出ろがした後さ
に裂， のとこ とぶ 1 3'33" ばらばらに爆裂

2 1'26" 角らの爆ところ角がとぶ， 出がした後さ
に 裂， のところとぶ 2 3'22" ばらばらに爆裂

3 55" 角のところがとぶ 3 なし 円周方向のきれつあり

4 1'48" ばに爆ら裂ばらに爆裂， 出した後さら 4 3'41" ばらばらに爆裂

5 1'26" 角のところがとぶ 5 なし 円周方向のきれつあり

6 1'16" 角のところがとぶ 6 2'41" ばらばらに爆裂

表－ 5 表－ 8 

材令 4 週 圧縮強度 110kg/cm2 材令 1 週 圧縮強度 140kg/cm2 

温度 900℃ 引張強度 10kg/cm2 温度 1000℃ 引張強度 20kg/cm2 

尚｜爆裂時間｜ 爆 裂 状 態 尚｜爆裂時間｜ 爆 裂 状 態

1 2'23" 二つに割れる 1 51" 二つに割れる

2 なし 円周方向のきれつあり 2 なし 円周方向のきれつあり

3 なし 円周方向のきれつあり 3 45" 二つに割れる

4 なし 円周方向のきれつあり 4 なし 円周方向のきれつあり
一

5 2'14" 二つに割れる 5 1'52" 二つに割れる

6 なし 円周方向のきれつあり 6 1'03" 二つに割れる
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表－ 9 

材令 2 ，週 圧縮強度 190kg/cm2 

温度 800℃ 引張強度 30kg/cm2 

尚｜爆裂時間｜ 爆 裂 状 態

1 1'15" 二つに割ればる，な出した後さらに
爆裂ばららにる

2 2'39" 二つに割れる

3 1'46" 二つに割らればる， 出なした後さらに
爆裂ば らにる

4 1'28" 二つに割ればる，な出した後さらに
爆裂ばららにる

5 なし 縦方向のきれつあり

I 6 1'29" 二つに割れる

表－ 10 

材令 2 週 圧縮強度 200kg;cm2 

温度 1000℃ 引張強度 20kg/cm2 

防｜爆裂時間｜ 爆 裂 状 態

1 1'42" ぱらぱらに爆裂

2 56" ばらばらに爆裂

3 1'19" 二つに割れる

4 二つに割れる

5 40" 二つに割れる

6 53" ばらばらに爆裂

表－ 11 

材令 3 週 圧縮強度 310kg/cm2 

温度 800℃ 引張強度 30kg/cm2 

防｜爆裂時間｜ 爆 裂 状 態

1 1'27" 角のところがとぶ

2 1'04" 角のところがとぶ

3 1'36" 二つに割れが爆る，裂出ばしたば後らそのう
ちの一つ ら になる

4 1'13" 角のところがとぶ，出なした後さ
らに爆裂ばらばらに る

5 1'38" 角のところがとぶ

6 1'24" 角のところがとぶ

表－ 12 

材令 3 週 圧縮強度 270kg/cm2 

温度 1000℃ 引張強度 30kg/cm2 

尚｜爆裂時間｜ 爆 裂 状 態

1 28" 角らのに爆と裂ころがとぶ， 出した後さ

2 20" 角のところがとぶ

3 12" 角のところがとぶ

4 15" 角のところがとぶ

5 27" 角らのに爆と裂ころがとぶ， 出した後さ

6 17" 角らのに爆と裂ころがとぶ， 出した後さ

写真一2は爆裂により二つに割れた試験体。写真一3

は割れた試験体の断面において，まだ水分の残ってい

る部分をマジックで塗りつぶしたもの。写真－4はば

らばらに爆裂した試験体を示す。

写真ー 2

写真一 3

（中央の黒い部分は水分の含有して）
いる部分をインキングしたもの ／ 



写真－ 4 

表－2～表－12より試験体の爆裂には次の段階がある

ことがわかる。 1000℃～600℃までの加熱温度の変化

により，高温の場合には角がかける。それより温度が

低い場合二つに割れる。さらに低い場合は全体がばら

ばらに爆裂する。このことは高温の場合，急速な加熱

により水分が急速に蒸発し，又，熱応力も加味されて

表面から爆裂するものと思われる。写真一3よりわか

るように，表面は水分が急速に蒸発し，その部分が爆

裂の力となるものと思われる。加熱温度が低いと水分

の蒸発による圧力，及び熱応力が小さく，内部の水分

の蒸発も爆裂に加わらないと爆裂せしめる力が弱く，

したがって爆裂する場合，内部から爆裂し，全体がば

らばらになると思われる。

図－2は圧縮強度と爆裂時間の関係を示したもので

ある。この図から圧縮強度が大きいと爆裂時間は速く

なることがわかる。
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図ー 2 圧縮強度爆裂時間
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このことは，圧縮強度が小さいと，拘束力が小さく

なり（拘束力が小さいと爆裂とはならず，単なる亀裂

の発生に終ってしまう）爆裂を起こすには内部までの

拘束力を必要とする。しかし圧縮強度が大きいと拘束

力も大きく，表面近くで爆裂に必要とするエネノレギー

をためることが出来るからであろう。

図 3は温度と爆裂時間の関係を示したものである。

図は高温になるほど爆裂時聞が速くなると云う表－2

～表－12の説明を裏付けるものである。

又，材令4週900℃加熱の試験体を 1週間放置した

時，試験体の一部に粉体化の現象が見られた。

600 

CD 

（） 

、
CD 

（〉

｛》

() 

500 

400 
爆

nu 
nu 
η
d
 

裂

時

間

100 

600 700 800 900 1000。c
－→温度

図－ 3 温度一爆裂時間

（材令 4週 ＼ 

強度範囲 290～340kg/cm2} 

5.爆裂実験後毛ノレタノレ

試験体の化学試験結果

爆裂実験後，モノレタル試料6種（表－13）を採取し

粉砕して，遊離水分を乾燥により除去した後， 100～

450℃， 450～1000℃聞の加熱減量を測定した。加熱減

量の測定結果は，表－14に示す通りである。

爆裂の起らなかった部分より採取したし 2,3試料

は100～450℃加熱減量が表ー14に示す様に12～15%

で， l',2', 3＇試料の 3～4%に比較し，相当に多い。

450～1000℃の加熱減量は，爆裂の有無により 3～4

%程度で大差はない。

1とl',2と2',3と3＇は夫々同一試料から採取し

たものであるから，この結果からみると， l',2',3＇試

料，即ち爆裂試料は450℃以下の水和物の分解が主と
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して起っており， 450～1000℃の水和物の分解は起っ

ていないように思われる。

表－ 13 

試 料 状 態

1 表－2のNo.1試験体の爆裂しない角の部分

1' 表－2のNo.1試験体の爆裂した破片

2 表ー2のNo.5試験体の爆裂しない角の部分

2' 表一2のNo.5試験体の爆裂した破片

3 表－2のNo.7試験体の爆裂しない角の部分

3' 表－2のNo.7試験体の爆裂した破片

4 表化－し7たの試試験験体体の加熱後1週間経過， 粉体

5 表化－7の試、試験験体体の加熱後1週間経過， 粉体
しなし

表－ 14 

ベ100～肌 145ト州100～1側℃
加熱減量（%）加熱減量（%）加熱減量（%）

1 15.66 3.94 19.66 

1' 9.53 

2 14. 70 2.91 17.01 

2' 4.25 4.07 18.32 

3 12.24 3.44 15.68 

3' 3.33 3.81 7. 14 

次に6試料について理学電機製標準型示差熱分析測

定装置を使用して，試料量0.7g，白金製ルツボ使用

加熱速度l0°C/min，温度範囲O～1000℃， DTAレ

ンジ土 500μVの条件で示差熱分析を行った。結果は

図－4に示すとおりである。

試料番号l,2' 3には， 45～140℃， 535～565℃の

吸熱があり，試料番号 l',21, 31には上記の吸熱反応

以外に815～880℃に微小な吸熱反応が見られる。 45～

140℃の吸熱反応の大きさは，爆裂しない試料l,2' 

3が夫々 l',2', 3＇より大きく， 535～565℃の吸熱反

応の大きさは，まづ爆裂の有無によらず同等であり，

これは表ー14の加熱減量測定結果と一致する結果であ

る。

6ヶ月水和させたポノレトランドセメントのモルタル

試料中の水和物については，文献(1)によれば，試料

のX線回折チャートの解析から， Ca(OHhSi02, 

3Ca0 • Al203・CaS04・12H20,3 CaO ・ Al203・

3CaS04, 32H20，トベルモライト，ゲル（1.5-2. 0 

CaO・Si02・1-4H20), 4 CaO・Al203・13H20, 

CaC03などであることが知られている。

530 560 
2' 

2 

3' 

3 

1' 

100 300 500 100 900 1000。c
〉温度

図－ 4 DTA試験結果

表－14の3'3＇試料，同じ爆裂試験試料 4,5につい

て， X線回折チャートを電気化学大牟田工業所で作製

してもらった結果を図－5にまとめた。

即ち試料3'3' はX線回折チャートの解析の結果，

Si02（砂）, Ca (OH)z, CaC03，トベルモライト， C4A・

13H20, C3A・CaS04・12H20が同定され，試料4

は Si02（砂）， Ca(OH)2, CaC03, r-2Ca0 ・ Si02，試

;JSr sは Si02,Ca(OH)z, C3A・CaS04・12H20が同
定された。この結果は DTAの結果とよく一致する。

即ち45～140℃の吸熱反応は試料3'3' にみられ，こ

れは C3A・CaS04・12H20の脱水と考えられる。

535～565℃の吸熱反応は Ca(OH)2の脱水反応で

あり，これも全試料にX線回折チャートより存在する

ことがみとめられ， DTAの結果とも一致する。

815～880℃の吸熱反応は CaC03の分解反応と考え

られ， X線回折チャートも DTA結果も共にその存

在を示し，一致している。

試料4'5について加熱減量を求めた結果は表－15の

通りである。
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試料3 試料3' 試料4 試料5 Si02 Ca(OH)z fJl~0 トベノレモ
fj~p CaC03 ライト rC2S 

10 9.816 9.18 9.8QVS 

9 
8.9 26 8.9 2vs 

8.418 8.4 1 
8.2QVVS 

8 

5 
4.9 0 4.9 0 4.9 0 4.9 0 4.9 Qvs 

4.4 6S 
4.2 6 4.2 7 4.27 4.2 6 4.2 6S 

4 
, r、r 凋 r、z、
-:r.v u "'7.V LJ 

3.9 gs 3.88ms 

d狗 3.7 7 3.7 7 

3.3 4 3.3 4 3.3 4 3.34 3.34VVS 

3 
つnA ’） （、a ...，，、円「・....,..,r つ［＼土I主主 ー 円ハー， e、
v.v ~ 、J.、J""% '-' • V'-"....., 

2.88VS 
v.v .l. 】

2.8QVS 
2.85 2.7 5 2.8 7vs 2.7 5 3S 

2.6 3 2.6 3 2.6 3 2.628VVS 2.73 2V s 

2.4 6 2.4 6 2.46 2.4 6 2.4 5 s 2.495m 

2.2 8 2.4 lIDS 2.2 8 ss 

2.13 2.14 2.0 9 ss 
2 
1.9 2 1.9 2 1.98 1.98 1.92下ns 1.8 3vs 1.91 s 
1.8 2 1.82 1.8 2 1.8 2 1.81 7ms l.796m~ 
1.7 9 5 1.7 9 

1.5 4 0 1.5 4 1.5 4 1.5 4 1.5 4s 

図－ 5 

表－ 15 

川加品川；公認副；~~~；i:~~）
4 

5 

0.33 

0.62 

0.31 

3.83 

2. 71 

3.16 

試料4Vこは，水和物は殆どなく， 3%程度である。

その主なものは DTA曲線からはCa(OH)2とCaC03

と考えられ， これはX線回折チャ ートの結果とも一致

する。尚 r-2Ca0Si02が少し存在する。しかしわず

か3%の水和物では， モノレタルの結合力としては小さ

すぎるので，電気炉中に入れたとき，殆ど脱水し，

βー2Ca0・Si02が生成し，これが冷却につれて，

r-2Ca0・Si02に変化し，試料の破壊を起したもの

と考えられる。

これに対し試料 5は水和物の水分6.99 %で，

Ca(OH)2と.C3A • CaS04・12H20を3%程度づっ

ふくみ結合力が4に比べて大きいものと考えられる。
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牛小作における厩先圏の実態

一一昭和10年代の子牛生産地域一一

〈岡山県川上郡平川村の例〉

中

く昭和51年9月16日受理＞

里 亜 夫

A Study on the Cattle Tenancy Developed on the Kibi 

Plateau in the Chugoku District. 

Generally speaking, the cattle tenancy (Ushikosaku牛小作） has been practised in the 

calf breeding areas. The cattle holder (Ushimochi牛持） entrusted a poor peasant with 

their cattle for making a profit and the peasant entrusted with the cattle was called cattle 

shed customer (Mayasaki厩先）． The cattle shed customer was glad to take the cattle in 

charge and these cattle were indispensable to the agriculture due to both the traditional 

method of making manure and the ploughing. Therefore, this system had been flourishing 

at Hirakawa-mura, a part of the Kibi Plateau in Okayama Prefecture, up to ten years a・go. 

This paper is to invesigate the actual conditions in the 1940’s of the cattle tenancy 

which had been developed at Hirakawa-mura from the view point of the circle of cattle 

shed customer (Mayasakiken厩先圏）．

1.成果と課題

日本の伝統的牛馬飼養地域では，土地小作と共に牛

馬（家畜）小作がみられた。なかでも牛小作は，近

世中期以降にみられた和牛飼養の農民・農家への普及

の過程と密接な関係を持って展開した。つまり，本百

姓上層に属する地主的豪農および商人などの手によ

れ中・下層農家に牛が小作に出された1)。明治以降

には，日清・日露戦争を契機に進展した和牛の商品化

により，牛馬商を中心とする商人・高利貸資本が台頭

し，牛小作への介入は著しいものがあった。さらに第

二次大戦後には，旧地主・支配者層の牛小作関係を通

じての復活がみられたものの，経済の高度成長下でよ

うやく伝統的牛小作の慣行が表退した。今日では，こ

れに代って，農協をはじめとする商社・大手スーパー

による農民・農家への肉牛預託が展開されている。

中国山地をはじめとして北上山地・九州山地等の和

牛飼養の盛んな地域においては，牛小作慣行は広範

にみられ，この小作関係を軸にしながら，これらが子

牛生産地として形成されてきたと云えよう。それだけ

に，伝統的和牛飼養地域の研究に，牛小作関係からの

視点を加えることは重要なことと云える。

和牛を含む家畜小作研究は，第二次大戦前において

Tsuguo Nakasato 

は，宮坂の一連の研究2)3）があるのみで，戦後の農地

改革後に多くの成果をみた。戦後の研究は，①戦前の

土地小作制度研究との関連，⑧家畜流通における前近

代性，③農村社会の民主化等の視点のもとに行なわれ

てきた。戦後の多くの研究成果のうち，小野のおの，石

田η，菱沼B＞，竹浪9)10），田辺11)等を代表とし，第1表に

まとめてみた。これらの研究により，小作類型，小作

形式，小作条件，畜主と小作者の社会・経済的性格及

び家畜小作のもたらす利幣等が明らかとなり，なかで

も菱沼・梶井等の一連の研究は，家畜小作の解消の方

途を探る実証的研究となっている。

この小論は，吉備高原の牧畜についての研究を進め

ていた折，牛小作の重要性を痛感したので，牛小作関

係の資料を探していた時，幸いにも岡山県川上郡備中

町の役場で昭和15年度の平川村・牛頭数割徴収簿をみ

つけた。この資料は，牛の管理者と所有者が併記され

た貴重なもので，これをもとにして，土地の古老，か

つての牛持，牛馬商などの人達からの聴取り調査を進

めた。従来の多くの成果に対し，敢て苦言を呈すなら

ば，これらの研究にはいずれも畜主と小作人との位置

的・空間的関係が明らかにされていない。そこで，こ

の小論では，畜主つまり牛持がどれだけの小作人（厩
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表 1 家畜小作研究対照表

(1）田辺 I(2）小野 (3) 竹 浪 I c 4）菱沼 Ics）石田

c；家も）畜し小く作は類契機型） 富③④士刈家金刷分畜粋銭小小な、作作作家債に畜・小務名伴手作う
小田畑作に制お度にけ類る分似益

④⑤事③土金親組家畜方地銭合の・小債取子作務方等引
議吾家事畜白慎取引

C喧③I土小商資名業子地作本的・牛小作共々
－高利貸

(b調）査対象地
岩手県 i長野県 広島県神石郡

三島根瓶県山周辺 i郡岡山旧手県川ノ上荘備岡山中県町湯川上野郡ー岡占.,,_ 山県田郡富村
( c家）畜の種類 牛！馬 j馬 牛 牛④ i牛③ 牛 牛 富⑧東，谷大一一①⑨ 

(d小） 作形式 肥繁殖育i育繁殖成： 育繁殖成 育繁 殖成 繁殖 繁殖 繁殖 繁殖

(e象） 立毛馬付馬・ハダ馬・ アズケl駄 預託牛・預け牛j預託牛 預貸託付牛牛
対家畜の呼称

(f畜小）作主者のの呼呼称称
旦管繋理那人人・大・家毛・本付人家・・ 駄牛屋主先・厩先 親子方方（駄舎先） ! 

牛地主 牛持

(g小） 作条件 育繁殖成 7:3 
5: 5 利分タPけ 6: 4 ! 5: 5 5:5 

仔種初分牝仔牛取けり6:4 5:5 （モエハン・・・． ヨテ 3:7
マルコ預り）

(h経畜）主済の的社性会格・
地主・牛馬商 行材家畜木員商商・医・師農・僧家侶・銀・大旧地山主林地・農主家

家畜商 家畜商 家畜商

(i小経）作済者的の性社会格
零細農家

5反別後の小農 階10層に普5反通階 7.5階層 中農・貧農 共売農有民却山しのた権下利層を～7. 層

CJ社家）畜会小的作利の点 零夏f細畜担に農行農を業家あえにをまる対経り済かして的け
神にし石少Tこ牛なのか改らず良発貢展献 有産畜牛地化

注）上記の6名については，注および参考文献の項において引用資料を掲げておいた。

先）を，どれだけの範囲内に創っているか，つまり牛

持による厩先圏についてまとめてみた。

なお，資料の取扱い，年代については次のように考

え操作した。

①牛頭数割徴収簿に記入されている牛の管理者と所

有者については，この小論では，併記されている場合

は，すべてその牛は所有者の全額出資によるものとし

て操作した。つまり，この地方では寄合牛といって複

表2 S家の出資額別厩先戸数

出資額別｜戸数｜ 町名および大字名

丸 子｜ 9戸｜ f戸戸戸戸

1/2持 13戸
豊川松上村町
i戸戸戸戸

1/4持 5戸 ｛備豊油木松中村町町 平川 ~ 戸戸戸
1/8持 1戸 油木町 1戸

1/32持 1戸 備中町平川 1戸

注 1.昭和42年10月，戸主より聞き取り作成。
2. 1／日持ちはなし。

数の者による出資により飼養されている牛が少なから

ずいる12）。そこで，ここで取扱う小作牛は，すべて所

有者の全額出資の牛をさすものとした。また，この操

作の妥当性は，土地の古老等によって裏付けられた。

②昭和15年の資料で，多くを聴取り調査に頼らなけ

ればならず，信頼度に多少の疑問が残るが，一貫して

昭和10年代に在村していた70才代の農民・代書人・牛

馬商人などに重点的に聴取り調査を行ない，つぎにか

つての牛持のほか，現在も20～30戸の厩先を有する 2

名の牛持13）からの聴取りを得ることにより補足した。

（表2参照）

2.調査地の概要一和牛小作の背景ー

調査地の備中町平山は，明治5年から昭和31年に合

併14）されるまで，平川村として歩んで、きた吉備高原の

村である。岡山県西部に位置し，西に広島県神石郡に

接する。東西5.5km，南北11.8km，総面積36.8km2の

中規模の村である。（第1図参照）

吉備高原上，いわゆる野目方に立って周囲を見渡す

とき，標高500～600mの緩やかな山稜が幾重にも重な

り，アクセントを付けるように釣鐘を伏せたような円

錐形状の山（玄武岩鐘）が点在する。野呂方には，高

原という語意から想像される広い平坦面はなく，幼年

期のV字谷により遮断されている。このように，高梁
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図 1 平川村及びその周辺町村（資料，明治41年発行地図）

川の上流，成羽川が本地域の地形的特色を野目地形と

谷地形とに刻みつけている。野自と谷との比高は，大

きいところでは， 300～400mに達し，いたるところに

見られる道教えの標石は，野呂方と谷方との交通の不

便を物語っている。温度，日照時間，風害さらに霜害

など野目と谷とでの違いがみられる。野目は冬寒いが

夏は涼しい，一方谷では冬割合暖いが夏はむし暑い。

雨量は，一般に少なく年間1300mm前後で、ある。

昭和15年当時，総部落30箇のうち，野呂に24部落が

あり，下郷，北（前北，後北），阿部浦，金野などには，

比較的広い水田が開け，なかで、も市場と呼ばれる中郷

には，村役場があり村の交通，経済，行政の中心地と

なっている。村の中心から伯備線高梁駅まで、26km,

広島県側の芸備線東城駅まで25kmと鉄道便には恵ま

れていない。総戸数， 494戸，現住人口， 1479人，農

家戸数489戸の村である。この平川村の農林経済的特

徴を概観してみよう。

2-1 山村である

総面積の84%を山林・原野が占め文字通りの山村で

ある。明治末期より杉，撲の植林事業，大正・昭和期

には薪炭生産が盛んに行なわれ，水田の低い収量15)を

補い，山林・原野への依存度は高かった。つまり，大

正末期から昭和初年頃までは，林産物の総生産額に占

める割合は20%前後で，昭和6, 7年の農業恐慌で一

時的に7～8%と減少したが，昭和13年には26%，同

16年には28%と増大した。このように林産物の生産額

の増減は，村の経済に大きく影響した。村の指導・支

配者・上層農家には山持が多い。

2-2 零細経営であること

耕作農家総数489戸うち， 1町歩未満の農家が69%

余を占め，そのうち90余戸の農家は土地を所有しない

小作農である。平均耕作規模は8反余りと零細である

だけに，必然的に山持の山林労働，近くの鉱山への賃

金労働，日雇い，雑業などにより生計を維持してきた。

2-3 畑地率が高い

耕地面積391.6町歩のうち，水田が158.9町歩，畑地

が232.7町歩で畑地卓越地となっている。水田は，谷

底沿いの棚田と野呂のダブと呼ばれる湿田で，いずれ

も土地生産性は低し、。野自にあがると畑地率は60%を

越し，畑地の集約的利用が行なわれている。

2-4 工芸作物と雑穀

畑地卓越地の野田では，煙草，コンエャクいもの栽

培が盛で，農家の主要な現金収入源となっている。労

働集約的な煙草栽培は，農家のほぼ全階層に及び，耕

作農家216戸，耕作反別25町1反歩，生産額48,075円

（昭和15年）と米と麦を除くと最大の生産額をあげて
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いる。コンニャクいもは，煙草栽培とは対照的に資本

集約的傾向が強く，それだけに比較的耕作規模の大き

い，つまり畑地6～8反歩以上の農家でしかも採草地

を多く持っている農家・部落に集中している。戦時体

制下では，食糧増産政策を掲げ工芸作物から主穀作物

栽培への転換が進みつつある。野自の畑地から工芸作

物が減少したに対し，従来から栽培されていた粟，黍，

蕎麦，大豆，小豆，いも類など，一時は明治末期・大

正期にかけて減少しつつあったが，再び増産されはじ

めた。ちなみに昭和9年に工芸作物類の作付面積が90

町歩と食用雑穀類の作付面積を若干上回っていたが，

昭和15年には，食用雑穀類の作付面積が120町歩と増

加し，工芸作物類の62町歩（煙草12町歩，コンニャク

いも27町歩）を上回った。

2-5 和牛飼養がさかん

近世中期以降の本村における牛馬飼養頭数の推移を

第3表に示したが，これによれば，近世末期から漸増

し，明治初年に著しい増加をみた。慶応3年 (1867)

の平川村元組・中組の宗門御改帳によれば，牛馬の飼

養状況は72%の飼養農家率を示し，小作農の農業経営

（%） 
100 

50 

にまで、和牛の使役が行なわれていたことを知り得る。

本村の明治・大正・昭和の和牛飼養の推移についての

詳細は拙稿16）に譲り，ここでは牝牛飼養率の推移を第

2図に示す。この図により既に明治末期には，75%の高

表3 平川村の牛馬飼養頭数の推移

年 次 牛

安永 8年D (1799) 76 

文化 10年Z) (1808) 123 

天保 10年3) (1939) 224 

明治 4年4) (1871) 249 

明治 9年S) (1876) 775 

明治 38年G) (1905) 580 

大正 10年7) (1921) 成牛

和和 15年S) (1940) 成牛

注） 1）～4）は，備中町史p.182より

5）は，請願伺届控より
6）～8）は村勢要覧による。

馬

5 

9 

9 

9 

30 

46 

485 

450 

25「一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

大 昭
正和

注）平川、 必野、宮家の三村合併
により現備中町

123 4 5 6 7 8 91011121314123 4 5 6 7 8 91011121314151617 

図 2 村別成牝牛飼養率の推移注．「現勢調査簿」より作成

い牝牛飼養がみられたことを指摘しておく。牛馬を中

心とした中小家畜・家禽による畜産物生産額は，昭和

初年までは，総生産額の10%に満たず，昭和10年代に

入って，政府の有畜農家創設運動の展開下で増大し，

昭和12年に16.9%，同13年には13%余りとなっている。

村内の5名の牛馬商，他村からの5名の牛馬商とが入

り交り，牛を中心とする家畜取引が行なわれ，農民・

農家にとっての和牛飼養は，耕起，運搬，厩肥生産な

ど農業経営上の役畜としてであり，現金収入源として

の和牛飼養は少なかった。つまり，出入りの牛馬商が

多すぎた。しかし，昭和10年代以降は，繁殖目的の牝

牛飼養にいよいよ傾斜することにより，若干の現金収

入を和牛飼養より得ていた。

3.和牛小作及びその類似慣行の展開

本村を含む吉備高原一帯は，和牛小作を近年に至る



まで残存させてきた典型的な和牛小作地域で、ある。一

般に，牛小作は，牛持（俗称厩師）と牛小作農家（厩

先）からなる和牛の貸借契約で成立している小作関係

で土地小作で云う分益小作と類似した小作形態をとっ

ている。ここでは，牛小作と共にこれに類似した’慣行

として上げ牛，鞍下牛の慣行についてみる。

3-1 上げ牛慣行

第4表によれば，明治9年に，本村に他村からの寄

留した牛が30～60頭飼養されている。これらの寄留し

表4 平川村牛馬飼養月別状況 （明治9年）

3月1----mJま［主主｜空
4月十土曜主｜空
5月｜十i土浮き望

云＼｜
牛

6月｜十同二百ヨ主
7月｜十~主由主
8月十｜手｜主｜主｜主
9月｜十｜辛｜主二塁
。月｜÷｜享｜主主空
間÷闘争~~
注 1. 「請願伺届控」により作成。
2. aは原籍のもの， bは他から寄留のもの，
cはa+bのもの。

た牛が，南部の水団地帯からの上げ牛である。つまり，

南部の水田地帯では，和牛飼養収益上の都合から一定

期間中，草生に恵まれた地域に飼養管理を委託し，受

託農家はその期間中，飼養管理の義務を負うかわりに

一定の預託料のほかに厩肥，耕起，運搬用にその牛を

使役した。この慣行の起源については不詳である。本

村では，南部の吉備，後月郡から田植え後の7月初旬
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（半夏頃）に，高梁筋や吉井筋を通って夏の涼しい野

目に上がり， 3ヶ月余り，なかには11月頃まで預けら

れるが冬の麦作りの耕起や水田の荒起しに間に合うよ

うに再び南部に帰っていった。この斡旋には牛馬商が

あたった。成羽川の対岸，湯野村の例では，昭和初期

に2～3の牛馬商は，この上げ牛を10～15縄（ 1縄が

3頭を意味する）ほど取扱って， 1頭に付き3円を斡

旋料として南部の農家より受取って，上げ牛受託農家

は，一定期間に2円ほどの預託料を受託農家より受取

っていた。そして，受託農家は，夏の柴草の運搬に主

に使役したので，土地の人は別名，草負い牛と呼んだ。

手牛（自家牛）や小作牛など，牛を飼養していない農

家にとって，この上げ牛は喜んで引き取られた。大正・

昭和初年，南部の水田農家が，主に金肥の導入・鞍下

牛の受け入れにより，和牛飼養を積極的に継続し得る

条件を失なった為に野自に上がってくる牛は減じ，昭

和10年代になると本村ではみられなくなった。

3-2 鞍下牛慣行

鞍下牛の発生については，不詳である。松尾によれ

ば，『江戸時代の中頃から，中国山脈の南北の備中，伯

嘗，出雲諸国の放牧飼育を主とする村々において，子

牛生産目的の牝牛飼養の発展にともなって盛んになっ

た田植用賃貸の役牛で、ある』とした。さらに，この鞍

下牛の多くが，小作牛で，白明治初期の備中国，阿哲の

本郷村の木村治郎八は，鞍下牛の厩先を150軒ほど持，

ていたと述べている17）。『鞍下牛は，これを借りる側

からすれば，それが貸方の所有牛であろうが，預牛で

あろうが無関係であるが，貸方としては牛小作をする

上で一つの要因となった。つまり牝牛の場合には，生

産された仔牛の販売価格を折半するが，鞍下に出す牡

牛の場合には，その稼いだ賃金を分けるということに

なる問。』

本村では，大正・昭和初期頃に盛行していたと云わ

れているが，戦後の昭和30年代前半まで、みられた。上

げ牛とは逆に，高梁の松山市場を中継して南部の吉備，

都窪郡，倉敷市などの南部の水団地帯に貸し出された。

田植の代掻を終えた牡牛が， 6月中旬から下旬までの

20日間鞍下に出されていた。鞍下に出される牛は，多く

は小作牛で牛持である牛馬商が自分の厩先から選び，

一応の了解を小作農家から得た。鞍下料の取前は，七

分が牛持，三分が小作農家となっている。昭和10年代

には，十数頭の鞍下牛しかおらず比較的早く繁殖牝牛

の飼養に傾斜した。本村を含む本地域の牛持は，鞍下

に出すよりはむしろ繁殖による歩合を得ることが得策

であると思われていた。

3-3 和牛小作慣行

本村における牛小作の発生については不詳である
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が，一般的には，地頭・名子関係に組み込まれた牛小

作形態を原基形態として，生産力の向上につれて変化

を遂げてきた19）。阿哲郡について松尾は，『郡の北部

地帯の鉄山師の多くが鉄で金を儲けたので、大小の資本

家が各村にたくさんで、きた。これらの人達は，金の儲

かる商品があれば何でも投資する商人であるから江戸

中期頃からは牛に投資して良牛か買い集め団地の小作

人などに預託して増殖したので大牛持が出来た』20）と

している。第5表は，阿哲郡内の代表的大牛持の例で

あるが，これにより大牛持は鉄山師であると共に牛馬

表 5 江戸時代における代表的牛所有者の例

氏 名 住 年 代

太田辰五郎 干屋， 実村 19世紀前半

梅田定吉 ーf;＋日1「－’－ 生 村 19世紀前半

安藤定蔵 井 原 村 19世紀前半

難波千代平 新郷村，竹谷 19世紀前半

田中信次郎 新郷村， 釜 19世紀後半

注） 松尾惣太郎；『阿哲畜産史』， pp.163-178. 

商であったことが理解される。なかでも干屋の大田辰

五郎は牛馬市場を開設（天明元年， 1834）するまでに

至っている。明治期になると従来の大牛持の他に，牛

馬取引などで資力を得た中小の牛馬商が多くあらわれ

厩先を創っていった。

本村を含む川上・阿哲郡及び広島県神石郡内の代

表的な牛持の例を第6表に示す。これは，大正中期か

表6 川上，阿哲，神石郡内の代表的牛持（牛馬商）
（大正10年頃）

I I ー｜小作｜
氏名（記号）｜村 名｜厩先戸数｜牛頭数｜備考

S1 ｜富家村 I3oo～320 I 400 I牛馬商
T ｜美殻村 210～230 300 牛馬商

K ｜美殻村 200～220 300 牛馬商

y 60～70 100 牛馬商

S2 油木村 60～70 100 牛馬商

草 木村 60～70 100 牛馬商

。｜油木村 50～ 60 80 牛馬商
注）その他に神石郡内に20～50戸程度の厩先を有
する牛持が10名前後，川上郡内には40～50程
度の牛持が2～3名いた。
しかしながら阿哲郡内においては，充分な資
料が得られず，見落しているものと思われる。

ら昭和初期にかけてのものである印。これによれば，

木村の東隣りの富家村の前谷に住む S1家は先代が牛

馬商を手広く行ない，大正中期にその厩先は300戸，

小作に出している牛が400頭に達し，その厩先圏は県

内4ヶ村，広島県側で2ヶ村に及ぶ。この S1家の厩

先の分布を第3図に掲げた。当時，常雇人として中元

2人，牛飼子2人，その他ほとんど常雇に近い牛追い

性 格

鉄山師で大地主（地頭）で牛馬商

牛山2小0作町歩を所させ有たの地，牛頭，馬小商作米だけでは不安定故

鉄山でもうけ，牛所有者となる牛馬商を兼，金貸

山持，父は鉄山を経営（？）牛馬商を兼

自作兼地主，牛馬商，貸牛60頭

が7～8人いた。谷方にある S1家より，その厩先は

16kmほど離れた油木村の門田原にまで達し，東西に

つまり平川野呂に続く豊松，油木に多くの厩先をみる。

門田原には15戸の厩先があり部落のほぼ全体でこの

S1家の牛を預かっている。現在の主人も長く獣医と

して貢献し，多くの厩先農家から信用を得ていたよう

で，町正しい人の牛を預かる”と云う。繁殖牛のほか

種牡牛の育成預託を併せ行ないその厩先は郡内では最

も多かった。明治末期からは，種牡牛の育成専門の厩

先を15戸，自宅での育成を合わせると年間20頭前後の

種牡牛を育成し，福岡県，徳島県さらに大分，京都な

どに各々 3～7頭程度を毎年出荷している。この種牡

牛の契約販売は戦前まで続いた。牛馬取引，厩先の増

加などにより資力の増大を図り，大正中期には，山林

80町歩，田 5.8町歩（内小作に3.8町歩），畑0.3町歩

（すべて小作）を有する地主に成長した。この地域で

“娘をやるなら牛持にやれ／”という言葉は，牛持の

経済的，社会的地位の高さを物語っている。地主が牛

持であると云うより，明治末期から大正期にかけての

牛持は，牛持が地主に成長していることを示している。

それだけに，明治以降の本地域の牛小作の展開は，商

品経済の進展に伴う商人，高利貸資本の成長という視

点より理解される。

つぎに牛小作の原基形態とも云える地頭・名子関係

に組み込まれた牛小作について本村の例をみよう。平

川村の土豪であった平川家は，中世以降においては絶

対的な経済的基盤の上に名子，下人を従へ君臨してき

た。明治以降は少なからずその経済的基盤が崩れてき

てはいたが，村役場のある市場に館を構え村長，郵便

局長として，農地改革前の昭和19年でさえ，田 5.1町

歩，畑4.4反歩さらに山林40町歩を有する村一番の地
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・1～2
図 3 大正7年頃の S1家の厩先分布

主で勢力を保っていた。昭和15年には， 3戸の厩先を

有しているが，これはいずれも平川家を名子親とする

名子に預けたものである。つまり，土地や屋敷と共に

牛を与え地力維持，士地生産性の向上を図ることによ

り名子の労働地代を搾取することを目的としたもので

ある。この他にも，金野部落の物部家とその厩先農家

との関係は，平川家の例に類似したものである。

本村を含む吉備高原一帯の牛小作及びその類似慣行

の展開は，野呂の低い水田生産力，不安定な畑作など

耕種農業から，いきおい山林，原野への依存，和牛飼

養への傾斜のもとで，地主，山持，牛持など村の支配

者層の経済的・社会的地位の安定への道で、あった。

4.牛小作にみる厩先圏の実態

牛持が，牛を対象とした小作関係を通じて厩先を創

る。ここで云う厩先闇とは， 1人の牛持にその牛持の

支配する厩先との位置的，空間的関係を意味している。

一般に厩先という言葉は，牛馬商がその取引農家を指

して云う場合に用いられるが，本地域では牛持がその

小作農家に対して厩先という言葉が使用されている。

この小論では，厩先とは牛小作農家を意味し，この厩

先に対して，牛持のことを厩師とも云っている。

ここでは，本村の牛小作についての唯一の資料で、あ

る昭和15年の牛籍簿をもとに，数回の現地聴取り調査

により厩先圏の実態についてみてゆく。

4-1 牛持と厩先農家の分布

村内の170頭の小作牛， 109戸の厩先に関係する牛持

は，村内居住者35人，村外居住者13人となっている。

村内牛持と厩先について7表より検討すると，牛持

の分布は前北5人，中郷4人，堀井3人，そして名木，

下郷， 金野，津々 羅， 小林，後谷，法谷など各々 2人，

その他には1人ずつ越山，東安田，平弟子，竹之倉，

中迫，木之村，大原旧谷，信穴針，井川にみられる。

その他の 11部落には牛持が部落内には見当らない。

このように牛持の分布は偏在する。厩先についてみる

と，後北，東安田の両部落が共に10戸，ついで下郷7

戸，金野，坪野乙原，天王旧谷が共に6戸と多く，厩

先のみられない部落は5部落あるが，井川をはじめす

べて谷方の部落であることは興味深い。厩先農家が過

半を占める部落として，金野，中迫，後北，木之村な

ど4部落あり，平均しては31.3%の農家が小作牛を飼

養している。東隣りの富家村の昭和13年の小作牛飼養

率が， 38.6%となっており，本村とほぼ同様な数値を

示している。つぎに，厩先のある部落について，村内

牛持と村外牛持との割合をみてみると，後谷をはじめ

中迫，竹之倉，小迫通槙の厩先はすべて村外牛持によ

るもので，他には坪野乙原，木之村，平弟子，東安田，

西安田などでは村外牛持の占める割合が高し、。しかし

ながら他は，金野，堀井，大原旧谷などをはじめとし

て村内牛持の厩先が過半を占めている。村外の牛持に
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表 7 部落別和牛飼養・小作牛・厩先・牛持一覧

：京
明治38年 昭和 1 5 年

和牛 (a) （ゆ（c)(d）〔e〕（f) （必百分率

委｜牝｜牡 数戸I総数｜｜本半｜｜厩先｜｜村」L内｜」糊と｜｜居住地Id/alg/aj e/d I 備 考 （厩先を有する牛持番号）
井川A 6 4 2 8 ~ 1 12.5 
－又瀬企 8 6 

6 ~ 角子惣因企 8 8 7 
堀 井 20 17 3 13 ~i 6 i 

4 3 30.8 23. 1 100.。2戸一1，各々1戸一2,3 
阿部浦 22 20 2 13 3 1 7. 7 100.0 1戸一1
小戸森 11 9 2 13 13 1 1 1 7. 7 100.0 1戸－4

林 26 21 5 13 25 10 5 3 2 2 38.5 15.4 60.0 2戸一5，各々1戸一31,32, 33 
目lj 北 26 22 4 17 31 5 4 ~ 1 5 23.5 29.4 

75.0 各々1戸一5,6, 7, 8 
後 北 29 21 8 19 29 17 10 2 52.6 80 2戸ー7,11，各々1戸－1,9, 10, 12, 13, 14 
法 谷企 8 5 3 6 1~ 1 1 1 2 16. 7 

33.4 100 1戸一11
信穴針A 18 13 5 8 1 12.5 
清川内企 15 11 4 8 13 
坪野乙原 31 2 6 14 27 12 6 2 4 42.9 33 2戸－15，各々1戸－16,17, 18, 19 
イλコ7 木 18 16 2 12 19 3 2 2 2 16. 7 16. 7 100 2戸一20
上 担日 14 11 3 

li 
18 9 5 i 1 45.5 80 2戸一1.各々1戸一15,25, 22 中 親日 5 4 1 12 4 2 4 28.6 5~：~ 100 各々1戸一20,23 下 担日 38 27 11 24 43 10 7 6 1 2 29. 2 86 3戸一24.各々1戸一25,26, 27, 28 

天王臼谷 27 17 10 15 20 6 6 3 3 ！~：~ 
50 2戸－5,31，各々1戸一29,30 

大原田谷 19 11 8 12 17 8 5 5 1 1~：~ 
100 2戸－1，各々1戸一31,3 

後 谷企 26 20 6 14 23 8 5 5 2 35. 7 4戸－5.1戸一36
木の村 15 12 3 8 11 6 4 1 3 1 50.0 12.5 25 3戸一5,1戸－38
中 迫 13 5 8 9 13 8 5 5 1 55.6 11. l 4戸一5,1戸一37
竹の 倉 40 17 23 13 19 4 2 2 1 15.4 7. 7 2戸一5
小追通橿 21 14 7 10 13 3 3 3 30.0 3p-5 
平弟子 16 12 4 9 ~~ 6 3 1 2 1 ~i 

11. 1 33 2戸－5,1戸－41
金 野 21 14 7 14 9 6 6 2 14.3 100 5戸一39,1戸－40
東 安 田 23 18 5 16 23 13 10 4 6 1 62.5 6.3 40 4戸－5,2戸－43，各々1戸一31,42, 48 
西安田 26 20 6 i~ 18 7 5 2 3 38.5 40 

各々1戸－5,26, 42, 45, 46 
津々羅 13 10 3 17 5 3 2 1 2 30.0 20.0 67 各々1戸一5,7, 23 
越山 7 。7 9 15 6 4 2 2 3~ 44.4 11. 1 50 2戸－48，各々1戸一5,26 計 580 420 160 345 541 170 109 63 46 

注） (e), (f）については，厩先に係る牛持が（延べ人数）村内居住者か村外居住者かを示す。（⑤は，牛持の居住地

目谷 方 ⑨ 11～30 @3～4 

口能呂方 圃 5～10 ・1～2戸

図 4 厩先所有規模別牛持の居住分布



ついては，東隣りの富家村に4人，南隣りの高山村に

2人，その他湯野村，手ノ荘村に各々 1人，広島県側

の豊松村に3人，油木村に1人となっている。

つぎに，厩先所有規模別にみた牛持の居住分布を

図4にみてみると，最も大きい牛持は，富家村の前谷

に住む牛持， ついで平川野呂の前北，金野に住む2人

の牛持，そして名木，前北，市場，小林，越山，法谷

に住む牛持の他，村外の豊松村の油屋下，高山村の高

山市に住む牛持などが続く。村の中心から半径 lOkm

の円周内に牛持の分布はおさまるが，成羽川以北には
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1人の牛持を除いてはみられない。

このような牛持と厩先の分布は，部落単位にみても

それぞれ特色をみせる。牛持の居住する部落は，一般

に農業経営規模が大きいか，または商業的・交通的機

能を持つ部落つまり中心地などに偏在し，逆に厩先の

多い部落は，零細経営でしかも土地の起伏が激しく，

地味のやせた部落で、ある。

4-2 牛持の社会・経済的性格

竹浪，小野，菱沼等22）によって指摘された本地域の

牛小作は，牛馬商主導型の展開であったが，本村にお

表 8 牛持の社会 ・経済的性格 一 覧表

（平川村内に厩先を持つ牛持の例）
（昭和13～15年噴）

牛持厩丸子頂先け

農経規業模営
牛持 厩丸子預先り

経規農模業営
番号戸数｜頭数

牛持居住地 備 考
番号

牛持居住地 備 考

1 8 16 平川村前北 中 たばこ栽培指導員 25 1 1 平川村下郷 上 山持，村会議員

2 1 1 // 堀井 中 なし 26 3 4 高山村高山市 上 山持，村長経験

一
3 1 1 // 井川 下 薪炭商 27 1 1 平川村津々羅 中 なし

村厩先会議10戸員，4 1 1 // 堀井 中 なし 28 1 1 豊松 四日市 上
t-ーー一ー

獣牛持医， 川上郡ーの5 30 49 富家村前谷 上 29 1 1 平川村後谷 中 なし
I-一ーー
6 1 1 平川村市場 下 なし 30 1 1 富家村下長谷 下 飲食業
ヤーー一ーーー『
7 3 5 // 前北 中 なし 31 4 6 平川村小林 中 コンニャグ商

一
8 1 1 ノゲ 後谷 中 なし 32 1 2 ノゲ大原田谷 中 なし

一
9 1 2 // 法谷 下 うるし，労務 33 1 2 // 小林 中 村議会員31の父

一
10 1 1 富家村 北追 中 なし 34 1 1 // 前北 中 1のむすこ
ト『ーーーーーー，
11 3 3 平川村法谷 下 牛馬商， うるし 35 1 2 ノゲ 下郷 下 役場
トーーーーーーー

厩酒先造3業0～，山4持0戸， 12 1 2 油木村油木 勺 郡種畜場の牧夫 36 1 2 手ノ荘村地頭 上

13 1 1 平川村名木 中 なし 37 1 1 富家村長谷 上 つくろい商

一
14 1 1 // 前北 中 なし 38 1 1 平川村木之村 下 なし

一
15 4 7 豊松村油屋下 勺 勺 39 5 8 // 金野 上 医師， 山持

16 1 2 湯野村 勺 勺 勺 40 1 1 // 金野 下 なし
ドーーーーーーーー

法（お恩がさみんや）17 1 2 平川村穴針 下 山持，村長経験 41 1 2 // 堀井 中
H戸ーーーーーーー
18 1 3 // 前北 中 牛馬商， 厩先10戸 42 2 3 グ平弟子 上 山持

一
19 1 3 豊松村四日市 勺 勺 43 2 2 高山村千本 中 山持，厩先20戸

一
20 3 5 平川村名木 中 種牡牛（種屋） 44 1 1 平川村安田 下 なし

一
運（炭送や業瓦など）21 1 2 // 市場 下 45 1 2 // 中追 中 材木商

トーーーーーーー
宿屋，

22 1 1 // 市場 下 コンユャク商 46 1 2 豊松村油屋 上 なし
トーー『ーー・・ー
23 2 4 // 市場 下 勺 47 1 2 平川村津々羅 上 山持

一
24 3 6 // 市場 上 屋郵号便局「土長居」 48 3 4 // 越山 中 山持，村会議員
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いては，極めて零細な牛持の存在が比較的大きな比重

を占めている。村内に厩先を有する48人の牛持につい

てその社会・経済的性格についてみたものが8表で

ある。これらの牛持のうち，牛馬取引により厩先を増

やした例としては，牛持番号5'11がある。その他に

は， 18があるが，牛持としては小さく僅かに1戸の厩

先を持つにすぎない。つまりこれら3人の牛持で， 34

戸の厩先を村内に持つが，その比率は19%に満たな

い。本村牛持35人の有する厩先は， 56%の61戸，小作

牛頭数では56%と過半数を占めている。しかしなが

ら，これら牛持の平均厩先戸数は，1.6戸で極めて零細

である。これらに対し村外牛持は，平均して 3.9戸の

厩先を有している。なかでも牛持番号5は，川上郡内

では最も大きい牛持で既述した通りであり， 6'36, 

43などは，平川村以外に各々20～40戸前後の厩先を持

つ有数の牛持である。いずれにしても，村内の多数の

零細な牛持について検討を加えて

みる必要がある。

村内牛持の農業経営規模につい

てみると，中層農（7～9反歩）が

17戸，下層農（ 2～4反歩）が13

戸，上層農（10～12反歩） 5戸と，

中・下層農が預け牛，つまり厩先

を持っていることが注目される。

下層農の牛持番号3が薪炭商， 9

はうるしがきや労務，11は牛馬商，

17役場勤め，21馬車による運送業，

22宿屋， 35役場勤めなど，いずれ

も兼業が主となっている農家であ

る。これらは，預金による利子よ

りは預け牛の方が有利であるとい

う理由が大半を占めている。中層

農の場合には，多くは専業農家で

手牛の子牛生産により他家への預

け，厩先農家に対して搾収的な預

けではなくむしろ労働交換的考え

が強い。上層農については，従来

からの地主・山持が多く村内また

は部落内での親方的性格を有す農

家であるだけに，積極的に小作牛

からの利益をあげるというよりむ

しろ従来からの小作農家，零細農

家との社会的関係の維持・安定に

つながる傾向が強いものである。

このような上述した傾向は，土地

の古老達からの聴取り調査より裏

付けられた。このように，本村に

おいては竹浪らの指摘した大牛持の成長はみられなか

った。敢て，その例をあげれば牛持番号11があるが，

この牛持は成羽川沿いの法谷部落にあって，対岸の湯

野村の西山地区などに厩先を多く創っているが，本村

には僅か3戸で，うち2戸は親族関係にある厩先であ

る。

つぎに村外牛持についてみると，牛持番号5'26, 

28, 36, 43などいずれも上層農でさらに獣医，村長，

村会議員，酒造業などを併せ営んでいる。いずれも山

持でありまた他村に20～30戸の厩先を有する有数の牛

持である。つまり，菱沼らの指摘した牛持に相当する

ものである。

4-3 牛持とその厩先の配置

牛持の居住地とその牛持が有する厩先との配置の例

を第5図と第9表にみた。村内牛持7人，村外牛持1

人について，その厩先圏をみてみる。

。

図 5 厩師とその厩先分布

＝＝＝谷地 形

。牛持の居住地

A～H牛持
A～Hその厩先

－一 道路一
2 3 .. m 
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表 9 牛持とその厩先の配置の例

牛 持 厩 先 部落外厩先数
部落内

記号｜番号
牛持居住地 農業規模

厩先数
2伽未満！日伽｜伽以上

A 1 8 16 平川村前北 中 1 2 5 一

B 20 3 5 平川村名木 中 2 1 

c 24 3 6 平川村市場 上 3 

D 31 4 5 平川村小林 中 1 2 1 一

E 39 5 8 平川村金野 上 5 一

F 42 2 3 平川村平弟子 上 2 一

G 48 3 4 平川村越山 上 2 1 一 一

H 5 30 49 富家村前谷 上 14 15 1 

注） Hについては，和和15年の！耳先戸数を総数いくらあったかについては詳細にする
資料が得られなかったが， 200余戸ぐらいはあヮたと思われる。

最も多くの厩先を持つHは，既述した前谷に住む郡

内ーの大牛持で，平Jll村内に30'戸の厩先を有す。先代

が牛馬商で，北部の阿哲郡，西の神石郡さらに中国山

地を越え鳥取県の日野郡，時には海を渡って隠岐島に

まで，町山をした牛”つまり放牧牛を買ってきでは本

村を含む吉備高原一帯の厩先に入れ，現在の戸主は獣

医をしながらこれらの厩先の管理，指導を行ない多く

の信用を得た牛持である。前谷部落に近い中迫に5

戸，後谷に4戸，木の村に3戸，竹の倉に2戸，さら

に平川野呂に上って安田に5戸，通模3戸，平弟子，

天王臼谷，小林に各々 2戸，その他津々羅，前北と各

々1戸と合計30戸に及ぶ。なかでも中迫，後谷，通槙，

中迫，東安田などの部落では，牛小作農家の全部もし

くは大半がこのHの牛を預かっている。ほぼ，本村全

域に厩先を持っている。

つぎに，村内牛持で最も大きい牛持Aについてみる

と，居住地の前北部落内には1戸，その他の部落に7

戸の計8戸の厩先を持つが，村外には持っていない。

部落では平均的農家であるが，煙草栽培指導員をして

村内を念入りに歩き農家 ・農民の状態を熟知していた

だけに気安く牛を預けている。自宅から 2～4kmの

距離に5戸の厩先を有し，村のほぼ北半部に限られて

おり，南半部にはその厩先は見当らない。

村内牛持では， Aにつぐ5戸の厩先を有するEは，

すべてその厩先を同じ部落の金野に持っているo同じ

くCについても同様なことが云える。この両者は，い

ずれも牛と共に土地・家屋をすべて貸し付けているも

のである。いわゆる名子・下人に牛を預けている牛持

であり，それだけに土地・農地のある部落もしくはそ

の近接地に厩先を持っているのである。

その他 B,D,F,Gの牛持は，部落内にも部落外に

も厩先を持つが，いずれも 2～4戸と少なくその距離

も近い。これらはAの規模の小さい例と解される。

これら8人の牛持のうち， Hを除くとすべて野呂に

住みしかもそれらの厩先はすべて野呂方にあり谷方に

は見当らない。Hは谷方にあって厩先は谷から野自に

拡がっている。牛持とその厩先の配置の原則を敢て指

摘するとすれば，距離的に近く日常的に交流している

地域内に限られるようである。

4-4 牛持と部落の対応

牛持分布の偏在，厩先農家の多い部落と少ない部落

など，牛小作においては個人農家単位で検討していく

ことと共に部落単位として牛持との係りをみていく必

要がある。つまり部落共同体的色彩の強いところほ

ど，どこの牛持の牛を預かるかは，また1人だけ別の

牛持の牛を預かるということについてはお互いの関心

事であった。そこで，ここでは本村の部落のうち3部

落の小作牛，自家牛飼養農家についてそれぞれ検討を

加え，牛持が部落に対し，また部落が牛持に対しどの

ように応じてきたかをみてゆきたい。 事例として選定

した東安田，金野，後北部落はともに野自の集落で牛

小作農家の比較的多い部落である。

a 東安田部落一村外牛持が多数入りこんだ部落一

この部落は，成羽川の支流，長谷川上流にあり若い

侵食谷により西安田と 2分され，狭い谷底治いに僅か

の棚田とその背後の急斜面の畑地，さらに集落は起伏

のある野呂の高所に位置する。場所によっては集落と

水固まで、の比高は100～150mにも達するD 部落には17

戸の農家があり，第10表の通り農家は全て和牛を飼養

し，平均すると水田3.9反歩，畑地4.6反歩を耕作して
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表 10 東安田部落の和牛飼養農家一覧表

農家 土地所有規模 経営規模

番号 田 畑 田 j畑

① 5反.8畝.Ob 6反.5畝.16 6反 7瓦

② 1 3 

③ 2.2.29 5.4.02 6 6 

④ 6.21 3.5.22 4 5 

⑤ 1. 7.12 4.0.00 4 4 

⑥ 2.24 3. 1. 11 2 3 

⑦ 3 4 

⑧ 3 3 

⑨ 1 4 

⑩ 5. 13 4 4 

⑪ 20.6.22 13.5.12 5 5 

⑫ 3.8.03 6.2.27 5 5 

⑬ 3 2 

⑭ 1. 7. 03 1. 2. 10 4 5 

⑮ 3.3. 12 5.5.17 5 6 

⑮ 5.4. 18 9.4.20 

⑫ 2 2 

いる。水田については地形的に制約されているため

部落外に小作地を求めている。この部落にとって和牛

は，山仕事，部落外の水田の耕作，急傾斜地の畑地耕

作，厩肥，柴草運搬などに必要不可欠で，“牛がいな

ければ百姓はやれない”のである口

この部落では，元屋と呼ばれる農家番号④が地主で

あり，親方であったが明治中期に没落し部落内の土地

の大半が他村の地主に渡った。その為に，昭和10年代

ではこの部落での地主は僅かに④の分家である⑪のみ

であった，他村，他部落の勢力が強い，小作地率の高

い部落である。例えば②，⑧の農家は，高山村の大地

主から土地，屋敷すべてを預かっている。⑨は高山村

の大地主と豊松村の四日市の金貸業からの土地を小作

している。つぎに牛小作についてみると，村内では後

北部落と共に厩先農家が10戸で最も多くまた厩先農家

の割合は最も高い部落である。厩先を有する牛持は，

牛持番号5が4戸の厩先， 43が2戸，他に31,42, 44, 

48が各々 1戸の厩先を持ち合計6人ほどいる。 5は郡

内ーの大牛持で，大正7年頃にはこの部落に7～8戸

の厩先を有していたがその後減じた。 43は高山村に住

（昭和13～15年頃）

牛所有 牛持

区分 番号
備 ~ 

。． ． 
。． ． ． ． ． 
。
。
。． 
。
。． ． 

な し

5 大 工

5 炭焼き

，馬 子

42 代書.42とは親族

31 炭焼き．こもあみ

43 炭焼き．旧高山村の地主の小作

44 炭焼き．旧高山村の地主の小作

43 山稼ぎ．旧高山村の地主の小作

左官．⑪の農家の下作

有力地主

な し

5 鉱夫．⑪の農家の小作

農協職員

平弟子の地主の小作

5 な し

42 土 工

む山持で厩先を他に20余戸を持つほか42,31, 44, 48 

はいずれも村内牛持ではあるが他の部落の居住者であ

る。

つぎに厩先農家と手牛飼養農家との土地所有規模を

みると，前者は水田1.0反歩，畑地2.2反歩，後者のそ

れは5.5反歩， 5.3反歩と大きな差がみられる。それだ

けに厩先農家は，土地小作のほかに大工，炭焼き，鉱

夫による賃稼ぎなどにより生計を維持している。これ

ら厩先農家のうち⑤の農家は，昭和10年頃に，牛持を

従来の5から親族関係の42にかえ，また⑦や⑨の農家

は，土地を借金の抵当に取られたことを契機に牛持

を5から43にかえている。このように本部落において

も，小作牛から手牛飼養への願いはあるものの，不安

定な農業生産に起因し土地，牛小作から抜け出せない

農家が多くみられる口このような部落は，大牛持にと

っては恰好の厩先たり得た。

b 金野部落ー牛持とその厩先とが併存する部落ー

緩やかな傾斜をした前輪廻性谷盆地に比較的広い水

田が開けている部落で，村内では有数の田所である。

集落は，水田から畑地への境界に立地している。近世
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表 11 金野部落の和牛飼養農家一覧表

（昭和13～15年頃）

::1 ;:3有 =ii~規；j:::1 :: 備考

末期から明治中期までは，第11表の農家番号②や⑪の

先祖が庄屋として勢力を振っていたが没落し，代って

中期以降に牛持番号39の先々代が地主，山持として成

長し23），この部落の絶対的勢力を持つに至った。

農家戸数は21戸，和牛飼養農家は14戸であり，厩先

農家は6戸である。土地小作を行なっている 6戸の農

家はすべて物部家からの土地を小作し，これらの農家

がすべて厩先農家でもある。他部落，他村の土地，牛

を小作している農家はない。土地については，村外に

土地を持ち，小作に出している例さえある。しかし本

部落の2人の牛持は，部落内にのみ厩先を持つだけで，

他村，他部落には厩先を創ってはいなし、。和牛飼養農

家の平均耕地経営規模は，水田4.2反歩，畑地3.9反歩

となっており，そのうち手牛飼養農家の土地所有規模

は，水田2.4反歩，畑地6.0反歩であるに対し，小作牛

飼養農家では，水田はなし，畑地が0.1反歩と少なく

土地所有については皆無となっている。このように厩

先農家は，土地をほとんど所有せず6戸はすべて牛持

番号39の土地を小作している。例えば①や②は大正年

間に39の名子として家を作ってもらって入っている。

また⑩は後月君防ミらこの39の名子に入った。その他，

和牛を飼養していない農家のうち2戸は，やはり39の

名子として他部落から入っている。いずれにしてもこ

39の名子．炭焼き

39の名子．炭焼き．馬子

農協職員

39の土地小作．ばんぞう

なし

39 I 39の名子．ちょうちん張り

労 1寿

炭木の伐採

な し

39 I 39の名子．炭木の伐採

39 I 39の名子．炭焼き

傷病軍人

きこり

な し

の部落の場合，農家の多くは39との関係において農業

を営んでおりそれだけに親方的存在としての39の影響

力は大きかった。ただ，この部落にみられる名子の存

在は，市場（中郷）の平川家の世襲的な名子とは異な

って，明治末，もしくは大正年代に名子に入った例が

多く新らしいものである。それだけに，名子的存在か

ら抜け出た例もあり一代限りのものが多L、。名子であ

り厩先である 6戸は，地主であり牛持でまた山持で、あ

る39に対して絶対の服従下にあり牛の売買にも自由な

選択は出来なかった。それだけに，他村，他部落から

の牛持は，この部落に対して厩先を創ることは出来な

カミっTこ。

c 後北部落一村内牛持が多数入りこんだ部落一

平川野自にあってやや谷幅の広く浅い谷底の棚田，

その背後に緩傾斜の畑地，集落は最上位に位置し水田

との比高は20～50m前後で、前述した東安田部落ほどで

はない。農家戸数23戸のうち，和牛飼養農家は第12表

の通り19戸でこのうち厩先農家は10戸となっている。

和牛飼養農家の平均耕地経営規模は，水田3.6反歩，

畑地5.6反歩となっている。

この部落は，農家番号④を中心に明治期までは展開

してきたが，その後は他部落からの侵入が著しし、。 つ

まり，昭和15年当時には部落内で土地を小作に出して
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表 12 後北部落の和牛飼養農家一覧表

（昭和13～15年頃）

家 I ;:s有 =ii~規；j:::1::番号
備 考

いる地主は，お寺（日蓮宗・長遠寺）を除いては見当

らず，隣りの前北，市場の両部落をはじめ村内の6～

7名の地主の土地を小作している。つぎに牛小作につ

いてみると，厩先農家が10戸ありこれに係る牛持は8

人で，牛持番号10,12を除いてはすべて村内牛持であ

りそのうち3人は前北部落に住む牛持である。牛持の

うち， 11は谷方の法谷に住む有数の牛持で牛馬商であ

るが，他にはこのような専業的牛持は見当らない。村

外の2人，前北の3人，名木，法谷各々 1人の計7人

は，いずれも中層農で商売としての牛小作ではなく，

農業を営みながら手牛の繁殖によって増えた牛を気心

の知れた家に預けるいわば労働交換的性格を持つもの

と解される。前北の 1の牛持については前述した通り

厩先を8戸持っているが，やはり労働交換，相互扶助

的傾向が強い。

つぎに厩先農家についてみるに，耕地所有規模は水

田0.2反歩，畑地1.5反歩と少なく，土地，牛の小作の

9 

1 

7 

7 

土地は長音寺.11とは親族

12とは親族

なし

石工

11とは親族．炭木の伐採

なし

11とは親族

たばこの栽培指導員

炭木の伐採

なし

炭木の伐採

3人の地主より土地小作

炭木の伐採

大工さん

なし

郵便局員

ほか，炭木の伐採による日銭を稼いでいる。これらの

うち，③，④，⑦はし、ずれも牛持は親族関係にあり，

⑭の場合には，水田は部落のお寺から 1反歩，隣りの

前北部落の地主より 1反歩の計2反歩，畑地は谷方の

穴針部落の高利貸で山持より 5反歩さらに牛は前北部

落の1より預かり小作している。このように，本部落

の農民・農家の経営・管理する耕地や牛は周辺の他部

落の地主・牛持に所有されることが多く部落内には1

人の牛持も育たず，地主についても同様である。この

ような部落は，村内の零細な牛持の厩先の対象になっ

Tこ。

5.結びにかえて

吉備高原一帯の和牛子牛生産地域においては，広範

に牛小作慣行が展開し，大牛持の成長がみられその存

在が地域の社会・経済的構造に影響を及ぼしてきた。

昭和10年代の牛小作の実態を，牛持とその厩先圏とい



う視角から岡山県川上郡平川村を例にとり明らかにし

Tこ。

調査地の平川村の農林業的性格として，①山村，②

零細経営，③畑作卓越，④工芸作物と雑穀にその特徴

を窺い知ることが出来ると共に，このような生産性の

低さと不安定さの中にあって和牛飼養への依存を歴史

的にみた。この和牛飼養の歴史的展開過程は，その内

実として牛小作関係を軸にしており，さらに牛小作類

似の2～3の和牛貸借慣行をもみた。このような牛小

作は，少数の牛持と多数の牛小作農家つまり厩先を対

極とする現象として表われ，両者聞の相異なる経済的，

社会的性格にその成立基盤をもって展開した。そし

て，これらの牛持とその厩先との配置は，その牛持の

社会経済的性格と共に厩先農家の社会・経済的性格に

規定され，さらにこの両者間の位置・距離関係にも規定

される。牛持の支配する厩先圏は，①数ヶ町村にまた

がるもの，②村内の数ケ部落のせいぜい半径2～3km

までのもの，③同一部落内にとどまるものの3種類に

分たれた。本村では，②や③の牛持が多数を占め，ま

た厩先の過半数をこれら零細な牛持によって占められ

ている。竹浪等の指摘した牛馬商主導型の牛小作は，

昭和15年の平川村では必らずしも主流ではなく，むし

ろ村内牛持の成長が，村外牛持を駆逐しさらに厩先農

が手牛飼養への傾向が窺えた。この傾向は，同時期に

広島県の神石郡に於て手牛組合なるものを組織して預

かり牛から自家牛への飼養への転換を図ろうとする2の

ものと同一歩調と解される。村落の部落には，麦講，

米講そして牛講にみるように相互扶助の精神に基づく

負債整理，つまり牛について云えば，小作牛から手牛

へのおき換えを図ろうとする傾向が少なからず存在し

た。その意味において，個人単位から部落単位に視点

を移し牛持との係りをみた。事例として取扱った東安

田部落は，村外牛持の恰好の厩先対象となったし，金

野部落は部落内の地主が牛持ともなっており土地小作

との係りの強い部落で，部落外，村外の牛持の侵入を

完全に防げている，また後北部落は村内の零細な牛持

の入り込んだ厩先農家の多い部落であった。このよう

に部落の位置，歴史的性格，経済的，権力的構造の相

違により，そこに展開される牛小作，とりわけ牛持の

入り込みかたに多様性がみられるのである。

充分な資料が得られず，聴取り調査に頼らざるを得

ない為に，必らずしも満足する結果は得られなかった

が，牛小作の実態の一端は明らかになった。牛持の創

り支配した厩先圏の広がりを知り得た。残された課題

としては，この厩先圏の形成過程を明らかにすること

であるが，今日ではもはや絶望的である。そこでこの

問題と係るものとして，第二次大戦後の国，県，農協
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などの預託牛制度や成長した商業・流通資本さらには

産業資本の畜産への介入，例えばスーパー業界のトッ

プ，ダイエーの鹿児島県鹿屋市における農家への肉牛

預託肥育，ハムメーカーが直系の畜産会社を作って養

豚，肉牛農家に対する組織化25）などにその例をあげる

ことが出来る。これらのイ γテグレーションの実態を

把握していく事により，残された課題に接近し得るも

のと考え将来の研究に待ちたい。

付記

この小論をまとめる機会を与え，小生に畜産地理に

興味を覚えさせ常日頃から御指導下さっている広大，

石田寛教授に心からお礼申し上げます。調査に際し，

岡大，谷口澄夫教授3 高重進助教授，名護市役所，中

村誠司氏，そして備中町役場の皆様方のほか杉井多賀，

平井岩吉両氏には大変御世話になった。また，岩手

大，白井義彦教授，広大，村上誠助教授からは適切な

御助言を賜わった。記して感謝を表したい。

最後に大学・大学院を通じて御指導・助言を頂いた

広島修道大学，米倉二郎，船越議策の両教授に対して

は心から御礼を申し上げます。

なお本稿は1974年広島史学研究大会にて報告したも

のに若干の補足調査を行ない，加筆したものである。
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近代我の源をもとめて

松 尾 保 男

く昭和51年9月16日受理＞

In Search of the Origin of Modern Self 

T. Hardy had a strong influence on modern English literature. One of its traits 

seems to have been the birth of modern self. There will be some discussion as to 

how it came into being. 

「真実が正しければ，体裁はどうだってかまいませ

ん。心で思ったので、す，あなたなら信頼できますと。」

(Appearance is no matter, when the reality is right. 

I have said to myself, I can trust you.)Dという自

我意識は，現代の太陽が今世紀始めに昇ったとすれば，

まさにその日の出を彩る夜明けであったといってよ

かろう。ハーディ ThomasHardy (1840-1928）が，

創造の衝動にかられ，行きつ戻りつしながら，ついに構

想、を得て世に問うた『森林地の人々』 TheWood-

landers (1887）においてであった。ハーデ4の小説

を考えるとき，前作『カスタブリッヂの町長』 The

Mayor of Casterbridge (1886）までの作品は，どち

らかといえば外部から客観的に書かれ，他方，後期三

作『森林地の人々』及び，それに続く『テス』 Tessof 

the d’Urbervilles (1891），と『日陰者ジュード』 Jude

the Obscure (1896）は主に「人生をここではその内

側から見て」（viewinglife here from its inner 

side)2＞主観的世界を描いたものである。

その『森林地の人々』のグレース Graceは，父親

のかたくなな勧めもあって，幼馴染の森の青年ウイン

タボーン Winterborneとの婚約を破棄し，近くに住む

ようになった旧家出身のフイッピアーズ Fitzpiersと

いう医者と結婚したものの，たちまち彼の都会風の多

情多感に悩まされ，ついに難をさけるため意を決し，

ウインタボーンに夜道の案内を求めるが，この自我主

張の戸は忍耐の極限から発した叫びで、あったD 自分か

ら遠ざけたかつての婚約者に求める救いに対する心か

らの弁明でもあった。

Y asuo Matsuo 

個人の思想，行為の真実がいかに正しく本人には思

えても，“conventions”の支配する森林地では耳なれ

ない新しい戸であったはずで、ある。しかし，この現代

的自我意識の産戸は，更に続けて発されている。病体

をおし，灯を手に森の小径をさほど行かぬうち不意の

大雨に後戻りを余儀なくされ，一戸一室の彼の小屋で

夜を明かすのは，世間体にあるまじき行為であるばか

りでなく，二人の良心がゆるさぬことでもあった。数

日後近くの雨もりのする差し掛け小屋から，降りつの

る雨，吹きすさぶ風を通して，初めは栗鼠のたてる音

と思ったのが彼の咳だったのに気付いたグレースは決

然と彼に呼びかけた。

Don’t you want to come in? Are you not wet ? 

Come to me, dearest ! I don’t mind what they 

say or what they think of us any more.3> 

断るまでもなく，斜字体はジュード Judeカ旬、まわ

のきわに『ヨブ記』を口ずさんだ時同様全て作者ハー

デ4によるものである。部屋をあてがわれたグレース

の自責の念にかられた心境をノ、ーディはこの様に特殊

な表現形式で示しているのに留意しよう。しかし今一

つここで看過できないことをハーディは記している。

物凄い森の嵐に心うたれ，孤独な，虚脱状態のグレー

スには「肉体的生気と明断な意志を持った先程の自我

などありはしなかった」（Therecent self of physical 

animation and clear intentions was not there)4> 

と説明している。それにもかかわらず，虚脱状態を覚

ますものがあった。信頼できるただ一人の生命にかか

わる切迫した危機感が，猛威をふるう自然のただなか
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で，世間体という虚飾の殻をつき破り，「もう人が何

と言おうと，何と思おうとかまいませんJという裸の

自我を出現させて，つまり彼は意識的にグレースを近

代的自我潜勢力保持者という見地からとらえながら書

き進めているのが容易に想像できるのである。だがこ

の「先程の自我」は，自分のすぐ近くの差し掛け小屋

でもう一個の禁慾的自我が重態に陥っているのに気付

くのが遅過ぎた。

禁慾的自我といったが，より正確には，超個人的生

活共同体的自我であって，村人たちは自分の「考えや

習慣と異なる他人は認めなし、」（notoleration for 

difference of opinion and habit)5）既成社会にあって

は，むしろ自我をその属する社会に積極的に同化させ

ることによってのみ自己保存が約束される自我である

からであった。グレースにしても村の有力な材木商の

一人娘で，生粋の森の娘にすぎず，ただ異る点は，都

会で教育を受け帰省したばかりで，父親の意のままに

動く主体性に乏しい人物に描かれていることである。

従って，この作品は本格的な近代的自我の確立を求め

るのには，あまりにも大勢順応的精神風土が濃厚で，

相応しいものではない。むしろ逆の評価さえある。

What The W oodlanders shows is how much of 

human life, even in personal relations, is not at all 

"personal.”6) 

いうまでもなく，『森林地の人々』の主題はパスト

ラノレ小説で、はなく，孜々として築かれてきた辺境の

「自足的社会」（self-containedplace）ηに，産業革命

に端を発した都市化現象がもろに浸透してきつつある

過渡期をリアリズムの手法で内的に誠実に描くことで

あった。『森林地の人々』では伝統を死守しようとす

る自我と新しい生活様式の道を模索しようという自我

の両方がプリミティブな形で提示されているのが印象

的である。この作品につづく『テス』においてこのテ

ーマは更に深く追究されることになる。ここで注目し

たいのは，小説家ハーディは，心情的には，滅び去る

ものに対する旧き良き時代への愛惜の念から，全幅の

同情を示す一方，新しい時代の属性である村人たちが

感取する異和感の裡に，限習とはあまりにも対照的な

新しい人間性を認めていることである。例えば，『森

林地の人々』の主題を「ひなびた純朴さと都会風の虚

飾，自己犠性的誠実さと満たされぬ利己心との聞の衝

突」（出eclash between rustic simplicity and urban 

veneer, between self-sacrificing loyalty and dissatis-

fied selfishness)S）という見方もあるが，それでは在

来文化肯定の手段以外の何ものでもなし、。逆に，ハー

デ4自身は，いわば，近代的合理性といったものへのそ

れ相応の評価は怠らなかったのを忘れてはならない。

フイッピアーズ医師の人となりをヒントックお屋敷

Hintock Houseのジャーモンド夫人がたずねると，

グレースは古い家柄の人等々と答えるのに，彼女は言

下に「どんな家柄というより，その人自身がどんな人物

か知ることのほうがはるかに大事です」（Itis of rather 

more importance to know what the man is himself 

than what his family is,)9）と言つてのける。そのフ

イッピアーズは神学，哲学等に異様な関心を抱き，

土地の人々の理解を越え，変人あっかいを受けても，

こと医学に関しては，ジャイノレズ Gilesやマーティ

Martyの「自然との知的交感」（intelligentinter-

course with Nature)IO＞に匹敵する能力を会得してい

た。自分の患者が窓の前の大樹の威圧感に悩んでいる

のを知ると，所有者の許可を求むべきだとの周囲の人

々の主張を尻目に，その所有者は未知の人であったの

にもかかわらず，自分の責任で，「なあに誰の木だって

かまうものか，一一人の命と較べたら木の一本が何だ

というのか，切り倒したまえ」（0,never mind whose 

tree it is-what’s a tree beside a life!) ID と，明

快敏速な処置であった。因みに，治療費は病人一家が

薬代にもこと欠ぐのを知ってシャーモンド夫人が，自

分の費用でその医者をあてがっていたのである。マー

ティの珍しく美しい栗色に近い毛髪の行方について知

らせてもらった好意に報いて，ウインタボーンが生前

愛用したリ ンゴしぼりの醸臼と圧搾機が，彼女には手

が出ず，人手に渡ろうとするのを買い与えたのもこの

医者であった。確かに「道楽気が少し多過ぎる男」（a

man of too many hobbies)12）ではあったが，かえり

みられなかったグレースでさえ唯一つ尊敬している点

が彼にはあった。

One speciality of Fitzpiers was respected by Grace 

as much as ever: his professional skill. In this she 

was right.13) 

「尊敬」は作者がグレースに抱かせたのであるが「彼

女は間違っていなかった」とするのは，ハーディの説

教癖の露呈で，新しい思潮に対する彼の態度が読み取

れて興味深い。だがこれもー特性にすぎず，世紀末社

会の病弊は，森林地の草木の間の生存競争の隠惨さ同

様大きなかげりを落している。この小説の題材が『テ

ス』と同様農村社会の過渡期に焦点を合わせて得られ

たので、あったが，その過渡性が人物のなかで最も典

型的に現われているのはグレースとテスにおいてであ

るo前者では，「真実が正しければ，体裁はどうだって



かまいません」という近代的自我は感じやすい我と我

身に「近代神経」と「原始感覚」とが同時に併存し，

両者のせめぎあいの聞から聞えてくる苦しい息吹きで

あった。

. a quick breathing was audible from this im-

pressionable creature, who combined modern nerves 

with primitive feelings, and was doomed by such 

co-existence to be numbered among the distressed, 

and to take her scourgings to their exquisite ex-

tremity.w 

グレースの内なる心が－sexと呼ぶべきか一一ウ

インタボーンとフイッピアーズの聞に揺れ動く振幅の

激しさは，とりもなおさず，彼女に巣くう「近代神経」

と生来の「原始感覚」の相容れない，相互破壊的相到

の現れに外ならない。

『テス』出版後のハーディ自身の悲劇の定義によれば，

「最良の悲劇は一一要するに最高の悲劇は一一立派な

人物が避け難い必然性に取り巻かれた悲劇で、ある。不

道徳な，つまらぬ人々の悲劇は最良にあらず」（The

best tragedy --highest tragedy in short一一一is

出atof the WORTHY encompassed by the INEV-

IT ABLE. The tragedies of immoral and worthless 

people are not of the best.) 15とある。『森林地の人

々』では森の四季を通し，木の間隠れに，悲情な分散

和音を奏で、たウインタボーンとマーティこそ悲劇の名

に価し，それはまた同時に，いびつな新思潮が，自ら

の中に独自の「渡るべき人生の荒波」（to五ghta bat-

tle of life）をうねらせながら，既存の古き生活共同

体的自我を不可抗力的に侵蝕し，破滅の淵に陥しいれ

た悲劇で、もあった。雑誌に発表した関係で，当時の読

書界の要求をいれざるを得なかったこの作品は，グレ

ースの近代的自我の目ざめを，フイッピアーズの改心

と妥協させ，同時に，主題からすれば，夫唱婦随とい

うありきたりの道徳に従わせている。良縁をねらう

メノレベリの親馬鹿加減も，娘の「純真なグレース」

(simple Grace) も「あのこ人の人ずれし，世故にた

けたd情熱」（thepassions of those two sophisticated 

beings一一一versedin the world’s ways) 1めを向うに

してはなす術もなかったので、ある。

n 
いま「純真なグレース」を，ハーディが『テス』に

付けているサプ・タイトノレ「純潔な女」（apure wo・

man）と置き替えてみよう。ロy ドン仕込みの先生の
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下で国民学校を卒業し，言葉遣いも，外と家庭内とで

っかいわけ，クラスで、も秀で、た純t情可燐な少女は，家

庭の経済にしばられ，アレックの計略を避けることが

できず，例の“seduction”という事態にたもいたって

人生の現実に打ちのめされる。この受難をハーディは

祖先の豪族の犯した罪に端を発する運命論的因果応報

に帰している。しかし，テス自身にとって，真の問題

は別のところにあったはずで、ある。彼女が自分の心の

奥を覗きこみ，そこでとらえた自己の本然の姿と彼女

を取り巻く他人の姿との隔たりが何と大きかったこと

か。グレースは「真実が正しければ……」と言った時

「信頼できる」人が彼女にはし、た。いまテスの「真実」

の正しさを理解してくれる人はただ一人もいなかっ

た。彼女の自我は一人歩きする外なかった。『森林地

の八々』においてわれわれは，近代自我の胎動を感取

することがで、きたが，『テス』では，それが青年初期に

まで成長し，「肉体的生気と明断な意志を持った」近代

「自我」が，他者の肉体的放縦と，同じく他者の精神的

放縦とにないがしろにされる悲劇であるとはし、えまい

か。実家に戻ったテスは，生れた子供は病気で失な

い，酪農場に出稼に行き，そこで将来近代的農場経営

を夢みて実習中の，キリスト教の教義に懐疑的なイン

テリ青年エンジェノレ・クレア AngelClareと出会い，

テスは彼の中に発見している自分の理想と，自分の過

去とのあまりの隔たりにJ博然とするが，彼への’情熱を

抑えることができず，ついに過去を告白する機会のな

いまま結婚してしまった。ここに至るまでの経過は

ハーディの，現在からすればいささか時代めく宿命論

的人生観からくる偶然の積み重ねによって構成されて

いるが，少くとも彼等男女聞の心理的対応には現代リ

アリズムの批判にたえる迫真性が具っている。約束通

り結婚の初夜に二人は夫々過去の過を告白した。しか

し，テスはクレアのロンドンでの，見知らぬ女性との

二日間の放蕩を許したのに，彼の方はテスの過去を許

そうとせず，偏見にとらわれていないとテスにはみえ

た進歩的中産階級のインテリは，男のエゴイズムまる

だしの偽善者に豹変した。ここでテスの悲劇は決定的

となる。しかし興味深いことに，テスに見られる近代

自我は，ハーディのこの思想，つまりテスをもてあそ

ぶとし、う前近代的宿命観とその非情の運命下で苦しむ

ものへの切ない同情，いま一つはこのヴィクトリア朝

末期中産階級の偽善的進歩思想、に対する挑戦，が互い

に作用し合って生まれてきたので、ある。

あの事件の数週間後ひそかにアレックの屋敷を抜

出し，実家へ帰る途中，聖書の語句をベンキで書いて

いる信者に出会い，本気で信じているのか，「自分か

ら求めた罪でなくとも」（supposeyour sin was . not 
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of your own seeking ? ) m と信じられずに問い正し

たときから，最後に絞首台に消える寸前まで，自分の

方から罪を犯したことはない，と身の証しに明け暮れ

Tこ一生で、あった。この訴えは先にみたようにクレアに

裏切られ最高潮に達する。「未婚の母」（a spouseless 

mother)18）であるにもかかわらず，ハーディは時の道

徳に向って「純潔な女」と擁護するのだが，身の証し

をたて，愛する理想、のクレアの許しを得，幸福をかち

とろうとする彼女の全存在があたかも蟻地獄からはし、

あがるような苦痛をなめて築きあげた自我確立の過程

であった。

小説家は作中人物の人格創造に当って様々な実験を

行う特権があるらしし、。ハーディはエンジェノレを被験

者とし，色々な特質を与えている。先ず，彼はキリス

ト教の在来の信条に懐疑的で，聖職者になるこ とをこ

ばみ，没落階級に将来の活力を期待できず，庶民の台

頭に興味を持ち，この点では，「テスの一族の表額を

他のあの事実一一テスの志操薄弱と結びつけざるをえ

ず」（Icannot help associating your decline as a 

family with this other fact一一一ofyour want of 
firmness) l9）テスが「新しく生まれた自然の子」（a

new-sprung child of nature)20）ではなく。「表退した

貴族階級の晩生」（thebelated seedling of an effete 

aristocracy) 2Dであるのに失望の色さえ示している。

更に，テスに別居を求める理由に，「例のあの男が生き

ている間，どうしてぼくたちが一緒に暮せよう」（How

can we live together while that man lives ?)22）と

もいい，もし子どもが生まれ，自分たちの関係がその

子どもに知れるよ うなこ とがあってはならないという

のであった。優しく情熱的である反面，彼の心の奥処

にはこのように刃をもはね返えす 「頑な論理の鉱床」

(a hard logical deposit)23）がかくれていた。

テスに彼が最も魅せられた時は乳絞り娘としてでは

なく，超現実的な「女性の本質の幻影」（avisionary 

essence of woman)2のであり女神的な存在であったの

に対し，テスは現実の，生身の自己，一人の全人的な

女としての自己を主張せざるを得なかったほど自我確

立という現実的意識に満ちてし？た。 「私をテスと呼ん

で下さし、」（Callme Tess)25)テスにしてみれば，自

分自身はかけがえのない大事な生活を送っている女で

あり，耐えしのんでいる時であれ楽しんでいる時であ

れ，自分の生命は他のいかなる高貴なものの生命にも

匹敵するだけの次元を有し，自分にとって自分の感覚

によってのみ全世界は初めて存在し，自分の存在を通

してこそ生きとし生けるものが存在する，そんな地上

に生きる血のかよった女で、あったので、ある。

Tess was ... a woman living her precious life－一－
a life which, to herself who endured or enjoyed 

it, possessed as great a dimension as the life of 

the mightiest to herself. Upon her sensations the 

whole world depended to Tess; through her exis-

tence all her fellow-creatures existed, to her.26) 

エンジェノレがエンジェル自身であるからこそ心から

彼を愛したテスは，彼が「自分を，まさに自分自身を」

(me-me, my very sel£)27>愛していると思ったの

であった。傷ついたテスを迎え入れよ うとしない彼の

「頑な論理の鉱床」は因襲の結晶に外ならなかった。

というのは不意の出来事に出会えば 「習慣と因襲の奴

隷」（theslave to custom and conventionality)28) 

であることをテスは洞察したからである。

離別後，エンジェノレはブラジルへ農業の現地視察に

渡り，テスは荒涼としたフリントンコウム・アッシュ

の農場で，季節ばかりでなく心身共に厳しい冬の季節

をすごし人間性解体の経験をなめさせられる。テス

は，打ちのめされた自己のたてなおしをはかり「自分

から求めた罪で、はない」故に，悪への嫌悪も人後にお

ちなかったが，一体自分が潔白で、あるという信念はど

こから来たのだろうか。

「彼女の道徳的価値はなしたことによヮてではなく，

その意図によって評価さるべきである」（hermoral 

value having to be reckoned not by achievement 

but by tendency)29）とハーディは当事者の自覚に先

だって解説している。道徳的価値を結果よりもその過

程で評価じようという彼の新しい見方がとられたのも

このような背影から来ている。テスが自己を取り戻そ

うとするのもこの道徳観を拠りどころとすることにな

る。しかもこの新しい見方は，テスがエレックから再

びねらわれ始めた八方ふさがりの時期に，テスと，ブ

ラジノレに滞在中のエンジェノレとの両方に， 同時に芽ば

えたことになり，劇的効果を与えている。

ブラジノレ側で、は，現地視察も思うようにいかず，短

い滞在中に精神的には10年余りもふけてしまったエ

ンジェノレに去来しはじめた新しい考えがあった。何故

に「新しい」道徳的価値観といえるか，明らかにして

おきたい。

Having long discredited the old systems of mys・

ticism, he 〔Angel〕nowbegan to discredit the old 

appraisements of morality. He thought they wanted 

readjusting. Who was the moral man ? Still more 

pertinently, who was the moral woman ? The 

beaut_y or ugliness of a character lay not only in 

its achievements, but in its aims and impulses; its 



true history lay, not among things done, but among 

things willed.30) 

しかもハーディはこの新しい道徳観を，同地でエン

ジェノレが知り合った同国人で、コスモポリタンの「テス

がこれまで何であったかということは，これから彼女

がどうなるかということに較べれば少しも重要でな

い」（whatTess had been was of no importance 

beside what she would be)3Dという説と重ね合わせ

て普遍化している。こうしてクレアはテスを批判する

立場から擁護する立場に転じている。

他方，アレックの魔の手に身の危険を感じたテスは，

不正一般に対する抗議が湧きでてくるのを抑えきれ

ず，エンジェル自身でさえ自分を苦しめる点でアレッ

クに劣らぬ加害者にみえはじめ，夫に走り書きして非

難したテスの激昂は，この新しい道徳観に裏付けされ

た最後の自己主張であった。

.. You know that I did not intend to wrong 

you-why have you so wronged me ? You are 

cruel, cruel indeed ! I will try to forget you. It 

is all injustice I have received at your hands ! 32) 

別離以来忍従してきたテスが初めて夫に激しい批判

の矢を向けたのも当時の時代感情「近代主義の底痛」

(the ache of modernism)3めから生れた自我主張であ

ったのである口

クレアは自分の非を認め，急拠テスのもとに走るが

時すでにおそく，テスは逆境の家族を自分の手仕事で

は支えきれず，アレツクからの経済援助としづ狭滑な

手段に屈し，再び身を捧げた後のことであった。自分

の過失をわびるエンジェノレを前にしたテスの identity

は崩壊し，体は潮流に漂う屍のように精神を失ってい

た。自我が生きたテスの全人としての自我であるため

には，もはや選択は一つしかなかった。白からの自我を

終始なきものにする他の自我の存在を抹殺するより他

ない。時の社会はこれまでどんな人間であったかとい

うことで人を判断し，今後どんな人間であるかという

ことで酌量する余裕を持ちあわせていなかった。しか

し，テスはいま遂に「自分を純粋に愛し，自分を純潔

だと信じた地上で、唯一人の男性」（the one man on 

earth who had loved her purely and who had be-

lieved in her as pure）却を得て完全な自我実現が成

就できたので、ある。『テス』の第七編「成就」とはか

く読むべきではあるまいか。もはや過去を想いわずら

うことなしただ現在に生きておればよかった。野の

百合のように明日を想いわずらうにも及ばなかった。
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‘Don’t think of what’s past ！’ said she. 'I am 

not going to think outside of now. Why should 

we ! Who knows what tomorrow has in store ？’m 

それともこの近代自我には想いわずらう明日もなか

ったと言うべきであろうかD 追手はそこまで、追ってい

たので、ある。

初めに述べたように，ハーディの小説から後期の三

作品を検討し，近代自我形式の系譜を浮彫りにしよ

うと思うが，残る『日陰者ジュード』は次回にゆずり

たいD それが現代のどこに継がるか速断はさけること

にし，いまは RaymondWilliamsの TheEnglish 

Novelから思い当るところを記して結びとしたい。

... it’s significant that Lawrence, in e旺ectdecid-

ing the future direction of his life, should try to 

get his thoughts and feelings clear in relation and 

in response to the writer who is obviously (if we 

can look without prejudice) his direct and most 

important English predecessor 〔Hardy〕. To go 

from The Woodlanders and Tess and Jude to The 

Rainbow and Women in Love and Lady Chatter-

ley’s Lover is to know this, directly, in feeling戸〉

Notes 

1) T. Hardy: The Woodlanders Macmillan, Lon-

don p. 378 

2) T. Hardy: Tess of the d’Urbervilles Macmillan, 

London p. 218 

3) The Woodlanders opt. cit., p. 389 

4) ibid.' p. 387 

5) ibid., p. 240 

6) Irving Howe: Thomas Hardy Collier Booke, 

New York p. 104 

7) The Woodlanders opt. cit., p. 4 

8) Carl J. Weber: Hardy of Wessex Columbia 

U. P., New York p. 157 

9) The W oodlandeァsopt. cit., p. 74 

10) ibid., p. 415 

11) ibid., p. 127 

12) ibid., p. 154 

13) ibid., p. 396 

14) ibid., p. 373 

15) Florence E. Hardy: The Life of Thomas Hardy 

Macmillan, London p. 251 



192 

16) The W oodlanders opt. cit., p. 271 

17) Tess of the d'Urbervilles opt. cit., p. 103 

18) ibid., p. 117 

19, 20, 21) ibid., p. 299 

22) ibid., p. 312 

23) ibid., p. 310 

24) ibid., p. 169 

25) ibid., p. 170 

26) ibid., p. 201 

27) ibid., p. 295 

28, 29) ibid., p. 340 

30) ibid., pp. 438-9 

31) ibid., p. 440 

32) ibid., p. 460 

33) ibid., p. 162 

34) ibid., p. 501 

35) ibid., p. 506 

36) Raymond Williams: The English Novel Chatto 

& Windus, London p. 170 

参考文献

朝永三十郎：『近世における「我」の目覚史』

角川書店（角川文庫）

永田 洋：『近代人の形成』 東京大学出版会

西尾幹二：『ヨーロッパの個人主義』 （講談社）

（講談社現代新書）



世
界
古
典
文
学
全
集
、
第
一
巻
、
ホ
メ
l
ロ
ス
、
呉
茂
一
、
高
津
春
繁
訳
、
筑
摩
書
房
、
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昭
和
三
九
年
。

同
右
、
第
一

O
巻
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
松
本
千
秋
訳
、
筑
摩
書
一
房
、
昭
和
四
二
年
。

同
右
、
第
一
二
巻
、
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
、
高
津
春
繁
編
、
筑
摩
書
一
房
、
昭
和
三
九
年
。

同
右
、
第
二
三
巻
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
、
村
上
堅
太
郎
編
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
一
年
。

ジ
ャ

γ
・
パ
ウ
ル
著
、
古
見
日
嘉
訳
、
美
学
入
門
、
白
水
社
、
昭
和
四

O
年
。

当
・
阿
ハ
ミ
印
。
同
日
開

E
E
o
r
g
m
ロ
ロ
仏
関
ユ
明
。
門
－

2
日
O
門目。同ロ
g
H
N
O
自由ロ目、

ω
o
Z
2
L
Z兵

ωロ
回
口

2

－m－回
門
戸
凶
凶
〈
口
、
国
広
片
品
・

な
お
、
固
有
名
詞
の
表
記
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
限
り
、
右
に
挙
げ
た
岩
波
西
洋
人
名
辞

典
に
よ
っ
た
。
生
年
没
年
に
文
献
聞
で
異
同
の
あ
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
出

g∞
2
版

の
〈
注
〉
を
利
用
し
た
。
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訳

者

あ

と

が

き

ヴ
ィ

I
ラ
ン
ト
（
一
七
三
三

l
一
八
一
三
）
は
ゲ
l
テ
（
一
七
四
九

l
一
八
三
二
）
の
一

つ
前
の
世
代
に
属
す
る
ド
イ
ツ
啓
蒙
主
義
、
ロ
コ
コ
時
代
の
代
表
的
作
家
の
一
人
で
あ
る
が

わ
が
国
の
数
多
い
翻
訳
小
説
の
、
ま
た
ド
イ
ツ
文
学
の
一
般
の
愛
好
家
の
間
で
も
ほ
と
ん
ど

耳
に
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
名
前
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国

に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
学
の
紹
介
の
住
方
に
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
ド
イ
ツ
自
体
に

お
け
る
こ
の
作
家
の
受
容
と
批
評
の
歴
史
に
帰
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う。

彼
の
作
品
（
主
と
し

て
小
説
と
韻
文
物
語
）
に
は
、
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
文
学
の
特
色
で
あ
る
個
人
の
内
的
世
界
に

重
点
を
お
い
た
詩
人
・
文
学
者
（
盟
各
芯
円
）
の
作
品
と
は
極
め
て
趣
き
を
異
に
し
た
内
容

が
盛
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
名
は
す
で
に
一
七
七

O
年
頃
に
は
非
ド
イ
ツ
的
と
い
う
熔
印
を
押

さ
れ
、
非
キ
リ
ス
ト
教
的
、
非
道
徳
的
と
嫌
悪
さ
れ
て
、
い
わ
ば
マ
イ
ナ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
た
が
、
そ
の
聞
の
事
情
は
、
『
若
き
ヴ
ェ
ー
ル
タ
l
の
悩
み
』

四
）
を
一
つ
の
頂
点
と
す
る
青
年
文
学
者
た
ち
の
精
神
的
動
向
、
そ
れ
に
連
な
る
ド
イ
ツ
・

（
一
七
七

ロ
マ
ン
派
と
そ
こ
に
始
ま
る
ド
イ
ツ
文
芸
学
の
発
展
と
志
向
と
の
関
連
を
抜
き
に
し
て
は
考

え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
ヴ
ィ

l
ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
「
近
代
小
説
は
ド
イ
ツ
で
は
：
：
：
出
し

抜
け
に
出
現
し
た
」

（W
・
カ
イ
ザ
l
）
と
い
う
事
情
も
加
わ
る
。
近
代
市
民
社
会
の
成
立

の
遅
れ
た
ド
イ
ツ
で
は
、

一
八
世
紀
前
半
に
近
代
小
説
の
重
要
な
諸
作
品
を
産
み
出
し
て
い

た
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
と
異
な
り
、
当
時
は
ま
だ
バ
ロ
ッ
ク
小
説
の
末
商
の
荒
唐
無
稽
な

内
容
の
誤
楽
読
物
が
も
っ
ぱ
ら
で
、
文
学
作
品
と
し
て
批
評
に
耐
え
る
小
説
が
な
く
、
小
説

自
体
が
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
－認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の

小
説
に
学
ん
だ
ヴ
ィ
l
ラ
ン
ト
の
小
説
は
、
主
題
と
そ
の
展
開
に
彼
の
時
代
の
ド
イ
ツ
が
抱

え
た
問
題
が
尖
鋭
に
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
な
り
皮
相
的
な
受
け
取
り
方
を

さ
れ
、
模
倣
者
ヴ
ィ

l
ラ
ン
ト
と
い
う
評
価
が
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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ヴ
4
1
ラ
ン
ト
再
評
価
の
動
き
は
二

O
世
紀
に
入
っ
て
始
ま
り
、
第
二
次
大
戦
後
に
本
格

化
す
る
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
文
学
史
上
に
お
け
る
位
置
、
特
に
『
ド
ン
・
シ
ル
ヴ
ィ
オ
』

七
六
四
）
『
ア
l
ガ
ト
ン
物
語
』
（
一
七
六
六
｜
六
七
）
な
ど
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
近
代
小
説
の

祖
と
し
て
の
彼
の
声
名
は
す
で
に
確
立
し
て
い
る
。

訳
出
し
た
『
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
』
（
作
者
発
行
の
雑
誌
〈
叶

2
5
7
2
冨
2
E円
〉
に
発

表
後
（
一
七
七
四
ー
一
七
八

O
）
二
巻
本
と
し
て
一
七
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
に
掲

載
し
た
の
は
全
五
巻
の
う
ち
第
一
巻
の
前
半
第
七
章
ま
で
の
部
分
）
は
喜
劇
的
な
調
刺
小
説

で
彼
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
共
和
制
都
市
国
家
に
仮
託
し

て
当
時
の
ド
イ
ツ
市
民
の
俗
物
性
が
痛
烈
に
菰
刺
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
彼
の
生
地
・
帝

園
都
市
ピ
l
ベ
ラ
ハ
で
の
役
人
と
し
て
の
経
験
が
母
胎
に
な
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る

が
、
彼
自
身
「
こ
れ
が
ど
こ
で
読
ま
れ
で
も
、
人
は
私
の
描
く
像
の
原
型
を
見
出
し
た
」
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
人
聞
を
、
人
間
関
係
を
鋭
く
観
察
し
た
結
果
が
こ
こ
に
形
象
化
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、

あ
る
意
味
で
は
時
と
所
を
越
え
て
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
が
わ
れ
わ
れ
自
身

と
二
重
写
し
に
な
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

底
本
に
は

A
n
f・

4
」口。一回ロ門戸

「
h
d

円
／
」

玄

〉

5
m
g
F
－z
君
主
S
E
r
z

思
E
g
u

Tmm－〈
・
出
回
。
－

E
F
者
E
E旬
、
富
吉
の
『

3
5
2
『・

V
を
用
い
、
同
時
に

A

ヨ
巾
－

s
r
Jミ
2
Z
5
1
2
忠
口
伝
口
、
〉
5
m
ぬ
ま
さ

gL
巳ロぬ巾－

5
2
〈
O
ロ

5

5

ロ
t
r
E
u
〉

E
Z
F
回
。
ユ
百
＼
毛
色
目
白
門
店
ミ

V
と
A
の
r
1
2
3
7
宮
司
江
口
君
主

gL・

君
主
5
印

E

P

Y
門
間
関
・
〈
－
司
・
玄

E
E
J
E
Z・
巧
－

m
z
p
F
出
回
ロ
目
。
『
切
一
言

E
n
r
g

S
E
l
H
S∞
V
を
参
照
し
た
。

特
に
、
〉
ロ

P
2
版
と
出
国
5
2
版
は
〈
注
〉
を
付
け
る

上
で
大
い
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
他
に
参
考
に
し
た
主
な
も
の
は
次
の
通
り
D

岩
波
西
洋
人
名
辞
典
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
一
年
。

世
界
大
百
科
事
典
、
全
二
四
巻
、
平
凡
社
、
昭
和
三
九
年
｜
昭
和
四
三
年
。

高
津
春
繁
著
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
辞
典
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
九
年
。

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
！
マ
古
典
文
学
参
照
事
典
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ン
・
シ
ュ
タ
ウ
プ
編
、
中
央
出

版
社
、
昭
和
四
六
年
。

新
潮
世
界
文
学
小
辞
典
、
新
潮
社
、
昭
和
四
八
年
。
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ヘ
ル
メ
ス
は
そ
の
最
も
い
や
ら
し
い
見
本
を
、
以
前
に
は
フ
品
ル
ケ

γ
ト
氏
（
注

2
H
r
oロ
ロ
昨
は
〈
2
r
3
5ロ
「
見
そ
こ
な
う
」
に
由
来
し
て
い
る
）
だ
の
グ
ル
ン
ト

レ
I
ガ
I
氏
（
の

E
ロ仏－
omゆ
る
ま
た
最
近
で
は
ケ
ル
カ
l
氏
（
同
2
r
2
刑
務
所）

で
、
ま
た
至
る
所
で
見
せ
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
名
前
は
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て

全
く
何
も
意
味
し
な
い
の
で
も
困
る
の
で
あ
っ
て
、
と
い
う
理
由
は
特
に
、
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
固
有
名
詞
は
も
と
も
と
普
通
名
詞
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
が
、
名
前
は
、
ち
ゃ
ん
と
四
分
の
一
の
中
央
に
い
て
、
織
り
よ
り
も
響
き
に
よ

っ
て
、
よ
り
多
く
を
語
り
、
そ
れ
と
名
ざ
さ
な
く
と
も
、
多
く
の
こ
と
を
言
う
べ
き

で
あ
る
。
た
と
え
ば
ヴ
ィ
I
ラ
ン
ト
の
小
説
に
出
て
く
る
名
前
の
古
or、
司
日
ロ
ヘ

H
M
m
g
m
m
守
口
5円
四

O
ロ
2
5
等
の
よ
う
に
、
で
あ
る
」
（
古
見
日
嘉
訳
）
。

96 

ロ
ー
マ
最
大
の
女
神
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
へ
ラ
に
相
当
す
る
。

::3.. 

/ 

97 

ア
モ
ル

ロ
ー
マ
神
話
の
恋
の
神
。
ギ
リ
シ
ア
の
エ
ロ
ス
の
ラ
テ
ン
訳
名
。

98 

ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
（
ヴ
ェ
ヌ
ス
）
の
別
名
。
キ
ュ
テ
ラ
島
に
彼
女
を

キ
ュ
テ
レ
イ
ア

記
る
神
殴
が
あ
っ
た
の
に
ち
な
む
。
彼
女
の
好
き
な
花
は
バ
ラ
。

101 100 99 

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
一
二
神
の
一

。
太
陽
と
芸
術
の
神
。

ア
ポ
ロ
ン

テ
－
ア
イ
ス

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
海
の
女
神
。

ア
ウ
ロ
ラ

ロ
ー
マ
神
話
の
曙
の
女
神
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
エ
オ
ス
に
相
当
す
る
。

な
お
、
白
い
腕
、
銀
の
足
、
パ
ラ
色
の
指
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
メ
ロ
ス
が
こ
れ
ら
の
女

神
に
つ
け
る
決
ま
っ
た
修
飾
句
。

105 104 103 102 

レ
ダ
の
娘

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ゼ
ウ
ス
と
レ
ダ
の
聞
に
生
れ
た
へ
レ
ナ
の
こ
と
。

日
ア
メ
テ
ル

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
一
一
一
の
神
の
一

。
五
穀
豊
穣
の
女
神
。

牝
牛
の
目

ホ
メ
ロ
ス
が
ユ
ノ
の
枕
に
用
い
た
修
飾
句
。

美
し
い
魂

理
性
と
感
情
、
道
徳
と
感
情
と
が
お
の
．す
か
ら
調
和
し
て
い
る
性
格
、

精
神
を
さ
す
。
こ
の
概
念
は
、
古
く
は
一
六
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
文
学
や
一
七
、
八
世

紀
頃
の
英
文
学
（
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
な
ど
）
に
も
み
ら
れ
る
が
、

特
に
ド
イ
ツ
古
典
主
義
文
学
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
。
ゲ
ー
テ
の
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

106 

・
マ
イ
ス
タ
1
の
修
業
時
代
』
第
六
巻
の
「
美
し
い
魂
の
告
白
」
は
特
に
有
名
。

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
前
五

O
O年
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。
（
原
注
）
エ
レ
ア
の

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
は
イ
デ
I
論
の
創
始
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
プ
ラ
ト
ン
が
そ
れ

を
自
分
の
体
系
に
取
り
入
れ
、
あ
ま
り
に
見
事
に
自
家
薬
籍
中
の
も
の
に
し
て
し
ま

し、、

一
般
に
は
彼
の
名
前
に
ち
な
ん
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

108 107 

（
原
注
）
ア
ブ
デ
ラ
の
学
者
や
芸
術
批
評
家
の
き
わ
め
て
あ
り
ふ
れ
た
手
口
で
あ
る
。

ア
キ
レ
ウ
ス

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
不
死
身
の
英
雄
。
ホ
メ
ロ
ス
『
イ
リ
ア
ス
』
の
主

人
公
。
な
お
、
こ
の
ア
キ
レ
ウ
ス
云
々
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
ゼ
ノ
ン
の
『
ア
キ

レ
ウ
ス
と
亀
』
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

109 

ア
ン
チ
ス
ト
レ
プ
シ
ア
デ
ス

ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
『
雲
』
に
田
舎
出
の
市
民
ス
ト
レ

プ
シ
ア
デ
ス
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
を
も
じ
っ
て
い
る
。

110 

一
六
九
七

l
一
七
六
回

イ
ギ
リ
ス
の
画
家
、
銅
版
画
家
。
当
時
の

ホ

ガ

ス

社
会
生
活
を
痛
烈
に
訊
刺
し
た
作
品
を
描
く
。
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111 

シ
ェ
パ
の
女
王

旧
約
聖
書
の
列
王
紀
（
上
）
第
一

O
章
に
出
て
く
る
有
名
な
女
王
。

南
ア
ラ
ビ
ア
、
現
在
の
イ
ェ

l
メ
ン
あ
た
り
を
支
配
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

112 

美
し
い
ク
リ
ュ
セ
イ
ス
の
返
還

ア
ポ
ロ
ン
の
神
官
ク
リ
ュ
セ
ス
の
娘
は
、
捕
虜
と

し
て
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
に
与
え
ら
れ
、
父
が
身
代
金
を
持
参
し
て
解
放
を
乞
う
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
許
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ア
ポ
ロ
シ
に
祈
り
、
神
は
ギ
リ
シ
ア
軍
に
疫

病
を
放
ち
、
つ
い
に
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
は
彼
女
を
送
り
帰
す
。

『
イ
リ
ア
ス
』
第
一
巻

一
一
一
行
以
下
に
も
こ
の
こ
と
が
扱
つ
で
あ
る
。

113 

前
四
九
五
頃

l
四
二
九

古
代
ギ
リ
シ
ア
（
ア
テ
ネ
）
の
最
大
の
政

ベ
リ
ク
レ
ス

治
家
。

114 

ア
ヌ
ピ
ス

エ
ジ
プ
ト
の
死
神
。
幽
界
で
死
者
生
前
の
告
白
（
心
臓
）
を
羽
毛
（
真

理
）
と
天
秤
に
か
け
て
そ
の
真
実
の
度
合
を
計
る
役
を
な
す
。
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る
こ
と
で
あ
る
。

71 

デ
4

ア
ナ

ラ
テ
ン
族
の
狩
り
と
月
の
女
神
。

72 

生
殖
、
葡
萄
栽
培
、
酒
の
神
。
デ
4
オ
ニ
ユ
ソ
ス
と
も
い
う
。

ハ
ッ
カ
ス

73 

ヴ
ェ
ヌ
ス
は
、
火
と
鍛
冶
の
神
で
あ
る

ヴ
ル
カ
ヌ
ス
の
網
：
：
：
ヴ
ェ
ヌ
ス
と
愛
人

夫
の
ヴ
ル
カ
ヌ
ス
を
、
軍
神
マ
ル
ス
と
共
に
欺
く
。
ヴ
ル
カ
ヌ
ス
は
、
二
人
が
寝
台

を
共
に
す
る
の
を
見
計
ら
っ
て
、
自
分
が
作
っ
た
見
事
な
金
網
で
二
人
を
捕
え
、
神

神
が
そ
れ
を
見
物
す
る
に
任
せ
て
、
復
讐
を
果
す
。

「
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
」
第
八
巻

に
詳
し
い
。

74 

ア
テ
ネ
を
は
じ
め
ギ
リ
シ
ア
の
多
数
の
ポ
リ
ス
に
み
ら
れ
た
国
家
最
高
官

執
政
官

の
呼
称
。

75 

前
回

O
O頃
l
＝
二
八

ア
テ
ネ
の
将
軍
、
政
治
家
。
謹
厳
で
、

興

フ
ォ
キ
オ
ン

奮
し
て
取
り
乱
す
こ
と
な
ど
全
然
な
く
、
生
涯
に
笑
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。

76 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
麿
下
の
将

リ
ュ
ジ
マ
コ
ス
王

前
三
六

O
頃
｜
二
八

軍
。
大
王
死
後
は
ト
ラ
キ
ア
を
領
し
、
自
ら
ト
ラ
キ
ア
王
と
称
し
た
。

77 

前
六
世
紀
に
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
出
現
し
た
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
宗
教

オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
教

詩
を
中
心
と
す
る
信
仰
。
密
教
的
救
済
思
想
で
、
霊
魂
の
不
滅
、
来
世
を
説
い
た
。

78 

オ
ル
フ
品
ウ
ス

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
楽
人
で
詩
人
。
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
教
の
教
祖
と
さ

れ
て
い
る
。

79 

前
五
八

O
頃
｜
四
九
五
頃

ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
、
数
学
者
。
ピ

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス

ユ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
や
音
階
の
数
的
関
係
の
発
見
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

80 

ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。
彼
の
音
楽
に
つ
い
て
の

プ
ラ
ト

γ

前
回
二
七

l
三
四
七

見
解
は
『
国
家
』
第
三
巻
一

O
及
び
一
一
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

81 

デ
ル
フ
ォ
イ

ギ
リ
シ
ア
中
部
の
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
山
に
あ
る
ア
ポ
ロ
ン
の
聖
地
。

83 82 

銘

「
汝
自
ら
を
知
れ
」

エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス

一
七
一
五

l
一
七
七
一

フ
ラ
ン
ス
の
唯
物
論
的
哲
学
者
。
彼

84 

は
、
人
間
精
神
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
根
源
に
自
己
愛
（
エ
ゴ
イ
ズ
ム
）
を
お
い
た
。

誰
で
も
は
コ
リ
ン
ト
に
行
け
な
か
っ
た

ギ
リ
シ
ア
の
格
言
。
困
難
な
こ
と
は
誰
に

で
も
う
ま
く
い
く
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
意
味
。
知
恵
は

コ
リ
ン
ト
で
は
有
名
な
遊

女
ラ
イ
ス
（
前
五
世
紀
頃
・
コ
リ
ン
ト
生
れ
）
よ
り
は
る
か
に
高
く
つ
い
た
。

85 

オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
ラ
テ
ン
名
。
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」

第
一
巻
三

ウ
リ
ュ
セ
ス

節

86 

一
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。
魔
術
を
よ
く
し
、
遍
歴
し
て

ア
ポ
ロ
ニ
オ
ス

イ
ン
ド
に
も
及
ん
だ
と
言
わ
れ
る
。

87 

二
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
家
、
旅
行
家
。
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ

ハ
ウ
サ
ニ
ア
ス

イ
タ
リ
ア
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
、
エ
ジ
プ
ト
等
を
旅
行
し
、

『
ギ
リ
シ
ア
紀
十
巻
』
を

著
す
。

88 

ゾ
ラ
ン
ダ
i

一
七
三
五

l
一
七
八
二

スェ

1
デ
ン
の
動
植
物
学
者
。
リ
ン
ネ
の

89 

弟
子
。
ク
ッ
ク
の
世
界
旅
行
（
一
七
六
九
｜
一
七
七
一
）
に
植
物
学
者
と
し
て
参
加
。

昔
の
尺
度
。
一
エ
レ
が
五
五
｜
八
五
問
。

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
上
半
身
が
人
間
、
下
半
身
が
馬
の
種
族
。

- 23ー

ニ巳

レ

90 

ケ
ン
タ
ウ
ロ
イ

91 

ガ
ラ
マ
ン
ト
、
ア
グ
リ
オ
フ
ァ
ー
グ
、
ザ
シ
ベ
ル
、
ア
ル
タ
パ
テ
ィ
l
ト

い
ず
れ

も
プ
リ
ニ
ウ
ス
（
一
二
二
｜
七
九
）
の
『
博
物
誌
（
三
七
巻
）
』
に
出
て
く
る
ア
フ
リ

92 

カ
の
架
空
の
種
族
。

（
原
注
）
ソ
リ
ヌ
ス
、
そ
れ
に
プ
リ
ニ
ウ
ス
や
メ
ラ
、
そ
の
他
古
今
の
著
作
家
は
、

93 

こ
こ
で
話
題
に
な
っ
た
奇
妙
な
人
聞
を
す
べ
て
神
の
被
造
物
と
し
て
た
め
ら
は
な
い
。

カ
ス
ト
ル
と
ボ
ル
ク
ス
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
双
生
神
。
航
海
、
戦
い
の
守
護
神
で
あ

り
、
証
人
と
し
て
普
い
を
述
べ
る
時
に
も
こ
の
双
生
神
の
名
が
用
い
ら
れ
た
。

94 

太さク
鼓与モ
腹ぞノレ
氏 I グ、
オ
モ
フ
タ
ノレ
ム

プ
リ
－
一
ウ
ス
『
博
物
誌
』
に
よ
る
。

95 

ジ
ャ
ソ
・
パ
ウ
ル
（
一
七
六
三

l
一
八
二
五
）
の
『
美
学
入
門
』

八
O
四
）
第
一
二
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
七
四
節
に
次
の
一
文
が
あ
る
。
「
英
国
人
の
名
前

と
事
柄
と
の
あ
い
だ
の
親
族
関
係
は
ド
イ
ツ
人
の
感
情
に
が
ま
ん
で
き
か
ね
る
。
ー
ー
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42 

グ
ラ
テ
ィ
ア

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
優
雅
と
美
の
女
神
。
通
常
は
三
人
。

43 

ア
ペ
レ
ス

前
回
世
紀
頃
の
ギ
リ

γ
ア
の
画
家
。

44 

一
六
三
七

l
一
七
一
二

レ
オ
ン
注
釈
は
評
判
が
高
く
、
一
七

O
五
年
に
出
版
さ
れ
た
。

シ
ル
ダ
市
民
、
ラ
レ
プ
ル
ク
市
民

ハ
l
ン
ズ

イ
ギ
リ
ス
の
古
代
文
献
学
者
。
彼
の
ア
ナ
ク

45 

作
者
不
詳
の
ド
イ
ツ
の
民
衆
本
『
ラ
レ
プ
ル
ク

語
』
（
一
五
九
七
）
『
シ
ル
ダ
諒
』

（
一
五
九
八
）
か
ら
取
ら
れ
た
人
口
に
贈
突
し
た

仮
空
の
市
民
の
名
前
。

46 

ニ
ュ
ソ
フ
ェ

ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
い
て
、
川
、
泉
、
井
、
洞
穴
、
樹
木
、
正
陵
な

ど
の
自
然
の
精
霊
を
女
性
化
し
た
も
の
。

47 

ト
リ
ト
ン

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
半
人
半
魚
の
神
、
ほ
ら
貝
を
持
つ
。

48 

ロ
ー
マ
神
話
の
水
神
。

ネ
プ
ト
ゥ
ヌ
ス

49 

前
回
世
紀
中
葉
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
最
大
の
彫
刻
家
。

プ
ラ
グ
シ
テ
レ
ス

50 

ヴ
ェ
ヌ
ス

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
こ
と
。
本
来
こ
の
語
は
八
優
雅
〉
を
意
味
す
る
。

51 

三
世
紀
頃
の
ロ
l
マ
の
史
家
。

ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

52 

前
三
五
五
｜
二
九
八

カ
サ
ン
ド
ロ
ス

前
三

O
五
か
ら
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
。
ゲ
ラ
ノ
ス

ギ
リ
シ
ア
中
部
メ
ガ
ラ
と
コ
リ

γ
ト
聞
の
地
狭
の
山
地
。
叫
、
守
防
相
、
ロ
ハ

53 

ゲ
ラ
ニ
ア
地
方

（
鶴
）
に
由
来
し
た
地
名
か
、
も
し
く
は
単
な
る
作
者
の
連
想
か
？
。

54 

ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ッ
コ
・
グ
ヮ
ア
ッ
コ
・
グ
ヮ
ア
ッ
コ

作
者
は
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
の
『
蛙
』

の
鳴
声
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。

55 

ピ
ン
ダ
ロ
ス

前
五
二

O
｜
四
四
五

ギ
リ
シ
ア
の
合
唱
隊
用
持
情
詩
人
口

56 

前
回
二

O
頃

l
一三ハ

エ
パ
ミ
ノ
ン
ダ
ス

テ
バ
イ
の
将
軍
、
政
治
家
。

57 

前
三
八
四
l
一

ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
口

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

58 

ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス

ロ
ー
マ
の
詩
人
。

前
七

O
l
一
九

59 

一
一
九
三

l
一
二
八

O

ド
イ
ツ
の
ス
コ
ラ
哲
学

ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス

者
、
神
学
者
、
自
然
科
学
者
、
聖
人
。
博
愛
の
故
に
「
全
科
博
士
ロ
0
2
0
2
5
Z耳
目
白
宮

」
と
呼
ば
れ
た
。

60 

一
四
八
三
ー
一
五
四
六

ド
イ
ツ
の
宗
教
改
革
者
。

マ
ル
テ
ィ

γ
・
ル
タ
i

61 

シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世

一
五
八
五
｜
九

O
教
皇
在
位
。

一
五
二
一
ー
一
五
九

O

62 

フ
ラ
ン
ス
・
プ
ル
ボ
ソ
王
朝
の
祖
、
ア

γ
リ
四
世

も
っ
と
も
良
き
国
王
の
一
人

（
一
五
五
三
1

一
六
一

O
）
の
こ
と
。
ベ
ア
ル
ン
の
ポ
l
は
ス
ペ
イ
ン
園
境
に
近
い

都
市
で
、
一
四
六

O
来
ベ
ア
ル
ン
伯
家
の
在
所
。

63 

前
九
世
紀
頃
の
ス
パ
ル
タ
の
立
法
家
と
い
う
が
、
実
在
し
た
か
は

リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス

不
明
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
「
英
雄
伝
」
に
詳
し
い
。

64 

付
き
添
っ
て
誕
生
の
星
辰
を
支
配
す
る
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
『
書
簡
詩
』
第
二
巻
の
二
。

65 

前
五
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。

（
原
注
）
ア
プ
デ
ラ
の

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

有
名
な
ソ
フ
ィ
ス
ト
。
（
デ
モ
ク
リ
ト
ス
よ
り
い
く
ら
か
年
長
）
。
彼
の
こ
と
を
キ
ケ

ロ
は
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
、
プ
ロ
デ
ィ
ク
ス
、
ゴ
ル
ギ
ア
ス
、
そ
の
他
偉
大
な
ソ
フ
ィ
ス
ト

た
ち
と
同
等
に
扱
っ
て
い
る
。

66 

前
四
七

O
（
六
九
｜
三
九
九
）

ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
。

ソ
ク
ラ
テ
ス

67 

プ
ラ
ト
ン
や
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
の
時
代

ア
テ
ネ
の
芸
術
、
文
学
が
最
盛
期
に
達
し
た

前
四
五

O
l二
五

O
の
時
代
を
示
し
て
い
る
。

68 

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
女
神
レ
ト
の
ロ
l
マ
名
。
ゼ
ウ
ス
に
愛
さ
れ
ア
ル
テ
ミ

ラ
ト
ナ

ス
と
ア
ポ
ロ
ン
を
生
む
。
ア
プ
デ
ラ
の
人
々
と
ラ
ト
ナ
崇
拝
に
つ
い
て
は
、
本
書
の

第
三
巻
及
び
第
五
巻
に
詳
し
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。

69 

ギ
リ
シ
ア
最
古
の
英
雄
伝
説
の
一
つ
「
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
タ
イ
の
遠
征
」
の

イ
ア
ソ
ソ

中
心
人
物
。
こ
の
航
海
冒
険
曹
は
、
イ
ア
ソ
ン
と
共
に
人
類
最
初
と
言
わ
れ
る
大
船

ア
ル
ゴ
号
に
乗
っ
て
コ
ル
キ
ス
に
金
毛
羊
皮
を
求
め
に
赴
い
た
五

O
人
の
英
雄
た
ち

の
物
語
で
、
ホ
メ
ロ
ス
に
お
い
て
す
で
に
周
知
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
ほ
ど

古
い
も
の
で
あ
る
。

70 

（
原
注
）
こ
こ
で
ア
ブ
デ
ラ
人
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
は
、
別
な
昔
の
作
家
た
ち
が

ア
ラ
パ
ン
ダ
の
町
（
小
ア
ジ
ア
南
西
部
カ
リ
ア
地
方
の
都
市
。
芸
術
上
の
悪
趣
味
を

意
味
す
る
「
ア
ラ
パ
ン
ダ
風
の
」
言
回
し
が
あ
る
〈
訳
註
〉
）
に
つ
い
て
語
っ
て
い

円
／
』
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18 

ほ
ん

E
ろ

『
真
実
の
話
』

ル
キ
ア
ノ
ス
の
作
で
、
誇
張
に
充
ち
た
旅
行
語
の
パ
ロ
デ
ィ
。
彼

は
こ
の
作
を
通
じ
て
、
こ
の
種
の
著
作
を
調
刺
し
た
。
こ
こ
で
は
「
嘘
八
百
物
語
」

く
ら
い
の
意
味
。

19 

ア
ン
プ
4

ク
テ
ィ
オ
ニ
ア
会
議

隣
保
同
盟
。

「
一
つ
の
神
殿
の
ま
わ
り
に
住
む
人

人
の
連
合
」
を
意
味
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
聞
で
、

一
つ
の
神
の
信
仰
を
中
心
と

す
る
多
数
の
ポ
リ
ス
あ
る
い
は
種
族
の
、
親
善
な
い
し
は
安
全
保
障
を
目
的
と
し
た

結
合
を
い
う
。
こ
こ
で
い
う
ア
ン
フ
4

ク
テ
4
オ
ニ
ア
会
議
員
と
は
、

（
最
）
高
位

の
法
官
の
意
。

20 

ロ
ー
マ
の
元
老
院
に
あ
た
る
ア
テ
ネ
の
重
要
な
会
議
。

ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
会
議

21 

十
人
委
員
会

ロ
ー
マ
の
十
人
の
市
参
事
会
員
か
ら
な
る
委
員
会
。

百
人
及
び
二
百
人
の
役
人
か
ら
な
る
委
員
会
。

22 

百
人
委
員
会
、
二
百
人
委
員
会

23 

一
三
世
紀
以
来
ソ
ル
ポ
ソ
ヌ
そ
の
他
の
大
学
で
、
学
業
を
修
め
た
者
に
与

得
業
土

え
ら
れ
た
一
ば
ん
低
い
称
号
。

24 

一
六
世
紀
ド
イ
ツ
の
民
衆
本
の
中
で
も
っ
と
も
愛
好
さ
れ
た

美
し
い
メ
ル
ジ
l
ネ

フ
ラ

γ
ス
起
源
の
物
語
。

25 

ド
ル
ノ
ア
夫
人

一
六
五

O
l
一
七

O
五

男
爵
夫
人
0

フ
ラ
ン
ス
の
童
話
作
家
。

26 

へ
ラ
ク
レ
ス
伝
説
に
よ
り
知
ら
れ
る
ト
ラ
キ
ア
王
。
人
喰
い
馬
四

頭
を
飼
っ
て
い
た
が
、
へ
ラ
ク
レ
ス
に
奪
わ
れ
た
と
い
う
。
（
原
注
）
パ
レ
フ
ァ
ト

ゥ
ス
は
、
信
じ
難
い
こ
と
ど
も
を
扱
っ
た
本
の
中
で
、
こ
の
王
が
自
分
の
馬
の
え
さ

J

ア
4
オ
メ
」
ア
ス

に
人
肉
を
与
え
て
い
た
が
、
つ
い
に
は
へ
ラ
ク
レ
ス
の
た
め
に
自
ら
馬
の
飼
料
と
し

て
投
げ
与
え
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
に
こ
の
伝
説
を
説
明
し
て
い
る
。

27 

ギ
リ
シ
ア
神
話
中
最
大
の
英
雄
。

ヘ
ラ
ク
レ
ス

28 

第
三
一
オ
リ
ン
ピ
ア
紀

前
六
五
二
頃

29 

ク
ラ
ゾ
メ
ナ
イ
の
：
：
：
再
建
し
よ
う
と
し
た

ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
』
巻

f「

－ ........ ‘ ノ、

八
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
ハ
ル
パ
ゴ
ス
が
盛
り
土
戦
術
で
テ
オ
ス
の
城
壁
を
占

領
す
る
と
、
テ
オ
ス
人
は
全
市
民
船
に
乗
り
込
み
、
海
路
ト
ラ
キ
ア
に
向
い
、
こ
こ

に
ア
プ
デ
ラ
の
町
を
建
て
た
。
こ
の
町
は
こ
れ
よ
り
先
ク
ラ
ゾ
メ
ナ
イ
の
人
テ
ィ
メ

シ
オ
ス
が
植
民
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ト
ラ
キ
ア
人
に
追
わ
れ
有
終
の
美
を
お
さ

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
し
か
し
現
在
ア
プ
デ
ラ
在
住
の
テ
オ
ス
人
に
よ

っ
て
英
雄
神
と
し
て
記
ら
れ
て
い
る
」

（
松
平
千
秋
訳
）

な
お
、
ク
ラ
ゾ
メ
ナ
イ

は
小
ア
ジ
ア
の
古
代
都
市
で
ス
ミ
ル
ナ
の
西
方
に
位
置
し
た
。

30 

第
五
九
オ
リ
ン
ピ
ア
紀

前
五
四

O
頃

31 

ギ
リ
シ
ア
・
ロ

l
マ
時
代
に
小
ア
ジ
ア
西
岸
の
南
部
に
与
え
ら
れ
た
地

イ
オ
ニ
ア

方
名
。

32 

前
六

O
O頃
｜
五
二
九

二
世
（
大
王
）
。

キ
ュ
ロ
ス

ベ
リ
シ
ア
帝
国
の
建
設

33 

者
。
彼
の
帝
国
は
小
ア
ジ
ア
西
岸
に
ま
で
及
ん
だ
。

一
五
八
八

l
一
六
五
三

サ
ル
マ
シ
ウ
ス

フ
ラ
ン
ス
の
古
典
学
者
。

34 

七
つ
の
城
を
持
つ
ボ
ヘ
ミ
ア
の
王
の
噺

イ
ギ
リ
ス
の
作
家
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
l

ン
（
一
七
一
三

l
一
七
六
八
）
の
『
紳
士
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
の
生
涯
と

意
見
』

（
一
七
六

O
l
一
七
六
七
）
に
出
て
く
る
終
り
ま
で
語
ら
れ
な
か
ヲ
た
物
語

の
こ
と
。
ち
な
み
に
、
ヴ
ィ

l
ラ
ン
ト
は
彼
の
作
品
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。

35 

コ
ド
ロ
ス
の
息
子
ネ
レ
ウ
ス

伝
説
に
よ
る
と
、
コ
ド
ロ
ス
は
ア
テ
ネ
の
最
後
の
王

で
あ
り
、
息
子
た
ち
、
な
か
で
も
ネ
レ
ウ
ス
が
イ
オ
ニ
ア
に
い
く
つ
か
の
植
民
地
を

築
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

36 

ム
サ

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
文
芸
、
学
術
を
司
る
女
神
で
そ
の
数
は
九
名
。

37 

ミ
レ
ト
ス
風
の
寓
話

、
レ
ト
ス
出
身
の
ア
リ
ス
テ
4
デ
ス
に
よ
り
書
か
れ
た
エ
ロ

テ
4
ク
な
内
容
の
物
語
。

38 

ア
ル
カ
イ
オ
ス

前
六

O
O年
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
行
情
詩
人
。

39 

前
六

O
O年
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
女
流
詩
人
。

サ
ッ
フ
ォ

40 

ア
ナ
ク
レ
オ
ン

前
六
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
持
情
詩
人
。

41 

前
五
世
紀
頃
の
ギ
リ

γ
ア
の
も
っ
と
も
著
名
な
遊
女
。
古
代
ギ
リ
シ

ア
ス
バ
シ
ア

ア
（
ア
テ
ネ
）
最
大
の
政
治
家
ベ
リ
ク
レ
ス
晩
年
の
愛
妾
。

-21 -



199 

「
失
点
だ
っ
て
？
」
｜
｜
執
政
官
は
口
を
聞
い
た
、
ア
プ
デ
ラ
人
の
中
で
も
ひ
と
り
執
政

官
だ
け
が
で
き
る
顔
付
き
で
。

「
え
っ
欠
点
、
が
／

欠
点
が
あ
る
っ
て
／
」
若
い
酒
落
者
は
い
き
な
り
高
笑
い
を
し
な
が

ら
繰
り
返
し
た
。

「
訊
い
て
も
い
い
か
ね
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
君
。
君
の
欠
点
と
い
う
奴
を
」

「
些
細
な
こ
と
で
す
」
後
者
は
応
じ
た
「
他
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
こ
ん
な
に
美
し
い
正
面

が
｜
｜
見
え
な
い
こ
と
で
す
」

「
見
え
な
い
と
げ
．
そ
れ
は
ま
た
ど
う
し
て
」

「
い
い
で
す
か
、
1
舟
枠
？
ρ
心
》
に
か
け
て
申
し
ま
す
が
、
こ
の
あ
た
り
に
は
古
く
て
ひ

ど
い
造
り
の
家
々
や
納
屋
が
た
て
こ
ん
で
、
目
と
正
面
の
聞
に
デ
ソ
と
居
坐
っ
て
い
る
の
に

ど
う
や
っ
て
見
ろ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
」

「
こ
れ
ら
の
家
々
は
、
君
や
私
が
生
れ
る
ず
っ
と
以
前
か
ら
建
っ
て
い
る
の
だ
」
執
政
官

は
言
っ
た
。

「
そ
れ
じ
中
兵
器
庫
を
何
処
か
よ
そ
に
移
す
べ
き
で
し
た
よ
」
デ
モ
グ
リ
ト
ス
は
言
っ
た
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
彼
ら
の
許
で
暮
ら
す
限
り
、
毎
日
、
四
六
時
中
こ
の
種
の
問
答
が
起
つ

戸－、
R

－。

吋‘、

t
v
中
l
ド

「
こ
の
深
紅
色
を
ど
う
思
い
ま
す
か
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
。
あ
な
た
は
チ
ル
ス
に
行
か
れ
ま

し
た
わ
ね
」

「
砕
い
r
b
b
い
ト
ト
レ
わ
が
、
マ
ダ
ム
、
こ
の
深
紅
色
は
違
い
ま
す
。
こ
れ
は
舟
骨
長
の

で
す
。
シ
ラ
ク
サ
人
た
ち
は
こ
れ
を
サ
ル
ジ
ニ
ア
か
ら
取
り
寄
せ
て
、
お
代
の
方
は
チ
ル
ス

の
深
紅
色
な
み
の
金
を
支
払
わ
せ
て
い
ま
す
」

「
で
も
こ
の
ヴ
ェ
ー
ル
は
少
な
く
と
も
イ
ン
ド
産
の
最
高
級
の
亜
麻
織
と
認
め
て
も
ら
え

る
で
し
ょ
う
ね
」

「
最
高
級
の
で
す
、
美
し
い
ア
タ
ラ
ソ
夕
、
た
だ
メ
ン
フ
ィ
ス
や
ベ
ル
ジ
ゥ
ム
で
加
工
さ

れ
た
も
の
で
す
」

き
て
、
こ
の
正
直
者
は
ほ
ん
の
一
分
間
で
、
二
人
の
女
性
を
敵
に
ま
わ
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
こ
う
い
う
率
直
さ
ほ
ど
嫌
味
な
も
の
が
ま
た
と
あ
ろ
う
か
。

1 

ヘ
ロ
ド
ト
ス

デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス

二
O
O頃
の
人

『
食
通
大
全
』
が
伝
存
唯
一
の
著
作
。

2 3 

ア
テ
ナ
イ
オ
ス

4 

ア
エ
リ
ア
ヌ
ス

5 

プ
ル
タ
ル
コ
ス

伝
』
は
有
名
。

6 

ル
キ
ア
ノ
ス

7 

パ
レ
フ
ァ
ト
ゥ
ス

i主
前
回
八
五
頃
l
四
二
五
頃

ギ
リ
シ
ア
の
史
家
。

一
世
紀
前
半
頃
の
哲
学
史
家
。

一
七

O
頃
l
二
四

O
頃

古
代
ロ
i
マ
の
著
述
家
。

四
六
頃
l
一
二

O
頃
末
期
ギ
リ
シ
ア
の
道
学
者
、
史
家
。
『
英
雄

一二

O
頃

l
一
八

O
頃

ギ
リ
シ
ア
の
訊
刺
詩
人
。

素
姓
や
時
代
は
不
明
だ
が
、
匿
名
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

著
作
家
。
前
回
世
紀
後
半
に
そ
の
核
心
部
分
が
由
来
す
る
『
信
じ
難
い
こ
と
ど
も
』

と
い
う
著
作
に
お
い
て
自
然
の
理
に
反
す
る
神
話
の
合
理
的
解
釈
を
行
っ
た
。
注
お

（
原
注
）
を
参
照
。

8 

キ
ケ
ロ

9 

ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス

10 

ベ
ト
ロ
ニ
ウ
ス

11 

ユ
ヴ
ェ
ナ
リ
ス

12 

ヴ
ァ
レ
リ
ウ
ス

前
一

O
六
l
四

ロ
ー
マ
の
政
治
家
、
雄
弁
家
、
著
述
家
。

円

U
円，

ι

前
六
五
1

八

ロ
ー
マ
の
詩
人
。

一
世
紀
の
ロ
l
マ
の
作
家
。

六
O
頃

l
一
四

O
頃

ロ
i
マ
の
訊
刺
詩
人
。

ヴ
ァ
レ
リ
ウ
ス
・
マ
ク
ジ
ム
ス
。
一
世
紀
前
半
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス

13 

ゲ
リ
ウ
ス

帝
時
代
の
ロ

l
マ
の
通
俗
史
家
。
修
辞
参
考
書

『
著
名
言
行
録
』
の
著
者
。

ロ
ー
マ
の
文
法
家
。

14 

ソ
リ
ヌ
ス

15 

......:: 

ノレ

彼
の
主
著
『
歴
史
的
批
評
的
辞
典
』
全
三
巻
（
一
六
九
七
）
を
意
味
す
る
。

ト
ラ
キ
ア
海
岸
の
古
代
ギ
リ

γ
ア
都
市
。

16 

ァ
，
フ
」
ア
ラ

17 

デ
モ
ク
リ
ト
ス

者
、
自
然
科
学
者
。

一
二
三
頃
ー
一
六
五

三
世
紀
の
ロ
l
マ
の
著
作
家
。

一
六
四
七
l
一
七

O
六

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
。
こ
こ
で
い
う
辞
典
と
は

前
四
六

O
頃

l
三
七

O
頃

ト
ラ
キ
ア
の
ア
ブ
デ
ラ
の
人
。
哲
学



こ
む
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
よ
そ
の
土
地
や
よ
そ
の
住
人
を
自

分
た
ち
の
注
目
に
値
し
な
い
対
象
と
み
な
し
て
い
た
し
、
偶
然
、
見
な
れ
な
い
も
の
、
聞
き

な
れ
な
い
も
の
に
出
会
う
機
会
が
あ
っ
て
も
、
彼
ら
に
で
き
る
こ
と
と
言
え
ば
、
そ
れ
に
文

句
を
つ
け
て
、
自
分
た
ち
が
よ
そ
に
生
れ
な
か
っ
た
幸
運
を
喜
ぶ
く
ら
い
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
嵩
じ
る
と
、
別
の
土
地
に
故
国
よ
り
優
れ
た
制
度
、
習
慣
が
あ
る
の
を
認
め
た

者
は
一
人
前
の
市
民
と
は
み
な
さ
れ
な
い
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
お
気
に
入
り

に
な
る
幸
運
を
願
う
者
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
共
和
制
の
都
市
ア
プ
デ
ラ
が
、
そ

れ
に
固
有
の
も
の
偶
然
の
も
の
一
切
合
財
を
含
め
て
、
ま
っ
た
く
非
の
う
ち
ど
こ
ろ
が
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
共
和
国
の
理
想
で
あ
る
か
の
よ
う
に
し
ゃ
べ
り
、
か
つ
振
舞
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

ア
ブ
デ
ラ
風
と
い
え
な
い
も
の
は
何
事
も
こ
の
よ
う
に
見
く
だ
す
中
で
、
ア
テ
ネ
の
町
だ

け
は
例
外
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
て
も
、
思
う
に
、
も
と
も
と
テ
オ
ス
人
で
あ
っ
た
ア
ブ
デ

ラ
人
が
、
ア
テ
ネ
を
母
な
る
町
と
み
な
し
て
敬
意
を
表
し
て
い
た
だ
け
の
こ
と
。
彼
ら
は

ト
ラ
キ
ア
の
ア
テ
ネ
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
た
が
、
こ
の
名
称
が
献
上
さ
れ
た

の
は
他
で
も
な
い
、
か
ら
か
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
に
、
彼
ら
は
こ
の
お
世
辞
を
耳
に
す

る
の
が
こ
と
の
ほ
か
好
き
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
ア
テ
ネ
人
の
真
似
を
し
よ
う

と
努
力
し
て
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
真
似
た
｜
｜
猿
の
人
真
似
の
よ
う
に
。
陽
気
に
、
才
気

換
発
に
や
っ
て
の
け
よ
う
と
し
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
悪
ふ
ざ
け
に
終
る
と
か
、
大
事
な
こ
と
を

軽
卒
に
、
子
供
だ
ま
し
を
大
真
面
目
に
扱
っ
た
り
、
些
細
な
事
柄
の
た
め
に
国
民
や
会
議
を

二
O
回
も
召
集
し
、
普
通
の
分
別
が
あ
る
男
な
ら
一
五
分
で
も
っ
と
う
ま
く
処
理
す
る
よ
う

な
案
件
の
賛
否
に
つ
い
て
馬
鹿
気
た
論
議
を
な
が
な
が
と
や
る
の
は
い
つ
も
の
こ
と
で
、
た

え
ず
美
化
拡
張
の
構
想
を
め
ぐ
ら
し
な
が
ら
、
何
か
に
手
を
つ
け
て
は
い
つ
も
仕
事
の
途
中

で
よ
う
や
く
自
分
た
ち
の
力
に
余
る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
半
ば
ト
ラ
キ
ア
風
の
言
葉
に
ア

200 

ッ
テ
4
カ
風
の
言
い
回
し
を
無
理
に
は
さ
み
こ
ん
だ
り
、
趣
味
の
か
け
ら
も
な
い
の
に
芸
術

に
対
し
て
途
方
も
な
い
情
熱
を
気
取
っ
て
み
せ
、
絵
だ
、
彫
刻
だ
、
音
楽
だ
、
雄
弁
家
だ
、

詩
人
だ
、
と
騒
ぎ
た
て
な
が
ら
、
画
家
に
し
ろ
、
彫
刻
家
に
し
ろ
、
雄
弁
家
に
し
ろ
、
詩
人

に
し
ろ
、
そ
う
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
者
を
か
つ
て
一
人
と
し
て
生
み
出
し
た
こ
と
が
な
い
。

浴
場
に
し
か
見
え
な
い
寺
院
や
寺
院
に
し
か
見
え
な
い
浴
場
を
建
て
る
か
と
思
う
と
、
ヴ
ル

カ
ヌ
ス
の
網
に
ま
つ
わ
る
話
を
会
議
室
に
、
美
し
い
ク
リ
ュ
セ
イ
ス
の
返
還
に
つ
い
て
の
ギ

リ
シ
ア
人
た
ち
の
大
会
議
を
体
育
館
に
描
か
せ
、
ま
た
喜
劇
に
出
か
け
て
泣
か
さ
れ
、
悲
劇

に
出
か
け
て
笑
わ
さ
れ
る
と
い
う
具
合
、
二

O
に
余
る
こ
れ
と
似
た
り
よ
っ
た
り
の
こ
と
を

し
な
が
ら
、
こ
の
気
の
い
い
連
中
は
、
自
分
た
ち
が
ア
テ
ネ
人
だ
と
信
じ
た
、
し
か
し
結
局

は
｜
｜
・
ア
ブ
デ
ラ
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
フ
ィ
ジ
グ
ナ
ト
ゥ
ス
が
私
の
ス
パ
ニ
エ
ル
犬
の
た
め
に
さ
さ
や
か
な
詩
を
書
い
て
く
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
み
な
ぎ
る
こ
の
躍
動
感
は
ど
う
で
し
ょ
う
」
ア
ブ
デ
ラ
の
女
が
言
っ
た

｜
｜
「
な
お
い
け
ま
せ
ん
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
言
っ
た
。

ア
ブ
デ
ラ
の
第
一
執
政
官
が
口
を
聞
い
た
「
こ
の
建
物
は
私
ど
も
が
兵
器
庫
に
決
め
た
も

の
で
す
が
、
そ
の
正
面
が
見
え
ま
す
ね
。
最
高
の
パ
ロ
ス
島
産
大
理
石
で
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
趣
味
の
作
品
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
で
し
主
う
」

「
共
和
国
は
相
当
金
を
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
ね
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
答
え
た
。

「
共
和
国
の
名
誉
と
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
金
が
か
か
り
過
ぎ
る
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
よ
」
間
髪
を
い
れ
ず
、
心
秘
か
に
第
二
の
ベ
リ
ク
レ
ス
を
自
認
し
て
い
た
執
政
官
は
応
じ

「
あ
な
た
は
な
か
な
か
の
玄
人
で
通
っ
て
い
る
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
君
。
な
に
し
ろ
あ
な
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～。
た
は
い
つ
だ
っ
て
何
事
に
よ
ら
ず
ケ
チ
を
つ
け
な
い
で
は
お
れ
な
い
人
だ
か
ら
。
こ
の
正
面

の
欠
点
を
挙
げ
て
も
ら
え
ま
す
か
な
」

「欠
点
が
あ
る
な
ら
千
ド
ラ
ク
マ
賭
け
ま
す
よ
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
さ
ん
」
執
政
官
の
甥

御
と
い
う
威
光
を
に
な
う
若
い
紳
士
が
叫
ん
だ
。
彼
は
先
頃
ア
テ
ネ
か
ら
帰
っ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
地
で
遺
産
の
半
分
を
か
け
て
修
業
し
た
挙
旬
、
ア
プ
デ
ラ
の
野
暮
天
が
ア
ッ
テ
ィ

カ
の
酒
落
者
に
な
っ
て
い
た
。

「
正
面
は
美
し
い
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
ご
く
控
え
目
に
言
っ
た
「
ア
テ
ネ
で
も
、
コ
リ
ン

ト
で
も
、
シ
ラ
ク
サ
で
も
通
用
す
る
く
ら
い
美
し
い
。
惜
し
い
こ
と
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

建
物
に
も
た
だ
一
つ
欠
点
が
あ
り
ま
す
」



「
彼
の
側
女
？
」
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い
い
〉
え

「
で
は
奴
隷
？
」

身
な
り
か
ら
察
す
る
に
、
そ
れ
も
違
い
ま
す
。

「
い
っ
た
い
ど
ん
な
身
な
り
を
し
て
い
る
の
で
す
」

立
派
で
す
、
シ
ェ
パ
の
女
王
の
侍
女
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
す
。
大
き
い
見
事
な
真

珠
の
飾
り
を
縮
れ
毛
と
腕
や
首
の
ま
わ
り
に
つ
け
、
衣
裳
は
美
し
い
襲
の
た
く
さ
ん
あ
る
薄

い
火
紅
色
の
儒
子
で
、
そ
れ
に
あ
な
た
方
の
お
好
み
の
色
合
い
の
綾
取
り
が
つ
き
、
胸
の
下

に
は
い
っ
ぱ
い
に
刺
繍
さ
れ
た
帯
を
エ
メ
ラ
ル
ド
の
留
金
で
締
め
て
い
る
｜
｜
そ
れ
に
ま
だ

私
の
知
ら
な
い
数
々
の
も
の
が
｜
｜

「
身
な
り
は
相
当
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
ね
」

少
な
く
と
も
こ
れ
だ
け
は
言
え
ま
す
、
そ
ん
な
風
だ
っ
た
の
で
、
セ
ネ
ガ
ル
や
ア
ン
ゴ
ラ
、

ガ
ン
ピ
ア
、
コ
ン
ゴ
、
ロ
ア
ン
ゴ
な
ど
の
王
子
が
彼
女
を
目
に
し
た
ら
、
た
だ
で
は
済
ま
な

か
っ
た
だ
ろ
う
と
。

一寸

し
力、

し

Lーー

あ
な
た
方
の
質
問
が
ま
だ
ま
だ
終
ら
な
い
の
は
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
｜
｜
「
い
っ
た
い

こ
の
グ
レ
ル
と
は
誰
の
こ
と
で
す
か
。
先
ほ
ど
話
題
に
な
っ
た
例
の
娘
の
こ
と
で
す
か
。
デ

モ
ク
リ
ト
ス
は
ど
う
や
っ
て
彼
女
を
手
に
入
れ
た
の
で
す
か
。
家
で
の
彼
女
の
立
場
は
ど
ん

な
で
し
た
か
」
｜
｜
は
っ
き
り
申
し
て
、
そ
れ
は
至
極
も
っ
と
も
な
ご
質
問
で
す
。
し
か
し

そ
れ
に
答
え
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
不
可
能
な
の
で
す
。
こ
こ
に
至
っ
て
口
を
閉
ざ
そ
う
と

し
て
い
る
と
か
、
そ
の
裏
に
特
別
な
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
か
、
考
え
な
い
で
下
さ
い
。

何
故
答
え
ら
れ
な
い
か
。
そ
の
理
由
は
世
に
も
簡
単
極
ま
り
な
い
こ
と
で
す
。
作
家
は
千
人

が
千
人
同
じ
よ
う
な
羽
目
に
陥
る
の
で
す
が
、
た
だ
こ
ん
な
場
合
、
本
当
の
理
由
を
正
直
に

打
ち
明
け
る
の
は
、
千
人
の
う
ち
一
人
い
る
か
い
な
い
か
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
す
。
私
の

理
由
を
言
え
と
お
っ
し
キ
る
の
で
す
か
。
あ
な
た
方
だ
っ
て
、
そ
れ
な
ら
ど
う
も
異
議
の
唱

え
よ
う
が
な
い
と
、
認
め
て
下
さ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
要
す
る
に
で
す
ね
｜
｜

あ
な
た
方
が
私
か
ら
知
り
た
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
私
自
身
何
も
知
ら
な
い
か
ら
な
の
で

す
、
そ
れ
に
美
し
い
グ
レ
ル
の
話
を
書
く
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
ど
う
か
、
私
に
は

こ
の
婦
人
に
関
し
て
何
も
申
し
上
げ
る
筋
合
い
が
な
い
こ
と
を
ご
理
解
下
さ
い
。
も
し
も

（
前
以
つ
て
は
わ
か
り
か
ね
る
の
で
す
が
）
今
後
と
も
デ
モ
ク
リ
ト
ス
な
り
彼
女
自
身
な
り

に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
い
こ
と
を
知
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
間
違
い
な
く
す
べ
て
を
逐
一
お
聞

か
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

第

.::!c. 
辱己

七

ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
の
愛
国
心
。
母
な
る
町
ア
テ
ネ
に
対
す
る
偏
愛
。
彼
ら
の

ア
ッ
テ
ィ
カ
好
み
と
賢
い
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
嫌
味
な
卒
直
さ
の
見
本
を
二
つ

一一一つ。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
ア
プ
デ
ラ
人
の
間
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
ま
だ
一
月
と
経
っ
て
い
な

か
っ
た
の
に
、
理
解
力
や
好
み
の
点
で
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
お
互
い
に
衝
突
し
な
い
で
は
お
れ

な
い
ま
で
に
、
彼
は
彼
ら
に
と
り
、
ま
た
時
に
は
彼
ら
も
彼
に
と
り
耐
え
難
い
も
の
に
な
っ
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て
い
た
。

ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
自
ら
に
、
自
ら
の
町
と
共
和
国
に
ま
っ
た
く
途
方
も
な
い
信
念
を
抱

い
て
い
た
。
彼
ら
の
領
外
で
世
の
中
に
ど
ん
な
珍
し
い
こ
と
が
あ
ろ
う
と
起
ろ
う
と
、
す
ベ

て
彼
ら
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
こ
と
で
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
こ
の
滑
稽
な
自
惚
れ
の
原
因
で
あ

る
と
同
時
に
結
果
に
も
な
っ
て
い
た
。
こ
ん
な
わ
け
で
、
至
極
当
然
な
成
行
き
と
し
て
、
ア

ブ
デ
ラ
と
は
異
な
る
も
の
と
か
、
ア
ブ
デ
ラ
で
は
ま
る
っ
き
り
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
は
、

い
か
に
そ
れ
が
正
し
く
ま
と
も
で
立
派
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
彼
ら
に
は
ま
る
で
想
像
が
つ

か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
概
念
に
反
す
る
概
念
、
彼
ら
の
習
慣
と
か
け
離
れ
た
習

慣
、
彼
ら
に
な
じ
み
の
な
い
考
え
方
や
も
の
の
見
方
と
い
う
も
の
は
、
さ
ら
に
つ
っ
こ
ん
で

調
べ
も
せ
ず
、
常
軌
を
逸
し
た
、
馬
鹿
げ
た
も
の
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
っ
た
。
彼
ら
に
と

つ
て
は
自
然
そ
の
も
の
が
彼
ら
の
狭
い
行
動
半
径
の
中
に
縮
こ
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
し
、

日
本
人
の
よ
う
に
、
ア
プ
デ
ラ
の
外
に
は
悪
魔
か
幽
霊
か
化
物
し
か
住
ん
で
い
な
い
と
思
い



こ
の
よ
う
な
思
い
が
け
な
い
生
理
現
象
に
び
っ
く
り
し
て
（
こ
の
現
象
が
な
お
の
こ
と
不

思
議
だ
っ
た
の
は
、
美
し
い
ア
プ
デ
ラ
の
女
た
ち
が
一
斉
に
驚
き
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
で
、

火
の
な
い
所
で
も
煙
が
立
つ
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
）
ほ
ん

の
ひ
と
と
き
笑
い
が
中
断
し
、
す
ぐ
ま
た
倍
の
勢
い
で
ゲ
ラ
ゲ
ラ
や
り
だ
し
た
。
当
然
の
こ

と
と
し
て
、
す
か
っ
と
し
た
ご
当
人
た
ち
は
、
今
度
は
躍
起
に
な
っ
て
驚
き
と
嫌
悪
に
顔
を

し
か
め
な
が
ら
、
こ
の
件
に
対
す
る
自
分
た
ち
の
特
別
な
関
り
合
い
を
隠
そ
う
と
、
罪
の
な

い
隣
の
女
の
子
ら
に
嫌
疑
を
か
け
る
と
、
こ
ち
ら
は
聞
の
悪
い
こ
と
に
心
な
ら
ず
も
赤
面
し

て
必
要
以
上
に
疑
惑
を
深
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
滑
稽
な
口
論
が
彼
女
ら
の
聞
に
生

じ
る
と
、
意
地
悪
く
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
ア
ン
チ
ス
ト
レ
プ
シ
ア
デ
ス
は
仲
裁
に
は
い
り
、
皮

肉
な
慰
め
を
言
っ
て
は
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た
女
た
ち
の
怒
り
を
い
っ
そ
う
煽
る
結
果
に
な

っ
た
が
、
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
背
の
低
い
太
っ
ち
上
の
市
参
事
会
員
は
、
腹
の
皮
を
よ
じ

っ
て
笑
い
な
が
ら
再
三
に
わ
た
っ
て
、
ト
ラ
キ
ア
の
地
を
半
分
も
ら

っ
て
も
今
晩
の
楽
し
み

と
取
り
替
え
る
気
は
な
い
、
な
ど
と
叫
ん
で
い
た
。
要
す
る
に
こ
れ
ら
す
べ
て
が
一
緒
に
な

っ
て
展
開
し
た
場
面
は
、
当
時
す
で
に
ホ
l
ガ

i
ス
の
よ
う
な
人
が
い
れ
ば
、
彫
刻
万
を
揮

う
た
め
の
恰
好
の
画
材
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
に
は
そ
れ
が
ど
れ
く
ら
い
続
い
た
も
の
か
言
え
る
わ
け
が
な
い
。
な
ぜ
と
い
っ

て
、
中
途
で
止
め
ら
れ
な
い
の
が
ア
プ
デ
ラ
人
の
特
徴
の
ひ
と
つ
な
の
だ
か
ら
、
し
か
し
何

事
に
も
潮
時
を
心
得
て
い
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、

あ
ら
ゆ
る
気
晴
ら
し
の
う
ち
で
い
つ
果
て

る
と
も
知
れ
な
い
喜
劇
く
ら
い
退
屈
極
ま
る
も
の
は
な
い
と
信
じ
て
い
た
か
ら
｜
｜
こ
の
真

理
は
わ
れ
わ
れ
が
（
つ
い
で
な
が
ら
言
う
と
）
劇
作
家
、
舞
台
監
督
の
み
な
さ
ん
に
ぜ
ひ
と

も
納
得
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
が
｜
｜
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ヴ
ェ
ヌ
ス
を
弁
護
す

る
丈
め
、
分
別
あ
る
生
き
物
相
手
な
ら
ま
だ
ま
だ
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
数
々
の
名
論
卓
説

を
悠
然
と
胸
に
た
た
ん
で
、
ア
プ
デ
ラ
の
男
女
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
も
の
を
I
l
｜
得
ら
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れ
る
よ
う
に
祈
り
な
が
ら
家
路
に
つ
い
た
｜
｜
ア
ブ
デ
ラ
の
市
参
事
会
員
を
訪
ね
る
と
も
な

れ
ば
、
こ
う
い
う
連
中
に
出
く
わ
す
危
険
を
官
す
こ
と
に
な
る
の
か
と
、
い
さ
さ
か
気
の
い

い
仲
間
に
あ
き
れ
果
て
な
が
ら
。

第

．晶画
J、

章

読
者
が
前
章
で
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
た
脳
を
休
養
さ
せ
る
た
め
の
機
会
。

「
善
良
で
、
飾
ら
な
い
、
心
根
や
さ
し
い
グ
レ
ル
よ
」
｜
｜
身
だ
し
な
み
の
良
い
、
も
じ

串
も
じ
帯
し
た
縮
れ
毛
の
黒
人
女
に
向
か
っ
て
、
家
に
帰
っ
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
芦
を
か
け

る
と
、
そ
の
女
は
両
手
を
広
げ
て
急
ぎ
迎
え
に
出
て
き
た
｜
｜
「
私
の
胸
に
お
い
で
、
正
直

者
の
グ
レ
ル
よ
。
た
し
か
に
お
前
は
夜
の
女
神
の
よ
う
に
黒
い
し
、
髪
は
羊
の
毛
の
よ
う
で
、

鼻
は
ベ
チ
ャ
ン
コ
、
お
ま
け
に
目
は
小
さ
く
て
、
耳
は
大
き
く
、
居
は
か
っ
と
開
い
た
カ
l

ネ
シ
ョ
ン
に
似
て
い
る
。
し
か
し
心
は
清
ら
か
で
、
ま
っ
す
ぐ
、
陽
気
だ
し
、
生
れ
た
ま
ま

の
気
立
て
を
し
て
い
る
。
お
前
は
決
し
て
悪
事
を
た
く
ら
ま
ず
、
愚
に
も
つ
か
ぬ
こ
と
を
言

わ
ず
、
他
人
も
自
分
自
身
も
苦
し
め
た
り
せ
ず
、
人
に
言
え
な
い
こ
と
は
何
も
し
な
い
。
顔

に
白
粉
を
つ
け
な
い
如
く
、
魂
に
も
偽
り
が
な
い
。
お
前
は
妬
み
も
意
地
悪
も
知
ら
な
い
。

お
前
の
堂
々
た
る
ベ
チ
ャ
ン
コ
の
鼻
に
搬
を
寄
せ
て
、
誰
か
傍
ら
に
い
る
人
を
噺
け
る
と
か
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困
ら
せ
る
と
か
す
る
こ
と
も
決
し
て
な
い
。
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
入
ら
れ
ま
い
と
意
に
介
せ

ず
、
無
邪
気
な
ま
ま
に
も
っ
て
生
れ
た
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
自
身
に
満
足
し
て
暮
ら
し
て
い

る
。
喜
び
を
与
え
、
喜
び
を
受
け
入
れ
る
い
つ

に
変
ら
ぬ
そ
の
巧
み
さ
、
お
前
の
胸
に
は
男

の
心
が
や
す
ら
う
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
。
善
良
な
心
根
や
さ
し
い
グ
レ
ル
よ
。
お
前
に
別
の
名

前
を
つ
け
て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
、

go
や
正
。
、

2
5ロ
や

2
5ロ

に
終
る
美
し

く
響
き
の
よ
い
ギ
リ
シ
ア
風
の
名
前
を
。
で
も
お
前
の
名
前
は
そ
れ
が
お
前
の
も
の
で
あ
る

か
ら
十
分
美
し
い
の
だ
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
名
に
か
け
て
、
誠
実
で
善
良
な
心
根
の
人
は
誰

で
も
、
グ
レ
ル
と
い
う
名
に
心
と
き
め
か
す
時
代
が
い
ず
れ
は
来
る
だ
ろ
う
」

グ
レ
ル
は
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
こ
う
し
て
感
傷
的
に
弁
じ
た
て
た
気
持
を
十
二
分
に
理
解

し
は
し
な
か
っ
た
が
、
彼
女
に
は
、
そ
れ
が
彼
の
心
情
吐
露
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
し
、

そ
れ
に
必
要
な
だ
け
の
理
解
力
は
あ
っ
た
。

「
こ
の
グ
レ
ル
と
は
彼
の
妻
だ
つ
の
で
す
か
」

い
い
〉え



ク
リ
ト
ス
君
」
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「
ま
あ
嫌
だ
、
ほ
ん
と
に
デ
モ
ク
リ
ト
ス
っ
て
人
は
」
美
し
い
ミ
ュ
リ
ス
は
つ
ぶ
や
き
な

が
ら
鼻
に
手
を
あ
て
た
「
馬
糞
の
話
ま
で
持
ち
出
す
な
ん
て
。
少
し
は
私
た
ち
の
鼻
を
い
た

わ
っ
て
欲
し
い
わ
」

誰
が
見
て
も
、
美
し
い
ミ
ュ
リ
ス
が
こ
の
非
難
を
向
け
る
べ
き
相
手
は
、
最
初
に
馬
糞
を

持
ち
出
し
た
皮
肉
屋
の
ア
ン
チ
ス
ト
レ
プ
シ
ア
デ
ス
と
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
そ
れ
を
料
理
す

る
よ
う
求
め
た
市
参
事
会
員
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ど
っ
ち
み
ち
、
狙
い
は
旅
を
し
て
き
た
男

を
笑
い
者
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
。
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
全
員
の
聞
に
は
、
こ
の
点
に

関
し
て
本
能
的
に
あ
る
協
定
が
で
き
て
い
た
、
ミ
ュ
リ
ス
が
笑
い
を
後
楯
に
し
て
、
皮
肉
の

刃
を
一
突
き
す
る
こ
の
絶
好
の
機
会
を
む
ざ
む
ざ
逃
す
筈
が
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
他
で

も
な
い
、
と
も
か
く
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
ア
ン
チ
ス
ト
レ
プ
シ
ア
デ
ス
の
持
ち
出
し
た
糞
を
た

っ
ぷ
り
呑
み
込
ま
さ
れ
る
羽
目
に
な
り
、
お
ま
け
に
そ
の
こ
と
で
非
難
ま
で
蒙
っ
た
と
い
う

事
情
が
、
ア
ブ
デ
ラ
の
男
女
に
は
ひ
ど
く
愉
快
に
思
え
て
、
み
ん
な
は
一
斉
に
笑
い
出
し
た

し
、
そ
の
態
度
に
は
散
々
な
目
に
あ
っ
た
哲
学
者
も
こ
れ
で
二
度
と
立
ち
上
が
れ
ま
い
と
思

い
込
ん
で
い
る
ふ
し
が
あ
っ
た
。

い
き
過
ぎ
は
い
き
過
ぎ
で
あ
る
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
二

O
年
に
わ
た
る
遍
歴
を
し
て
い
ろ

い
ろ
見
聞
し
て
は
い
た
も
の
の
、
ア
ブ
デ
ラ
の
よ
う
な
町
に
は
ア
ブ
デ
ラ
を
お
い
て
二
っ
と

お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
く
、
再
び
こ
の
地
に
身
を
置
い
た
今
も
、
ふ
っ
と
、
何
処
か
よ

そ
の
地
に
で
も
い
る
の
か
な
と
い
う
錯
覚
に
陥
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
こ
う
い
う

人
々
を
相
手
に
う
ま
く
や
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

「
さ
あ
、
ど
う
だ
ね
」
市
参
事
会
員
は
言
っ
た
「
君
に
は
ア
ン
チ
ス
ト
レ
プ
シ
ア
デ
ス
の

馬
糞
が
呑
み
下
せ
る
か
ね
。
ハ

ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
」

こ
の
思
い
つ
き
は
実
に
ア
ブ
デ
ラ
人
の
好
み
に
ぴ
っ
た
り
で
、
臭
い
に
敏
感
な
一
座
の
人

人
の
曲
っ
た
鼻
、
団
子
鼻
、
四
角
い
鼻
、
と
ん
が
り
鼻
も
効
き
目
を
失
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

ご
婦
人
方
は
、
男
ど
も
の
遠
雷
の
ご
と
く
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
と
響
き
わ
た
る
笑
い
に
混
じ
っ

て
、
噂
る
よ
う
に
ク
ク
ク
と
忍
び
笑
い
を
も
ら
し
た
。

「
あ
な
た
方
の
勝
ち
で
す
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
叫
ん
だ
「
潔
く
胃
を
脱
い
だ
印
に
、
拡
が

あ
な
た
方
の
同
胞
、
あ
な
た
方
の
仲
間
に
な
る
資
格
が
あ
る
か
、
ご
覧
に
い
れ
ま
し
ょ
う
」

こ
う
言
っ
て
彼
は
ア
プ
デ
ラ
人
に
は
真
似
の
で
き
な
い
巧
み
さ
で
、
一
ば
ん
下
の
音
か
ら
、

ク

レ

ツ

セ

ン

ド

ウ

ニ

フ

1
ノ

段
階
を
お
っ
て
だ
ん
だ
ん
強
く
、
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
の
ケ
ケ
ケ
と
同
じ
音
階
に
至
る
供
笑

を
爆
発
さ
せ
た
が
、
こ
う
い
う
供
笑
は
、
ア
ブ
デ
ラ
が
ト
ラ
キ
ア
の
地
に
あ
る
限
り
、
二
度

と
聞
け
な
い
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
。

最
初
ご
婦
人
方
は
負
け
て
な
る
も
の
か
と
懸
命
に
こ
ら
え
る
顔
付
き
を
し
て
み
せ
た
が
、

グ

V

ツ

セ

ン

ド

し
か
し
捨
鉢
に
だ
ん
だ
ん
強
ま
る
の
を
笑
う
ま
い
と
我
慢
す
る
の
は
で
き
な
い
相
談
だ
っ
た
。

彼
女
た
ち
は
と
う
と
う
激
流
に
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
、
伝
染
の
力
が

そ
れ
に
加
わ
っ
た
と
な
る
と
、
や
が
て
事
態
は
笑
い
事
で
は
済
ま
さ
れ
ぬ
ま
で
に
な
っ
た
。

女
性
た
ち
は
目
に
涙
を
た
め
て
同
情
を
請
う
た
。
し
か
し
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
耳
を
貸
さ
ず
、

供
笑
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
彼
も
、
彼
女
ら
を
一
休
み
さ
せ
る
気

に
な
っ
た
ら
し
い
が
、
し
か
し
そ
の
実
は
た
だ
彼
が
与
え
る
つ
も
り
で
い
た
責
苦
を
、
彼
女
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ら
に
そ
の
分
だ
け
永
く
耐
え
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
女
た
ち
が

ひ
と
息
つ
く
か
つ
か
な
い
う
ち
に
、
再
度
彼
が
前
述
の
音
階
を
お
っ
て
、
今
度
は
三
度
も
高

く

一
気
に
笑
い
始
め
た
か
ら
だ
が
、
ト
リ
ル
と
ル
l
ラ
I
ド
を
多
様
に
混
え
た
そ
の
笑
い

を
聞
け
ば
、
地
獄
の
法
廷
の
織
だ
ら
け
の
陪
審
判
事
た
ち
、
つ
ま
り
地
獄
の
法
服
を
ま
と
っ

た
ミ
ノ
ス
や
ア
イ
ア
コ
ス
、
ラ
ダ
マ

ン
テ
ュ
コ
ス
と
い
え
ど
も
、
度
胆
を
抜
か
れ
て
取
り
乱

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

不
幸
に
し
て
美
人
た
ち
の
二
、
三
人
は
、
こ
の
よ
う
な
激
し
い
肉
体
運
動
の
結
果
を
頭
に

お
い
て
、
万
全
の
心
構
え
を
す
る
こ
と
ま
で
考
え
及
ば
な
か
っ
た
。
蓋
恥
と
生
理
と
が
、
か

わ
い
そ
う
な
娘
た
ち
の
中
で
、
死
物
狂
い
で
闘
っ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
、
情
容
赦
な
い
デ

モ
ク
リ
ト
ス
に
口
と
目
で
慈
悲
を
一
心
に
願
っ
た
が
聞
き
い
れ
ら
れ
ず
、
笑
い
で
す
っ
か
り

弛
ん
だ
筋
を
、
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
引
き
締
め
よ
う
と
し
て
も
そ
の
甲
斐
が
な
か
っ

た
。
暴
君
的
な
生
理
が
勝
利
を
お
さ
め
た
。

一
瞬
の
う
ち
に
一
同
が
い
る
ホ
l
ル
に
於
＊
良

が
＊
＊
キ
。



や
る
が
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
証
明
な
さ
る
お
つ
も
り
か
な
。
こ
れ
は
何
と
し
て
も
、
ご
高

説
を
承
り
た
い
も
の
だ
。
言
え
な
い
と
言
わ
れ
る
の
な
ら
、
君
た
ち
の
学
識
は
何
の
た
め
の

も
の
や
ら
。
｜
｜
地
球
は
丸
い
、
雪
は
黒
い
、
月
の
大
き
さ
は
ベ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
全
体
の

一O
倍
あ
る
、
ア
キ
レ
ウ
ス
は
カ
タ
ツ
ム
リ
と
競
走
し
て
追
い
つ
け
な
い
。
｜
｜
そ
う
で
し

た
ね
、
ア
ン
チ
ス
ト
レ
プ
シ
ア
デ
ス
殿
。

l
lそ
う
で
す
ね
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
殿
。
ご
ら
ん

の
通
り
私
も
結
構
あ
な
た
方
の
秘
儀
に
通
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ヅ
」

ア
プ
デ
ラ
の
男
女
は
こ
と
ご
と
く
同
感
だ
と
し
て
、
再
度
心
ゆ
く
ま
で
笑
い
、
ア
ン
チ
ス

ト
レ
プ
シ
ア
デ
ス
氏
も
陽
気
な
市
参
事
会
員
の
晩
餐
に
狙
い
を
つ
け
て
、
迎
合
す
る
よ
う
に

音
高
く
手
を
蔽
き
、
み
ん
な
の
笑
い
を
支
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。

第

章

健
れ
の
思
い
が
け
な
い
解
消
、
ア
ブ
デ
ラ
流
機
知
の
目
新
し
い
例
を
二
つ
三
つ
。

五

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
自
分
も
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
も
共
々
気
晴
ら
し
の
種
に
し
合
っ
て
、

愉
快
に
過
ご
す
気
分
で
い
た
。
賢
明
す
ぎ
る
ば
か
り
に
、
そ
れ
が
国
民
性
に
よ
る
に
し
ろ
個

性
に
よ
る
に
し
ろ
、
彼
ら
の
無
作
法
を
悪
く
も
と
れ
な
い
彼
は
、
ア
ブ
デ
ラ
人
本
来
の
機
知

は
永
い
遍
歴
の
旅
で
煙
と
消
え
て
、
今
や
い
ろ
い
ろ
な
思
い
つ
き
ゃ
気
紛
れ
で
笑
い
話
の
種

を
提
供
す
る
く
ら
い
の
こ
と
し
か
で
き
ぬ
利
口
ぶ
っ
た
男
と
み
ん
な
か
ら
受
け
と
ら
れ
な

が
ら
、
そ
れ
に
唯
々
と
し
て
甘
ん
じ
て
い
た
。
太
っ
ち
ょ
の
市
参
事
会
員
の
気
の
き
い
た
思

い
つ
き
に
始
ま
っ
た
馬
鹿
笑
い
が
よ
う
や
く
止
む
と
、
彼
は
例
の
粘
液
質
を
み
せ
て
、
陽
気

な
小
男
が
中
断
し
た
話
を
続
け
た
。

「
ギ
リ
シ
ア
で
醜
い
も
の
が
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
美
し
い
と
さ
れ
て
も
、
多
分
両
方
共
そ
の

言
い
分
は
正
し
い
の
で
は
、
と
私
は
申
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
」

「
え
え
、
え
え
、
あ
な
た
は
そ
う
言
い
ま
し
た
と
も
。
男
は
自
分
の
言
葉
に
責
任
を
持
つ

も
の
で
す
ぞ
」
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「
私
が
そ
う
申
し
た
の
な
ら
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
裏
付
け
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
す
ま
い
。

こ
れ
は
自
明
の
こ
と
な
の
で
す
、
ア
ン
チ
ス
ト
レ
プ
シ
ア
デ
ス
さ
ん
」

「
お
で
き
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
」

「
私
だ
っ
て
ア
ブ
デ
ラ
生
れ
な
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
そ
の
上
、
こ
の
場
合
私
は
発
言
の
半

分
を
立
証
し
さ
え
す
れ
ば
、
全
体
を
立
証
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ギ
リ
シ
ア
人

が
正
し
い
こ
と
は
、
わ
ざ
わ
ざ
立
証
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
こ
れ
は
ど
の
ギ
リ
シ

ア
人
の
頭
の
中
で
も
、
と
つ
く
の
昔
に
決
着
の
つ
い
た
事
実
な
の
で
す
か
ら
。
し
か
し
エ
チ

オ
ピ
ア
人
も
正
し
い
と
な
る
と
難
問
で
す
。
ー
ー
も
し
私
が
詑
弁
を
振
り
回
す
と
か
、
相
手

を
納
得
さ
せ
ず
黙
ら
せ
る
こ
と
で
満
足
し
よ
う
と
思
え
ば
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ヴ
ェ
ヌ
ス
の
弁

護
士
と
し
て
は
、
争
点
そ
の
も
の
を
主
観
の
相
違
だ
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で

す
。
何
故
人
聞
は
、
と
私
は
聞
い
ま
し
ょ
う
、
あ
れ
こ
れ
の
容
姿
を
、
あ
れ
こ
れ
の
顔
色
を

美
し
い
と
言
う
の
か
o
l－
－
気
に
入
ヮ
た
か
ら
で
す
。
｜
｜
よ
ろ
し
い
、
そ
れ
な
ら
何
故
気

に
入
っ
た
の
か
。
｜
｜
好
ま
し
い
か
ら
で
す
。
ー
ー
と
こ
ろ
で
何
故
好
ま
し
い
の
か
。
ー
ー

も
う
い
け
ま
せ
ん
、
ど
う
や
ら
こ
こ
ら
で
質
問
は
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
で
す
。
そ

れ
と
も
ー
ー
ー
答
え
る
の
を
止
め
ま
す
か
。
あ
る
物
が
好
ま
し
い
の
は
l
l
sそ
れ
が
好
ま
し
い
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印
象
を
与
え
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
ど
な
た
で
も
あ
な
た
方
詮
索
好
き
な
方
で
も
っ
と
ま
し

な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
な
ら
、
挙
げ
て
下
さ
い
。
き
て
、
お
か
し
く
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、

あ
る
人
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
を
、
そ
の
人
が
好
ま
し
く
思
う
か
ら
と
い
っ
て
他
人
が
と

や
か
く
ケ
チ
を
つ
け
た
り
、
あ
る
人
が
満
足
の
ゆ
く
印
象
を
得
て
、
そ
れ
に
満
足
し
て
い
る

の
を
あ
な
た
は
間
違
っ
て
い
る
と
立
証
し
て
み
せ
た
り
す
る
の
は
。
つ
ま
り
、
グ
レ
ル
の
よ

う
な
女
の
容
姿
が
彼
の
自
に
快
く
映
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
女
が
気
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
し
、
気
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
女
を
美
し
い
と
言
い
ま
す
。
も
し
言
わ
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
意
味
の
言
葉
が
ま
る
っ
き
り
彼
の
言
語
に
は
な
い
と
い
う
こ

で
と
し
よ
う
」

「
そ
し
て
も
し
｜
｜
そ
し
て
も
し
正
気
の
沙
汰
で
な
い
奴
が
、
馬
糞
を
桃
だ
と
思
っ
て
食

べ
る
な
ら
？
」
ア
ン
チ
ス
ト
レ
プ
シ
ア
デ
ス
が
言
っ
た
。

「
桃
と
思
っ
て
馬
糞
を
だ
っ
て
。
｜
｜
よ
く
ぞ
言
っ
た
ぞ
。
誓
っ
て
言
う
が
、
よ
く
ぞ
言

っ
た
」
市
参
事
会
員
は
叫
ん
だ
「
こ
の
難
問
を
ひ
と
つ
料
理
し
て
み
て
く
れ
た
ま
え
、
デ
モ
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ル
同
様
、
目
や
耳
、
屠
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
彼
女
の
も
の
の
方
が
よ
り
美
し
い
と
考
え

ら
れ
た
か
ら
に
は
、
や
は
り
美
人
の
ひ
な
型
が
あ
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
、
例
え
ば
彼
女
の
目

，q
－デ
ア
1
P

と
他
の
人
の
目
が
比
較
さ
れ
た
は
ず
で
す
。
私
が
理
想
と
い
う
言
葉
で
言
お
う
と
し
た
こ

と
は
要
す
る
に
こ
う
い
う
こ
と
で
す
」

「
そ
う
い
い
な
が
ら
（
学
者
は
応
じ
た
）
や
は
り
あ
な
た
は
、
こ
の
グ
レ
ル
が
古
今
東
西

の
黒
人
娘
た
ち
の
中
で
は
断
然
最
高
の
美
女
だ
、
と
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
私
が
言
う
の
は
、
あ
な
た
の
言
う
ひ
な
型
と
比
較
し
て
み
て
最
高
の
美
女
の
こ
と

で
す
」「ど
う
し
て
私
が
そ
ん
な
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
」
デ

モ
ク
リ
ト
ス
は
返
答
し
た
。

「
そ
れ
じ
？
あ
、
例
え
ば
目
が
も
っ
と
小
さ
く
、
居
が
も

っ
と
厚
く
、

耳
が
も
っ
と
大
き

い
女
が
い
た
わ
け
で
す
ね
」

「
私
が
知
る
限
り
、
そ
れ
は
あ
り
え
ま
す
」

「
す
る
と
今
度
の
場
合
も
、
疑
い
な
く
先
ほ
ど
の
前
提
が
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
、
そ
う
な

る
と
、
何
処
ま
で
行
っ
て
も
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に
は
美
の
ひ
な

型
は
な
い
の
で
す
よ
。
限
り
な
く
小
さ
い
目
、
限
り
な
く
厚
い
層
、
限
り
な
く
大
き
な
耳
が

考
え
ら
れ
る
、
そ
う
言
え
る
わ
け
で
す
な
」

ア
プ
デ
ラ
の
学
者
ど
も
は
何
と
い
う
昆
理
屈
屋
な
の
だ
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
思
っ
た
。

私
が
」
彼
は
言
っ
た
「
グ
レ
ル
よ
り
目
の
小
さ
い
、
あ
る
い
は
暦
の
厚
い
黒
人
娘
が
い
る
と

認
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
黒
人
娘
の
方
が
エ
チ
オ
ピ
ア
人
た
ち
に
そ
れ
だ
け
グ
レ
ル
よ

り
美
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
、
と
言
っ
た
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
美
に
は
当
然
一
定
の
基
準

が
あ
り
、
そ
れ
を
越
え
れ
ば
及
ば
な
い
の
と
同
じ
で
、
共
に
そ
の
基
準
か
ら
か
け
離
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
ギ
リ
シ
ア
人
は
完
全
な
美
の
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
目
の
大
き
き
ゃ
口

の
小
さ
さ
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
瞳
が
直
径
一
イ
ン
チ
も
あ
っ
た
り
、

口
が
小
さ
く
て
ス
ト
ロ
ー
を
く
わ
え
る
の
に
苦
労
す
る
よ
う
な
女
が
、
ギ
リ
シ
ア
人
に
そ
の

分
だ
け
美
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
ん
な
結
論
を
引
き
出
す
よ
う
な
人

が
い
る
で
し
ょ
う
か
」

ど
う
や
ら
こ
の
ア
プ
デ
ラ
人
の
負
け
で
、
彼
は
自
分
で
も
そ
れ
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し

ア
ブ
デ
ラ
の
学
者
は
そ
ん
な
こ
と
を
認
め
る
く
ら
い
な
ら
絞
め
殺
さ
れ
る
方
を
望
む
だ
ろ
う
。

そ
こ
に
は
フ
ィ
リ
ナ
や
リ
ュ
サ
ン
ド
ラ
の
類
の
女
た
ち
に
、
チ
ピ
で
太
っ
ち
ょ
の
市
参
事
会

員
ま
で
居
合
わ
せ
た
が
、
こ
の
連
中
の
彼
の
知
性
に
対
す
る
意
見
は
そ
れ
こ
そ
彼
に
は
気
が

か
り
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
で
も
ア
プ
デ
ラ
の
男
女
を
味
方
に
つ
け
る
く
ら
い

何
の
雑
作
が
い
っ
た
ろ
う
。

1

1
事
実
、
彼
は
ど
う
言
う
べ
き
か
、
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
に
何
か
思
い
つ
く
だ
ろ
う
と
固
い
確
信
を
い
だ
き
な
が
ら
、
せ

せ
ら
笑
い
で
聞
を
も
た
せ
た
が
、
そ
の
笑
い
は
同
時
に
、
相
手
方
の
論
拠
を
軽
蔑
し
、
ま
さ

「
ま
さ
か
」
彼
は
よ
う
や

く
、
こ
れ
こ
そ
さ
っ
き
の
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
主
張
に
対
す
る
答
え
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
調

子
で
戸
を
張
り
上
げ
た
「
逆
説
へ
の
愛
着
が
嵩
じ
る
あ
ま
り
、
あ
な
た
は
こ
の
よ
う
な
美
し

い
方
々
を
前
に
し
て
、
そ
の
グ
レ
ル
と
い
う
娘
っ
子
を
ヴ
ェ
ヌ
ス
だ
と
言
い
張
る
つ
も
り
じ

に
決
定
的
打
撃
を
与
え
ん
と
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
た
。
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ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ね
」

「
お
忘
れ
に
な
ら
れ
た
よ
う
で
す
ね
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
落
ち
着
き
払
っ
て
返
答
し
た
「話

は
、
私
や
こ
ち
ら
の
美
し
い
方
々
で
は
な
く
、
エ
チ
オ
ピ
ア
人
に
つ
い
て
で
し
た
。
私
は
意

一「

見
を
述
べ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
見
て
き
た
ま
ま
を
お
話
し
た
ま
で
で
す
。
エ
チ
オ
ピ
ア

人
の
趣
味
に
か
な
っ
た
美
人
の
こ
と
を
わ
か
る
よ
う
に
説
明
し
た
ま
で
で
す
。
ギ
リ
シ
ア
で

は
醜
い
も
の
が
エ
チ
オ
ピ
ア
で
美
し
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
私
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
エ
チ
オ
ピ
ア
人
の
い
ず
れ
か
に
軍
配
を
あ
げ
る
資
格
が
私
に
あ
る
と

も
思
い
ま
せ
ん
。
思
う
に
、
両
者
と
も
正
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

誰
か
が
ど
う
に
も
理
解
で
き
な
い
突
拍
子
も
な
い
こ
と
を
言
っ
た
り
す
る
と
、
馬
鹿
笑
い

が
爆
発
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
笑
い
を
哲
学
者
に
浴
び
せ
か
け
な
が
ら
、
居
合
せ
た

者
は
み
な
大
口
を
あ
け
て
笑
い
こ
け
た
。

「
聞
か
せ
て
も
ら
お
う
、
ぜ
ひ
聞
か
ぜ
て
も
ら
お
う
」
太
ヮ
ち
ょ
の
市
参
事
会
員
は
両
手

で
太
鼓
腹
を
か
か
え
て
叫
ん
だ
「
わ
れ
ら
が
同
郷
の
土
は
両
方
と
も
正
し
い
な
ど
と
お
っ
し



美
し
い
目
と
は
言
え
な
い
の
で
し
上
う
ね
。
た
だ
、
小
さ
す
ぎ
る
か
ら
と
い
っ
て
醜
い
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
よ
」

美
し
い
リ
ュ
サ
ン
ド
ラ
は
同
輩
に
勝
ち
誇
っ
た
視
線
を
投
げ
か
け
て
か
ら
、
満
足
に
光
り

輝
く
視
線
を
た
っ
ぷ
り
と
大
き
な
目
か
ら
幸
運
な
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
注
ぎ
か
け
た
。

「
あ
な
た
の
言
わ
れ
る
美
し
い
目
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
わ
」

ー
ー
か
わ
い
い
ミ
ュ
リ
ス
は
ひ
と
き
わ
鼻
を
と
が
ら
せ
て
尋
ね
た
。

美
し
い
リ
ュ
サ
ン
ド
ラ
の
眼
差
し
は
、
こ
ん
な
質
問
の
返
答
に
戸
惑
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
ね
、
と
彼
に
語
り
か
け
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
私
、
が
言
う
の
は
、
美
し
い
魂
が
宿
っ
て
い
る
目
の
こ
と
で
す
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
言
っ

た。
リ
ュ
サ
ン
ド
ラ
は
、
ま
る
で
思
い
が
け
な
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
返
事
も
出
来
な
い
で
い
る

人
の
よ
う
に
、
馬
鹿
み
た
い
に
見
え
た
。

l
l
「
美
し
い
魂
／
」
｜
｜
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち

み
ん
な
が
同
時
に
考
え
た
。

－
｜
「
こ
の
男
は
何
と
不
思
議
な
も
の
を
遠
い
国
か
ら
持
ち

帰
っ
て
き
た
ん
だ
ろ
う
。
美
し
い
魂
っ
て
／

」
れ
は
ど
う
し
て
猿
や
オ
l
ム
ど
こ
ろ
で
は

な
い
わ
」
「
そ
ん
な
毘
理
屈
な
ら
べ
た
て
て
」
太
っ
ち
ょ
の
市
参
事
会
員
が
言
っ
た
「
本
題
か
ら
は

ず
れ
ま
す
ぞ
。
エ
チ
オ
ピ
ア
の
美
人
ヘ
レ
ナ
の
話
だ
っ
た
と
思
う
が
ね
。
ま
と
も
な
人
々
が

彼
女
の
ど
こ
に
そ
ん
な
美
し
さ
を
見
出
せ
た
の
か
、
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
ね
」

「
す
べ
て
に
で
す
よ
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
答
え
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
美
を
ま
る
っ
き
り
理
解
し
て
な
い
の
で
す
ね
」
学
者
は
言
っ
た
。
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「
失
礼
で
す
が
」
話
し
手
は
応
じ
た
「
み
ん
な
が
求
め
て
や
ま
な
い
相
手
が
こ
の
エ
チ
オ

ピ
ア
の
へ
レ
ナ
な
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
か
ら
推
し
て
、
各
人
が
想
像
の
中
に
見
た
美
の
イ
デ

ー
と
彼
女
と

ω一
致
し
て
い
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

「
あ
な
た
は
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
学
派
な
の
で
す
ね
」
学
者
は
い
つ
で
も
論
争
に
応
じ
る
と
い

う
構
え
で
言
っ
た
。

「
私
は
｜
｜
私
以
外
の
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
取
る
に
足
り
な
い
者
で
す
」
デ
モ
ク
リ

ト
ス
は
半
ば
驚
い
て
返
答
し
た
「
イ
デ
！
と
い
う
言
葉
が
お
嫌
い
な
ら
ば
、
他
の
表
現
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
美
し
い
グ
レ
ル
｜
｜
今
話
題
に
し
て
い
る
黒
人
女
の
名
前
な
の

で
す
が
｜
｜
」

「
グ
レ
ル
で
す
っ
て
？
」
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
叫
ん
で
、
い
き
な
り
吹
き
出
し
て
し
ま

「
グ
レ
ル
で
す
っ
て
／

ぃ
、
な
か
な
か
収
ま
り
そ
う
に
な
か
っ
た
。

何
と
い
う
名
前
で
し

ょ
う
」
｜
｜
「
そ
れ
で
、
そ
の
美
し
い
グ
レ
ル
は
ど
う
な
っ
た
ん
で
す
の
」
と
ん
が
り
鼻
の

ミ
ュ
リ
ス
は
目
付
き
も
芦
音
も
彼
女
の
鼻
よ
り
三
倍
も
と
ん
が
ら
し
て
尋
ね
た
。

「
い
つ
か
私
を
お
訪
ね
下
さ
れ
ば
」
旅
を
し
て
き
た
男
は
巧
ま
ず
に
愛
想
よ
く
答
え
た
。

「
美
し
い
グ
レ
ル
の
そ
の
後
が
ど
う
な
っ
た
か
、
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。
今
は
こ
ち
ら
の

方
と
約
束
が
ご
ざ
い
ま
す
口
美
し
い
グ
レ
ル
の
容
姿
の
こ
と
で
す
が
1
1
l
」

（
「
美
し
い
グ
レ
ル
で
す
っ
て
」
ア
プ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
繰
り
返
し
言
っ
て
、

あ
ら
た
め

て
戸
を
た
て
て
笑
っ
た
が
、
今
度
は
デ
モ
ク
リ
ト
ス
も
中
断
さ
れ
な
か
っ
た
）

「
ー
ー
彼
女
に
と
っ
て
は
不
運
な
こ
と
に
、
国
の
若
若
た
ち
の
激
し
い
情
熱
を
呼
ぴ
起
し

た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
彼
女
が
美
し
い
と
思
わ
れ
た
こ
と
を
－
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
な
に
故
彼
女
は
美
し
い
と
思
わ
れ
た
か
、
そ
の
理
由
は
疑
い
も
な
く
醜
い
と
み
な

さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。
従
っ
て
、
こ
の
エ
チ
オ
ピ
ア
人
た
ち
は
、
自

分
た
ち
に
美
し
く
思
わ
れ
る
も
の
と
美
し
く
思
わ
れ
な
い
も
の
と
の
聞
に
区
別
を
つ
け
て
い

た
の
で
す
し
、
そ
し
て
こ
の
へ
レ
ナ
に
つ
い
て
、
一

O
人
の
異
な
る
エ
チ
オ
ピ
ア
人
の
判
断

が
一
致
を
み
た
と
す
れ
ば
、
察
す
る
に
、
そ
れ
は
、
美
醜
に
つ
い
て
の
概
念
と
言
い
ま
す
か

そ
の
ひ
な
型
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
ヮ
て
い
た
か
ら
で
す
」

「
そ
う
と
は
言
え
ま
せ
ん
ぞ
」
ア
ブ
デ
ラ
の
学
者
は
言
っ
た
。
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「一

O
人
が
そ
れ
ぞ
れ
彼

女
の
異
な
る
部
分
に
愛
す
べ
き
点
を
見
出
し
た
と
は
、
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
」

「
そ
う
い
う
場
合
も
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
そ
れ
は
全
然
私
に

一
人
は
小
さ
な
目
を
、
一
人
は
ふ
く
ら
ん
で
い
る
居
を
、

対
す
る
反
証
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
人
は
大
き
な
耳
を
賞
讃
に
値
す
る
と
考
え
た
と
仮
定
し
て
、
や
は
り
そ
れ
も
彼
女
と
他
の

エ
チ
オ
ピ
ア
の
美
女
た
ち
と
の
比
較
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
他
の
も
の
に
も
グ
レ
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す
っ
か
り
元
気
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
安
心
さ
せ
た
が
、
心
中
秘
か
に
、
こ
れ
か
ら
は
ト

ラ
キ
ア
の
画
家
た
ち
の
よ
う
に
、
絵
を
一
色
だ
け
で
描
こ
う
と
心
に
決
め
た
。
ほ
ん
と
に
あ

き
れ
た
も
ん
だ
、
彼
は
思
っ
た
、
ア
ブ
デ
ラ
女
た
ち
の
想
像
力
と
き
た
ら
。

「
さ
て
、
好
奇
心
を
お
持
ち
の
美
し
い
方
々
よ
」
彼
は
続
け
た
「
こ
ん
な
美
し
い
国
の
住

人
は
、
ど
ん
な
色
の
皮
膚
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」

「
ど
ん
な
色
っ
て
？
｜
｜
ど
う
し
て
皮
膚
の
色
が
他
の
人
間
と
違
う
こ
と
に
な
る
の
で
し

ょ
う
。
顔
の
中
央
に
鼻
が
あ
り
、
す
べ
て
の
点
で
私
た
ち
ギ
リ
シ
ア
人
と
同
じ
人
間
だ
と
お

っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、
あ
な
た
じ
キ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

「
人
間
で
す
と
も
、
も
ち
ろ
ん
。
黒
と
か
オ
リ
ー
ブ
色
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
人
間
で
な
い

と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
」

「
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
」

「
要
す
る
に
、
エ
チ
オ
ピ
ア
国
民
の
中
で
一
ば
ん
美
し
い
人
た
ち
は
（
つ
ま
り
、
私
た
ち

の
尺
度
で
い
う
一
ば
ん
美
し
い
人
、
即
ち
、
私
た
ち
に
一
ば
ん
似
て
い
る
人
で
す
が
）
エ
ジ

プ
ト
人
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
オ
リ
ー
ブ
色
を
し
て
い
ま
す
し
、
ま
し
て
大
陸
の
奥
地
や
一

ば
ん
南
の
地
方
に
住
ん
で
い
る
連
中
に
な
る
と
、
頭
か
ら
足
の
裏
ま
で
、
ア
ブ
デ
ラ
の
カ
ラ

ス
よ
り
い
く
ら
か
黒
い
く
ら
い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
何
で
す
っ
て
／
｜
｜
そ
れ
で
こ
の
人
た
ち
は
お
互
い
顔
を
合
わ
せ
て
平
気
な
ん
で
す
か
」

「
平
気
か
つ
て
？

そ
れ
は
ま
た
ど
う
し
て
？

彼
ら
は
お
互
い
カ
ラ
ス
の
よ
う
に
黒
い

の
が
ひ
ど
く
気
に
入
っ
て
い
て
、
こ
れ
以
上
美
し
い
も
の
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
て
い
る
ん

で
す
よ
」
「
ま
あ
、
こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
わ
」

l
lア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
叫
ん
だ
。
｜
｜
「
ピ

ッ

チ
を
塗
っ
た
よ
う
に
全
身
黒
い
の
に
、
自
分
が
美
し
い
と
夢
み
て
い
る
な
ん
て
。
何
と
愚

か
な
国
民
で
し
ょ
う
。
い

っ
た
い
彼
ら
に
は
打
ポ
ロ
ン
や
バ
ッ
カ
ス
、
愛
の
女
神
、
グ
ラ
テ

ィ
ア
た
ち
を
描
い
て
く
れ
る
画
家
が
い
な
い
ん
で
す
か
。
そ
れ
と
も
ホ
メ
ロ
ス
か
ら
ま
だ
学

ユ
ノ
が
白
い
腕
を
、
テ
テ
ィ
ス
が
銀
の
足
を
、
ア
ウ
ロ
ラ
が

ん
で
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
、

ハ
ラ
色
の
指
を
持
つ
こ
と
を
」

「
お
お
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
答
え
た
「
あ
の
人
た
ち
は
ホ
メ
ロ
ス
を
持
た
な
い
の
で
す
。

も
し
い
れ
ば
、
当
然
彼
の
描
く
ユ
ノ
は
炭
の
よ
う
に
黒
い
腕
を
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
画
家

た
ち
の
こ
と
は
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
耳
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
私
は
ひ
と
り
の
娘
に

会
い
ま
し
た
が
、
そ
の
美
し
さ
は
同
国
人
の
聞
に
数
々
の
災
い
を
引
き
起
し
て
、
ほ
と
ん
ど

ギ
リ
シ
ア
人
と
ト
ロ
イ
人
の
聞
の
レ
ダ
の
娘
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
が
、
こ
の
ア
フ
リ
カ
の

ヘ
レ
ナ
が
黒
檀
よ
り
黒
か
っ
た
の
で
す
」

「あ
あ
ど
う
か
そ
の
美
人
の
化
物
の
こ
と
を
話
し
て
下
さ
い
」

1
l
l
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち

は
戸
を
張
り
あ
げ
た
が
、
至
極
当
然
な
世
の
習
い
で
、
彼
女
ら
は
こ
の
話
題
に
限
り
な
く
輿

を
覚
え
た
の
で
あ
る
。

「
理
解
す
る
に
は
な
か
な
か
骨
が
お
れ
ま
す
よ
。
ギ
リ
シ
ア
の
美
の
理
想
と
は
正
反
対
の

も
の
を
思
い
描
い
て
下
さ
い
。
グ
ラ
テ
ィ
ア
の
背
恰
好
と
デ
メ
テ
ル
の
豊
満
さ
、
そ
れ
に
黒

髪
、
だ
が
こ
れ
は
肩
に
な
び
く
長
い
波
打
つ
巻
毛
で
は
な
く
、
短
く
て
生
れ
つ
き
羊
毛
の
よ

う
に
縮
れ
て
い
る
の
で
す
。
広
い
額
は
ひ
ど
い
お
で
こ
で
、
天
井
を
向
い
た
鼻
は
真
中
の
部

分
が
ベ
チ
ャ
ン
コ
に
つ
ぶ
れ
、
頬
は
ラ

ッ
パ
吹
き
の
ほ
っ
ペ
た
み
た
い
に
丸
く
、
口
は
大
き
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い
ー
ー
ー
」

フ
イ
リ
ナ
は
自
分
の
口
が
ど
ん
な
に
小
さ
い
か
を
に
っ
こ
り
し
て
み
せ
た
。

「
居
は
厚
ぼ
っ
た
く
て
反
り
返
り
、
二
列
の
歯
並
び
は
真
珠
の
首
飾
り
よ
ろ
し
く
1
l」

美
女
た
ち
は
一
斉
に
戸
を
た
て
て
笑
っ
た
。
自
分
の
歯
を
見
せ
た
い
一
心
で
、
そ
の
他
に
こ

こ
で
笑
う
理
由
が
ど
こ
に
あ
っ
た
ろ
う
。

「
で
、
彼
女
の
目
は
？
」
リ
ュ
サ
ソ
ド
ラ
が
尋
ね
た
｜
｜

「
え
え
、
そ
れ
で
し
た
ら
、
小
さ
な
水
色
の
目
で
、
美
し
い
と
は
私
も
な
か
な
か
思
え
な

か
っ
た
の
で
す
が
｜
｜
」

「
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
ホ
メ
ロ
ス
の
い

h
作
品
ヤ
の
臥
ロ
が
ど
ひ
い
き
の
よ
う
で
す
わ
」
、
い
山
ー
ト

ス
は
例
の
大
き
な
目
の
美
人
を
刷
る
よ
う
に
横
目
で
ち
ら
り
と
見
な
が
ら
言
っ
た
。

「
実
際
（
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
返
答
し
た
、
つ
ん
ぼ
が
見
た
ら
、
最
大
級
の
お
世
辞
を
つ
か

っ
て
る
と
で
も
い
い
そ
う
な
顔
付
き
で
）
私
に
は
大
き
す
ぎ
る
よ
う
で
も
、
大
き
く
な
い
と



（
こ
こ
で
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
き
ま
り
悪
い
思
い
を
さ
せ
ら
れ
た
。
将
来
の
物
語
作
家
に
は

戒
め
に
な
る
と
思
う
が
、
た
と
え
ど
ん
な
に
愛
想
よ
く
ひ
び
く
言
葉
で
あ
れ
、
こ
の
種
の
お

世
辞
を
口
に
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
座
の
人
々
を
十
分
見
回
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
美
人
た
ち
は
両
手
で
顔
を
隠
し
て
赤
く
な
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
聞
の
悪
い
こ
と

に
、
お
世
辞
た
ら
た
ら
の
喰
え
に
値
す
る
女
が
、
居
合
わ
せ
た
中
に
一
人
と
し
て
い
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
彼
女
ら
は
、
勢
一
杯
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
み
せ
は
し
た
が
）

「
ー
ー
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
魅
力
あ
る
林
苑
に
は
」
彼
は
続
け
た
「
無
数
の
種
類
の
鳥
が

賑
や
か
に
快
い
歌
を
う
た
い
、
何
千
と
い
う
色
鮮
や
か
な
オ
l
ム
が
群
が
り
、
そ
の
色
彩
が

陽
光
に
映
え
て
目
を
く
ら
ま
せ
る
の
で
す
。
何
と
い
う
国
で
し
ょ
う
。
世
界
に
は
こ
の
よ
う

な
土
地
が
あ
る
と
い
う
の
に
、
何
故
愛
の
女
神
が
岩
だ
ら
け
の
キ
ュ
テ
ラ
島
を
御
座
に
選
ば

れ
た
の
か
、
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
小
川
や
泉
の
ほ
と
り
に
は
、
短
い
草
の
繁
っ
た
生
き

生
き
し
た
緑
の
聞
に
、
ユ
リ
や
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
、
そ
れ
に
私
た
ち
の
言
葉
に
は
そ
の
名
前
も
な

い
万
に
及
ぶ
も
っ
と
美
し
い
花
々
が
思
い
思
い
に
咲
き
誇
り
、
快
い
芳
香
が
あ
た
り
を
充
た

し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
グ
ラ
テ
ィ
ア
た
ち
が
こ
こ
以
上
に
楽
し
く
踊
れ
る
所
が
何
処
に
あ

る
で
し
主
う
か
」

美
し
い
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
、
容
易
に
察
し
が
つ
く
通
り
、
ア
ブ
デ
ラ
の
男
た
ち
に
負

け
ず
劣
ら
ず
生
き
生
き
し
た
想
像
力
を
授
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
悪
気
も

な
く
描
い
て
み
せ
た
図
は
、
彼
女
ら
の
小
さ
な
魂
が
我
慢
で
き
る
限
度
を
越
え
て
い
た
。
何

人
か
は
う
ヲ
と
り
と
大
き
な
た
め
息
を
っ
き
、
何
人
か
は
空
想
の
中
で
漂
う
官
能
的
な
香
り

を
口
や
鼻
で
す
す
り
こ
も
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
、
あ
の
美
し
い
ユ
ノ
に
い
た
っ
て
は

長
椅
子
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
ふ
か
ぶ
か
と
頭
を
も
た
せ
か
け
て
、
大
き
な
目
を
半
ば
閉
じ
、
い

つ
の
ま
に
か
、
こ
れ
ら
美
し
い
泉
の
ひ
と
つ
の
花
咲
き
乱
れ
る
ほ
と
り
に
身
を
お
い
て
、
蔭

を
な
す
パ
ラ
と
レ
モ
ン
の
木
の
枝
か
ら
雲
と
な
っ
て
た
ゆ
と
う
か
ぐ
わ
し
い
香
り
に
身
を
ひ
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た
し
て
い
た
。
甘
い
気
分
に
快
く
し
び
れ
て
彼
女
が
ま
ど
ろ
み
始
め
た
ち
上
う
ど
そ
の
時
、

バ
ッ
カ
ス
の
よ
う
に
美
し
く
、
ア
モ
ル
の
よ
う
に
強
引
な
若
者
が
彼
女
の
足
許
に
身
を
横
た

え
て
い
る
の
が
目
に
は
い
っ
た
。
彼
女
が
身
を
お
こ
し
て
も
っ
と
よ
く
眺
め
る
と
、
そ
の
美

し
さ
、
や
さ
し
さ
は
息
を
の
む
ば
か
り
で
、
あ
つ
か
ま
し
さ
を
答
め
よ
う
と
し
た
言
葉
が
喉

に
つ
か
え
て
出
な
か
っ
た
。
あ
わ
や
彼
女
が
｜
｜

「
と
こ
ろ
で
（
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
続
け
た
）
こ
の
仙
境
の
国
が
何
と
い
う
国
だ
と
思
わ
れ

ま
す
か
。
私
の
話
だ
け
で
は
、
そ
の
美
し
さ
の
片
鱗
す
ら
も
窺
え
な
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ

が
他
な
ら
ぬ
あ
の
エ
チ
オ
ピ
ア
な
の
で
す
。
こ
こ
い
る
わ
が
学
識
あ
る
友
人
に
言
わ
す
れ

ば
、
そ
ん
な
に
美
し
い
祖
国
に
似
て
も
似
つ
か
ぬ
化
物
人
聞
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
の
で

す
。
し
か
し
事
実
は
、
こ
の
人
が
私
の
口
真
似
を
し
て
そ
の
通
り
だ
と
言
え
る
こ
と
は
、
エ

チ
オ
ピ
ア
、
リ
ビ
ア
全
土
に
（
こ
れ
ら
の
名
は
た
く
さ
ん
の
異
民
族
を
か
か
え
こ
ん
で
い
ま

す
が
）
私
た
ち
と
違
う
と
こ
ろ
に
鼻
の
あ
る
人
間
や
、
目
や
耳
の
数
が
私
た
ち
と
違
う
人
間

な
ん
て
一
人
と
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
要
す
る
に
l
l
t」

こ
の
瞬
間
、
喜
び
ゃ
悩
み
に
締
め
つ
け
ら
れ
て
い
た
心
臓
が
ひ
と
息
入
れ
よ
う
と
す
る
、

そ
ん
な
感
じ
の
大
き
な
た
め
息
を
つ
い
て
、
例
の
美
し
い
ア
ブ
デ
ラ
女
の
胸
が
ふ
く
ら
ん
だ
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が
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
話
を
続
け
る
問
、
こ
の
女
は
、
盗
み
見
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
よ
う

な
夢
う
つ
つ
の
中
で
（
ど
う
や
ら
）
彼
女
の
心
が
あ
れ
こ
れ
と
さ
か
ん
に
関
心
を
寄
せ
る
境

界
に
は
い
り
こ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
ご
婦
人
が
、
ア
ブ
デ
ラ
か
ら
数
百
マ
イ

ル
離
れ
た
エ
チ
オ
ピ
ア
の
パ
ラ
の
木
の
下
で
こ
の
上
な
く
甘
い
芳
香
の
海
を
漂
い
な
が
ら
、

何
千
と
い
う
珍
鳥
が
愛
の
幸
せ
を
う
た
う
の
を
聞
い
た
り
、
何
千
と
い
う
色
鮮
や
か
な
オ
ー

ム
が
目
の
前
を
は
ば
た
く
の
を
見
た
り
、
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
黄
色
い
巻
毛
で
珊
瑚
の
居

を
し
た
若
者
を
足
許
に
侍
ら
せ
て
い
た
り
し
た
こ
と
な
ど
、
居
合
わ
せ
た
人
々
は
知
る
よ
し

も
な
か
っ
た
｜
｜
』
だ
か
ら
先
ほ
ど
の
た
め
息
に
一
同
び
っ
く
り
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
っ

た
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
さ
っ
き
の
言
葉
が
こ
の
よ
う
な
結
果
を
引
き
起
し
た
と
は
思
い
及
ば

な
か
ヮ
た
。

「
ど
う
か
し
た
の
、
リ
ュ
サ
ン
ド
ラ
」
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
異
口
同
音
に
叫

ん
で
気
遣
わ
し
気
に
彼
女
を
取
り
囲
ん
だ
。
美
し
い
リ
ュ
サ
ン
ド
ラ
は
こ
の
瞬
間
、
自
分
が

何
処
に
い
た
か
に
気
付
い
て
、
顔
を
赤
ら
め
、
何
で
も
な
い
と
言
っ
て
安
心
さ
せ
た
。
よ
う

や
く
事
情
が
の
み
こ
め
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
新
鮮
な
空
気
を
少
し
ば
か
り
吸
え
ば
、
ま
た



か
す
術
に
通
じ
て
い
た
と
し
て
、
そ
れ
が
何
の
役
に
立
つ
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
私
は
あ
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る
べ
き
場
所
に
あ
る
美
し
い
両
眼
の
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
て
、
い
つ
も
満
足
を
感
じ
て
い
ま

キ

ユ

ク

ロ

1
ピ
ン

し
た
か
ら
、
今
後
と
も
誘
惑
に
か
ら
れ
、
額
に
大
き
な
牡
牛
の
目
を
持
つ
一
ツ
目
の
巨
人
女

を
愛
情
こ
め
て
見
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」

目
の
大
き
い
美
人
は
、
こ
の
話
し
か
け
を
ど
の
よ
う
に
と
る
べ
き
か
決
め
か
ね
て
、
戸
惑

い
気
味
に
無
言
の
ま
ま
、
話
し
か
け
た
男
の
口
許
を
見
つ
め
、
ニ
ッ
コ
リ
と
き
れ
い
な
歯
を

見
せ
る
と
、
彼
の
話
を
理
解
す
る
鍵
を
探
す
か
の
よ
う
に
左
右
を
見
回
し
た
。

他
の
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
も
彼
女
と
同
じ
で
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
彼

の
話
し
か
け
た
女
が
自
の
大
き
な
女
で
あ
っ
た
事
情
か
ら
推
し
て
、
彼
が
な
に
か
お
上
手
を

言
っ
た
も
の
と
思
い
、
各
人
各
様
の
し
か
め
っ
面
を
し
て
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
一

人
が
小
さ

な
団
子
鼻
に
織
を
寄
せ
る
と
、

一
人
が
口
を
と
が
ら
せ
れ
ば
、

一
人
は
口
を
歪
め
、

小
さ
な
一
対
の
目
を
裂
け
ん
ば
か
り
に
見
聞
き
、

一
人
は

一
人
は
ツ
ン
と
頭
を
引
い
て
胸
を
突
き
出

す
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
そ
れ
を
見
て
、
自
分
が
ア
ブ
デ
ラ
に
居
る
こ
と
を
思
い
出
し
｜
｜
沈
黙

し
た
口

四

章

第

試
験
は
続
け
ら
れ
、
美
に
つ
い
て
の
論
争
に
移
る
と
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
も
頭

に
血
が
の
ぼ
る
。

沈
黙

l
lこ
れ
は
時
と
し
て
一
つ
の
策
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
沈
黙
し
て
い
る
時
が
一

ば
ん
賢
い
あ
る
種
の
人
々
が
、
わ
れ
わ
れ
に
信
じ
こ
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
ほ
ど
高
尚
な
策

で
は
な
い
。

賢
明
な
男
は
、
相
手
が
子
供
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
彼
ら
に
合
わ
せ
た
話
し
方

を
す
る
に
は
自
分
は
賢
明
す
ぎ
る
な
ど
と
、
ど
う
し
て
自
惚
れ
た
り
す
る
だ
ろ
う
か
。

「
私
は
も
ち
ろ
ん
（
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
好
奇
心
の
強
い
一
同
に
向
っ
て
言
っ
た
）
正
直
に

白
状
し
ま
し
て
、
私
が
見
た
は
ず
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
も
の
を
何
ひ
と
つ
見
て
は
お
り
ま
せ
ん

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
水
路
陸
路
と
大
旅
行
を
し
て
、
あ
な
た
方
の
好
奇
心
を
満
足
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
な
も
の
に
全
然
ぶ
つ
か
ら
な
か
っ
た
な
ど
と
思
わ
な
い
で
下
さ
い
。
そ
の
中
に

は
、
も
し
か
す
る
と
話
題
に
の
ぼ
っ
た
も
の
よ
り
も
も
っ
と
不
思
議
に
思
わ
れ
る
も
の
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
美
し
い
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
近
寄
っ
て
き
て
、
口
を
と
が
ら
せ

耳
を
そ
ば
だ
て
た
。

「
そ
れ
で
こ
そ
旅
を
し
て
き
た
男
の
言
葉
と
い
う
も
の
だ
」
チ
ピ
で
太

っ
ち
ょ
の
市
参
事
会
員
は
声
を
張
り
あ
げ
た
。
学
者
の
額
は
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
何
を
言
お

う
と
、
何
か
ケ
チ
を
つ
け
訂
正
し
て
や
ろ
う
と
い
う
期
待
で
、
織
が
ゆ
る
ん
だ
。

「
か
つ
て
私
の
行
っ
た
あ
る
国
で
の
こ
と
で
す
が
」
わ
れ
ら
が
主
人
公
は
始
め
た
「
最
初

の
三
、
四
日
を
過
ご
し
て
み
て
、
あ
ま
り
の
住
み
心
地
の
良
さ
に
、
死
な
ず
に
い
つ
ま
で
も

そ
こ
で
暮
ら
せ
た
ら
、
と
思
っ
た
く
ら
い
で
す
」

「
私
は
ア
ブ
デ
ラ
か
ら
出
た
こ
と
は
な
い
が
」
平
の
市
参
事
会
員
は
言
っ
た
「
つ
ね
づ
ね

考
え
る
に
、
ア
ブ
デ
ラ
ほ
ど
私
の
気
に
入
り
そ
う
な
土
地
が
世
の
中
に
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
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ん
。
あ
な
た
は
そ
の
国
が
ひ
じ
よ
う
に
気
に
入
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
私
に
は
ア
ブ
デ
ラ
が

そ
う
な
の
で
す
。
い
つ
ま
で
も
ア
ブ
デ
ラ
で
暮
ら
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
残
り
の
世
界
は
す
っ

ば
り
喜
ん
で
一
諦
め
ま
し
ょ
う
。
ー
ー
し
か
し
、
わ
ず
か
三
日
く
ら
い
で
ど
う
し
て
そ
の
国
が

そ
ん
な
に
お
気
に
召
し
た
の
で
す
」

「
さ
っ
そ
く
お
聞
か
せ
し
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
つ
果
て
し
な
く
拡
が
る
国
を
思
い
描
い
て
下

さ
い
。
山
、
谷
、
森
、
丘
、
草
原
が
豊
か
に
変
化
し
て
目
を
楽
し
ま
せ
、
ど
ち
ら
を
見
て
も

永
遠
の
春
と
秋
が
続
く
気
候
の
お
か
げ
で
、
と
び
き
り
素
晴
ら
し
い
遊
園
の
装
い
を
呈
し
て

い
ま
す
。
良
く
耕
さ
れ
、
濯
甑
も
行
き
届
き
、
す
べ
て
が
花
咲
き
、
実
を
つ
け
て
い
ま
す
。

到
る
所
永
遠
の
緑
で
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
、
イ
チ
ジ
ク
、
レ
モ
ン
、
ザ
ク
ロ
の
見
事
な
果
樹
は
、

つ
ね
に
き
わ
や
か
な
蔭
を
な
し
、
森
を
な
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
ト
ラ
キ
ア
の
カ
シ
ワ

と
同
じ
で
、
手
入
れ
も
せ
ず
に
育
つ
の
で
す
。
ミ
ル
テ
や
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
林
苑
も
あ
れ
ば
、

ア
モ
ル
と
キ
ュ
テ
レ
イ
ア
の
好
き
な
花
が
当
地
の
よ
う
に
生
垣
で
な
く
、
大
木
を
飾
る
総
の

よ
う
に
繁
り
、
咲
き
誇
っ
て
い
る
の
で
す
、
わ
が
町
の
美
し
い
女
性
た
ち
の
胸
の
よ
う
に



思
議
な
話
を
山
の
よ
う
に
聞
か
せ
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
か
ヮ
た
。
身
長
一
二
エ
レ
の
巨
人

の
こ
と
を
は
じ
め
、
六
イ
γ
チ
の
小
人
、
犬
や
ロ
パ
の
頭
を
し
た
人
問
、
緑
の
髪
の
人
魚
、

白
い
黒
人
、
そ
れ
に
青
い
ケ
ン
タ
ウ
ロ
イ
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
え
る
も
の
と
期
待
し
た
。

し
か
し
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
そ
ん
な
あ
り
も
し
な
い
嘘
を
口
に
し
な
か
っ
た
し
、
実
際
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
彼
の
話
は
ト
ラ
キ
ア
の
ボ
ス
ポ
ル
ス
海
峡
を
越
え
た
こ
と
が
な
い
者
の
話
の
よ

う
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
遊
牧
の
民
ガ
ラ
マ
ン
ト
の
国
で
目
や
鼻
や
口
が
胸
に
つ
い
て
い
る
頭
の
な
い
連
中

に
出
会
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
、
と
尋
ね
ら
れ
た
し
、
ア
ブ
デ
ラ
の
あ
る
学
者
に
い
た
っ
て
は

（
か
つ
て
町
の
城
壁
か
ら
出
た
こ
と
も
な
い
の
に
、
地
上
に
自
分
が
隈
な
く
這
い
ず
り
廻
ら

な
か
っ
た
場
所
な
ど
な
い
か
の
よ
う
な
顔
を
し
て
）
大
き
な
集
ま
り
で
彼
に
、
あ
な
た
は一

度
も
エ
チ
オ
ピ
ア
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
だ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
地
で
必
ず
鼻
の

上
に
目
が
ひ
と
つ
し
か
な
い
王
を
載
い
た
ア
グ
リ
オ
フ
ァ
ー
グ
や
、
い
つ
で
も
犬
を
王
様
に

0
3
 

選
ぶ
ザ
ン
ベ
ル
や
、
四
つ
ん
這
い
で
歩
く
ア
ル
タ
パ
テ
ィ

I
ト
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
は
ず

だ
と
弁
じ
た
て
た
。
「
そ
れ
に
も
し
あ
な
た
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
西
の
一
ば
ん
奥
地
ま
で
這
入

り
込
ま
れ
た
の
な
ら
ば
（
常
識
あ
る
男
は
続
け
た
）
私
は
間
違
い
な
く
あ
な
た
が
、
鼻
の
な

い
民
族
や
、
ま
た
口
が
小
さ
す
ぎ
て
ス

I
プ
を
ス
ト
ロ
ー
で
す
す
る
別
な
民
族
に
出
会
っ

た

と
思
う
」

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
カ
ス
ト
ル
と
ポ
ル
ク
ス
に
か
け
て
、
そ
ん
な
名
誉
に
あ
、
す
か
っ
た
覚

え
は
な
い
、
と
断
言
し
た
。

「
少
な
く
と
も
」
前
者
は
言
っ
た
「
あ
な
た
は
イ
ン
ド
で
一
本
脚
で
こ
の
世
に
生
れ
な
が
ら

足
が
異
常
に
大
き
い
た
め
、
馬
で
追
い
か
け
て
も
追
い
つ
け
な
い
く
ら
い
速
く
地
面
を
滑
っ

て
行
く
人
聞
に
出
会
い
ま
し
た
ね
。
と
こ
ろ
で
、
ガ
ン
ジ
ス
川
上
流
で
、
他
の
食
物
は
い
つ

さ
い
と
ら
ず
、
野
生
の
リ
ン
ゴ
の
香
り
だ
け
で
生
き
て
い
る
民
族
に
出
会
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
時
の
様
子
は
ど
ん
な
で
し
た
か
」
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「
ま
あ
あ
／

話
し
て
下
さ
い
、
ぜ
ひ
」
美
し
い
ア
ブ
デ
ラ
の
女
た
ち
は
叫
ん
だ
「
ぜ
ひ

話
し
て
下
さ
い
、
デ
モ
ク
リ
ス
ト
さ
ま
。
あ
な
た
さ
え
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
何
だ
っ
て
お
で

き
に
な
ら
な
い
話
は
な
い
ん
で
す
も
の
」

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
そ
の
よ
う
な
不
思
議
な
人
聞
に
は
エ
チ
オ
ピ
ア
や
イ
ン
ド
で
ま
っ
た

く
お
目
に
か
か
ら
な
か
っ
た
し
、
ま
た
話
に
も
聞
か
な
か
っ
た
、
と
誓

っ
た
が
、
無
駄
で
あ

っ
た
。「そ

れ
な
ら
い
っ
た
い
あ
な
た
は
何
を
見
て
来
ら
れ
た
の
で
す
」
丸
々
太
っ
た
甥
が
尋
ね

た
が
、
こ
の
男
、
な
る
ほ
ど
ア
グ
リ
オ
フ
ァ
ー
グ
の
よ
う
に
一
ツ
目
で
も
な
く
、
ク
モ
ル
グ

の
よ
う
に
犬
の
鼻
面
も
し
て
お
ら
ず
、
オ
モ
フ
タ
ル
ム
の
よ
う
に
肩
の
上
に
目
が
あ
る
わ
け

で
も
、
極
楽
鳥
の
よ
う
に
香
り
だ
け
で
生
き
て
い
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
が
、
所
詮
大
き
な

頭
蓋
骨
に
は
、
メ
キ
シ
コ
の
ハ
チ
ド
リ
ほ
ど
の
脳
味
噌
も
詰
ま
っ
て
い
な
い
の
は
確
か
で
、

だ
か
ら
こ
そ
ア
ブ
デ
ラ
の
市
参
事
会
員
が
勤
ま
る
の
で
は
あ
る
が
｜
｜
「
そ
れ
な
ら
い
っ
た

M
W
ヴ
ア
ン
ス
干

い
あ
な
た
は
何
を
見
て
来
ら
れ
た
の
で
す
」
太
鼓
腹
氏
が
言
っ
た
「
二

O
年
も
世
界
を
ま
わ

っ
て
来
な
が
ら
、
遠
く
離
れ
た
国
々
で
見
ら
れ
る
不
思
議
な
も
の
は
何
ひ
と
つ
ご
覧
に
な
っ

て
い
な
い
な
ん
て
」

-9-

「
不
思
議
な
も
の
を
？
」
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
に
っ
こ
り
し
て
返
事
し
た

「
私
は
自
然
な
も

の
の
観
察
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
て
、
不
思
議
な
も
の
に
は
手
が
ま
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
そ
れ
な
ら
言
わ
し
て
く
れ
」
太
鼓
腹
氏
は
応
じ
た
「
わ
ざ
わ
ざ
よ
そ
に
行
か
ず
と
も
見

ら
れ
る
も
の
を
見
に
、
は
る
ば
る
海
を
渡
り
、
山
を
越
え
る
と
は
、
さ
ぞ
や
骨
折
り
が
い
が

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
な
」

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
意
見
の
違
い
で
、
人
々
と
、
と
り
わ
け
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
と
争
う
の
を

好
ま
な
か
っ
た
が
、
グ
ゥ
の
音
も
出
な
い
か
の
よ
う
に
と
ら
れ
る
の
は
心
外
で
あ
っ
た
。
彼

は
集
ま
っ
て
い
た
美
し
い
ア
ブ
デ
ラ
の
女
の
中
か
ら
話
し
相
手
に
で
き
そ
う
な
女
を
探
し
て

ユ
ノ
の
よ
う
な
二
つ
の
大
き
な
目
の
持
主
を
見
つ
け
た
が
、
そ
の
日
を
見
る
と
、
人
相
学
上

の
知
識
は
ど
こ
へ
や
ら
、
他
の
女
よ
り
は
い
く
ら
か
ま
し
な
知
性
や
感
覚
が
期
待
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
気
分
に
さ
せ
ら
れ
た
。
「
ど
う
で
し
ょ
う
」
彼
は
そ
の
女
に
言
っ
た
「
あ

な
た
は
、
こ
の
私
が
、
例
え
ば
額
か
肘
に
目
の
あ
る
美
人
で
も
相
手
に
し
た
ら
よ
か
っ
た
の

に
、
と
お
思
い
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
あ
る
い
は
私
が
、
心
を

l
l人
喰
い
女
の
心
を
動
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賢
者
た
り
得
た
の
で
あ
る
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
旅
を
し
た
の
は
い
ウ
リ
ュ
セ
ス
の
よ
う
に
人
間
の
風
習
、
制
度
を
観
察

す
る
た
め
だ
け
で
は
な
弘
っ
た
し
、
ア
ポ
ロ
ニ
オ
ス
の
よ
う
に
祭
司
や
見
霊
者
を
訪
ね
歩
く

た
め
だ
け
で
も
な
く
、
パ
ウ
サ
ト
一
ア
ス
の
よ
う
に
寺
院
や
彫
像
、
絵
画
、
古
代
の
遺
物
を
窺

い
見
る
た
め
と
か
、
あ
る
い
は
ゾ
ラ
ソ
ダ
l
博
士
の
よ
う
に
動
植
物
を
写
生
し
、
分
類
す
る

た
め
の
も
の
で
も
な
く
て
、
彼
の
旅
は
、
自
然
や
芸
術
を
因
果
作
用
の
中
で
と
ら
え
、
人
間

を
裸
の
姿
と
衣
装
を
ま
と
い
仮
装
に
身
を
く
る
ん
だ
姿
で
、
生
の
姿
と
加
工
の
姿
、
化
粧
の

姿
と
化
粧
な
し
の
姿
、
全
体
の
姿
と
ば
ら
ば
ら
に
し
た
姿
で
と
ら
え
る
た
め
に
、
そ
し
て
そ

の
他
残
余
の
も
の
を
、
人
間
と
の
繋
が
り
の
中
で
と
ら
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
「
エ
チ
オ
ピ

ア
の
虫
と
い
っ
て
も
（
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
言
う
）
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
｜
｜
単
な
る
虫
だ
。

人
聞
が
何
は
さ
て
お
き
ま
っ
先
に
手
が
け
る
唯
一
の
研
究
対
象
だ
と
い
う
虫
と
は
何
者
だ
。

し
か
し
ひ
と
た
び
エ
チ
オ
ピ
ア
に
行
け
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
い
つ
で
も
、
片
手
間
な
が
ら
、
エ

セ
l
v
l
ン

チ
オ
ピ
ア
虫
を
探
し
ま
わ
る
の
だ
。
絹
の
民
シ
ナ
人
の
国
に
は
何
百
万
人
に
衣
食
を
与
え
て

く
れ
る
虫
が
い
る
。
ニ
ジ
ュ
ー
ル
河
畔
に
だ
っ
て
役
に
立
つ
虫
が
い
な
い
と
は
限
ら
な
い
で

＋
h£

、当一
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カ」

こ
ん
な
風
に
考
え
て
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
旅
行
中
、
学
問
の
宝
物
を
集
め
て
き
た
が
、
そ

れ
は
彼
の
み
る
と
こ
ろ
、
イ
ン
ド
の
王
た
ち
の
宝
庫
に
眠
る
黄
金
す
べ
て
と
そ
の
妻
妾
た
ち

が
首
や
腕
に
つ
け
た
真
珠
す
べ
て
に
見
合
う
ほ
ど
の
値
打
が
あ
っ
た
。
彼
は
レ
バ
ノ
ン
山
脈

の
杉
か
ら
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
産
チ
l
ズ
の
か
び
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
樹
木
や
濯
木
草
、
薬

草
、
草
、
苔
を
知
っ
た
が
、
形
態
や
名
称
、
属
、
種
に
限
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
特
徴
、
効
能
、

価
値
ま
で
も
知
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
彼
が
他
の
い
っ
さ
い
の
知
識
よ
り
千

倍
も
値
打
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
は
、
何
処
で
あ
れ
滞
在
す
る
だ
け
の

こ
と
は
あ
る
と
思
っ
た
所
で
は
、
ひ
と
き
わ
賢
明
な
人
た
ち
ゃ
ひ
と
き
わ
優
れ
た
人
た
ち
を

訪
ね
て
行
っ
た
。
や
が
て
彼
が
自
分
た
ち
の
同
類
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、
彼

ら
は
彼
の
友
人
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
心
を
割
っ
て
語
っ
て
く
れ
た
り
、
彼
一
人
で
長
年
努

力
し
て
も
所
詮
無
駄
に
終
り
か
ね
な
い
探
索
の
手
聞
を
省
い
て
や
ろ
う
と
、
自
分
た
ち
が
手

間
暇
か
け
て
、
あ
る
い
は
も
し
か
す
る
と
ツ
キ
に
恵
ま
れ
た
だ
け
で
す
で
に
発
見
し
て
い
た

と
と
を
、
教
え
て
く
れ
た
り
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
精
神
と
心
情
の
宝
を
十
二
分
に
蓄
え
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
二

O
年
の
旅
を
終
え

て
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
の
許
に
帰
っ
た
が
、
彼
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
彼

は
恰
幅
の
よ
い
紳
士
で
、
地
上
の
い
ろ
い
ろ
な
人
種
と
交
際
す
る
す
べ
を
心
得
た
者
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
礼
儀
正
し
く
洗
練
さ
れ
、
か
な
り
日
焼
け
し
た
顔
色
を
し
て
、
世
界
の
隅
々

か
ら
剥
製
の
ワ
ニ
、
生
き
て
い
る
猿
、
そ
の
他
奇
妙
な
物
を
た
く
さ
ん
持
ち
帰
っ
て
い
た
。

ア
プ
デ
ラ
の
人
々
の
間
で
は
、
数
日
間
、
猿
や
ワ
ニ
を
持
ち
帰
っ
て
き
た
同
胞
デ
モ
ク
リ
ト

ス
の
話
で
も
ち
き
り
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
ほ
ど
な
く
、
こ
ん
な
大
旅
行
を
し
て
き
た
男

に
つ
い
て
彼
ら
が
た
い
へ
ん
見
当
は
ず
れ
の
評
価
を
下
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
旅
行
中
財
産
の
管
理
を
ま
か
し
て
お
い
た
し
っ
か
り
者
の
連
中
に
半

分
も
騎
し
と
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
何
ら
異
議
も
唱
え
ず
に
計
算
書
に
署
名
し
た
の
で
あ

っ
た
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
は
彼
の
知
力
を
高
く
買
っ
て
い
る
人
々
に
、
最
初
の
シ

-8-

ヨ
ツ
ク
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
実
入
り
の
多
い
訴
訟
に
期
待
を
か
け

て
い
た
弁
護
士
と
裁
判
官
た
ち
は
、
意
味
あ
り
げ
に
肩
を
す
く
め
て
、
自
分
自
身
の
家
の
管

理
も
満
足
に
で
き
な
い
男
に
国
家
の
こ
と
を
ま
か
せ
る
の
は
ど
う
も
考
え
も
の
だ
、
と
述
べ

た
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
彼
が
い
ず
れ
顕
職
を
争
う
競
走
者
の
仲
間
入
り
を
す
る
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
を
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
誰
も
疑
わ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
は
や
ば
や
と
、
投
票
に

際
し
て
一
票
を
ど
れ
く
ら
い
の
値
段
で
売
ろ
う
か
と
計
算
し
た
り
、
て
ん
で
に
娘
を
、
孫
娘

を
、
姉
娘
を
、
姪
を
、
従
姉
妹
を
、
義
姉
妹
を
彼
の
嫁
に
や
る
算
段
を
し
、
将
来
彼
が
執
政

官
か
ラ
ト
ナ
の
司
祭
に
な
っ
た
時
、
あ
れ
こ
れ
の
企
画
を
実
現
す
る
た
め
彼
の
名
戸
か
ら
引

き
出
せ
る
利
益
を
胸
算
用
し
た
り
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
ア
ブ
デ
ラ
の
市
参

事
会
員
に
な
る
つ
も
り
も
な
く
、
ア
ブ
デ
ラ
の
女
を
要
る
つ
も
り
も
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
ま
た
も
や
彼
ら
の
た
く
ら
み
を
こ
と
ご
と
く
御
破
算
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る

と
、
彼
ら
は
せ
め
て
彼
と
往
き
来
し
て
、
い
く
ら
か
で
も
埋
合
せ
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。

猿
、
ワ
ニ
、
飼
い
な
ら
さ
れ
た
ト
ピ
ト
カ
ゲ
を
旅
先
か
ら
持
ち
帰
っ
た
男
な
ら
、
き
っ
と
不



が
起
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ア
ブ
デ
ラ
が
何
か
手
を
貸
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
て
ま
え
か

ら
言
え
ば
、
ア
ブ
デ
ラ
人
と
て
ア
ブ
デ
ラ
人
ら
し
い
と
こ
ろ
さ
え
な
け
れ
ば
、
賢
か
っ
た
の

で
あ
る
！

i
こ
の
間
の
事
情
が
、
同
胞
の
う
ち
で
世
間
の
目
に
彼
ら
の
名
誉
を
一
ば
ん
高
め

で
く
れ
た
者
を
何
故
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
が
一
ば
ん
疎
ん
じ
た
か
、
わ
け
な
く
理
解
さ
せ
て
く

れ
る
。
こ
れ
は
例
の
常
識
は
ず
れ
の
ひ
と
つ
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
は
そ
れ
だ
け
の
も
っ

と
も
な
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
彼
ら
を
非
難
す
る
の
は
不
当
と
い
う
も
の
だ
ろ

（
一
部
の
人
々
が
想
像
す
る
よ
う
に
）
例
え
ば
自
然
科
学
者

ぅ
。
そ
の
理
由
と
い
う
の
は
、

デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
｜
l
偉
く
な
る
ず
っ
と
以
前
の
こ
と
｜
｜
独
楽
で
遊
ん
だ
り
、
草
原
で
と

ん
ぼ
返
り
す
る
の
を
彼
ら
が
自
に
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
｜
｜

ま
た
嫉
妬
や
羨
望
か
ら
、
仲
間
の
一
人
が
自
分
た
ち
よ
り
賢
い
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
の
で
も
な
い
。
と
い
う
の
は
｜
｜
デ
ル
フ
ォ
イ
神
殿
の
門
柱
に
あ
る
誤
り
な
い
銘

に
か
け
て
｜
｜
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
ほ
ど
知
恵
が
ま
わ
る
ア
プ
デ
ラ
人
は
た
だ
の
一

人
と
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
い
た
と
す
れ
ば
そ
の
瞬
間
か
ら
も
は
や
ア
プ
デ
ラ
人
と
は
吾
一？え

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
真
の
理
由
は
、
諸
君
、
何
故
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
が
同
胞
デ
モ
ク
リ
ト
ス

を
た
い
し
た
奴
だ
と
思
わ
な
か
っ
た
か
、
そ
の
真
の
理
由
は
、
つ
ま
り
彼
を
｜
｜
』
賢
い
男
と

み
な
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
そ
れ
は
ま
た
何
故
」

そ
う
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

「
そ
れ
で
は
何
故
で
き
な
か
っ
た
の
か
」

そ
れ
だ
と
、
自
分
で
自
分
を
愚
か
者
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
彼
ら
だ
っ
て
、
そ
こ
ま
で
常
識
は
ず
れ
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
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彼
ら
に
し
て
も
、
す
べ
て
に
自
分
た
ち
と
は
正
反
対
の
人
聞
を
賢
い
奴
だ
と
認
め
る
く
ら

い
な
ら
、
逆
立
ち
し
て
ダ
ン
ス
を
す
る
か
、
ヤ
カ
ン
頭
を
歯
で
く
わ
え
る
か
、
円
を
正
方
形

に
す
る
か
し
た
方
が
ま
だ
し
も
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
人
間
特
有
の
本
性
に
根
ざ

す
も
の
で
、
す
で
に
ア
ダ
ム
の
時
代
に
情
め
ら
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、

そ
の
本
性
か
ら
何
が
生
じ
る
か
ー
ー
を
エ
ル
ヴ
ェ
ウ
ジ
ス
が
演
揮
し
て
み
せ
た
時
に
は
、
多

く
の
人
に
は
目
新
し
く
思
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
以
来
も
は
や
誰
の
自
に
も
目
新
し
い

も
の
で
は
な
い
の
に
、
実
生
活
で
は

l
lそ
れ
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る。

第

章

デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
は
ど
ん
な
男
か
。
彼
の
旅
。
ア
ブ
デ
ラ
へ
の
帰
還
。
彼
の

持
ち
帰
っ
た
も
の
と
彼
の
迎
え
ら
れ
方
。
彼
ら
が
彼
に
行
ヮ
た
試
験
、
そ
れ

は
同
時
に
ア
ブ
デ
ラ
風
会
話
の
見
本
。

デ
モ
ク
リ
ト
ス
1
1
1
私
に
は
、
あ
な
た
方
が
こ
の
男
の
こ
と
を
も
っ
と
詳
し
く
知
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
後
悔
す
る
と
は
思
え
な
い
｜
｜

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
お
よ
そ
二

O
歳
の
噴
、
ア
ブ
デ
ラ
で
も
っ
と
も
富
裕
な
市
民
の
一
人
で

あ
る
父
の
財
産
を
相
続
し
た
。
こ
の
若
者
は
、
こ
れ
を
い
か
に
維
持
し
て
、
殖
や
す
か
、
も

し
く
は
面
白
お
か
し
く
使
い
果
す
か
を
思
案
す
る
代
り
に
、
こ
れ
を
利
用
し
て
｜
｜
自
分
の
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魂
を
錬
磨
し
よ
う
と
決
心
し
た
の
で
あ
る
。

「
そ
れ
で
ア
プ
デ
ラ
の
人
々
は
、

若
い
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
決
心
の
こ
と
を
ど
う
言
っ
た
か
」

こ
の
気
の
い
い
連
中
は
、
魂
の
関
心
が
、
胃
や
腹
や
そ
の
他
肉
体
に
不
可
欠
な
器
官
の
そ

れ
と
異
な
る
な
ん
て
、

夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
同
国
人
の
気
紛
れ
は
、
も
ち
ろ

ん
彼
ら
に
ず
い
ぶ
ん
風
変
り
に
見
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
少

し
で
も
意
に
介
す
る
彼
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
自
分
の
道
を
進
み
、
多
年
に
わ
た
っ
て
、
当

時
と
し
て
は
行
け
る
限
り
の
陸
や
島
を
学
者
と
し
て
旅
行
し
て
ま
わ
っ
た
。
あ
の
時
代
に
賢

者
に
な
ろ
う
と
思
う
者
は
、
自
分
の
目
で
見
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
印
刷
術
や
新

聞
、
図
書
館
、
雑
誌
、
百
科
全
書
、
事
典
、
年
鑑
を
は
じ
め
、
ど
ん
な
名
前
が
つ
い
て
い
よ

う
と
そ
の
助
け
を
借
り
て
、
今
で
は
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
哲
学
者
や
自
然
科
学
者
、
芸

術
批
評
家
、
作
家
、
物
識
り
に
な
れ
る
類
の
手
段
が
ま
だ
い
っ
さ
い
な
か
っ
た
。
当
時
、
知

恵
は
高
く
つ
い
た

l
l美
し
い
ラ
イ
ル
よ
り
は
る
か
に
高
く
つ
い
た
。
駒
山
で
も
は
コ
ト
ン
い

に
行
け
な
か
っ
た
。
賢
者
の
数
は
極
め
て
少
な
く
、
そ
れ
だ
け
に
賢
者
た
る
者
は
い
よ
い
よ
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絵
が
現
に
あ
る
場
所
と
絵
の
比
轍
的
意
味
の
繋
が
り
を
鮮
か
に
論
証
し
て
み
せ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
手
放
す
決
心
が
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
な
ん
と
も
不
可
思
議
な
共
和
国
は
ま
っ
た
く
ピ
ン
ト
は
ず
れ
だ
ら
け
で
、
わ
れ
わ
れ

が
そ
の
例
を
い
ち
い
ち
挙
げ
よ
う
と
し
て
も
、
き
り
が
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
も
う
ひ
と
つ

の
方
は
、
国
政
の
本
質
的
動
向
に
関
係
し
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
に
及
ぼ
し
た
少
な
か
ら
ぬ
影

響
か
ら
い
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
も
見
過
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
町
が
草
創
の
頃
は
、
多
分

オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
教
の
定
め
に
よ
り
、
ノ
モ
フ
イ
ラ
ク
ス
つ
ま
り
法
の
番
人
（
市
参
事
会
員
最

高
幹
部
の
一
人
）
が
、
同
時
に
礼
拝
コ
ー
ラ
ス
の
指
揮
者
と
音
楽
の
総
監
督
を
兼
ね
て
い

た
。
こ
れ
は
当
時
十
分
根
拠
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
時
の
流
れ
と
共
に
法

の
根
拠
は
変
る
わ
け
で
、
そ
う
な
れ
ば
法
を
文
字
通
り
遵
守
す
る
こ
と
自
体
滑
稽
に
な
る

し
、
従
っ
て
事
態
の
変
化
に
応
じ
て
法
は
作
り
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
こ
の

よ
う
な
考
え
は
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
の
頭
に
浮
ば
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
し
ば
し
ば
、
ど
う
に

か
法
の
番
人
は
勤
め
て
く
れ
る
も
の
の
、
歌
が
下
手
か
、
音
楽
は
ま
る
で
解
さ
な
い
ノ
モ
フ

イ
ラ
ク
ス
が
選
ば
れ
る
事
態
が
起
き
た
の
で
あ
る
。

ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
何
を
や
っ
て
み
せ

た
か
。
彼
ら
が
審
議
を
重
ね
た
あ
げ
く
作
り
上
げ
た
規
定
は
、
つ
ま
り
ア
ブ
デ
ラ
い
ち
ば
ん

の
歌
手
が
こ
れ
か
ら
は
い
つ
で
も
ノ
モ
フ
イ
ラ
ク
ス
に
な
る
と
い
う
や
つ
で
、
こ
れ
は
ア
ブ

デ
ラ
が
存
続
す
る
限
り
変
ら
な
か
っ
た
。
ノ
モ
フ
イ
ラ
ク
ス
と
合
唱
指
揮
者
は
別
々
の
人
間

で
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
二

O
回
に
及
ぶ
公
式
の
審
議
に
お
い
て
一
人
と
し
て
気

付
い
た
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
風
だ
か
ら
、
容
易
に
察
し
が
つ
く
こ
と
だ
が
、
ア
ブ
デ
ラ
で
は
音
楽
が
ひ
じ
よ
う

に
も
て
は
や
さ
れ
た
。
こ
の
町
で
は
み
ん
な
が
音
楽
好
き
で
、
み
ん
な
が
歌
い
、
笛
を
吹
き

七
弦
琴
を
奏
で
た
。
彼
ら
の
倫
理
学
と
政
治
学
、
彼
ら
の
神
学
と
宇
宙
学
は
音
楽
に
基
づ

い
て
構
築
さ
れ
て
い
た
。
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
医
者
は
病
気
す
ら
様
々
の
音
調
吃
旋
律
に
よ

っ
て
治
し
て
い
た
。
こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
思
弁
の
点
で
は
、
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
や
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ

ス
や
プ
ラ
ト
ン
の
よ
う
な
古
代
の
偉
大
な
賢
人
た
ち
の
名
戸
が
彼
ら
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
し
か
し
、
実
際
に
や
っ
て
い
く
う
ち
に
、
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
哲
学
者
た
ち
の
厳
格
さ
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
っ
た
。
プ
ラ
ト

γ
は
柔
和
で
軟
弱
な
音
調
は
す
べ
て
彼
の
共
和
国
か
ら
追

放
し
、
音
楽
は
市
民
に
喜
び
も
悲
し
み
も
注
ぎ
こ
ん
で
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
イ
オ
ニ
ア
調

と
リ
ュ
デ
ィ
ア
調
の
酒
や
愛
の
歌
は
い
っ
さ
い
禁
止
す
る
と
共
に
、
楽
器
そ
の
も
の
も
放
っ

て
お
け
な
い
ら
し
く
、
多
弦
楽
器
と
リ
ュ
デ
ィ
ア
笛
を
危
険
な
賀
沢
品
と
し
て
除
外
し
、
わ

ず
か
に
市
民
に
は
七
弦
琴
と
キ
タ
l
ラ
、
牧
者
と
農
民
に
は
葦
笛
だ
け
を
許
し
て
い
る
。
こ

れ
ほ
ど
ま
で
厳
格
に
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
哲
学
し
な
か
っ
た
。
い
か
な
る
音
調
、
い
か
な
る

楽
器
も
彼
ら
は
締
出
さ
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
に
｜
｜
実
に
真
理
に
か
な
っ
て
は
い
る
が
、
実

に
し
ば
し
ば
彼
ら
が
誤
解
し
た
原
則
に
従
っ
て
｜
｜
彼
ら
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
真
面
目

な
も
の
は
す
べ
て
陽
気
に
、
陽
気
な
も
の
は
す
べ
て
真
面
目
に
取
り
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い

と
。
彼
ら
は
こ
の
原
則
を
音
楽
に
ま
で
応
用
し
て
、
常
識
は
ず
れ
も
は
な
は
だ
し
い
結
末
を

ひ
き
き
お
こ
し
た
。
礼
拝
歌
が
ま
る
で
俗
謡
の
響
き
を
も
つ
の
に
ひ
き
か
え
、

ダ
ン

ス
の
メ

ロ
デ
ィ
は
、
何
に
も
ま
し
て
荘
重
に
聞
え
た
。
悲
劇
に
そ
え
る
音
楽
は
概
し
て
喜
劇
的
で
あ

る
の
に
対
し
、
戦
い
の
歌
は
重
苦
し
い
音
色
で
絞
首
台
に
向
う
人
々
に
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
。

ア
ブ
デ
ラ
で
七
弦
琴
奏
者
が
素
晴
ら
し
い
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
笛
の
音
か
と
思
う
よ
う
な
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弦
の
奏
し
方
を
す
る
時
だ
け
で
あ
っ
た
し
、
女
性
歌
手
が
賞
讃
を
得
る
に
は
小
夜
一
暗
鳥
の
よ

う
に
喉
を
鳴
ら
し
て
ト
リ
ル
で
歌
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
音
楽
は
心
の
琴
線
に
触
れ
て
こ

そ
は
じ
め
て
音
楽
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
理
解
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
耳
が
く
す
ぐ
ら
れ
る
か
、
少
く
と
も
空
疎
で
あ
っ
て
も
多
様
に
変
化
す
る
豊
か
な
和
音

を
詰
め
こ
ま
れ
で
さ
え
い
れ
ば
彼
ら
は
幸
福
感
に
ひ
た
っ
た
。
こ
の
常
識
は
ず
れ
な
と
こ
ろ

は
趣
味
の
あ
ら
ゆ
る
対
象
に
及
ん
だ
、
い
や
も
っ
と
正
確
に
言
え
ば
、
芸
術
に
ど
ん
な
に
熱

狂
し
た
と
こ
ろ
で
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
そ
も
そ
も
趣
味
な
ど
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、

美
と
は
、
彼
ら
の
心
に
か
な
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
し
た
理
由
が
あ
っ
て

美
し
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
彼
ら
は
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
か
れ
こ
れ
す
る
う
ち
、
自
然
、
偶
然
、
幸
運
が
力
を
合
わ
せ
て
、
あ
る
時
、

生
粋
の
一
ア
ブ
デ
ラ
人
に
知
性
を
授
け
る
と
い

う
よ
う
な

こ
と
を
や
っ
て
の
け
た
の
で
あ

る
。
だ
が
少
く
と
も
こ
れ
だ
け
は
言
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と



ぅ
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
市
民
の
才
能
を
誇
る
権
利
が
ス
パ
ル
タ
に
は
い
く
ら
か
あ

る
、
と
わ
れ
わ
れ
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
ア
プ
デ
ラ
は
（
ほ
と
ん
ど
世
界
中
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
）
偶
然
と
守
護
神
に
、

ー

l
付
き
添
っ
て
誕
生
の
星
辰
を
支
配
す
る

守
護
神
の
為
す
に
任
せ
て
あ
っ
た
。
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
や
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
よ
う
な
者
が
彼
ら

の
仲
間
う
ち
か
ら
出
た
の
は
決
し
て
健
気
な
町
ア
プ
デ
ラ
の
手
柄
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
は

ち
上
う
ど
ス
パ
ル
タ
に
生
れ
た
愚
か
者
や
女
々
し
い
奴
が
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
や
彼
の
法
律
の
せ

い
で
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
怠
慢
は
、
国
家
に
は
な
は
だ
重
要
な
関
わ
り
を
持
つ
事
柄
な
の
に
、
相
変
ら

ず
成
行
き
ま
か
せ
の
よ
う
だ
。
自
然
は
妨
害
せ
ず
に
活
動
さ
せ
て
お
け
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で

自
然
の
仕
事
に
対
し
て
人
間
の
す
る
配
慮
な
ど
、
た
い
て
い
余
計
な
手
出
し
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
自
然
も
た
ま
に
は
、
こ
の
お
気
に
入
り
の
被
造
物
に
、
人
間
を
完
全
な
も
の
に
仕

上
げ
る
た
め
必
要
な
資
質
を
授
け
忘
れ
る
が
、
こ
の
仕
上
げ
こ
そ
、
人
為
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
故
い
ず
れ
の
国
家
に
も
な
お
十
分
に
市
民
の
才
能
、
功
績
を
当
然

わ
が
も
の
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
で
も
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
賢
明
さ
を
欠
く
と
こ
ろ
が
多
々
あ

り
、
こ
れ
ほ
ど
未
来
の
市
民
の
内
な
る
感
情
の
育
成
に
、
知
性
や
心
の
育
性
に
心
を
砕
か
な

ぃ
吐
地
は
、
探
そ
う
に
も
探
し
出
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

カ

ロ

カ

ガ

テ

イ

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
い
う
あ
の
有
名
な
肉
体
的
精
神
的
完
成
、
つ
ま
り
魂
の
内
的
美
と
善
の
一

ば
ん
の
基
礎
は
、
趣
味
の
育
性
、
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
美
に
精
通
し
繊
細
か
つ
正
し
く
感
じ
と

る
感
覚
の
育
成
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
気
高
く
、
愛
す
べ
き
、
好
感
の
も
て
る
、
幸
福
な
人
間
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を
作
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
あ
る
美
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
正
し
い
感

覚
を
育
て
る
に
は
｜
｜
子
供
の
時
か
ら
見
聞
き
す
る
も
の
す
べ
て
が
美
し
い
に
限
る
の
だ
。

そ
れ
故
ム
サ
の
神
々
の
諸
芸
が
完
壁
に
営
ま
れ
る
都
市
、
造
形
美
術
の
傑
作
に
あ
ふ
れ
た

都
市
、
つ
ま
り
ア
テ
ネ
の
よ
う
な
都
市
に
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
少
な
か
ら

ぬ
利
点
で
あ
り
、
プ
ラ
ト
ン
や
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
の
時
代
の
ア
テ
ネ
人
は
他
の
諸
国
民
に
比
べ

て
趣
味
が
良
い
が
、
こ
れ
が
祖
国
の
お
蔭
で
あ
る
の
は
論
を
待
た
な
い
。

ア
プ
デ
ラ
が
ギ
リ
シ
ア
人
の
格
言
に
お
い
て
（
そ
の
意
味
に
つ
い
て
学
者
連
中
の
意
見
は

例
の
如
く
一
致
を
み
な
い
が
）
奉
ら
れ
た
愛
称
は
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
が
イ
タ
リ
ア
の
諸
都
市

の
問
で
誇
示
し
て
い
た
あ
の
愛
称
l
l
l花
の
都
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
承
知
し
て
い

る
通
り
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
美
術
マ
ニ
ア
で
あ
っ
た
し
、
事
実
、
最
盛
期
の
頃
、
と
い
う

の
は
つ
ま
り
し
ば
ら
く
蛙
に
場
所
を
明
け
渡
し
た
ち
ょ
う
ど
あ
の
当
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
頃
町
に
は
豪
華
な
建
物
が
あ
ふ
れ
、
絵
画
彫
刻
は
お
び
た
だ
し
く
、
立
派
な
劇
場
や

オ
ヂ
オ
ン

音
楽
堂
が
あ
っ
た
、
要
す
る
に
、
第
二
の
ア
テ
ネ
だ
っ
た
1
ー
た
だ
趣
味
の
点
を
除
い
て
。

な
ぜ
な
ら
、
不
幸
に
し
て
先
に
述
べ
た
あ
の
へ
ん
て
こ
な
気
紛
れ
が
、
美
や
上
品
さ
の
考
え

方
に
も
及
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
町
の
守
護
女
神
ラ
ト
ナ
は
一
ば
ん
ひ
ど
い
神
殿
に
紀
ら

れ
て
い
た
の
に
対
し
、
ア
ル
ゴ
号
遠
征
隊
の
指
揮
者
イ
ア
ソ
ン
（
彼
の
金
毛
羊
皮
を
自
分
た

ち
は
所
有
し
て
い
る
と
称
し
た
）
は
一
ば
ん
豪
華
な
神
殿
に
紀
ら
れ
て
い
た
。
市
庁
舎
は
倉

庫
の
よ
う
に
見
え
た
し
、
国
事
が
諮
ら
れ
る
ホ

l
ル
の
す
ぐ
目
の
前
に
は
、
野
菜
や
果
物
、

-5-

卵
を
あ
き
な
う
ア
プ
デ
ラ
の
女
ど
も
が
店
を
出
し
て
い
た
。
そ
れ
に
反
し
て
、
若
者
が
レ
ス

リ
ン
グ
や
剣
術
の
練
習
を
す
る
体
育
館
は
三
重
の
列
柱
の
上
に
乗
っ
か
り
、
剣
術
場
は
も
っ

ぱ
ら
会
議
の
場
面
の
絵
や
落
ち
着
い
た
膜
想
の
ポ
l
ズ
の
彫
像
で
飾
ら
れ
て
い

h
。
そ
の
代

り
市
庁
舎
は
祖
国
の
長
老
た
ち
に
な
お
い
っ
そ
う
刺
激
的
な
目
の
保
養
を
提
供
し
て
い
た
。

通
常
彼
ら
が
会
議
を
す
る
ホ
I
ル
は
何
処
に
目
を
や
っ
て
も
、
美
し
い
裸
の
戦
士
と
か
、
湯

浴
み
す
る
デ
ィ
ア
ナ
た
ち
ゃ
バ
ッ
カ
ス
に
酔
い
し
れ
て
眠
れ
る
者
た
ち
が
光
り
輝
い
て
目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
し
、
ヴ
ル
カ
ヌ
ス
の
網
に
捕
え
ら
れ
て
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
全
住
人
の
見
せ

川
内
ア
ル
ヨ
ン

物
に
さ
れ
て
い
る
グ
ェ
ヌ
ス
と
愛
人
（
執
政
官
の
席
の
向
い
側
に
か
か
っ
て
い
る
大
作
）
は

他
国
者
に
意
気
揚
々
と
見
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
意
気
揚
々
ぶ
り
た
る
や
、
生
真
面
目

な
フ
ォ
キ
オ
ン
で
さ
え
生
れ
て
初
め
て
笑
わ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。
リ
ュ
シ
マ
コ
ス

王
が
（
彼
ら
の
言
に
よ
れ
ば
）
六
つ
の
町
と
何
マ
イ
ル
も
の
広
い
領
地
と
そ
の
絵
の
交
換
を

申
し
出
た
が
｜
｜
絵
が
縦
横
と
も
ち
ょ
う
ど
会
議
室
の
壁
一
面
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
し
、
そ

の
上
、
彼
ら
の
芸
術
批
評
家
の
一
人
が
趨
蓄
を
傾
け
委
曲
を
尽
し
た
著
作
の
中
で
、
こ
の



大
量
の
噴
水
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
出
来
上
が
っ
て
み
る
と
、
水
は

215 

た
っ
た
一
頭
の
海
豚
の
鼻
を
湿
ら
せ
る
に
も
足
ら
ぬ
く
ら
い
で
、
仕
掛
を
試
み
た
ら
、

ま
る

で
海
豚
や
海
馬
が
全
部
鼻
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
と
し
か
思
え
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
笑
わ
れ
ま

必

い
と
し
て
、
群
像
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
ネ
プ
ト
ゥ
ヌ
ス
の
神
殿
に
運
び
込
ま
せ
た
が
、
他

国
者
に
そ
れ
ら
を
見
せ
る
た
び
に
、
寺
男
は
大
真
面
目
に
あ
っ
ば
れ
な
町
ア
ブ
デ
ラ
の
名
に

お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
芸
術
品
が
自
然
の
恵
み
が
な
く
て
使
え
な
い
と
残
念
が

っ
た
。別
な
時
彼
ら
は
、
プ
ラ
グ
シ
テ
レ
ス
の
傑
作
に
数
え
ら
れ
る
象
牙
の
美
し
い
ヴ
ェ
ヌ
ス
を

買
い
入
れ
た
。
高
さ
は
約
五
フ
ィ
ー
ト
で
、
愛
の
女
神
の
祭
壇
に
据
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
像
、
が
到
着
し
た
時
、
ア
ブ
デ
ラ
は
町
を
挙
げ
て
ヴ
ェ
ヌ
ス
の
美
し
さ
に
有
頂
点
に
な
っ

た
が
、
そ
れ
は
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
が
芸
術
の
玄
人
で
熱
狂
的
な
愛
好
家
を
自
認
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
「
こ
れ
は
あ
ま
り
に
美
し
す
ぎ
て
」
彼
ら
は
芦
を
揃
え
て
叫
ん
だ

「
低
い
所
に

置
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
町
の
多
大
な
栄
誉
に
な
り
、
ま
た
こ
れ
ほ
ど
多
額
の
金
が
か
か

っ
た
傑
作
は
、
い
く
ら
高
い
場
所
に
据
え
て
も
高
す
ぎ
る
な
ん
て
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
こ
そ

他
国
者
が
ア
プ
デ
ラ
に
足
を
踏
み
入
れ
て
最
初
に
目
に
つ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

こ
の
も
っ
と
も
な
る
考
え
に
従
っ
て
、
小
さ
な
か
わ
い
ら
し
い
像
を
八

O
フ
ィ
ー
ト
の
オ
ベ

リ
ス
ク
の
上
に
据
え
た
が
、
そ
う
な
る
と
今
度
は
、
ヴ
且
ヌ
ス
か
牡
臓
の
ニ
ュ
ン
フ
ェ
か
見

極
め
難
く
な
っ
た
の
に
、
彼
ら
と
き
た
ら
な
に
が
な
ん
で
も
す
べ
て
の
他
国
者
に
、
こ
れ
以

上
完
壁
な
も
の
は
な
い
、
と
認
め
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
だ
け
実
例
が
出
揃
う
と
、
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
を
お
め
で
た
い
連
中
だ
と
み
な
し
て
も

彼
ら
に
対
し
て
間
違
い
を
犯
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
彼
ら
の
性
質
を
こ

れ
以
上
顕
著
に
表
わ
す
も
の
が
、
次
に
挙
げ
る
も
の
の
他
に
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
疑
わ
し

い
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
（
ユ
ル
テ
ィ
ド
ル
の
証
言
に
よ
れ
ば
）
蛙
が
町
中
や
周
囲
に
繁
殖
す
る

に
ま
か
せ
て
、
つ
い
に
は
彼
ら
自
身
が
、
止
む
な
く
ガ
ァ
ガ
ァ
と
わ
め
き
た
て
る
同
胞
に
場

所
を
明
け
渡
し
、
事
の
次
第
に
決
着
が
つ
く
ま
で
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
王
カ
サ
ン
ド
ロ
ス
の
庇

護
の
も
と
、
第
三
の
地
に
移
る
羽
田
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

思
い
が
け
ず
こ
の
よ
う
な
不
幸
が
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
を
襲
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
の

中
に
い
た
あ
る
賢
明
な
男
は
、
前
々
か
ら
い
ず
れ
は
こ
う
な
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
た
。
そ

の
こ
と
を
見
抜
く
力
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
実
際
は
、
彼
ら
が
禍
を
避
け
よ
う
と
し
て
と

っ
た
手
段
に
誤
り
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
彼
ら
が
ア
ブ
デ
ラ
を
立

退
い
て
数
ヶ
月
経
つ
か
経
た
ぬ
う
ち
に
、
ゲ
ラ
ニ
ア
地
方
か
ら
鶴
の
大
群
が
押
寄
せ
、
蛙
ど

も
を
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
片
付
け
て
し
ま
い
、
ア
プ
デ
ラ
の
一
マ
イ
ル
四
方
に
は
再
び
め
ぐ
っ

て
き
た
春
を
迎
え
て
、
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ッ
コ
・
グ
ヴ
ア
ヴ
コ
・
グ
ッ
ア
ッ
コ
と
鳴
く
蛙
は
一
匹

と
し
て
い
な
く
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
彼
ら
の
目
を
聞
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

第

.::C:. 
再己

ア
プ
デ
ラ
の
デ
モ
ク
リ
ト
ス
。
故
郷
の
町
は
多
少
と
も
彼
の
こ
と
を
誇
る
権

利
が
あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
い
か
ほ
ど
。

時
に
偉
人
の
一
人
も
現
わ
れ
な
い
ほ
ど
欝
陶
し
い
空
気
や
愚
か
な
国
民
、
無
名
の
地
な
ん

で
も
の
は
存
在
し
な
い
、
と
は
ユ
ヴ
ェ
ナ
リ
ル
の
言
で
あ
る
。
川
』
ン
ダ
ロ
ス
と
，
d

パ
ミ
ノ
ン

ダ
ス
は
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
に
生
れ
て
い
る
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
ス
タ
ゲ
イ

ロ
ス
で
、
キ
ケ

ロ
は
ア
ル
ピ
ヌ
ム
、
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
は
マ
ン
ト
ゥ
パ
近
郊
の
小
村
ア
ン
デ
ス
、
ア
ル
ベ
ル

ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
は
ラ
ウ
イ
ン
ゲ
ン
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
l
は
ア
イ
ス
レ
l
ベ
γ
、
シ

ク
ト
ゥ
ス
五
世
は
マ
ル
ク
・
ア
ル
コ

l
ナ
の
モ
ン
タ
ル
ト
村
に
生
れ
、
そ
し
て
か
つ
て
存
在

し
た
も
っ
と
も
良
き
国
王
の
一
人
が
ベ
ア
ル
ン
の
ポ
l
生
れ
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
デ
ラ
が
偶
然

に
し
ろ
、
古
代
最
大
の
自
然
科
学
者
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が
そ
の
市
域
内
で
生
を
受
け
た
と
い
う
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名
誉
を
担
お
う
と
、
な
ん
の
不
思
議
が
あ
ろ
う
。

私
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
利
用
し
て
、
あ
る
土
地
が
偉
人
の
名
戸
に
あ
ず
か
れ
る
と

は
思
え
な
い
。
生
れ
る
べ
き
人
は
何
処
か
で
生
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
他
の
こ

ホ
ム
ン
ク
ル
ス

と
は
自
然
の
な
せ
る
業
だ
。
そ
し
て
私
は
、
胎
児
に
ま
で
配
慮
を
尽
し
、
国
家
の
た
め
十
分

に
発
育
し
牝
美
し
い
魂
ゆ
た
か
な
子
供
が
提
供
で
き
る
よ
う
万
全
の
予
防
措
置
を
と
っ
た
立

法
家
が
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
他
に
一
人
で
も
い
た
か
ど
う
か
、
ひ
じ
よ
う
に
疑
わ
し
く
思



意
見
を
述
べ
る
べ
き
な
の
に
、
当
惑
し
た
り
、
恥
ず
か
し
が
っ
た
り
、
ム
ッ
と
し
た
り
し
て

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
読
者
が
そ
ん
な
に
せ
っ
か
ち
に
な
ら
な
か

い
る
人
な
ど
糞
喰
え
／

っ
た
ら
、
請
わ
れ
な
く
と
も
答
え
た
だ
ろ
う
に
。
こ
れ
が
そ
れ
で
あ
る
。

テ
オ
ス
は
ア
テ
ネ
の
植
民
地
で
、
コ
ド
ロ
ス
の
息
子
ネ
レ
ウ
ス
の
指
揮
の
も
と
に
二
一
、

三
の
植
民
地
が
イ
オ
ニ
ア
に
建
て
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

ア
テ
ネ
人
は
昔
か
ら
快
活
で
才
気
換
発
な
国
民
で
あ
っ
た
し
、
人
の
話
で
は
、
今
も
そ
う

だ
。
イ
オ
ニ
ア
に
移
住
し
た
ア
テ
ネ
人
は
、
こ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
国
の
美
し
い
空
の
下
で

喜
望
峰
の
丘
陵
に
移
植
さ
れ
た
ブ
ル
ゴ
l
ニ
ュ
の
葡
萄
の
よ
う
に
栄
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の

世
の
あ
ら
ゆ
る
他
の
国
民
に
も
ま
し
て
イ
オ
ニ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
ム
サ
の
神
々
の
お
気

記
入
り
で
あ
ヮ
た
。
ホ
メ
ロ
ス
も
十
中
八
九
ま
で
イ
オ
ニ
ア
人
だ
っ
た
ら
し
い
。
恋
愛
歌
や

ミ
レ
ト
ス
風
の
寓
話
（
わ
れ
わ
れ
の
短
篇
小
説
や
長
篇
小
切
の
お
手
本
）
は
イ
ォ
に
ァ
を

祖
国
と
し
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
の
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
で
あ
る
ア
ル
カ
イ
オ
ス
、

熱
烈
な
サ
ッ
フ

ォ
、
歌
人
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
｜
｜
遊
芸
の
師
匠
ア
ス
パ
シ
ア
ー
ー
ー
グ
ラ
テ
ィ
ア
の
神
々
の
画
家

ア
ベ
レ
ス
、
彼
ら
は
す
べ
て
イ
オ
ニ
ア
の
生
れ
で
あ
る
し
、
な
か
で
も
ア
ナ
ク
レ
オ
竹
は
生

粋
の
テ
オ
ス
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
最
後
の
者
が
お
よ
そ
一
八
歳
の
青
年
の
頃
（
も
し
パ
l
ン

ズ
の
計
算
が
正
し
い
と
す
れ
ば
）
町
の
人
々
は
ア
ブ
デ
ラ
に
移
住
し
た
の
で
あ
る
。
彼
も
同

行
し
、
そ
し
て
愛
の
神
々
に
捧
げ
た
七
弦
琴
を
置
き
忘
れ
な
か
っ
た
証
し
に
と
、
そ
の
地
で

ト
キ
ラ
ア
の
少
女
に
捧
げ
る
歌
（
パ

I
ン
ズ
の
版
で
は
六
一
番
の
歌
）
を
う
た
っ
て
い
る

が
、
そ
こ
で
は
、
あ
る
種
の
粗
野
な
ト
ラ
キ
ア
調
が
、
彼
の
歌
特
有
の
イ
オ
ニ
ア
風
の
優
美

さ
と
ま
っ
た
く
独
特
の
対
照
を
み
せ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
テ
オ
ス
人
ー
ー
ー
元
を
た
だ
せ
ば
ア
テ
ネ
人

l
l久
し
く
イ
オ
ニ
ア
に
住
み
つ

い
た
｜
｜
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
の
よ
う
な
詩
人
の
同
胞
｜
｜
テ
オ
ス
人
は
、
ト
ラ
キ
ア
に
お
い
て

も
才
気
換
発
な
国
民
性
を
発
揮
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
、
こ
う
考
え
な
い
者
が
い
る
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
な
が
ら
（
そ
の
原
因
は
な
ん
で
あ
れ
）
事
実
は
疑
い
も
な
く
そ
の
逆
で
あ
っ
た
。
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テ
オ
ス
人
は
ア
ブ
デ
ラ
人
に
な
る
と
た
ち
ま
ち
持
ち
前
の
国
民
性
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
彼

ら
が
以
前
の
活
発
さ
を
す
っ
か
り
な
く
し
、
ユ
ヴ
L

ナ
リ
ス
が
不
当
に
も
な
じ
っ
た
よ
う

に
、
去
勢
牛
に
変
り
果
て
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
の
活
発
さ
が

奇
妙
な
変
化
を
み
せ
た
に
す
ぎ
な
い
。
彼
ら
の
想
像
力
の
働
き
は
理
性
を
準
か
に
跳
一び
越
し

て
し
ま
い
、
理
性
が
想
像
力
に
追
い
つ
く
の
は
二
度
と
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
ブ
デ

ラ
の
人
々
に
い
ろ
い
ろ
着
想
が
浮
ば
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
彼
ら
の
着
想
は
当
を

得
て
い
る
こ
と
が
ま
れ
で
あ
る
か
、
好
機
が
去
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
着
想
が
浮
ぶ
か
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
多
弁
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
何
を
言
い
た
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
言
う
の

か
を
い
つ
だ
っ
て
一
瞬
た
り
と
も
思
案
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
の
結
果
と

し
て
彼
ら
は
口
を
開
く
と
い
つ
も
愚
に
も
つ
か
ぬ
こ
と
を
言
つ
て
の
け
る
始
末
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
彼
ら
は
鳥
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
あ
と
で
初
め
て
、
寵
の
戸
を
閉
め
る
と
い
う
挙

に
で
た
。
そ
の
た
め
に
、
無
分
別
の
誹
り
を
招
い
た
が
、
し
か
し
、
経
験
に
照
ら
し
て
言
え

ば
、
彼
ら
が
熟
考
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
も
っ
と
ま
し
な
結
果
が
生
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
か
な
り
し
ば
し
ば
生
じ
た
こ
と
だ
が
）
何
か
ひ
ど
く
馬
鹿
気
た
こ
と
を
仕
出
か
し
た
時
は
、

い
つ
だ
っ
て
う
ま
く
や
ろ
う
と
し
す
ぎ
て
、
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら

-3-

が
共
和
国
の
問
題
で
な
が
な
が
と
真
面
目
に
審
議
を
重
ね
た
時
は
、
結
局
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

の
中
か
ら
選
り
に
選
っ

て

一
ば
ん
ま
ず
い
決
定
を
下
す
だ
ろ
う
と
予
想
で
き
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
こ
と
が
つ
い
に
ギ
リ
シ
ア
人
の
間
で
格
言
に
ま
で
な
っ
た
。
ア
ブ
デ
ラ
風
の
着

想
、
ア
ブ
デ
ラ
人
の
行
為
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
間
で
は
、
だ
い
た
い
、
わ
れ
わ
れ
の
許
に
お

け
る
シ
ル
、タ
市
民
や
ス
イ
ス
に
お
け
る
ラ
レ
ブ
ル
ク
市
民
の
愚
行
程
度
の
こ
と
を
意
味
し
た

し
、
そ
れ
に
気
の
お
け
な
い
ア
ブ
デ
ラ
人
た
ち
と
き
た
ら
、
皮
肉
屋
噺
笑
屋
連
中
に
お
説
向

き
の
そ
う
い
っ
た
類
の
こ
と
を
、
惜
し
げ
も
な
く
た
っ
ぷ
り
と
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
差
し

当
り
ほ
ん
の
二
、
三
そ
の
例
を
ご
覧
に
い
れ
て
み
よ
う
。

あ
る
時
彼
ら
は
、
ア
ブ
デ
ラ
の
よ
う
な
町
に
は
美
し
い
噴
水
の
ひ
と
つ
も
あ
ヲ
て
し
か
る

べ
き
だ
と
考
え
た
。
そ
れ
は
大
広
場
の
中
央
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
費
用
を
賄
う
た

め
に
新
税
が
設
け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
有
名
な
彫
刻
家
を
ア
テ
ネ
か
ら
招
い
て
、

創
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
は
ニ
ユ
ン
フ
ェ
や
ト
リ
ト
ン
、
海
豚
に
固
ま
れ
、
四
頭
の
海
馬

一
群
の
像
を

の
引
く
馬
車
に
乗
っ
た
海
の
神
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
海
馬
と
海
豚
は
、

鼻
か
ら
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る
。
町
の
名
が
l
！
大
変
な
馬
好
き
で
、
あ
ま
り
に
た
く
さ
ん
飼
い
す
ぎ
て
、
つ
い
に
は
自

au 

ら
と
国
を
馬
に
食
い
尽
く
さ
れ
た
｜
｜
ト
ラ
キ
ア
の
ピ
ス
ト
ン
人
の
悪
名
高
い
王
デ
ィ
オ
メ

デ
ス
の
妹
ア
ブ
デ
ラ
に
由
来
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
王
の
主
馬
頭
ア
ブ
デ
ロ
ス
に
由
来

す
る
の
か
、
あ
る
い
は
へ
ラ
ク
レ
ス
の
寵
児
で
あ
っ
た
と
い
う
も
う
一
人
の
ア
プ
デ
ロ
ス
に

由
来
す
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ
に
は
ど
う
で
も
い
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

ア
ブ
デ
ラ
が
最
初
の
町
作
り
か
ら
数
世
紀
後
、
老
朽
化
し
て
再
び
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た

頃
、
第
＝
二
オ
リ
ン
ピ
ア
紀
の
噴
で
あ
ろ
う
が
、
ク
ラ
ゾ
メ
ナ
イ
の
テ
ィ
メ

シ
ア
ス
が
町
を

再
建
し
よ
う
と
し
た
。
野
蛮
な
ト
ラ
キ
ア
人
は
近
隣
に
町
が
拾
頭
し
て
く
る
の
を
好
ま
ず
、

彼
に
仕
事
の
成
果
を
味
わ
う
暇
を
与
え
な
か
っ
た
。
彼
が
再
び
放
逐
さ
れ
る
と
、
ア
ブ
デ
ラ

は
人
の
住
ま
な
い
未
完
の
ま
ま
で
残
っ
た
が
、
よ
う
や
く
2
（
ほ
ぼ
第
五
九
オ
リ
ン
ピ
ア
紀
の

終
り
頃
）
イ
オ
ニ
ア
の
町
テ
オ
ス
の
住
人
が
ー
ー
ー
征
服
者
キ
ュ
ロ
ス
に
従
う
の
を
潔
し
と
せ

ず
1

船
に
乗
り
、
ト
ラ
キ
ア
に
帆
を
向
け
て
行
く
と
、
そ
の
地
の
一
ば
ん
肥
沃
な
地
方
の
ひ

と
つ
に
こ
の
ア
ブ
デ
ラ
が
す
で
に
建
設
さ
れ
て
い
た
の
で
、
所
有
主
の
い
な
い
放
棄
さ
れ
た

物
件
だ
と
し
て
占
取
し
た
上
、
ト
ラ
キ
ア
の
蛮
族
に
対
し
て
も
立
派
に
立
ち
向
い
、
そ
れ
以

後
、
彼
ら
と
そ
の
後
葡
は
ア
ブ
デ
ラ
人
と
称
し
て
、
小
共
和
国
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
次
第

で
あ
る
が
、
こ
の
共
和
国
、
（
大
方
の
ギ
リ
シ
ア
の
町
と
同
様
）
民
主
政
体
と
貴
族
政
体
の

ど
っ
ち
つ
か
ず
の
合
の
子
で
、
そ
の
政
治
は
｜
｜
昔
か
ら
大
小
様
々
の
共
和
国
で
行
わ
れ
た

政
治
と
変
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

「
い
っ
た
い
何
の
た
め
に
（
わ
が
読
者
は
戸
を
大
に
さ
れ
る
）
ト
ラ
キ
ア
の
町
ア
ブ
デ
ラ

の
起
源
と
運
命
を
ご
た
ご
た
述
べ
る
の
だ
。
ア
ブ
デ
ラ
が
わ
れ
わ
れ
に
何
の
関
係
が
あ
る
。

と
っ
く
の
昔
に
こ
の
世
に
存
在
し
な
く
な
っ
た
町
が
、
い
つ
、
何
処
で
、
ど
ん
な
風
に
、
何

故
、
誰
に
よ
り
、
何
の
目
的
で
建
て
ら
れ
た
か
、
知
ろ
う
と
知
る
ま
い
と
、
そ
れ
が
わ
れ
わ

れ
に
何
の
関
わ
り
が
あ
る
と
い
う
の
だ
」

ご
ひ
い
き
の
読
者
方
よ
。
こ
の
先
私
が
話
を
進
め
る
準
備
が
整
う
ま
で
、

ど
う
か
ど
辛
抱
を
。
君
た
ち
に
ち
ょ
う
ど
今
、
も
っ
と
差
し
迫
っ
た
用
が
あ
る
と
か
、
手
許

ご
辛
抱
を
／

に
も
っ
と
ま
し
な
読
物
が
あ
る
と
か
い
う
の
に
、
こ
の
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
を
読
ん
で
も
ら
お

う
な
ん
て
、
滅
相
も
な
い
／
｜
｜
「
私
は
説
教
の
想
を
練
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
｜
｜
私

に
は
往
診
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
人
た
ち
が
い
る
。
｜
｜
私
は
意
見
を
具
申
し
た
り
、
判

決
を
下
し
た
り
、
上
告
し
た
り
、
上
奏
文
を
認
め
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
｜
｜
』
私

は
批
評
文
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
｜
｜
私
は
出
版
者
に
一
週
間
内
に
印
刷
全
紙
九
二
枚
の

原
稿
を
渡
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
だ
一
六
枚
足
り
な
い
。
｜
｜
私
は
一
連
の
牡
牛
を
買
っ

た
と
こ
ろ
だ
。
｜
｜
私
は
妻
を
要
っ
た
と
こ
ろ
だ
」
｜
｜
ど
う
な
り
と
ご
勝
手
に
／

想
を

練
っ
た
り
、
往
診
し
た
り
、
報
告
文
を
書
い
た
り
、
批
－
評
し
た
り
、
翻
訳
し
た
り
、
買
っ
た

り
、
結
婚
し
た
り
し
て
く
れ
給
え
／
｜
｜
仕
事
、
仕
事
と
い
う
読
者
に
良
い
読
者
な
ん
て
め

っ
た
に
い
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
な
ん
で
も
気
に
入
る
か
と
思
え
ば
、
何
ひ
と
つ
気
に
入
ら
ず
、

半
分
く
ら
い
は
理
解
し
て
る
か
と
思
え
ば
、
ま
る
っ
き
り
理
解
し
て
お
ら
ず
、
（
も
っ
と
悪

い
こ
と
に
は
）
誤
解
す
る
の
だ
か
ら
。
楽
し
み
役
立
て
な
が
ら
読
み
た
い
と
思
う
者
は
、
ち

ょ
う
ど
の
時
に
他
に
用
事
や
考
え
ご
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
。
そ
れ
に
も
し
そ
う
だ

と
し
て
も
、
ど
う
し
て
君
た
ち
は
、
サ
ル
マ
シ
ウ
ス
だ
と
か
、
ベ
ー
ル
だ
と
か
ー
ー
さ
ら
に

- 2 -

は
、
率
直
に
言
っ
て
、
こ
の
私
自
身
、
が
（
生
憎
ベ

l
ル
の
ア
ブ
デ
ラ
の
項
を
参
照
す
る
の
を

思
い
付
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
が
）
あ
れ
ほ
ど
の
時
間
を
か
け
て
知
り
得
仇
こ
と
を
二
、
三
分

で
済
ま
そ
う
な
ど
と
言
え
る
の
だ
。
君
た
ち
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
私
が
七
つ
の
城
を
持
つ
ボ

ヘ
ミ
ア
の
王
の
噺
を
始
め
た
ん
だ
と
し
た
ら
、
辛
抱
強
く
耳
を
傾
け
て
く
れ
た
だ
ろ
う
に
。

か
く
て
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
は
（
す
で
に
彼
ら
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
従
え
ば
）

か
つ
て
こ
の
世
に
あ
っ
た
人
々
と
同
じ
く
ら
い
に
は
洗
練
さ
れ
、
活
発
な
、
機
知
に
富
む
賢

い
国
民
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

「
そ
れ
は
ま
た
ど
う
い
う
わ
け
で
」

」
う
い
う
聞
が
読
者
の
中
の
学
識
者
た
ち
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し

読
者
が
み
ん
な
著
者
と
同
じ
程
度
の
学
識
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
誰
が
本
で
も
書
い
て
み
よ
う

と
い
う
気
に
な
る
も
の
か
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
わ
け
で
、
と
い
う
聞
は
、
確
か
に
は
な
は
だ

も
っ
と
も
な
問
だ
。
人
間
に
関
わ
る
こ
と
が
話
題
で
あ
る
場
合
（
神
に
関
わ
る
こ
と
な
ら
話

は
別
だ
が
）
、
そ
れ
に
は
答
え
る
の
が
当
然
だ
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
わ
け
で
、

に
対
し
て
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こ
の
物
語
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
事
実
と
特
色
の
信
溶
性
が
い
さ
さ
か
気
に
な
る
人
々
は

｜
｜
そ
れ
を
原
典
そ
の
も
の
に
、
つ
ま
り
へ
ロ
ド
ト
ス
、
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ

民
d

F

O

”4

ス
、
ア
テ
ナ
イ
オ
ス
、
ア
エ
リ
ア
ヌ
ス
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
、
ル
キ
ア
ノ
ス
、
パ
レ
フ
ァ
ト
ゥ

n

o

n

w

M

・A

・－－

ス
、
キ
ケ
ロ
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
、
ベ
ト
ロ
ニ
ウ
ス
、
ユ
ヴ
ェ
ナ
リ
ス
、
ヴ
ァ
レ
リ
ウ
ス
、
ゲ

リ
ウ
ス
、
ソ
リ
ヌ
ス
等
の
如
き
人
の
著
作
に
探
し
求
め
る
意
欲
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
限
り
｜

ベ
l
ル
の
辞
典
の
ア
プ
デ
ラ
と
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
項
を
見
て
、
こ
の
ア
ブ
デ
ラ
の
人
々
が
ル

間
ほ
ん
と
ろ

キ
ア
ノ
ス
流
の
『
真
実
の
話
』
の
類
で
な
い
こ
と
を
納
得
し
て
も
ら
い
た
い
。
ア
ブ
デ
ラ

の
人
々
も
、
そ
の
同
国
人
の
学
者
デ
モ
ク
リ
ト
ス
も
共
に
こ
こ
で
は
真
実
の
姿
を
見
せ
て
い

る
。
そ
し
て
、
前
述
の
著
作
に
見
ら
れ
る
間
隙
を
埋
め
、
不
明
の
部
分
を
解
明
し
、
み
せ
か

け
の
矛
盾
を
統
一
す
る
に
際
し
て
、
著
者
が
未
知
の
資
料
を
用
い
て
仕
事
し
た
か
に
見
え
て

も
、
や
は
り
明
敏
な
読
者
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
あ
る
証
人
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に

気
付
か
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
証
人
の
名
戸
た
る
や
、
ア
エ
リ
ア
ヌ
ス
や
ア
テ
ナ
イ
オ
ス
が
束
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に
な
っ
て
も
か
な
わ
な
い
し
、
そ
の
証
人
一
人
の
声
に
反
対
し
て
全
世
界
の
人
々
が
証
言
し

て
も
効
果
な
く
、
す
べ
て
の
ア
ン
フ
ィ
ク
テ
ィ
オ
ニ
ア
会
議
員
、
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
会
議
員
、

ド
ク
ト
ル
マ
ギ
ス
f
h
F
m
ω
パ
ツ
カ
ラ
ウ

ν
ス

十
人
委
員
会
、
盲
人
委
員
会
、
二
百
人
委
員
会
、
博
士
、
学
士
、
得
業
土
の
決
定

も
こ
と
ご
と
く
効
果
な
い
も
の
に
す
る
、
そ
の
証
人
と
は
、
つ
ま
り
自
然
そ
の
も
の
で
あ

る
。こ

の
取
る
に
足
ら
ぬ
作
品
が
さ
さ
や
か
な
り
と
人
間
の
理
性
の
歴
史
に
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
て
も
ら
え
れ
ば
、
著
者
の
ひ
じ
主
う
な
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
高
尚
な
題
名
が
つ
い
て
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
歴
史
書
と
同
断
で
、
そ
れ
以
上
で
も

以
下
で
も
な
く
、
い
ず
れ
は
美
し
い
メ
ル
ジ

l
ネ
の
蔭
に
埋
も
れ
る
に
違
い
な
い
し
、
ま
た

ド
ル
ノ
ア
夫
人
の
童
話
の
う
ち
で
も
っ
と
も
気
の
抜
け
た
も
の
と
一
緒
く
た
に
扱
わ
れ
る
に

違
い
な
い
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

第

巻

ア
プ
デ
ラ
の
人
々
と
デ
毛
タ
リ
ト
ス

第

章

先
ず
は
ア
ブ
デ
ラ
の
町
の
起
源
と
、
そ
こ
の
住
人
た
ち
の
性
質
に
つ
い
て
の

報
告
。

ト
ラ
キ
ア
の
町
ア
ブ
デ
ラ
の
古
代
は
、
杏
と
し
て
伝
説
的
な
英
雄
時
代
の
中
に
消
え
て
い
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本校着任以降発表された著書

List of publications 

(1976年6月まで）

名， 共著者書

木本知男｜新制第三角法図学

大久保正夫，他4名

最新機械工学シリーズ水力学

国清行夫，他1名

山口 光臣｜ 熊本洋学校教師館（ジェーγス邸）移築復元工事
報告

玉野 賞｜ コソクリート工学：曲げせん断とねじりを受ける
鉄筋コンクリートばりの設計法

コンクリート工学：曲げせん断とねじりを受ける

鉄筋コンクリートばりの設計法

コンクリート工学：曲げせん断とねじりを受ける

鉄筋コンクリートばりの設計法

1975年大分県中部地震によるRC建物の被害調査

報告

表俊一郎，河村博之，徳広育雄，富井

政英，友田政陳，花井正実，村橋久昭，

吉村浩二

樋口大成｜基礎化学

松浦良平

分析化学の基礎（理論と実験）

松浦良平

化学熱力学の解説と演習

松浦良平

中村安生｜ 改訂，一般物理

国富信夫，斉藤貞夫，根岸作治，名倉卓

行，坂井渉，亀沢泰

中里亜夫｜ 「イ γ ド集落の変貌」米倉二郎編

1. ガンガ中流域における農村中心地

2. ガンガ下流域における農村中心地

（執筆：村上誠，中里亜夫）

日本図説大系・九州篇

「大牟田」 「柳川，大川，筑後，瀬高」

発 行 所 明『 年

日 引j 工 業 1964.3 

森 北 出 版 1971. 3 

熊本市教育委員会 1974.3 

技 報 A主L主 1975.4 

技 報 A主L止 1975.6 

技 報 戸主u,.主 1975. 7 

日本建築学会 1976.5 

贋川書店 1967.4 

贋川書店 1969.2 

贋川書店 1970.2 

東京書籍株式会社 1973. 

古今書院 1973.5 

朝倉書店 1976 
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本校着任以降学外に発表された研究論文
(1976年6月まで）

List of papers published by other institutes and academic societies 

名官教 題 目 年刊頁号巻文三ム
日間

轟 一郎｜気ほうポンプの揚水特性

班一郎，佐藤泰生，本田達

Performance of Air-Lift Pump 

I. Todoroki, Y. Sato, I. Honda 

木村剛三／ Numerical Table of Seban-Bond So・
lutian for Equation of Laminar Bounda-
ry Layer on a Circular Cylnder in Axial 
Incompresible Flow, 

J. Okabe, G. Kimura 

Precise Determimation of the Solitary 
Wave of Extreme Height on Water of 
a Uniform Depth 

H. Yamada, J. Okabe, G. Kimura 

Bottom Friction Problem in Coastal 
Hydraulics. 

H. Yamada, J. Okabe, G. Kimura 

2元連立方程式の電子計算機による 1解
法

竹松正樹，木村剛三，山下巌

雑誌名

日本機械学会論文集

Bulletin of JSME 

38巻 I2085 I 1972 
312号

Vol. 16 / 733 / 1973 
No.94 

Report of Research Insti- I Vol. 15 I 49 I 1967 
tute for applied Mechanics I No. 49 
Kyushu University 

Report of Research Insti- I Vol. 16 I 15 I 1968 
tute~for applied Mechanics I No. 52 
Kyushu University 

Report of Research Insti- / Vol.17 I 1 I 1969 
tute for applied Mechanics I No. 56 
Kyushu University 

九州大学応用力学研究所々 ｜第29号｜ 61 I 1968 
報

下村龍太郎｜ Investigation of Surface Film Boiling I Bulletin of JSME 
under Free Convection 

K. Nishikawa, R. Shimomura 
M. Hatano, H. Nagatomo 

Vol.10 / 123 I 1967 
No.37 

九州大学生産科学研究所報 ｜第52号
止と
ロ

直流で加熱された物体の表面温度の測定

藤井哲，下村龍太郎，下村寛昭，
安元昭寛

小田 明｜爆接オーステナイト系ステンレスクラッ ｜溶接学会誌
ド銅の加熱に関する冶金的研究

立川逸郎，小田明

9 I 1971 

41巻 I663 I 1972 
6号

Some Metallurgical Observations on / Trans. Japan Welding / Vol. 3 I 48 I 1972 
Heating of Explosive Auster以 cStain- / Society I No. 1 
less Clad Steel, 

I. Tatsukawa, A. Oda 

HT80高張力鋼溶接部の低サイクノレ疲
労

立川逸郎，小田明

18-8ステソレス鋼のコーキシング効果

18Cr-8 Niォーステナイト系ステンレス
鋼のX線応力測定

小田明，宮川英明

爆着オーステナイトステンレlスクラッド
銅の微視的組織と残留応力

立川逸郎，小田明，宮川英明

溶接学会誌

日本材料学会誌 H材料”

材料

溶接学会全国大会講演概要

号
巻

2

n
d
 

d
佳 147 I 1974 

23巻
247号
24巻
256号

4
4
a
F
h
u
 

ヴ
4

庁

t

n
w
d
n
y
 

－
－
司
i

n
y

っ“

ヴ

t

n

L

n
L
 

第15集 356 I 1974 
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目 雑誌名 年刊頁号巻文三＂＇－
日間 題

小田 明 ISome Metallurgical Aspects and Re-
sidual Stress of Explosive Stainless Clad 
Steels. 

I. Tatsukawa, A. Oda 

Advanced Welding Tech- / Vol. l I 251 I 1975 
nology-The 2 nd Inter-
national Symposium of 
The Japan Welding Socie-
ty 

The Effect of Coaxing in 18 Cr-8 Ni I Metals Technology I Vol. 2 I 404 I 1975 

Austenitic Stainless Steel I (A Publication of The IP arts 7, 8 

A. Oda I Metals Society) 

爆着オーステナイトステンレス・クラッ ｜ 材料 I 25巻 I 13 I 1976 

ド鋼のX線残留応力測定 I I 268号

小田明，宮川英明

18Cr-8Niォーステナイト系ステンレス ｜ 日本機械学会九州支部講演 I No. 768 I 127 I 1976 

鋼研削加工層の微視的組織と残留応力の ｜ 論文集 I -2 
X線的研究

小田明，田口紘一，宮JI！英明

池本憲義｜ ロスフィーダの設計について 日本設計製図学会九州支部 ｜第2号
講演論文集

精機学会九州支部福岡地方
講演会前刷

2 I 1970 

田口紘一 ISKD 11の平面重研削に関する研究
一切り込みの影響一

佐藤淳一，佐久間敬三，田口紘一

ソリッドボーリング加工（BTA方式） ｜ 日本機械学会講演論文集 I735-2 I 125 I 1973 

の研究（小径の鋼切削における工具材種 ｜ （高取地方講演会）
の影響）

佐久間敬三，田口紘一，金城盛順

ソリッドボーリング加工（BTA方式）
の研究（切削抵抗と加工特性）

佐久間敬三，田口紘一，甲木昭雄

リーマ加工穴の多角形誤差
一切刃の分割形式の影響一

佐久間敬三，清田宏，田口紘一

ソリッドボーリング加工（BTA方式）
の研究
一工具の振動と加工穴の形状一

佐久間敬三，田口紘一，甲木昭雄，
松下哲

ソリッドボーリング加工（BTA方式）
の研究
一工具の挙動と加工穴の形状一

佐久間敬三，田口紘一，甲木昭雄，
松下哲

試作した深穴内面研削動力計の特性につ ｜ 日本機械学会九州支部講演 I 768-2 I 69 I 1976 

いて， ｜ 論文集

29 I 1972 

昭和50年度精機学会春季大
会学術講演会前刷

39 I 1975 

昭和50年度精機学会春季大
会学術講演会前刷

41 I 1975 

昭和50年度精機学会秋季大
会学術講演会前刷

165 I 1975 

昭和51年度精機学会春季大
会学術講演会前刷

105 I 1976 

18Cr-8Niオーステナイト系ステンレス ｜ 日本機械学会九州支部講演 I 768-2 I 127 I 1976 

鋼研削加工層の微視的組織と残留応力の ｜論文集

X線的研究

小田 明，田口紘一，宮川英明

猿渡 真一｜低比速度軸流送風機の性能（第1報，翼｜ 日本機械学会第46期通常総｜ ｜ ｜附

設計方法が性能に及ぼす影響） ｜ 会講演論文集

中島幸敏， 白本和歳， 近藤徹， 竹迫
勇，猿渡真一
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論 文 題 目 雑 誌 名 1巻号｜頁｜刊年

猿渡真一 気ほう流の研究（第2報，気ほうの挙動 第10回日本伝熱シγポジウ 5 1973 
及ぼにす水流速の影響） ム講演論文集

佐藤泰生，本田達，猿渡真一，世古
口言彦

垂直な円管内および平行平板聞の静止液 熊本大学工学部研究報告 23-3 43 1974 
中を上昇する気ほうの速度

佐藤泰生，猿渡真一，本田達

気ほう流の研究（第3報，気ほうの挙動 第12回日本伝熱シンポジウ 381 1975 
に及ぼす流路寸法の影響） ム講演論文集

佐藤泰生，本田達，猿渡真一，世古口
言彦

宮川英明 爆着オーステナイトステンレス・クラッ 溶接学会全国大会講演概要 第15集 356 1974 
ド鋼の微視的組織と残留応力

立川逸郎，小田明，宮川英明

18Cr-8Niオーステナイト系ステンレス 材料 24巻 22 
鋼のX線応力測定 256号 1975 

小田明，宮川英明

爆着ォーステナイトステンレス・クラッ 材料 25巻 13 1976 
ド鋼のX線残留応力測定 268号

小田明，宮川英明

18Cr-8Niォーステナイト系ステンレス 日本機械学会九州支部講演 768ー2 127 1976 
鋼研削加工層の微視的組織と残留応力の 論文集
X線的研究

小田 明，田口紘一，宮川英明

川害義則 パラメータ最適化法による非線形多変数
系の近似無干渉制御

日本機械学会講演論文集 738-2 61 1973 

川寄義則，岩井善太

パラメータ最適化法による近似無干渉制 第16回自動制御連合講演会 115 1973 
御系の設計 前刷

川害義則，岩井善太

パラメータ最適化法による近似無干渉制 熊本大学工学部研究報告 第23巻 1 1974 
御系の設計 第1号

川寄義則，岩井善太

階数変化を伴なう線形定数系の状態推定 第13回 SICE学術講演会 45 1974 

川寄義則，岩井善太 予稿集

階数変化を伴なう非線形系の状態推定 第17回自動制御連合講演会 69 1974 

川寄義則，岩井善太 前刷

χ一変動を有する非線形制御系に対する 日本機械学会講演論文集 758-2 62 1975 
適応オブザーバーの構成

川寄義則，真野和生，岩井善太

荒木三知夫 回復方策を考慮した減衰利得二次系の最 昭和41年電気回学会連合大 1799 1966 
小時間制御 会講演論文集

荒木三知夫，辻節三

辻 一夫 フィルタ形消音器の円筒状空胴の寸法化 電気回学会九州支部連合大 185 1965 
について 会講演論文集

辻一夫，奥田嚢介



223 

目 年刊頁口方巻文論 題 雑誌名

辻 一夫｜ 3電極付薄膜抵抗の近似等価抵抗の計算｜電気回学会九州支部連合大
法 ｜ 会講演論文集

3電極付薄膜抵抗の計算法

浜田 伸生｜ 開閉一連続制御方式定電圧安定化電源

9 I 1969 

電気回学会九州支部連合大
会講演論文集

電気回学会九州支部連合大 ｜第24回｜ 31 I 1971 
会講演論文集

1 I 1970 

サイリスタを用いた定電圧安定化回路の ｜ 電気回学会九州支部連合大 ｜第25回｜ 81 I 1972 
一方式 ｜ 会講演論文集

小沢 賢治｜ フェライトのマイクロ波における特性 電気四学会九州支部連合大
会講演論文集

大

大

大

合

合

合

連

連

連

部

部

部

支

支

支

九
集

九

集

九

集

会

文

会

文

会

文

学

論

学

論

学

論

四

演

四

演

四

演

気

講

気

講

気

講

電

会

電

会

電

会

る

ロ

ロ

け

ク

ク

hm

イ

イ

こ

マ

マ

加

の

の

ロ

ト

ト

ク

イ

イ

J
E
－

－

フ

一

フ

マ

エ

エ

の

フ

棒

フ

’ド・

7

’d
戸
相
H

7

’d

イ
性

vO
透

v
O
性

テ

特

の

比

の

特

：

の

あ

る

あ

衰

一

7
率

、り
け

O
減

系

鍬

仰

功

似

勃

h

出

白

痴

白

部

松野了二 IALGOLトランスレータ
松山公一，松野了二

33 I 1969 

29 I 1970 

207 I 1971 

225 I 1972 

電気回学会九州支部連合大｜第28回｜ 195 I 1975 
会講演論文集

吉田 照正｜安全に関する教育について ｜化学教育

永田 良一｜ 腐食性固ー液系混相流による鉄鋼材料の ｜化学工学誌
損耗について

山下貞二，大薄利美，永田良一

外洋水に漂砂を含む混相流による復水器 ｜ 鹿児島大学工学部紀要
の伝熱管路の摩耗特性の実験的研究

山下貞二，大薄利美，永田良一，野口
利郎，鈴木慶一

流体輸送問題の直接解法に対する一考察 ｜化学工学誌

山下貞二，永田良一

湿り材料表面温度の計算線図 ｜ 化学工学誌

永田良一，山下貞二

吉武 紀道｜ ポリウレタンの熱分解に関する研究 ｜ 九州大学工学部集報
第1報 Nーフュニルー0－アノレキノレウ
レタンの熱分解

吉武紀道，重江伸也，永野義彰，田中
武英

九州大学工学部集報第2報 N－アリノレー0ーアノレキルウレ
タンの無分解

吉武紀道，重江伸也，永野義彰，田中
武英

ウレタンの熱分解について

ウレタンの熱分解について（第2報）

吉武紀道，田中武英，永野義彰，横山
哲夫，山口幸男，重江伸也

N－アリノレー0－アノレキノレウレタγの熱分 ｜ 日本化学会第24年会講演要
解（第2報） ｜ 旨集

重江伸也，吉武紀道，永野義彰，田中
武英

月刊，分析機器八月号

化学関連七支部合同九州大
会講演要旨集

第21回 I 65 I 1973 
第1号｜｜
第33巻 I1046 I 1969 
第11号

第15号 1 I 1971 
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第6号

第10巻 I 47 I 1972 
第8号

1970 

1971 
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名｛呂教 論 文 題 目 雑誌名 年平』頁号巻

吉武紀道｜線状ポリウレタγの熱分解について ｜昭和50年度九州地区化学教｜ I I 1975 
｜育研究協議会講演要旨集

提言，高分子教育を読んで，意見と感想 ｜ 高分子7月号 ｜第24巻｜ 486 I 1975 

松本和秋｜ボラックエポキシ樹脂の製造条件とイb学｜ 町学会第20年会講演予｜ （町） I 388 I 1967 
構造の検討 ｜稿集

団村亮次郎，松本和秋

架橋ポリピニルアノレコーノレゲノレの合成 ｜ 工業化学雑誌 I 74巻 I 1904 I 1971 
本呈義明，平山忠一，松本和秋 ｜ ｜ 9号

カチオン型球状イオン交換ポリピニ／レア ｜ 日本化学会第鰍季年会講 I CO 134211肝
／レコ一／レの合成 ｜ 演予稿集

松本和秋，平山忠一， Jll野敏郎，本里
義明

ポリピニルアノレコール球状粒子を基体と ｜ 日本化学会第峰季年会講 I (I) I 455 I四
するアニオン交換体の合成 ｜ 演予稿集

松本和秋，平山忠一，本旦義明

ポリビ、ニノレアルコール球状粒子からカチ ！ 日本化学会誌
オン型および両性イオン交換体の製造

平山忠一，松本和秋，本里義明

ポリビ、ニノレアノレコ一味状粒子からのア ｜ 日本化学会誌
ニオン交換体の製造

松本和秋，平山忠一，本里義明

辻 直孝l陰イオン交換樹脂による傾斜溶離クロマ ｜第6固化学関連支部合同九
トグラフ 4ーにおけるポリリン酸塩の溶 ｜ 州大会講演集
離ピーク位置

大橋茂，辻直孝，上野陽一郎

No. 6 I 998 I 1976 

No. 7 I 1145 I 1976 

11 I 1969 

Elution Peak Positions of Linear Phos- I Jounal of Chromatography 
phates in Gradient Elution Chromato-
graphy with an Anion-exchange Resin 

上野陽一郎，竹下勝，武藤雅之

山口 光臣｜附紀後期の長崎出島かびたん部屋の洋｜ 日本建築学会大会学術講演
風化について ｜ 梗概集

50 I 349 I 1970 

1473 I 1974 

明治初期および中期における出島新教教 ｜ 日本建築学会研究報告中国 ｜第3号｜ 381 I 1975 
会関係の建物について ｜ ・九州支部 I 2 

明治初期における長崎港外伊王島大明寺 ｜ 日本建築学会昭和50年度秋 I I 1557 I 1975 
教会建築について ｜季大会学術講演梗概集

18世紀後期の出島かぴたん部屋の洋風化 ｜ 日本建築学会論文報告集 ｜第234号｜ 131 I 1975 

長崎における幕末および明治初期教会堂 ｜ 日本建築学会論文報告集
建築と現存する伊王島大明寺教会堂建築
について

1975 

日本における洋風建築導入過程の研究 ｜ 学位論文（東京大学） 1970 

吉岡 義雄｜ 火災時の燃焼速度について
（パノレサ材の燃焼）

日本建築学会九州支部研究
報告

22 I 57 I 1976 

玉野 賃｜ねじりを含む複合応力による鉄筋コンク ｜ 日本建築学会中国・九州支｜第2号｜ 155 I 1972 
リート部材の破壊に関する研究 ｜ 部研究報告
（曲げ，ねじりによる正方形断面部材
の破壊性状）
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玉野 賓｜ 偏平円筒形立体骨組の幾何学的非線形挙 ｜ 日本建築学会大会学術講演
動 ｜ 梗概集（東北）

玉野寅，花井正実，三宅昭春

正負繰返曲げ，せん断力を受ける斜せん ！ 日本建築学会九州支部研究 ｜第問 ｜日31四
断補強筋柱の破壊性状 ｜ 報告

571 I 1973 

斜せん断補強筋柱の曲げせん断予備実験 ｜ 日本建築学会大会学術講演
梗概集（北陸）

1349 I 1974 

曲げせん断とねじりを受ける鉄筋コンク ｜ 日本建築学会中国 ・九州支 ｜第3号｜ 137 I 1975 
リートばりの許容耐力について ｜ 部研究報告
（そのし公称ねじり応力度ならびに純
ねじり強度）

佐藤典美，玉野賃

曲げせん断とねじりを受ける鉄筋コンク ｜ 日本建築学会中国・九州支 ｜第3号｜ 141 I 1975 
リートばりの許容耐力について ｜ 部研究報告
（その 2，曲げせん断とねじり相関々係
および許容ねじり耐力式）

玉野 賃，佐藤典美

大分県中部地震による建物の被害に関す ｜ 日本建築学会，学術講演梗 I I 351 I 1975 
る一考察 ｜ 概集（関東）

小畑益彦，堤 和敏，前田潤滋，三
宅昭春，松村和雄，玉野寅，花井正
実，表俊一郎

大分県中部地震によるKLホテルの震害 ｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第問 ｜137 I 1976 
に関する一考察（その l,A,Bブロック ｜ 報告
について）

村橋久昭，玉野安

大分県中部地震によるKLホテルの震害 ｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第22号｜ 凶 I1976 
に関する一考察 ｜ 報告
（その 2,cブロックについて）
村橋久昭，玉野賀

鋼管U形継手の疲労強度（その 1，疲労 ｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第問 ｜257 I四
試験体の力学的特性） ｜ 報告

玉野賃，佐藤典美，原田克身，花井
正実

鋼管U形継手の疲労強度（その2，低サ I 日本建築学会九州支部研究 ｜第2 I 261 I四
イグル疲労強度） ｜ 報告

玉野賃，佐藤典美，原田克身，花井
正実

原田 克身｜ 鋼構造柱脚の仕口構成と接合度に関する ｜ 日本建築学会大会学術講演
実験的研究（補強用根巻コンクリ ートの ｜ 梗概集
回転性状に及ぼす影響について，その1)

増田貫志，原田克身，今井康博

493 I 1971 

鋼構造柱脚の仕口構成と接合度に関する ｜ 日本建築学会大会学術講演
実験的研究（補強用根巻コンクリ ートの ｜ 梗概集
回転性状に及ぼす影響について，その2)

増田貫志，原田克身，今井康博

鋼構造柱脚の仕口構成と接合度に関する ｜ 日本建築学会大会学術講演
実験的研究（静的ならびに繰返し荷重下 ｜ 梗概集
の回転性と破壊状態）

増田貫志，原田克身，今井康博

495 I 1971 

497 I 1971 
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原田 克身｜形鋼と鋼管で構成される合成トラス構造｜ 日本建築学会中国・九州支 ｜第2号 I223 I 1972 
の接合部に関する実験的研究 ｜ 部研究報告

花井正実，増田貫志，原田克身

鋼構造柱脚の仕口構成と接合度に関する ｜ 日本建築学会中国・九州支 ｜第2号｜ 227 I 1972 
実験的研究（長締めアンカーボノレトの回 ｜ 部研究報告
転性状）

増田貫志，原田克身

形鋼と鋼管で構成される合成トラス構造 ｜ 日本建築学会大会学術講演
の接合部に関する実験的研究 ｜ 梗概集

花井正実，増田貫志，原田克身

1407 I 1972 

構造部柱脚の仕口構成と接合度に関する ｜ 日本建築学会大会学術講演
実験的研究（長締めアンカーボノレトの回 ｜ 梗概集
転性状）

増田貫志，原田克身

形鋼と鋼管で構成される合成トラス構造 ｜ 日本建築学会九州支部研究
の接合部に関する実験的研究 ｜ 報告

花井正実，増田貫志，原田克身

鋼構造柱脚の仕口構成と接合度に関する ｜ 日本建築学会九州支部研究 I 20号 1 101 I 1973 
実験的研究（補強根巻コンクリ ートの回 ｜ 報告
転性状に及ぼす影響について，その3)

増田貫志，原田克身，河野久夫

1405 I 1972 

20号 I 89 I 1973 

形鋼と鋼管で構成される合成トラス構造 ！ 日本建築学会大会学術講演 I I 1135 I 1973 
の接合部に関する実験的研究 ｜ 梗概集

花井正実，増田貫志，原田克身

鋼構造柱脚の仕口構成と接合度に関する ｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第21号｜ 145 I 1974 
実験的研究（埋込みアンカーボルトの変 ｜ 報告
形性状）

増田貫志，原田克身，河野久夫

鋼構造柱脚の仕口構成と接合度に関する ｜ 日本建築学会大会学術講演 I I 1003 I 1974 
実験的研究（埋込みアンカーボルトの変 ｜ 梗概集
形性状，その 1)

増田貫志，原田克身，河野久夫

鋼構造柱脚の仕口構成と固定度に関する ｜ 日本制築学会中国・九州支 ｜第3号 ｜177 I 1975 
実験的研究（固定度に関するー解法） ｜ 部研究報告

増田貫志，原田克身

鋼管U形継手の疲労強度（そのし疲労｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第22号 I257 I 1976 
試験体の力学的特性） ｜ 報告

玉野賀，原田克身，佐藤典美，花井
正実

鋼管U形継手の疲労強度（その2，低サ ｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第22号｜ 261 I 1976 
イクノレ疲労強度） I 報告
玉野賃，原田克身，佐藤典美，花井
正実

鋼構造柱脚の仕口構成と固定度に関する ｜ 日本建築学会九州支部研究 l第22号 ｜265 I 1976 
実験的研究（固定度に関するー解法，そ ｜ 報告
の2)

増田貫志，原田克身

新谷肇ー｜ 病院建築の計画史的研究（明治期の学校｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第問｜ 臼31四
附属病院について ill) I 報告
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新谷肇ー｜ 病院建築の計画史的研究（明治・大正期 ｜ 日本建築学会大会学術講演｜ I 945 I 1974 
の学校！？付属病院についてN • V）〔2篇〕 ｜ 梗概集 I I 947 
新谷肇ー，青木正夫

病院建築の計画史的研究（金沢卯辰山養 ｜ 日本建築学会中国・九州支 ｜第3号21 177 I 1975 
生所と新潟病院医学所について） ｜ 部研究報告

新谷肇ー，青木正夫

病院建築の計画史的研究（京都帝国大学 ｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第22号21 73 I 1976 
医科大学医院について） ｜ 報告

新谷肇ー， 青木正夫

佐藤典美｜ 付帯ラーメン部材のせん断変形を考慮し ！ 日本建築学会大会学術講演
た耐震壁の弾性解析 ｜ 梗概集

佐藤典美，富井政英，平石平康

鋼管U形継手の疲労強度（そのl，疲労 ｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第22号｜ 257 I 1976 
試験体の力学的特性） ｜ 報告

玉野質，原田克身，佐耕典美，花井
正実

801 I 1974 

曲げせん断とねじりを受ける鉄筋コンク ｜ 日本建築学会中国・九州支 ｜第3号 11 137 I 1975 
リートばりの許容耐力について（その ｜ 部研究報告

l，公称ねじり応力度算定式ならびに純
ねじり強度）

佐藤典美，玉野賃

曲げせん断とねじりを受ける鉄筋コンク ｜ 日本建築学会中国・九州支 ｜第3号 11 141 I 1975 
リートばりの許容耐力について（その ｜ 部研究報告

2，曲げせん断とねじり相関々係および
許容ねじり耐力式）

玉野賃，佐藤典美

三宅昭春｜大分県中部地震々央近傍における加速度｜ 日本建築学会九州支部研究 l第22号｜ 113 I四
分布 ｜ 報告

表俊一郎，三宅昭春，松村和雄，甲斐
直樹

大分県中部地震による小田野池レストハ ｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第22号｜ 117 I 1976 
ウスの被害に関する一考察 ｜ 報告

松村和雄，三宅昭春，小畑益彦，花井
正実

多質点系の動的風応答解析に関するノー ｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第22号｜ 85 I 1976 
ト ー構造物の動的風応答推定法に関す ｜ 報告
る基礎的研究 No.1-

前田潤滋，堤和敏，三宅昭春，花井
正実

大気乱流構造における Karmanの関係 ｜ 日本建築学会九州支部研究 ｜第22号｜ 89 I 1976 
式の近似的応用一動的風応答推定法に ！報告
関する基礎的研究 No.2-

前田潤滋，堤和敏，三宅昭春，花井
正実

大分県中部地震の震央近傍における加速
度推定

表俊一郎，三宅昭春，松村和雄
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寺本匡諜｜起立性調節障害について

高専における課外活動に関する調査
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樋口 大成 わかりやすい化学熱力学 1 化学と薬学の教室 15号 36 1967 

松浦良平，樋口大成 （康川書店）

わかりやすい化学熱力学 2 化学と薬学の教室 16号 42 1967 

松浦良平，樋口大成 （康川書店）

わかりやすい化学熱力学 3 化学と薬学の教室 17号 32 1967 

松浦良平，樋口大成 （贋川書店）

わかりやすい化学熱力学 4 化学と薬学の教室 18号 46 1968 

松浦良平，樋口大成 （康川書店）

わかりやすい化学熱力学 5 化学と薬学の教室 19号 36 1968 

松浦良平，樋口大成 （康川書店）

わかりやすい化学熱力学 6 化学と薬学の教室 20号 85 1968 

松浦良平，樋口大成 （庚川書店）

わかりやすい化学熱力学 7 化学と薬学の教室 21号 61 1968 

松浦良平，樋口大成 （贋川書店）

分子の運動 化学と薬学の教室 23号 127 1969 

松浦良平，樋口大成 （贋jII書店｝

物質の構造 化学と薬学の教室 24号 122 1969 

松浦良平，樋口大成 （贋川書店）

電気 化 学 化学と薬学の教室 25号 116 1969 

松浦良平，樋口大成 （贋川書店）

反 応速度 1 化学と薬学の教室 26号 96 1970 

松浦良平，樋口大成 （庚川書店）

反応速度 2 化学と薬学の教室 27号 116 1970 

松浦良平，樋口大成 （庚川書店）

コロイドと界面化学 化学と薬学の教室 28号 110 1970 

松浦良平，樋口大成 （贋川書店）

光 化 Aラ＂＇ニみ． 化学と薬学の教室 29号 102 1970 

松浦良平，樋口大成 （康川書店）

核 イ七 井づι一 化学と薬学の教室 30号 91 1971 

松浦良平，樋口大成 （蹟川書店）

水溶液中のリーゼガング現象 化 学教育 19巻 165 1971 
（日本化学会） 2号

モノレについての一考察 日本化学会講演予稿集 2巻 1353 1968 

樋口大成，佐々木英人

丹後杏ー カーノレ・モイリUこよるパッハオーフェン 熊本県高等学校社会科研究 第6号 25 1976 
「母権論」の解説 会研究紀要

松尾保男 Character Is Fate : The Mayor of ~ JI!原武満教授停年退官 10 1971 
Cαsterbridge 記念〉

品川 尚司 “Erewhon Revisited，， 一主人公 George 熊本大学英語英文学 10 50 1966 
を中心にして一

“The Mill on the Floss" -Maggieの 熊本大学英語英文学 15 18 1972 
2つの恋一

“Adam Bede試論付 熊本大学英語英文学 17 59 1974 
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成富 孝 On Certain Types of Recurrent Events, 九州大学教養部数学雑誌 Vol.V 1 1967 

瀬口常民，成富 孝 No.1 

穴山 健 大隈言道遺墨 近世女芸資料と考証 7 65 1969 

「ひとりごち」「拝堂先生大隈家系譜略記」 近世女芸資料と考証 9 98 1974 

即読書指導とい う現代国語の実践 国語教育誌 17 1976 

中村康治，穴山 健

中里亜夫 肉畜産業 （MeatIndustry）の地域スシ 石田寛編 「西日本における 43 1974 
テム化 〔総合科学研究（A）報告書〕 地域システム化に関する地

理学的研究」

牛小作における厩先の空間的構成 史学研究 No.126 96 1975 

川本敬之 Far fシomthe Madding Crowdにおけ 熊本大学英語英文学 18 28 1974 
る Bathshebaの愛について

、、
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